
森林環境 2022

森とともにどう生きてきたか特 集

編著＝森林環境研究会　責任編集＝則定真利子＋鎌田磨人



森林環境　２０２２

＜目　 次＞

その１　花粉から読み解く昔の植生と人間活動 高知大学理工学部准教授　三宅　尚

その２　遺跡から見えてくる縄文人の森林資源管理 明治大学黒耀石研究センター　能城修一

その３　万葉集から読み解く古植生 兵庫県立南但馬自然学校学長
（兵庫県立大学　名誉教授）　服部　保

その４　絵図から読み解く江戸時代の里山景観 京都精華大学　小椋純一

その５　森林資源管理から見た江戸時代の秋田 東京大学大学院農学生命科学研究科　芳賀和樹

その６　遺跡出土の生活用具で探る木材利用 京都大学総合博物館准教授　村上由美子

その７　古民家における材利用の自然・社会的背景 山形大学理学部　中尾七重

その８　編組製品に見る縄文時代の植物利用と加工
 金沢大学　古代文明・文化資源学研究センター特任准教授　佐々木由香

その９　近世日本の飢饉と森の食料資源 立正大学文学部特任講師　栗原健一

その10　弥生～古墳時代の木質資源の地域間流通
 公益財団法人 愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター　主任専門員　樋上　昇

その11　近世阿波の森林資源と流通 鳴門教育大学大学院　学校教育研究科　町田　哲

その12　都市から読み解く里山　～薪炭からマツタケまで～
大阪市立自然史博物館　佐久間大輔

ウッドショックはなぜ起こったか？
　～海外依存から国内資源利用への示唆～ 筑波大学生命環境系　立花　敏

生物多様性と人獣共通感染症リスク 東北大学大学院生命科学研究科　河田雅圭

里の原生林・屋久島低地照葉樹林の保全 屋久島照葉樹林ネットワーク代表　手塚賢至

新型コロナウイルスと大学教育 慶應義塾大学環境情報学部　一ノ瀬友博

････  4

････  8

････12

････16

････20

････24

････28

････32

････36

････40

････44

････48

････54

････58

････62

････67

森とともにどう生きてきたか

トレンド・レビュー

※所属や肩書きは原則として執筆当時



森とともに
どう生きてきたか

特　集特　集



― 4 ―

植
生
の
成
立
や
分
布
に
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
要
因
に

は
、
気
候
的
要
因
（
気
温
、
降
水
量
、
積
雪
、
風
な
ど
）、

土
地
的
要
因（
地
形
、地
質
な
ど
）、生
物
的
要
因（
動
物
、

人
間
な
ど
）が
あ
る（
１
）。光
合
成
を
行
う
植
物
に
と
っ

て
は
、
気
候
が
最
も
基
本
的
な
要
因
で
、
中
で
も
気
温

と
降
水
量
が
重
要
で
あ
る
。

人
類
が
進
化
し
地
球
全
体
に
分
布
を
拡
大
し
た
「
第

四
紀
（
約
２
６
０
万
年
前
～
現
在
）」
と
い
う
地
質
時

代
に
は
、
氷
期
（
寒
冷
期
）

－

間
氷
期
（
温
暖
期
）
サ

イ
ク
ル
と
い
う
、
数
万
～
10
万
年
ス
ケ
ー
ル
の
気
候
変

動
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
（
２
）。
こ
う
し
た

地
球
規
模
の
気
候
変
動
は
、
植
生
の
成
立
や
分
布
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
に
違
い
な
い
。

日
本
列
島
は
現
在
、
温
暖
で
降
雨
に
恵
ま
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
大
部
分
が
森
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
自
然
状
態
に
近
い
森
林
は
少
な
く
、
ス
ギ

な
ど
の
人
工
林
の
ほ
か
、
主
に
薪
炭
林
と
し
て
維
持
管

理
さ
れ
、
そ
の
後
、
放
棄
さ
れ
た
里
山
の
二
次
林
な
ど

が
多
く
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
過
去
の
人
間
活
動

も
ま
た
、
植
生
の
成
立
や
分
布
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ

な
い
環
境
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

昔
の
植
生
や
そ
の
変
遷
を
知
る
方
法
に
は
、
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
有
史
以
降
だ
と
、
古
文
書
や

絵
図
・
地
形
図
な
ど
を
参
照
で
き
る
。
考
古
遺
跡
の
発

掘
調
査
か
ら
森
林
資
源
の
利
用
を
調
べ
る
方
法
も
あ
る

が
、
遺
跡
周
辺
に
広
が
っ
て
い
た
植
生
景
観
ま
で
調
べ

る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。
湖
沼
や
湿
原
に
は
、
泥

や
泥
炭
（
あ
る
程
度
の
分
解
や
炭
化
を
受
け
た
植
物
遺

体
が
堆た
い

積せ
き

し
た
土
）
な
ど
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
葉
や
種
子
、
果
実
、
木
材
、
植

物
ケ
イ
酸
体
（
植
物
細
胞
に
蓄
積
す
る
ケ
イ
酸
成
分
）、

微
粒
炭
（
山
火
事
な
ど
で
植
物
が
燃
焼
し
て
で
き
た
炭

の
か
け
ら
）
な
ど
、
過
去
の
植
生
を
探
る
上
で
重
要
な

手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
花
粉
」
の
化
石
も
多

量
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
、

花
粉
が
も
つ
本
来
の
役
割
や
特
徴
、
花
粉
分
析
と
い
う

研
究
方
法
な
ど
を
説
明
す
る
。
次
に
、
花
粉
分
析
か
ら

過
去
の
人
間
活
動
の
影
響
を
読
み
取
る
方
法
を
解
説

し
、花
粉
分
析
と
考
古
・
歴
史
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
京
都
盆
地
に
お
け
る
過
去
２
千
年
間
の
植
生
変
遷
と

人
間
活
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

花
粉
は
化
石
と
な
る

春
先
に
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、「
ひ
ょ
っ
と
し
て
花

粉
症
？
」
と
聞
か
れ
る
ほ
ど
、
花
粉
症
は
身
近
に
な
っ

た
。
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
（
著
者
も
そ
の
一

人
）
に
と
っ
て
、
花
粉
は
厄
介
な
も
の
に
違
い
な
い
。

花
粉
に
は
本
来
、ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

花
粉
と
は
、そ
の
中
に
も
つ
精
細
胞
あ
る
い
は
精
子
を
、

雌
し
べ
の
中
の
卵
細
胞
に
送
り
届
け
る
た
め
の
袋
で
、

種
子
を
つ
く
り
次
の
世
代
を
残
す
上
で
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
花
粉
の
大
き
さ
は
お
お
む
ね
、
20
～

60
㍃
㍍
（
マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
）
で
あ

る
。
た
だ
し
、
例
外
は
あ
る
。
そ
う
め
ん
の
薬
味
に
使

う
ミ
ョ
ウ
ガ
の
大
き
さ
は
約
２
０
０
㍃
㍍
で
、
園
芸
植

物
と
し
て
人
気
の
あ
る
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
の
仲
間
で
は
５

㍃
㍍
を
下
回
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
肉
眼
で
そ
の
外

形
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

花
粉
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
目

は
、
花
粉
は
「
総
壁
」
と
呼
ば
れ
る
丈
夫
な
壁
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
総
壁
の
最
も
外
側
に
あ

る
「
外
壁
」
部
分
は
化
石
と
し
て
地
層
の
中
に
長
く
保

存
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
二
つ
目
は
、
花
粉
が
も
つ
外

形
が
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
で
あ
る
（
図

１
）。
た
だ
し
、「
種
」
と
い
う
分
類
単
位
で
花
粉
を
見

定
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
よ
り
も

上
位
の
分
類
単
位
で
あ
る
「
属
」
あ
る
い
は
「
科
」
で

の
同
定
と
な
る
。
花
粉
を
同
定
す
る
に
は
、
形
や
大
き

さ
、
発
芽
口
（
花
粉
管
が
伸
び
始
め
る
場
所
）
の
数
や

配
列
の
仕
方
、
外
壁
表
面
の
模
様
な
ど
の
特
徴
が
重
要

で
あ
る
。

図
１
に
示
す
花
粉
の
う
ち
、
ア
カ
マ
ツ
花
粉
（
写
真

花
粉
か
ら
読
み
解
く
昔
の
植
生
と
人
間
活
動

その１

高
知
大
学
理
工
学
部
准
教
授
　
三
宅 

尚

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか



― 5 ―

１
）
の
み
解
説
し
よ
う
。
花
粉
の
本
体
は
中
央
の
部
分

で
、
そ
の
両
側
は
気
の
う
（
空
気
の
袋
）
で
あ
る
。
気

の
う
は
空
中
に
と
ど
ま
り
風
で
飛
ば
さ
れ
る
の
に
適
し

た
構
造
と
い
え
る
。
花
粉
は
小
さ
い
が
、
そ
の
形
は
巧

み
で
美
し
く
、
そ
れ
で
い
て
奇
妙
で
愛あ
い

嬌き
ょ
うが
あ
る
。

「
花
粉
分
析
」
と
は
、
湖
沼
や
湿
原
な
ど
で
堆
積
物

を
採
取
し
、
取
り
出
し
た
花
粉
化
石
を
同
定
し
て
、
そ

の
組
成
か
ら
過
去
の
植
生
や
そ
れ
に
関
わ
る
環
境
の
変

遷
を
調
べ
る
方
法
で
あ
る
。
日
本
で
は
１
９
３
０
年
代

初
頭
を
皮
切
り
に
、
花
粉
分
析
に
よ
る
研
究
は
大
い
に

進
み
、
現
在
で
は
古
植
物
学
や
古
生
態
学
の
ほ
か
、
古

海
洋
学
、
古
気
候
学
、
考
古
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

花
粉
分
析
研
究
の
進
展
に
は
年
代
測
定
法
の
発
達
が

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
第
四
紀
後
期
で
は
、「
放
射
性

炭
素
法
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
放
射
性

炭
素
法
と
は
、
生
物
遺
体
に
残
存
す
る
炭
素
の
放
射
性

同
位
体
（
Ｃ
14
）
を
測
る
こ
と
で
、
遺
体
の
堆
積
年
代

を
推
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
近
年
に
な
っ
て
、
遺
体
に

残
る
Ｃ
14
を
微
量
で
も
高
感
度
で
測
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
大
気
中
の
Ｃ
14
濃
度
の
経
年
的
な
変
動
が
明
ら

か
と
な
る
に
及
び
、
植
生
が
変
化
し
た
年
代
や
歴
史
イ

ベ
ン
ト
が
起
き
た
年
代
を
精
度
よ
く
見
積
も
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

ア
カ
マ
ツ
花
粉
と
人
間
活
動

植
生
は
、
過
去
に
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変
動

に
多
様
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
変
遷
を
繰
り
返
し
つ

つ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
花
粉
分
析
資
料

か
ら
過
去
の
人
間
活
動
の
影
響
を
読
み
取
る
に
は
、
環

境
変
動
の
影
響
と
人
間
活
動
の
影
響
と
を
区
別
す
る
た

め
の
根
拠
が
必
要
と
な
る
。

北
海
道
を
除
く
日
本
列
島
の
花
粉
分
析
資
料
を
見
る

と
、
約
３
０
０
０
年
前
以
降
の
あ
る
時
期
か
ら
マ
ツ
属

花
粉
が
増
加
す
る
現
象
が
あ
る
。
例
え
ば
、
高
知
平
野

で
は
約
２
０
０
０
年
前
か
ら
マ
ツ
属
花
粉
が
増
加
す
る

（
３
）（
図
２
）。
１
９
４
０
年
代
に
は
世
界
各
地
の
花

粉
分
析
資
料
か
ら
、
後
氷
期
後
期
（
約
４
０
０
０
年
前

～
現
在
）
に
お
け
る
減
暖
化
が
示
さ
れ
て
い
た
（
後
年
、

花
粉
分
析
と
は
別
の
古
気
候
に
関
す
る
研
究
か
ら
、
こ

の
推
論
が
正
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
）。
こ
の
た
め
、

日
本
に
お
け
る
マ
ツ
属
花
粉
の
増
加
は
当
初
、
こ
の
地

球
規
模
の
気
候
変
動
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
元
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
（
故
）
塚
田
松
雄
博
士
は
、

１
９
５
０
～
１
９
８
０
年
代
に
か
け
て
、
中
部
地
方
を

中
心
に
花
粉
分
析
を
行
い
、
マ
ツ
属
花
粉
の
増
加
が
気

候
変
動
で
は
な
く
人
間
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

た
こ
と
を
証
明
し
た
。
以
下
で
述
べ
る
塚
田
博
士
の
研

図２　高知平野伊達野低湿地における過去約６万年間の花粉変遷
図（文献３をもとに著者が作成）

　　　樹木花粉の総数を基本数として、各々の花粉の出現頻度を
百分率で表している。花粉の変遷に基づくと、本低湿地周
辺では温帯針広混交林（時代①）から照葉樹林（時代②）に、
そしてアカマツ二次林（時代③）へと植生が移り変わった
ことが分かる。

図１　さまざまな植物の花粉の光学顕微鏡像
　　　写真１：アカマツ、２：モミ、３：ツガ、４：スギ、５：

ヤマモモ、６：スダジイ、７：イチイガシ、８：ミズナ
ラ、９：ブナ、10：栽培イネ、11：ソバ。

　　　図中の矢印は発芽口（孔や溝）の一例を示す。アカマツ（写
真１）は二葉マツの仲間である。二葉マツ花粉には２つ
ある気のうの間に模様がない。他方、五葉マツ花粉には
ソバカス状の模様がある。
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究
を
も
と
に
説
明
し
よ
う
。

中
部
地
方
の
山
地
帯
域
に
お
け
る
研
究
結
果
を
見
る

と
、
後
氷
期
後
期
に
モ
ミ
属
、
ト
ウ
ヒ
属
、
ツ
ガ
属
な

ど
の
常
緑
針
葉
樹
の
花
粉
化
石
が
増
加
す
る
。
こ
れ
ら

の
分
類
群
は
山
地
帯
よ
り
上
部
の
亜
高
山
帯
に
発
達
す

る
常
緑
針
葉
樹
林
の
主
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
塚
田
博

士
は
こ
の
現
象
が
減
暖
化
に
伴
う
亜
高
山
帯（
亜
寒
帯
）

常
緑
針
葉
樹
林
の
分
布
拡
大
を
示
す
と
考
え
た
。
ま

た
、
常
緑
針
葉
樹
花
粉
は
マ
ツ
属
花
粉
に
先
立
っ
て
増

え
始
め
る
た
め
、
マ
ツ
属
花
粉
の
増
加
は
減
暖
化
と
は

異
な
っ
た
要
因
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

長
野
県
野
尻
湖
で
は
、
約
１
５
０
０
年
前
か
ら
マ
ツ

属
複
維
管
束
亜
属
（
二
葉
マ
ツ
の
仲
間
）
花
粉
が
ソ
バ

属
花
粉
と
と
も
に
増
加
す
る
（
４
）。
日
本
産
の
マ
ツ

属
に
は
、
二
葉
マ
ツ
の
ほ
か
、
単
維
管
束
亜
属
（
五
葉

マ
ツ
の
仲
間
）
が
あ
る
。
１
９
５
０
年
代
に
な
る
と
、

両
者
の
花
粉
は
外
形
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
図
１
で
は
ア
カ
マ
ツ
の
花
粉
を
紹
介
し
た
。

ア
カ
マ
ツ
は
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
と
と
も
に
、
二
葉
マ
ツ
に

分
類
さ
れ
る
。
ア
カ
マ
ツ
と
ク
ロ
マ
ツ
は
現
在
、
丘
陵

帯
か
ら
山
地
帯
に
か
け
て
分
布
す
る
。
ク
ロ
マ
ツ
が
海

岸
沿
い
に
偏
る
一
方
、
ア
カ
マ
ツ
は
内
陸
に
ま
で
広
く

分
布
す
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
列
島
各
地
に
お
け
る
二

葉
マ
ツ
花
粉
の
増
加
は
主
に
、
ア
カ
マ
ツ
花
粉
の
増
加

に
由
来
す
る
と
推
定
で
き
る
。
蕎そ

麦ば

（
ソ
バ
属
）
は
大

陸
起
源
と
さ
れ
る
栽
培
植
物
で
あ
り
、
焼や
き

畑は
た

の
主
な
作

物
で
あ
る
。
野
尻
湖
で
は
さ
ら
に
、
二
葉
マ
ツ
花
粉
の

増
加
に
や
や
先
行
し
て
、
湖
周
辺
に
広
が
る
自
然
林
の

構
成
要
素
で
あ
る
ブ
ナ
型
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
花
粉
が

減
少
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
ま
た
、
栽
培
植
物
で
あ
る

稲
（
イ
ネ
属
）
の
ほ
か
、
野
生
の
イ
ネ
科
、
ヨ
モ
ギ
属
、

ア
カ
ザ
科
な
ど
、
人
里
に
生
え
る
草
本
の
花
粉
も
増
加

す
る
。 

山
口
県
宇う

生ぶ

賀か

湿
原
で
は
、
約
７
０
０
０
年
前
と

か
な
り
早
い
時
期
か
ら
二
葉
マ
ツ
花
粉
が
増
加
す
る

（
５
）。ソ
バ
属
花
粉
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
か
ら
出
現
す
る
。

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
花
粉
と
、
微
粒
炭

の
出
現
開
始
期
や
そ
の
後
の
増
減
傾
向
が
ほ
ぼ
一
致
す

る
こ
と
で
あ
る
。
約
１
５
０
０
年
前
以
降
に
は
、
二
葉

マ
ツ
や
ソ
バ
属
花
粉
は
さ
ら
に
高
率
と
な
り
、
そ
こ
に

イ
ネ
属
花
粉
も
加
わ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
葉
マ
ツ
花
粉
の
増
加
に
代
表
さ
れ

る
花
粉
組
成
の
一
連
の
変
化
は
、
人
間
に
よ
る
農
耕
活

動
や
そ
れ
に
伴
う
自
然
林
の
破
壊
に
よ
っ
て
二
次
林
や

草
地
な
ど
の
半
自
然
的
な
植
生
景
観
が
広
が
り
、
長
く

維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
人
間
活
動
の
活
発
化
と
と
も
に
ア

カ
マ
ツ
が
増
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
種
は
も
と
も
と
、

栄
養
が
少
な
く
乾
燥
し
た
立
地
に
も
よ
く
耐
え
て
生
育

で
き
る
。
本
種
は
ま
た
、
日
当
た
り
を
好
み
、
安
定
し

た
自
然
林
の
も
と
で
は
更
新
が
難
し
い
。
溶
岩
流
や
地

す
べ
り
な
ど
、
規
模
の
大
き
い
自
然
攪
乱
が
原
因
で
空

所
が
で
き
る
と
、本
種
は
い
ち
早
く
侵
入
し
成
長
し
て
、

優
勢
な
林
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
現
存
す

る
ア
カ
マ
ツ
林
の
多
く
は
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
成
立

し
維
持
さ
れ
て
き
た
二
次
林
で
あ
る
。
例
え
ば
、
照
葉

樹
林
の
一
つ
で
あ
る
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
自
然
林
を
伐
採
す
る

と
、
そ
の
跡
地
に
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
萌ぼ
う

芽が

林
が
で
き
る
。

さ
ら
に
伐
採
し
続
け
る
と
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
は
減
っ
て
ア

ラ
カ
シ
な
ど
が
増
え
、
や
が
て
コ
ナ
ラ
な
ど
の
優
勢
な

落
葉
広
葉
樹
二
次
林
に
変
わ
る
。
伐
採
に
加
え
、
柴し
ば

・

山
草
刈
り
、
落
ち
葉
か
き
、
根
掘
り
な
ど
、
森
林
資
源

の
利
用
を
繰
り
返
す
と
、
落
葉
広
葉
樹
二
次
林
は
ア
カ

マ
ツ
二
次
林
へ
変
化
し
、
最
後
に
は
は
げ
山
と
な
る
。

つ
ま
り
、
後
氷
期
後
期
に
お
け
る
二
葉
マ
ツ
花
粉
の
増

加
は
、
森
林
に
加
え
ら
れ
た
人
間
活
動
が
い
か
に
活
発

で
、
し
か
も
持
続
的
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

花
粉
分
析
と
考
古
・
歴
史
資
料

最
後
に
、
花
粉
か
ら
分
か
る
植
生
変
遷
と
人
間
活
動

に
つ
い
て
、
京
都
盆
地
に
お
け
る
京
都
府
立
大
学
の

佐
々
木
尚
子
博
士
の
研
究
（
６
、７
）
を
紹
介
し
な
が

ら
説
明
し
よ
う
。
京
都
盆
地
は
平
安
京
な
ど
の
建
都
以

来
、
長
く
政
治
や
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。
佐
々

木
博
士
は
盆
地
北
部
に
あ
る
深み
ぞ
ろ
が
い
け

泥
池
で
堆
積
物
を
採
取

し
、
そ
の
花
粉
分
析
や
微
粒
炭
分
析
を
行
っ
た
。
そ
れ

ら
の
分
析
結
果
と
、
近
畿
地
方
や
深
泥
池
周
辺
で
得
ら

れ
た
考
古
・
歴
史
資
料
を
比
べ
る
こ
と
で
、
同
地
域
に

お
け
る
過
去
約
２
０
０
０
年
間
の
植
生
変
遷
と
人
間
活

動
の
関
わ
り
を
調
べ
た
（
図
３
）。

古
墳
時
代
以
前
に
は
、
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

（
常
緑
カ
シ
の
仲
間
）
花
粉
が
高
い
出
現
割
合
を
示
す
。

他
方
、
二
葉
マ
ツ
花
粉
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
。
畿

内
地
域
や
深
泥
池
周
辺
で
は
人
口
が
少
な
か
っ
た
と
見

ら
れ
、
常
緑
カ
シ
を
主
と
す
る
照
葉
樹
の
自
然
林
が
広

が
っ
て
い
た
。

飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
は
、
常
緑
カ
シ
花
粉
が

漸
減
し
二
葉
マ
ツ
花
粉
が
連
続
し
て
出
現
し
始
め
る
。

こ
の
頃
に
は
、
律
令
制
を
は
じ
め
、
国
家
の
統
治
機
構

が
整
う
と
と
も
に
、
長
岡
京
、
平
安
京
な
ど
の
都
が
造

営
さ
れ
た
。
深
泥
池
の
北
方
に
は
、
７
～
12
世
紀
に
陶

質
の
土
器
や
瓦
を
焼
い
て
い
た
窯
の
跡
が
あ
る
。
人
口

が
し
だ
い
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
都
の
造
営
に
必
要
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な
瓦
の
窯よ
う

業ぎ
ょ
うが
操
業
・
発
展
し
、
燃
料
や
肥
料
な
ど
森

林
資
源
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
窯
業
の
操
業
が

始
ま
っ
た
頃
に
は
、
堆
積
物
か
ら
お
び
た
だ
し
い
微
粒

炭
も
出
て
く
る
。
深
泥
池
周
辺
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人

間
活
動
を
契
機
に
ア
カ
マ
ツ
が
増
え
始
め
た
。

平
安
時
代
の
後
期
、
平
安
京
の
造
営
の
後
、
深
泥
池

の
あ
る
上
賀
茂
地
域
が
上
賀
茂
神
社
の
社
領
と
な
っ
た

頃
を
境
に
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
か
け
て
、
二
葉
マ
ツ

花
粉
は
さ
ら
に
増
加
し
、
常
緑
カ
シ
花
粉
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
る
。
人
口
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
農
地
が

広
く
開
墾
さ
れ
、
中
世
的

な
生
産
・
開
発
活
動
も
活

発
化
し
た
こ
と
で
、
ア
カ

マ
ツ
を
主
と
す
る
二
次
林

に
移
行
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
二

葉
マ
ツ
花
粉
が
急
激
に
増

加
し
、
常
緑
カ
シ
花
粉
は
極

め
て
低
率
と
な
る
。
深
泥
池

周
辺
で
は
急
激
に
人
口
が

増
加
し
た
。
こ
の
時
代
の
絵

図
の
分
析
（
８
）
に
よ
る
と
、

上
賀
茂
神
社
の
周
辺
に
ア

カ
マ
ツ
林
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
深
泥
池
周

辺
に
ま
と
ま
っ
た
ア
カ
マ

ツ
二
次
林
が
広
が
っ
た
。

以
上
、「
花
粉
か
ら
読
み

解
く
昔
の
植
生
と
人
間
活

動
」
と
題
し
て
話
を
進
め
て

き
た
。
堆
積
物
に
は「
花
粉
」

の
化
石
が
多
量
に
残
存
す

る
こ
と
が
あ
る
。
葉
や
種
実

の
化
石
と
は
異
な
り
、
花

粉
は
広
い
範
囲
か
ら
散
布
・

運
搬
さ
れ
堆
積
す
る
た
め
、

湖
沼
や
湿
原
の
周
辺
の
植
生
景
観
を
復
元
す
る
上
で
有

効
な
化
石
で
あ
る
。
前
述
の
佐
々
木
博
士
の
研
究
に
よ

る
と
、
畿
内
地
域
あ
る
い
は
京
都
盆
地
で
は
、
花
粉
分

析
資
料
か
ら
示
唆
さ
れ
る
植
生
変
遷
に
地
域
差
が
認
め

ら
れ
る
（
６
）。
こ
れ
は
地
域
に
よ
っ
て
人
間
社
会
の

発
達
の
度
合
い
や
森
林
の
利
用
方
法
が
異
な
り
、
二
次

林
化
す
る
時
期
や
過
程
が
異
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
し
て
興
味
深
い
。
深
泥
池
の
よ
う
な
、
詳
細
に
年
代

決
定
さ
れ
た
花
粉
分
析
資
料
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
が
、

質
の
高
い
資
料
を
集
め
る
と
と
も
に
、
植
生
景
観
の
空

間
分
布
と
そ
の
変
遷
を
き
め
細
か
く
復
元
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
地
域
の
地
理
的
な
特
性
や
考
古
・
歴
史
資

料
か
ら
読
み
取
れ
る
歴
史
的
な
背
景
も
踏
ま
え
る
こ
と

で
、
過
去
の
植
生
と
人
間
活
動
と
の
関
わ
り
の
全
体
像

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

引
用
文
献

（
１
）
吉
川
正
人
、
植
物
群
落
の
見
方
、
福
嶋
司
編
、
植
生
管
理
学
、
朝
倉
書
店
、

pp.3-13 (2005).

（
２
）Lisiecki, L.E. and Raym

o, M
.E., A

 Pliocene-Pleistocene stack of 57 
globally distributed benthic D

18O
 records, Paleocearnography, 

V
ol.20, PA

1003, doi:10.1029/2004PA
001071 (2005).

（
３
）
三
宅
尚
ほ
か
、
高
知
平
野
伊
達
野
低
湿
地
周
辺
に
お
け
る
最
終
氷
期
以
降

の
植
生
史
、
第
四
紀
研
究
、V

ol.44, 275-287 (2005).

（
４
）Tsukada, M

., Late-postglacial absolute pollen diagram
 in Lake 

N
ojiri, Botanical M

agazine, T
okyo, V

ol.79, 179-184 (1966).

（
５
）Tsukada, M

. et al., O
ldest prim

itive agriculture and vegetational 
environm

ents I Japan, N
ature, V

ol.322, 632-634 (1986).
（
６
）
佐
々
木
尚
子
・
高
原　

光
、
花
粉
化
石
と
微
粒
炭
か
ら
み
た
近
畿
地
方
の

さ
ま
ざ
ま
な
里
山
の
歴
史
、
大
住
克
博
・
湯
本
貴
和
（
編
）、
里
と
林
の
環

境
史
、
文
一
総
合
出
版
、pp.19-35 (2011).

（
７
）
佐
々
木
尚
子
ほ
か
、
堆
積
物
中
の
花
粉
組
成
か
ら
み
た
京
都
盆
地
周
辺
に

お
け
る
「
里
山
」
林
の
成
立
過
程
、
地
球
環
境
、V

ol.16, 115-127 (2011).

（
８
）
小
椋
純
一
、絵
図
か
ら
読
み
解
く
人
と
景
観
の
歴
史
、雄
山
閣
、238p. (1992).

図３　花粉・微粒炭分析資料や考古・歴史資料に基づく，京都盆地における過去約２千年間の植生変遷と人間活動
　　　（文献７をもとに著者が作成）



― 8 ―

縄
文
時
代
と
は

こ
の
数
年
、
宇
宙
の
始
ま
り
か
ら
人
類
の
歴
史
ま
で

を
１
冊
で
扱
っ
た
書
物
が
複
数
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
う

ち
の
１
冊
で
あ
る
『
ビ
ッ
グ
ヒ
ス
ト
リ
ー
大
図
鑑
：
宇

宙
と
人
類 

１
３
８
億
年
の
物
語
』（
河
出
書
房
新
社
）

で
は
、
縄
文
人
の
生
活
が
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
を
使
っ
て

取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
壮
大
な
歴
史

の
記
述
の
中
で
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
が
注
目
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
縄
文
時
代
の
人
々
が
定

住
し
て
狩
猟
と
採
集
を
し
な
が
ら
豊
か
な
生
活
を
送
っ

て
い
た
と
い
う
点
に
あ
る
。
縄
文
時
代
の
人
々
は
、
お

よ
そ
１
万
６
０
０
０
年
前
に
土
器
を
開
発
し
て
竪
穴

住
居
を
つ
く
っ
て
定
住
を
始
め
た
。
そ
し
て
、
お
よ
そ

２
４
０
０
年
前
に
農
耕
と
金
属
器
を
受
容
し
て
、
狩
猟

採
集
の
生
活
を
終
え
た
。
日
本
列
島
の
外
と
比
較
し
て

み
る
と
、
農
耕
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
１
万
２
０
０
０

年
前
に
、
中
国
大
陸
で
は
１
万
年
前
に
始
ま
っ
て
お

り
、
縄
文
時
代
の
人
々
は
す
ぐ
隣
の
東
ア
ジ
ア
で
農
耕

が
始
ま
っ
て
か
ら
で
も
８
０
０
０
年
近
く
、
農
耕
に
よ

ら
な
い
で
狩
猟
と
採
集
で
生
活
を
続
け
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
世
界
の
人
類
の
生
活
を
見
て
み
る
と
、
狩

猟
採
集
民
は
少
数
の
道
具
し
か
持
た
ず
、
つ
ね
に
獲
物

を
求
め
て
遊
動
し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
耕
民
は
農

耕
に
関
連
す
る
多
様
な
道
具
を
持
っ
て
い
て
定
住
し
て

い
る
の
が
、
一
般
的
な
人
類
の
生
活
様
式
と
さ
れ
て
き

た
。
こ
う
し
た
点
で
、
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
は
人

類
史
の
う
え
で
特
異
な
生
活
様
式
で
あ
り
、
そ
の
特
異

性
に
よ
り
『
ビ
ッ
グ
ヒ
ス
ト
リ
ー
大
図
鑑
』
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
想
定
さ

れ
て
き
た
縄
文
時
代
の
人
々
の
生
活
様
式
は
や
や
古
い

概
念
で
あ
り
、
こ
の
40
年
ほ
ど
の
低
地
の
遺
跡
に
お
け

る
発
掘
調
査
と
そ
の
後
の
研
究
に
よ
っ
て
、
縄
文
時
代

の
人
々
は
単
な
る
狩
猟
採
集
民
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
７
３
０
０

年
前
に
は
じ
ま
る
縄
文
時
代
前
期
に
な
る
と
、
人
々
は

集
落
の
周
辺
で
植
物
資
源
を
管
理
し
て
利
用
す
る
よ
う

に
な
り
、
少
な
く
と
も
植
物
資
源
は
単
な
る
採
集
の
対

象
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

縄
文
時
代
の
森
林
資
源
管
理
は

ど
の
よ
う
に
見
え
て
き
た
か

縄
文
時
代
の
人
々
と
植
物
資
源
と
の
関
わ
り
が
見
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
１
９
８
０
年
代
〜
90
年

代
に
か
け
て
関
東
地
方
で
行
わ
れ
た
低
地
で
の
発
掘
調

査
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
主
に
発
掘
さ
れ
て
き
た
台
地
上

の
遺
跡
で
は
、
植
物
遺
体
は
人
為
や
火
事
で
炭
化
し
な

い
か
ぎ
り
残
ら
な
い
が
、
低
地
の
遺
跡
で
は
水
分
が
多

く
分
解
さ
れ
に
く
い
環
境
に
あ
る
た
め
植
物
遺
体
が
良

好
に
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
低
地
の
遺
跡
で
は
、
地
下

水
に
よ
る
浸
水
の
た
め
恒
常
的
に
排
水
を
し
な
け
れ
ば

発
掘
で
き
ず
、
大
規
模
な
公
共
事
業
に
伴
っ
て
、
や
っ

と
こ
の
頃
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
ず
関
東
地
方
の
三
つ
の
低
地
の
遺
跡
の
例
を
紹
介
す

る
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
お
よ
そ
４
５
０
０
年
前
か

ら
２
４
０
０
年
前
に
相
当
す
る
縄
文
時
代
後
・
晩
期
の

遺
跡
で
あ
り
、
１
例
目
の
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
寿
能

泥
炭
層
遺
跡
で
は
、
大
宮
公
園
の
東
縁
を
流
れ
る
芝
川

の
洪
水
調
整
池
の
整
備
に
と
も
な
っ
て
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
漆
器
や
丸
木
舟
と
と
も
に
、
杭
列
や
木
道
な
ど

が
見
い
だ
さ
れ
た
。
２
例
目
の
埼
玉
県
川
口
市
の
赤
山

陣
屋
跡
遺
跡
で
は
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
建
設
に

伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
ト
チ
ノ
キ
の
果
皮
や
種

皮
が
塚
に
な
っ
た
ト
チ
塚
を
伴
っ
た
「
ト
チ
の
実
加
工

場
跡
」
と
呼
ば
れ
る
遺
構
や
板
囲
い
遺
構
な
ど
が
見
い

だ
さ
れ
た
。
３
例
目
の
栃
木
県
小
山
市
の
寺
野
東
遺
跡

で
は
、
工
業
団
地
の
造
成
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、水
を
溜
め
る
15
基
の
木
組
遺
構
が
見
い
だ
さ
れ
た
。

こ
の
３
遺
跡
で
低
地
に
構
築
さ
れ
た
こ
う
し
た
遺
構
に

使
わ
れ
て
い
る
木
材
の
樹
種
を
調
べ
て
み
る
と
、
ク
リ

が
お
よ
そ
50
〜
80
％
を
占
め
て
い
た
（
図
１
）。
ク
リ

は
北
海
道
南
部
か
ら
九
州
の
南
端
ま
で
生
育
し
、
関
東

遺
跡
か
ら
見
え
て
く
る
縄
文
人
の
森
林
資
源
管
理

その２

明
治
大
学
黒
耀
石
研
究
セ
ン
タ
ー
　
能
城
修
一

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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地
方
に
分
布
す
る
天
然

生
林
や
、
薪
炭
林
を
は

じ
め
と
す
る
二
次
林
中

に
は
つ
ね
に
混
生
す
る

も
の
の
、
そ
の
比
率
は

低
く
、
１
〜
２
％
ほ
ど

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
現
在
の
森
林
中
の

ク
リ
の
比
率
と
比
べ

て
、
縄
文
時
代
の
低
地

の
遺
構
の
土
木
材
等
に

４
６
０
０
年
前
）
沖
館
川
南
岸
の
台
地
上
に
集
落
が
営

ま
れ
、
６
本
の
ク
リ
の
掘
立
柱
や
、
大
型
建
物
、
盛
土
、

道
路
、
墓
域
な
ど
多
数
の
遺
構
が
構
築
さ
れ
た
。
こ
の

台
地
を
き
ざ
む
谷
の
中
の
堆
積
物
に
保
存
さ
れ
て
い
た

花
粉
の
組
成
を
み
て
み
る
と
、
集
落
が
成
立
す
る
以
前

は
ナ
ラ
林
が
成
立
し
て
い
た
の
が
、
人
が
台
地
上
に
居

住
を
は
じ
め
る
と
台
地
上
は
ほ
ぼ
ク
リ
林
で
覆
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
後
期
に
な
っ
て
集
落
が
廃
絶
す
る
と
、

ま
た
ナ
ラ
や
ブ
ナ
の
林
が
台
地
上
に
、
川
沿
い
に
は
ト

チ
ノ
キ
林
が
成
立
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
（
図
２
）。

一
方
、
八
甲
田
山
の
中
腹
の
田
代
平
で
は
ナ
ラ
優
占
か

ら
ブ
ナ
優
占
と
い
う
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
ナ
ラ
と
ブ

ナ
の
林
が
変
わ
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
い
た
。
ま
た
三

内
丸
山
遺
跡
で
は
、
谷
の
中
か
ら
多
数
の
土
木
材
が
出

土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
関
東
地
方
の
例
と
同
様
に

ク
リ
が
圧
倒
的
に
選
択
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
結
果
は
、

少
な
く
と
も
縄
文
時
代
前
期
以
降
、
縄
文
時
代
の
人
々

は
集
落
を
形
成
す
る
と
、
そ
の
周
辺
に
ク
リ
林
を
人
為

的
に
維
持
し
て
い
て
、
そ
の
果
実
を
食
料
と
す
る
だ
け

で
な
く
、
そ
の
木
材
も
活
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、
ク
リ
の
花
粉
は
ナ
ラ
や
ス
ギ
の
花
粉

と
く
ら
べ
て
林
外
に
は
ほ
と
ん
ど
散
布
し
な
い
た
め
、

三
内
丸
山
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
60
〜
80
％
と
い
う

ク
リ
花
粉
の
比
率
は
、
周
辺
の
台
地
上
に
ク
リ
の
純
林

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

縄
文
時
代
の
森
林
資
源
管
理
の

内
容
は
ど
う
な
の
か

こ
の
よ
う
に
し
て
縄
文
時
代
の
人
々
と
ク
リ
と
の
結

び
つ
き
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
縄
文
時
代

前
期
に
は
、
も
う
一
つ
重
要
な
植
物
と
人
々
と
の
結
び

つ
き
が
始
ま
る
。
そ
れ
は
ウ
ル
シ
と
漆
器
の
利
用
で
あ

る
。
現
在
、
日
本
最
古
の
漆
器
は
、
石
川
県
七
尾
市
の

三
引
遺
跡
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
早
期
末
の
お
よ
そ

７
２
０
０
年
前
の
櫛く
し

で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
三
内
丸
山

遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
縄
文
時
代
の
主
要
な
遺
跡
で
は

赤
と
黒
の
漆
を
塗
布
し
た
漆
器
が
普
通
に
出
土
す
る
よ

う
に
な
る
。
こ
う
し
た
縄
文
時
代
の
漆
器
は
、
20
世
紀

初
頭
に
発
掘
さ
れ
た
青
森
県
八
戸
市
の
是
川
中
居
遺
跡

や
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の
真
福
寺
貝
塚
か
ら
出
土
し
て

お
り
、
す
で
に
１
０
０
年
以
上
も
前
か
ら
存
在
が
知
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
漆
器
に
塗
布
し
た
漆
液
の
由
来
が

分
か
っ
た
の
は
今
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ル

シ
は
中
国
大
陸
東
北
部
の
遼
東
半
島
付
近
か
ら
南
西
部

の
横
断
山
脈
周
辺
を
原
産
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
で
あ

り
、
日
本
列
島
で
縄
文
時
代
の
早
期
末
以
降
に
漆
器
が

図 1　関東地方の縄文時代後・晩期の遺跡におけ
る土木材の樹種

見
ら
れ
る
ク
リ
の
比
率
は
著
し
く
高
い
値
で
あ
っ
た
。

ま
た
寿
能
泥
炭
層
遺
跡
の
杭
列
で
、
杭
の
太
さ
や
長
さ

を
も
と
に
素
材
の
数
量
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
樹
高
10

㍍
前
後
の
ク
リ
が
１
０
０
本
近
く
使
わ
れ
て
い
た
。
こ

図 2　青森県の三内丸山遺跡と八甲田山田代平における花粉組成の
変遷（参考文献 3；著作権管理者：日本植生史学会）

の
よ
う
に
、
現
在
の
森
林
中
に
生
育
す
る
量
で

は
簡
単
に
は
賄
え
な
い
ほ
ど
高
い
比
率
で
、
ク

リ
の
木
材
が
縄
文
時
代
の
低
地
の
遺
構
の
構
築

に
利
用
さ
れ
て
い
た
状
況
か
ら
、
最
初
に
ク
リ

資
源
が
集
落
周
辺
で
人
為
的
に
管
理
さ
れ
て
い

る
実
態
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
遺
構
が
使
わ
れ
て
い
た
期

間
は
10
年
も
し
く
は
20
年
ほ
ど
と
想
定
さ
れ
、

縄
文
時
代
の
間
の
ご
く
短
い
期
間
の
樹
種
選
択

と
利
用
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
し

た
状
況
の
中
で
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
集
落
の

消
長
と
ク
リ
林
が
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
明

瞭
に
示
し
た
の
が
、
青
森
市
の
三
内
丸
山
遺
跡

に
お
け
る
調
査
の
成
果
で
あ
る
。
三
内
丸
山
遺

跡
で
は
、
縄
文
時
代
の
前
期
の
中
頃
か
ら
中
期

の
終
わ
り
ま
で
（
お
よ
そ
６
０
０
０
年
前
〜

寺野東遺跡
晩期中葉
土木材（n = 1054）

寿能泥炭層遺跡
後期前葉
A杭列（n = 309）

赤山陣屋跡遺跡
後期末葉～晩期中葉
土木材等（n = 700）

トネリコ属トネリコ属
クリクリクリ

ヤマグワ

クリ

ク
リ

ブ
ナ

ブ
ナ

ナ
ラ

ナ
ラ

ト
チノ
キ

居住期間
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構
築
に
は
ク
リ
や
ウ
ル
シ
を
多
用
し
、
短
期
間
し
か
使

わ
な
い
小
型
の
遺
構
で
は
ク
リ
や
ウ
ル
シ
は
主
要
な
構

造
材
の
み
に
使
っ
て
、
そ
れ
以
外
は
二
次
林
の
樹
種
で

済
ま
す
と
い
う
使
い
分
け
も
行
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
下

宅
部
遺
跡
で
は
、
杭
列
に
使
わ
れ
て
い
た
杭
70
本
中
の

43
本
に
、
木
材
を
一
周
す
る
よ
う
に
付
け
ら
れ
た
漆
液

の
線
状
の
痕
跡
が
見
い
だ
さ
れ
、
当
時
の
漆
掻か

き
と
の

関
連
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、ウ
ル
シ
の
よ
う
に
、

日
本
列
島
に
列
島
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
植
物
は
少
な

く
な
く
、
ア
フ
リ
カ
原
産
と
さ
れ
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
や
、

中
央
ア
ジ
ア
原
産
と
さ
れ
る
ア
サ
、
そ
し
て
ウ
ル
シ
な

ど
は
、
お
よ
そ
１
万
３
０
０
０
年
前
か
ら
１
万
年
前
の

縄
文
時
代
の
早
い
時
期
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
。
し
か

し
そ
う
し
た
早
い
時
期
に
は
、
栽
培
を
証
拠
づ
け
る
資

料
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
縄
文
時
代
前
期
に
な
る
と
、
人
々
は
ク

リ
と
ウ
ル
シ
の
林
を
集
落
の
周
辺
に
仕
立
て
、
ク
リ
は

果
実
と
木
材
を
、
ウ
ル
シ
は
漆
液
と
木
材
を
利
用
し
て

い
た
こ
と
が
、
こ
の
40
年
ほ
ど
の
調
査
研
究
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
人
々
は
単
に
そ
う
し
た
資
源

を
集
落
の
周
辺
で
育
て
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
優
良
な

品
種
の
選
抜
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
果
実
や
種
子
の
研

究
か
ら
見
え
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
ク
リ
は
、
縄
文

時
代
の
前
期
の
段
階
で
す
で
に
野
生
の
シ
バ
グ
リ
よ
り

や
や
大
き
い
果
実
を
つ
け
て
い
た
が
、
そ
れ
が
後
・
晩

期
に
か
け
て
さ
ら
に
大
型
化
し
、
後
・
晩
期
に
は
現
在

の
栽
培
品
種
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
大
き
さ
の
果
実
を
つ

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
ダ
イ
ズ
属
で
は
、
縄
文
時

代
中
期
ご
ろ
に
野
生
種
の
ツ
ル
マ
メ
よ
り
大
き
な
種
子

を
つ
け
る
品
種
が
選
抜
さ
れ
、
後
・
晩
期
に
な
る
と
、

単
に
よ
り
大
型
の
種
子
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
丸
型

の
種
子
を
つ
け
る
タ
イ
プ
と
扁
平
型
の
種
子
を
つ
け

る
タ
イ
プ
が
選
抜
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
縄
文
時
代
の

人
々
は
、
集
落
周
辺
の
植
物
と
様
々
な
レ
ベ
ル
で
密
接

に
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
生
活
し
て
お
り
、
狩
猟
採
集
民

の
行
う
採
集
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
植
物
と
の
関
わ
り

を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
き
て
い
る
。

縄
文
時
代
の
集
落
と
周
辺
の
景
観

縄
文
時
代
の
人
々
は
、
集
落
周
辺
で
植
物
資
源
を
管

理
し
て
利
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
遠
方
に
生
育
し

て
い
た
植
物
資
源
も
活
用
し
て
い
た
が
、
そ
う
し
た

様
々
な
レ
ベ
ル
で
植
物
を
利
用
す
る
様
相
は
、
東
京
都

と
埼
玉
県
に
ま
た
が
る
狭
山
丘
陵
に
あ
る
ほ
ぼ
同
時
期

図 3　縄文時代の日本列島におけるウルシ木材の出土

普
通
に
出
土
す
る
こ
と
は
、
漆
器
が
早
期
末
以
降
に
は

中
国
大
陸
か
ら
盛
ん
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は

ウ
ル
シ
と
漆
工
技
術
が
す
で
に
渡
来
し
て
い
て
、
日
本

列
島
で
漆
液
の
採
取
と
漆
器
の
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
た
。
し
か
し
ウ
ル
シ
の
植
物
遺
体
を

同
定
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
く
、
や
っ
と
木
材
と
花
粉

で
同
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
今
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
っ
た
。

ウ
ル
シ
の
木
材
の
同
定
は
、
青
森
市
の
岩
渡
小
谷

（
４
）
遺
跡
と
東
京
都
東
村
山
市
の
下
宅
部
遺
跡
で
の

発
掘
調
査
が
契
機
と
な
っ
て
、
木
材
の
組
織
の
特
徴
か

ら
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
三
内
丸
山
遺
跡
を
は

じ
め
と
す
る
本
州
中
央
部
か
ら
東
北
部
の
主
要
な
遺
跡

の
周
辺
に
は
ウ
ル
シ
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

漆
液
を
掻
き
と
っ
て
漆
器
を
制
作
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
（
図
３
）。
縄
文
時
代
の
漆
器
自
体
は
、

北
海
道
の
東
端
か
ら
九
州
北
部
ま
で
出
土
し
て
い
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
ウ
ル
シ
の
存
在
が
確
認
で
き
て
い
る

の
は
、
縄
文
時
代
の
主
要
な
遺
跡
が
分
布
す
る
本
州
中

央
部
か
ら
東
北
部
の
み
で
あ
る
。
そ
の
後
、
従
来
報
告

さ
れ
て
い
た
ウ
ル
シ
属
の
木
材
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
、

岩
渡
小
谷
（
４
）
遺
跡
や
下
宅
部
遺
跡
を
は
じ
め
と
す

る
遺
跡
の
水
辺
の
構
築
物
に
は
、
ウ
ル
シ
の
木
材
が
ク

リ
に
つ
い
で
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
ク
リ
の
木
材
も
ウ
ル
シ
の
木
材
も
水
質
に
強
く
腐

り
に
く
い
と
い
う
特
質
を
持
っ
て
お
り
、
縄
文
時
代
の

人
々
は
こ
う
し
た
材
質
を
評
価
し
て
、
低
地
の
構
築
物

に
活
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ク
リ
は
果
実

が
食
糧
資
源
で
も
あ
り
、
ま
た
ウ
ル
シ
は
漆
液
の
資
源

で
も
あ
る
た
め
、
そ
う
し
た
面
も
考
慮
し
て
木
材
の
利

用
を
行
っ
て
お
り
、
長
期
に
利
用
す
る
重
要
な
遺
構
の

縄文時代の
漆器出土範囲

後・晩期

中期

中・後期
草創期
前期
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の
二
つ
の
遺
跡
を
比
較
す
る
こ
と
で
具
体
的
に
見
え

て
き
た
（
図
4
）。
丘
陵
東
部
に
あ
る
下
宅
部
遺
跡

で
は
、
縄
文
時
代
の
中
期
の
終
わ
り
か
ら
晩
期
に
か

け
て
、
流
路
内
に
多
様
な
遺
構
が
構
築
さ
れ
る
と
と

も
に
、
ク
ル
ミ
塚
や
ト
チ
塚
と
い
っ
た
果
実
の
廃
棄

の
痕
跡
も
残
さ
れ
て
い
て
、
台
地
上
で
は
祭
祀
も
行

わ
れ
て
い
て
、
こ
の
遺
跡
と
そ
の
周
辺
で
は
人
の
活

動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。
丘
陵
北
部
に
あ
る
埼

玉
県
所
沢
市
の
お
伊
勢
山
遺
跡
で
は
、
そ
う
し
た
人

の
活
動
は
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
、
周
辺
は
ほ
ぼ
自

然
の
状
態
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
両
遺
跡
で
人
の
資
源
利

用
が
こ
れ
ほ
ど
異
な
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
っ
て
い

な
い
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
お
け
る
植
生
と
人
の
関

わ
り
を
解
析
す
る
上
で
は
好
適
な
例
と
な
っ
た
。
人

が
あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い
お
伊
勢
山
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
樹
種
は
、
当
時
の
狭
山
丘
陵
の
自
然
林
の
様

相
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
お
伊
勢
山
遺

跡
で
検
出
さ
れ
た
樹
種
を
、
そ
の
生
態
的
な
特
性
に

よ
っ
て
自
然
林
に
多
い
樹
種
と
二
次
林
に
多
い
樹
種

に
区
分
し
て
、
そ
れ
を
元
に
人
が
利
用
し
た
土
木
材

等
と
自
然
に
低
地
の
堆
積
物
中
に
埋
積
し
て
残
っ
た

自
然
木
と
に
分
け
た
上
で
下
宅
部
遺
跡
に
お
け
る
樹

種
の
利
用
を
み
て
み
る
と
、
当
時
の
森
林
資
源
の
利

用
に
は
、
外
来
の
ウ
ル
シ
の
栽
培
と
利
用
か
ら
は
じ

ま
っ
て
、
日
本
に
野
生
す
る
ク
リ
の
管
理
栽
培
と
利

用
、
二
次
林
の
陽
樹
の
活
発
な
利
用
、
自
然
林
の
樹

種
の
選
択
的
な
利
用
と
い
っ
た
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の

森
林
資
源
と
の
関
わ
り
が
あ
り
、
さ
ら
に
モ
ミ
属
の

よ
う
に
周
辺
に
生
育
し
て
い
て
も
ま
っ
た
く
利
用
さ

れ
な
い
樹
種
も
あ
る
と
い
う
様
相
が
見
え
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
縄
文
時
代
の
人
々
は
様
々
な
レ
ベ
ル

で
集
落
周
辺
の
森
林
資
源
あ
る
い
は
植
物
資
源
と
の
関

わ
り
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
植
物
資
源
が
集
落
の

周
辺
に
適
宜
配
置
さ
れ
て
い
た
（
図
5
）。
お
そ
ら
く

居
住
域
の
周
辺
の
開
け
た
場
所
に
は
ア
サ
や
ダ
イ
ズ

属
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
な
ど
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

の
外
側
で
、
水
は
け
や
日
当
た
り
と
い
っ
た
生
育
条
件

や
、
果
実
採
集
や
漆
液
採
取
な
ど
の
作
業
に
好
適
な
場

所
に
ク
リ
林
お
よ
び
ウ
ル
シ
林
を
仕
立
て
て
い
て
、
適

宜
、
果
実
や
漆
液
の
採
取
を
行
い
、
さ
ら
に
必
要
に
応

じ
て
木
を
伐
採
し
て
木
材
も
活
用
し
て
い
た
。
そ
の
周

辺
に
は
、
し
ば
し
ば
薪
炭
や
用
材
、
下
草
の
採
取
に
は

い
る
二
次
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
さ
ら
に
外
側
に

は
、
時
に
必
要
な
素
材
を
取
り
に
い
く
自
然
林
が
広

が
っ
て
い
た
。
縄
文
時
代
の
人
々
は
、
少
な
く
と
も
縄

文
時
代
前
期
以
降
は
、
生
活
に
密
着
し
た
森
林
資
源
や

植
物
資
源
の
生
育
場
所
を
集
落
周
辺
に
構
築
し
て
、
縄

文
里
山
と
も
い
う
べ
き
景
観
を
背
景
と
し
て
生
活
し
て

お
り
、
単
な
る
狩
猟
採
集
民
と
は
言
え
な
い
高
度
な
生

活
様
式
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
当
時
、
伐
採
道
具

が
石
斧
し
か
な
い
状
況
の
も
と
で
、
石
斧
で
効
率
よ
く

森
林
資
源
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
う
し
た
制
約

の
中
で
、
ク
リ
や
ウ
ル
シ
の
資
源
と
し
て
の
選
択
が
あ

り
、
こ
う
し
た
里
山
的
な
環
境
が
あ
み
出
さ
れ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

図 4　下宅部遺跡とお伊勢山遺跡から出土した木材の樹種の比較図 5　縄文時代の集落周辺における森林の様相

自然木ー枝・幹材 根材土木材等 0 50%
< 1%

下宅部遺跡

お伊勢山遺跡

地区

中期中葉～後葉

後期前葉

後期前葉～後葉

晩期前葉～中葉

地区

ク
リ

コ
ナ
ラ
節

カ
ヤ

モ
ミ
属

総
数

エ
ノ
キ
属

カ
エ
デ
属

ア
カ
ガ
シ
亜
属

ケ
ヤ
キ

ク
ワ
属

イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ

ウ
ル
シ

ト
チ
ノ
キ

ト
ネ
リ
コ
属

ク
サ
ギ

ヌ
ル
デ

1488

256

279

401

335

738

147

274

417

栽
培
↓

管
理
栽
培
↓

野生資源利用
二次林の要素 自然林の要素

未利用

クリ林
クリ林

マメ類・アサ

二次林

二次林 二次林

自然林

居住域

ウルシ林ウルシ林

クリ ウルシ 林縁の陽樹・
二次林の樹種

自然林
の樹種
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歴
史
時
代
の
植
生
を
推
定
す
る
手
法
と
し
て
は
、
花

粉
・
植
物
遺
体
・
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
な
ど
の
分
析
、

絵
図
・
絵
画
・
古
写
真
・
迅
速
図
な
ど
の
解
析
、
江

戸
時
代
の
検
地
帳
・
検
地
絵
図
・
明
細
帳
な
ど
の
解

析
、
公
家
や
僧
侶
の
日
記
類
の
比
較
、
万
葉
集
・
風
土

記
な
ど
の
古
典
の
解
析
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
か
で

も
十
分
な
文
書
や
絵
画
等
の
残
さ
れ
て
い
な
い
古
代
に

お
い
て
は
、
そ
の
時
代
に
記
さ
れ
た
古
事
記
、
日
本
書

紀
、
風
土
記
、
万
葉
集
は
古
代
の
植
生
を
探
る
重
要
な

資
料
と
な
り
得
る
。
特
に
奈
良
時
代
に
編へ
ん

纂さ
ん

さ
れ
た
万

葉
集
に
は
、
藻
類
、
菌
類
も
含
め
て
約
１
６
０
種
の
植

物
が
植
物
の
生
育
立
地
や
共
存
種
と
共
に
約
１
６
０
０

首
も
詠
ま
れ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
植
生
を
推
定
す

る
の
に
非
常
に
有
効
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉

集
に
詠
ま
れ
て
い
る
植
物
（
万
葉
植
物
）
に
つ
い
て
は

多
数
の
国
学
者
や
本
草
家
・
植
物
分
類
学
者
に
よ
っ

て
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
万
葉
集
を
用
い
た
奈
良
時

代
の
植
生
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
論

文
で
は
服
部
ほ
か
（
２
０
１
０
）
の
研
究
成
果
を
土

台
に
、
里
山
林
の
比
較
と
い
う
新
た
な
視
点
を
加
え

て
、
万
葉
時
代
の
植
生
景
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

万
葉
植
物
は
自
然
の
実
態
を

示
し
て
い
る
の
か

万
葉
植
物
よ
り
植
生
を
推
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
万

葉
集
の
自
然
描
写
の
正
確
さ
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
植

物
の
「
種
」
と
「
種
」
の
組
み
合
わ
せ
と
植
物
の
「
種
」

と
「
地
形
単
位
」
の
組
み
合
わ
せ
の
検
証
に
よ
り
正
確

さ
を
評
価
す
る
。

同
首
内
に
詠
ま
れ
て
い
る
ハ
ギ
属
と
ス
ス
キ
、
ハ
ギ

属
と
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
ハ
ギ
属
と
チ
ガ
ヤ
、
ス
ス
キ
と
ネ

ザ
サ
、
ヨ
シ
と
オ
ギ
、
ハ
ン
ノ
キ
と
カ
サ
ス
ゲ
類
な
ど

の
組
み
合
わ
せ
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
現
在
の
ス
ス
キ

草
原
、
夏
緑
二
次
林
（
落
葉
広
葉
二
次
林
、
里
山
林
）、

ハ
ン
ノ
キ
林
、
水
田
な
ど
の
各
群
落
に
お
け
る
構
成
種

の
一
部
に
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
ス
キ
と
ナ
ン

バ
ン
ギ
セ
ル
、
マ
ツ
と
マ
ツ
タ
ケ
な
ど
を
み
る
と
、
同

首
内
の
2
種
は
適
当
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
実
在
す
る
群
落
の
種
組
成
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

り
、
種
の
組
み
合
わ
せ
の
妥
当
性
か
ら
み
る
と
万
葉

集
で
は
自
然
の
実
態
を
詠
ん
で
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

山や
ま
の
う
え
の
お
く
ら

上
憶
良
に
よ
る「
秋
の
七
種（
な
な
く
さ
）」の
歌（
８

―
１
５
３
７
、１
５
３
８
）に
は
ハ
ギ
、ス
ス
キ
、キ
キ
ョ

ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
、
ク
ズ
、
フ
ジ

バ
カ
マ
の
7
種
の
植
物
が
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
植
物
は
ま
さ
に
ス
ス
キ
草
原
の
構
成
種
で
あ
っ
て
、

万
葉
集
の
自
然
描
写
の
精
度
が
高
い
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

セ
リ
・
イ
ヌ
ビ
エ
・
コ
ナ
ギ
と
「
田
」、
ハ
ギ
属
・

ス
ス
キ
・
チ
ガ
ヤ
・
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
と
「
野
」（
野
は

草
地
を
示
す
語
で
は
な
く
、
平
坦
な
地
形
を
指
す
。
排

水
の
悪
い
平
坦
な
湿
地
に
ハ
ン
ノ
キ
は
生
育
し
、
乾
燥

気
味
の
立
地
に
ス
ス
キ
等
が
広
が
る
）、
ヨ
シ
と
「
河

口
」、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
と
「
河
原
」、
ノ
イ
バ
ラ
・
シ
バ

と
「
道
」（
路
傍
）
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
も

植
物
２
種
の
組
み
合
わ
せ
と
同
様
に
、
適
当
に
組
み
合

わ
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
実
在
す
る
群
落
と
そ
の
立
地

条
件
が
正
確
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

以
上
に
よ
り
、
万
葉
集
は
奈
良
時
代
の
植
生
を
推
定

す
る
資
料
と
し
て
の
価
値
は
十
分
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

解
析
手
順

①
群
落
単
位
の
抽
出

万
葉
植
物
の
標
準
和
名
（
図
鑑
等
で
一
般
的
に
よ
く

用
い
ら
れ
て
い
る
和
名
・
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。）
を
確
定
し
、
そ
れ
ら
の
植
物
な
ど

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
群
落
単
位
を
判
定
し
た
。
各
植

物
の
詠
ま
れ
て
い
る
歌
数
を
も
と
に
、
各
群
落
単
位
が

詠
ま
れ
て
い
る
歌
数
を
算
出
し
た
。
各
群
落
単
位
の
歌

数
の
多
少
は
万
葉
時
代
の
植
生
面
積
の
大
小
か
、
万
葉

人
の
植
生
へ
の
関
わ
り
や
好
み
の
程
度
を
反
映
し
て
い

る
も
の
と
考
え
、
各
群
落
単
位
の
歌
数
の
比
較
に
よ
っ

万
葉
集
か
ら
読
み
解
く
古
植
生

その３

兵
庫
県
立
南
但
馬
自
然
学
校
　
学
長
（
兵
庫
県
立
大
学
　
名
誉
教
授
）　
服
部 

保

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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統
合
さ
れ
る
生
物
分
類
の
よ
う
に
、
群
落
分
類
で
は
群

集
を
基
本
単
位
と
し
て
、上
位
に
向
か
っ
て
群
団
、オ
ー

ダ
ー
、
ク
ラ
ス
の
階
級
に
統
合
さ
れ
る
。）
を
で
き
る

だ
け
採
用
し
た
が
、
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
場
合
は
ク

ラ
ス
以
下
の
階
級
で
あ
る
オ
ー
ダ
ー
、
群
団
、
群
集
を

採
用
し
た
。
水
田
、
畑
地
、
庭
園
植
物
等
は
そ
れ
ら
の

土
地
利
用
名
を
用
い
た
。

②
夏
緑
二
次
林
、
神
社
林

（
照
葉
準
自
然
林
）
を
示
す
用
語

植
物
名
で
は
な
い
が
、
黄
葉
（
も
み
ち
）・
紅
（
く

れ
な
ゐ
）・
黄
葉
（
も
み
ち
ば
）・
色
づ
き
な
ど
の
用
語

は
山
が
紅
葉
し
て
い
る
状
態
、
す
な
わ
ち
夏
緑
樹
（
落

葉
樹
）
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
黄
葉
等
に
よ
っ
て
コ

ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
（
夏
緑
二
次
林
）
が
詠
ま
れ
て

い
る
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
の
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る

歌
を
検
索
し
、
歌
数
を
ま
と
め
た
。

同
様
に
、
神
社
の
森
を
意
味
す
る
用
語
［
神
社
（
も

り
）、
社
（
も
り
、
や
し
ろ
）、
三
諸
な
ど
］
の
詠
ま
れ

て
い
る
歌
数
を
調
べ
、
そ
れ
ら
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス

（
照
葉
準
自
然
林
）
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
み
な
し
た
。

③
照
葉
樹
林
の
区
分

照
葉
樹
林
（
総
称
）
は
原
生
状
態
に
あ
る
照
葉
樹
林

（
照
葉
自
然
林
）、
自
然
性
が
や
や
高
く
、
社
寺
に
保
全

さ
れ
て
い
る
照
葉
準
自
然
林
、
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
照
葉
二
次
林
（
照
葉
里
山
林
）
の
３
樹
林
に

区
分
さ
れ
る
（
服
部
ほ
か　

２
０
２
０
）。
土
地
利
用

か
ら
み
る
と
水
田
・
畑
・
人
家
の
存
在
す
る
「
人
里
」、

里
を
と
り
ま
き
薪
炭
を
供
給
す
る
「
山
」（
里
山
）、
人

の
立
ち
入
り
が
な
い
「
奥
山
」
に
区
分
で
き
る
（
岩
槻

　

２
０
１
０
）。「
奥
山
」
と
照
葉
樹
林
構
成
種
お
よ

び
「
山
」
と
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
類
と
の
組
み
合
わ
せ
は
照
葉
樹
林
（
照
葉
自
然

林
）、「
社
、
三
諸
」
な
ど
と
照
葉
樹
林
構
成
種
と
の
組

み
合
わ
せ
は
照
葉
準
自
然
林
、「
山
」
と
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
、

イ
チ
イ
ガ
シ
を
除
く
照
葉
樹
林
構
成
種
と
の
組
み
合
わ

せ
は
照
葉
二
次
林
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
考
え
、
3
樹
林

の
歌
数
を
ま
と
め
た
。
な
お
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
、
現

在
で
は
人
工
林
の
代
表
種
で
あ
り
、
人
の
手
の
加
わ
っ

て
奈
良
時
代
の
植
生
分
布
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

手
順
と
し
て
は
、
万
葉
集
校
注
書
（
中
西　

１
９
７
８
、１
９
８
０
、１
９
８
１
、１
９
８
３
）
を

も
と
に
歌
だ
け
で
は
な
く
題
詞
、
左
注
等
も
含
め
て

万
葉
植
物
を
検
索
し
、
万
葉
植
物
解
説
書
（
松
田　

１
９
７
０
：
木
村　

１
９
８
８
：
細
見　

１
９
９
２
：

山
田
・
中
嶋　

１
９
９
５
：
木
下　

２
０
１
０
）
を
参

考
に
し
て
、「
あ
か
ら
が
し
は
」
は
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、「
し

ら
か
し
」
は
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
よ
う
に
万
葉
植
物

名
の
標
準
和
名
へ
の
確
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
海

藻
類
・
不
明
種
を
除
く
ハ
ギ
属
、
コ
ウ
ゾ
、
ウ
メ
、
ヒ

オ
ウ
ギ
な
ど
、１
４
８
種
の
植
物
（
菌
類
1
種
を
含
む
）

を
確
認
し
た
。
そ
の
際
に
、
浜
と
共
に
詠
ま
れ
て
い
る

「
ま
つ
」
は
ク
ロ
マ
ツ
に
、
内
陸
の
「
ま
つ
」
は
ア
カ

マ
ツ
に
、海
が
近
い
立
地
（
海
原　

う
な
は
ら
）
の
「
す

げ
」
は
シ
オ
ク
グ
に
、
砂
丘
の
「
か
ほ
が
は
な
」
は
ハ

マ
ヒ
ル
ガ
オ
に
推
定
す
る
な
ど
生
育
立
地
や
共
存
種
に

注
目
し
て
標
準
和
名
を
確
定
し
た
。
確
定
し
た
１
４
８

種
の
植
物
に
つ
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
数
を
算
出
し

た
。植

物
社
会
学
上
の
群
落
単
位
お
よ
び
外
観
に
よ
る
植

生
名
や
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
大
場
（
１
９
８
２
）、

宮
脇
ほ
か
（
１
９
８
３
）
な
ど
を
参
考
に
、
１
４
８
種

の
植
物
が
属
し
て
い
る
群
落
単
位
を
「
ス
ス
キ
」
は
ス

ス
キ
ク
ラ
ス
（
採
草
・
放
牧
草
原
）、「
ノ
イ
バ
ラ
」
は

ノ
イ
バ
ラ
ク
ラ
ス
（
林
縁
植
物
群
落
）、「
ア
カ
メ
ガ
シ

ワ
」は
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
―
ク
サ
ギ
群
団（
先
駆
低
木
林
）、

「
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
」は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス（
照
葉
樹
林
）

な
ど
の
よ
う
に
判
定
し
た
。
群
落
単
位
は
最
上
級
の
階

級
で
あ
る
ク
ラ
ス
（
種
を
基
本
単
位
と
し
、
上
位
に
向

か
っ
て
属
、
科
、
目
、
綱
、
門
、
界
の
階
級
に
よ
っ
て

た
状
態
の
指
標
で
あ
る
が
、
古
代
に
お
い
て
は
人
の
手

の
加
わ
っ
て
い
な
い
照
葉
樹
林
や
夏
緑
樹
林
の
構
成
種

で
あ
っ
た
の
で
（
服
部
ほ
か　

２
０
２
０
）、
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
低
地
で
の
分
布
は
照
葉
樹
林（
照
葉
自
然
林
）

の
存
在
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

万
葉
の
植
生
景
観

①
植
生
景
観
の
概
要

万
葉
集
に
は
１
４
８
種
の
植
物
が
１
６
５
４
首
に

詠
ま
れ
て
い
た
。
１
４
８
種
の
中
に
は
、「
ま
ゆ
み
」、

「
む
ら
さ
き
」
の
よ
う
に
弓
や
染
料
な
ど
の
製
品
等
の

名
称
や
、「
あ
か
ね
さ
す
」
や
「
ぬ
ば
た
ま
」
の
よ
う

な
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ
っ
て
、
植
物
そ

の
も
の
を
示
し
て
い
な
い
名
称
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
植

物
や
歌
を
除
く
と
１
３
８
種
、
１
２
５
９
首
と
な
る
。

１
３
８
種
の
属
す
る
群
落
単
位
を
調
べ
（
表
１
）、
歌

数
の
多
い
順
に
群
落
単
位
を
ま
と
め
る
と
、
ス
ス
キ
ク

ラ
ス
（
３
０
６
首
）、
庭
園
植
物
群
（
２
５
０
首
）、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
（
１
３
６
首
）、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ

デ
群
団
（
１
２
５
首
）、
ヨ
シ
ク
ラ
ス
（
１
０
７
首
）、

ノ
イ
バ
ラ
ク
ラ
ス
（
57
首
）、
ク
ロ
マ
ツ
林
（
56
首
）

と
続
く
（
表
2
）。
自
然
植
生
と
し
て
は
ヨ
シ
ク
ラ
ス
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万
葉
集
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
歌
は
「
照
葉
樹
林
」
の

よ
う
に
暖
温
帯
・
低
山
帯
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
域
で

詠
ま
れ
て
お
り
、
冷
温
帯
・
山
地
帯
・
ブ
ナ
ク
ラ
ス
域

で
は
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
、
自
然
植
生
よ

り
も
採
草
・
放
牧
草
原
、
里
山
、
耕
作
地
な
ど
の
代
償

植
生
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
里
山
で
は
後
述
す

る
よ
う
に
夏
緑
二
次
林
が
優
占
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が

表
２
に
よ
っ
て
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

②
人
里

－

里
山

－

奥
山

奈
良
時
代
に
お
い
て
は
低
地
に
集
落
や
耕
作
地
の
広

が
る
「
人
里
」
が
開
け
、
里
の
周
り
に
燃
料
・
肥
料
・

飼
料
の
採
取
地
で
あ
る
「
山
（
里
山
）」、
里
山
の
奥
深

く
に
人
に
よ
っ
て
土
地
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
自
然
植

生
の
分
布
す
る
「
奥
山
」
と
い
う
土
地
利
用
の
モ
デ
ル

が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
人
里
」
に
は
庭
園
植

物
群
、
ノ
イ
バ
ラ
ク
ラ
ス
、
水
田
＋
イ
ネ
ク
ラ
ス
、
畑

地
、
ヨ
モ
ギ
ク
ラ
ス
、
ス
ス
キ
ク
ラ
ス
の
一
部
、
シ
ロ

ザ
ク
ラ
ス
、
ヒ
ル
ム
シ
ロ
ク
ラ
ス
、「
里
山
」
に
は
ス

ス
キ
ク
ラ
ス
の
大
部
分
、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
、

ア
カ
マ
ツ
群
団
、
ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
―
ク
サ
ギ
群
団
、「
奥

山
」
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
の
大
部
分
、
ブ
ナ
―
サ

サ
オ
ー
ダ
ー
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉

集
の
舞
台
と
な
っ
た
暖
温
帯
・
低
山
帯
・
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
ク
ラ
ス
域
に
限
る
と
、
近
畿
地
方
で
は
「
里
山
」
の

面
積
が
広
く
、「
人
里
」、「
奥
山
」
の
順
と
考
え
ら
れ

（
１
０
７
首
）、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
の
一
部
（
32
首
）、

ハ
ン
ノ
キ
ク
ラ
ス（
17
首
）、オ
ノ
エ
ヤ
ナ
ギ
ク
ラ
ス（
４

首
）、
ブ
ナ
―
サ
サ
オ
ー
ダ
ー
（
２
首
）、
ハ
マ
ゴ
ウ
ク

ラ
ス
・
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
ク
ラ
ス
・
シ
オ
ク
グ
群
集
（
各

１
首
）
で
残
り
は
代
償
植
生
（
人
の
手
が
加
わ
っ
た
植

生
）
で
あ
る
。

植
物
名
以
外
に
因
る
植
生
の
存
在
を
示
す
も
の
と
し

て
、黄
葉
等
に
よ
る
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団（
68
首
）、

神
社
（
も
り
）・
社
（
も
り
）
等
に
よ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

ク
ラ
ス
（
54
首
）
が
あ
る
。
表
２
の
結
果
に
こ
れ
ら
二

つ
の
歌
数
を
加
え
る
と
、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
が

１
９
３
首
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
ク
ラ
ス
が
１
９
２
首
と
な
っ

て
３
位
と
４
位
が
入
れ
替
わ
る
。

表1．万葉植物の標準和名，歌数，およびそれらの植物が所属する群落単位名の一例．
標準和名 万葉植物名 歌数 1） 群落単位名・他
ハギ属 はぎ 143 ススキクラス
ウメ うめ 119 庭園植物群
クロマツ まつ  56 人工植生（クロマツ林）
イネ いね，わせ，なへ，ほ，ゆだね  47 人工植生（水田）
ヨシ あし  45 ヨシクラス
チガヤ あさぢ，ち，ちばな，ちがや  27 ススキクラス
コジイ しひ   3 ヤブツバキクラス
　・ 　・ 　・ 　・
　・ 　・ 　・ 　・
　・ 　・ 　・ 　・
1）：植物そのものではない弓，染料，衣料などの製品，加工品等を除く歌数．

る
。
ス
ス
キ
ク
ラ
ス
、
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群

団
の
歌
数
が
多
い
の
は
面
積
の
広
い
里
山
の
植

生
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ 

る
。
し
か
し
、
ス
ス
キ
ク
ラ
ス
（
採
草
・
放
牧

草
原
）
と
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
（
夏
緑
二

次
林
）
を
比
較
す
る
と
、
燃
料
林
の
コ
ナ
ラ
―

イ
ヌ
シ
デ
群
団
の
面
積
が
よ
り
広
大
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ス
キ
ク

ラ
ス
の
歌
が
一
位
で
あ
る
の
は
秋
の
七
種
に
代

表
さ
れ
る
美
し
い
開
花
植
物
や
開
放
的
な
景
観

性
を
万
葉
人
が
好
ん
で
取
り
上
げ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
ヨ
シ
ク
ラ
ス
は
河
川
等
に
限
定
さ
れ

る
小
面
積
の
群
落
単
位
で
あ
る
が
、
歌
数
は

１
０
７
と
面
積
の
広
い
水
田
よ
り
も
上
位
の
５

位
で
あ
る
。ヨ
シ
ク
ラ
ス
も
草
原
で
あ
る
の
で
、

ス
ス
キ
ク
ラ
ス
と
同
様
に
開
放
的
で
あ
り
、
眺

望
性
に
富
ん
だ
植
生
景
観
が
好
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。

表 2．群落単位別の歌数と植物種数（植物そのものではない弓，染料，衣料などの

製品，加工品等を除く）．
群落単位名・土地利用（相観植生名ほか） 歌数・植物種数 立地条件
ススキクラス（採草・放牧草原） 306 （ 18 ）里山（人里）
庭園植物群 250 （ 12 ） 人里
ヤブツバキクラス（照葉樹林・総称） 136 （ 21 ）奥山（里山）
コナラ－イヌシデ群団（夏緑二次林） 125 （ 17 ） 里山
ヨシクラス（河川草原） 107 （ 9 ） ・
ノイバラクラス（林縁植物群落）  57 （ 10 ） 人里
クロマツ林（人工植生）  56 （ 1 ） 人里
水田（人工植生）＋イネクラス（水田雑草群落）  53 （ 4 ） 人里
アカマツ群団（針葉二次林）  41 （ 6 ） 里山
畑地（人工植生）  24 （ 10 ） 人里
ハンノキクラス（湿地林）  17 （ 2 ） ・
マダケ・ハチク林（人工植生）  16 （ 1 ） 里山
ヨモギクラス（路傍植物群落）  13 （ 7 ） 人里
エノキ－ムクノキ群団（堤防等夏緑二次林）  11 （ 4 ） ・
アカメガシワ－クサギ群団（先駆低木林）  11 （ 3 ） 里山
シロザクラス（畑地雑草群落）  11 （ 2 ） 人里
ヒルムシロクラス（池沼植物群落）   9 （ 5 ） 人里
タウコギクラス（水辺植物群落）   7 （ 2 ） ・
オノエヤナギクラス（河川林）   4 （ 1 ） ・
ブナ－ササオーダー（夏緑樹林）   2 （ 2 ） 奥山
ハマゴウクラス（海浜低木林）   1 （ 1 ） ・
ハマボウフウクラス（海浜草原）   1 （ 1 ） ・
シオクグ群集（塩沼地草原）   1 （ 1 ） ・
合計  1259 138
植物種数の合計は 140 種（2 種は重複）
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③
里
山
の
植
生

弥
生
時
代
以
降
、
暖
温
帯
・
低
山
帯
で
は
自
然
林
が

破
壊
さ
れ
た
後
、
燃
料
供
給
用
の
里
山
が
育
成
さ
れ

る
。
里
山
で
は
照
葉
自
然
林
の
破
壊
後
、
照
葉
二
次
林

が
成
立
し
た
後
に
夏
緑
二
次
林
へ
と
移
行
し
、
さ
ら
に

室
町
時
代
に
な
る
と
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
、
江
戸
時
代
に

は
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
の
一
部
は
は
げ
山
へ
と
遷
移
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
照
葉
二
次
林
か
ら
夏
緑
二
次
林
へ
と

遷
移
し
た
年
代
は
不
明
と
さ
れ
て
い
る
（
服
部
ほ
か　

２
０
２
０
）。

万
葉
集
に
お
け
る
照
葉
樹
林（
総
称
）は
植
物
に
よ
っ

て
１
３
６
首
、
神
社
等
に
よ
っ
て
54
首
、
合
計
１
９
０

首
詠
ま
れ
て
い
る
。
照
葉
樹
林
構
成
種
の
記
さ
れ
て
い

る
１
３
６
首
を
対
象
に
、解
析
手
順
の
③
に
示
し
た「
照

葉
樹
林
の
区
分
」
の
手
法
に
基
づ
く
と
、
照
葉
自
然
林

は
30
首
、
照
葉
準
自
然
林
は
17
首
、
照
葉
二
次
林
は
31

首
、
各
種
照
葉
型
樹
林
は
58
首
に
区
分
さ
れ
た
。

万
葉
の
植
生
景
観
の
①
に
示
し
た
よ
う
に
夏
緑
二
次

林
（
コ
ナ
ラ
―
イ
ヌ
シ
デ
群
団
）
は
１
９
２
首
、
ア
カ

マ
ツ
二
次
林
（
ア
カ
マ
ツ
群
団
）
は
41
首
、
照
葉
二
次

林
は
31
首
と
な
り
、
二
次
林
の
中
で
は
夏
緑
二
次
林
が

も
っ
と
も
多
い
。
紅
葉
を
詠
ん
だ
歌
の
中
に
勅
撰
和
歌

集
の
も
み
ぢ
の
様
に
、
特
に
紅
葉
を
愛め

で
る
と
い
っ
た

歌
が
少
な
い
の
で
、
歌
数
の
多
少
は
面
積
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
た
。
以
上
に
よ
り
万
葉
時
代
の
大
和
を
中

心
と
し
た
地
域
の
里
山
景
観
は
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
、
照

葉
二
次
林
を
含
む
も
の
の
夏
緑
二
次
林
の
優
占
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
結
果
は
、
ア
カ
マ
ツ
二
次
林
の
優
占
化
が
平
安
時
代

末
期
か
ら
室
町
時
代
と
す
る
貴
族
の
日
記
の
解
析
結
果

（
千
葉　

１
９
７
３
）
や
花
粉
分
析
結
果
（
佐
々
木
ほ

か　

２
０
１
１
）
と
も
矛
盾
し
て
い
な
い
。
照
葉
二
次

林
か
ら
夏
緑
二
次
林
へ
の
移
行
の
時
代
は
奈
良
時
代
以

前
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

④
万
葉
時
代
の
草
原

草
原
は
自
然
草
原
、
二
次
草
原
を
含
め
て
合
計

４
２
５
首
詠
ま
れ
て
お
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
万
葉
人

の
草
原
へ
の
愛
着
性
は
強
く
、
秋
の
七
種
の
歌
が
現
在

も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
草
原
に
対
す

る
嗜
好
性
は
現
代
人
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
頁
数

の
関
係
で
、
草
原
の
中
で
チ
ガ
ヤ
草
原
の
み
を
取
り
上

げ
る
。
チ
ガ
ヤ
は
「
あ
さ
ぢ
」［
浅
茅
、
草
丈
の
低
い

茅
（
ち
）］
な
ど
と
し
て
27
首
も
詠
ま
れ
て
い
る
。「
あ

さ
ぢ
」
は
刈
敷
用
（
肥
料
）
の
緑
肥
、
飼
料
な
ど
の
採

取
を
目
的
に
年
数
回
刈
り
取
ら
れ
た
結
果
生
じ
た
チ
ガ

ヤ
の
生
育
形
で
あ
り
、
古
典
の
解
説
に
よ
く
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
単
に
草
丈
が
低
い
と
か
、
ま
ば
ら
に
生
育

し
て
い
る
チ
ガ
ヤ
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
万
葉
集
で

は
「
あ
さ
ぢ
は
ら
に
標
を
結
う
」
や
「
あ
さ
ぢ
を
刈
る
」

な
ど
の
語
句
が
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ

う
に
、
万
葉
人
は
人
の
利
用
の
下
に
「
あ
さ
ぢ
」、「
あ

さ
ぢ
は
ら
」
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

お
り
、
そ
の
上
で
「
あ
さ
ぢ
」
を
恋
人
に
例
え
た
り
、

遊
び
の
道
具
に
す
る
な
ど
の
親
し
み
の
あ
る
歌
が
詠
ま

れ
て
い
る
。
平
安
時
代
以
降
、
勅
撰
和
歌
集
や
源
氏
物

語
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
あ
さ
ぢ
」
は
荒
れ
た

状
態
の
草
原
や
庭
の
雑
草
群
を
示
す
用
語
と
な
っ
た

が
、
そ
れ
は
チ
ガ
ヤ
の
実
態
・
生
態
を
知
ら
な
い
貴
族

が
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
け
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
よ
っ

て
い
る
。
平
安
時
代
の
和
歌
集
や
物
語
で
は「
あ
さ
ぢ
」

と
い
う
用
語
の
中
に
実
態
と
は
異
な
る
チ
ガ
ヤ
の
放
置

草
原
像
が
示
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

勅
撰
和
歌
集
等
で
は
チ
ガ
ヤ
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

植
物
に
つ
い
て
も
実
態
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
少
な

く
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
を
資
料
と
し
て
当
時
の
植
生

の
推
定
は
で
き
ず
、
こ
の
点
か
ら
も
万
葉
集
の
重
要
性

が
理
解
で
き
る
。

万
葉
集
に
お
い
て
は
、
文
学
を
始
め
と
し
歴
史
学
、

民
俗
学
、
国
語
学
、
宗
教
学
、
地
理
学
、
生
物
学
な
ど

の
様
々
な
分
野
か
ら
広
く
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回

奈
良
時
代
の
植
生
景
観
や
群
落
分
布
と
い
っ
た
植
生
学

の
分
野
に
お
い
て
も
重
要
な
文
献
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
標
準
和
名
を
確
定
で
き
な
か
っ
た
万
葉

植
物
や
群
落
単
位
が
不
明
瞭
な
植
物
も
あ
り
、
今
後
万

葉
植
生
学
を
確
立
し
た
い
。

参
考
文
献

千
葉
徳
爾　

1973

．
は
げ
山
の
文
化
．
学
生
社
，
東
京
．

服
部　

保
・
南
山
典
子
・
小
川
靖
彦　

2010

．
万
葉
集
の
植
生
学
的
研
究
．

植
生
学
会
誌
，27

：45-61

．

服
部　

保
・
南
山
典
子
・
浅
見
佳
世
・
青
木
京
子　

2020

．
照
葉
樹
林
の
基

礎
情
報
と
歴
史
．
兵
庫
自
然
研
究
会
報
告
，5

：1-44

．

細
見
末
雄　

1992

．
古
典
の
植
物
を
探
る
．
八
坂
書
房
，
東
京
．

岩
槻
邦
男　

2010

．
生
物
多
様
性
を
生
き
る
．
ヌ
ー
ス
教
養
双
書
，
東
京
．

木
村
陽
二
郎
監　

1988

．
図
説
草
木
辞
苑
．
柏
書
房
，
東
京
．

木
下
武
司　

2010

．
万
葉
植
物
文
化
誌
．
八
坂
書
房
，
東
京
．

松
田　

修　

1970

．
増
訂
万
葉
植
物
新
考
．
社
会
思
想
社
，
東
京
．

宮
脇　

昭
・
奥
田
重
俊
・
望
月
陸
夫
編　

1983

．
日
本
植
生
便
覧
改
訂
版
．

至
文
堂
，
東
京
．

中
西　

進
校
注　

1978

．
万
葉
集
，全
訳
注
原
文
付
（
一
）．
講
談
社
，東
京
．

中
西　

進
校
注　

1980

．
万
葉
集
，全
訳
注
原
文
付
（
二
）．
講
談
社
，東
京
．

中
西　

進
校
注　

1981

．
万
葉
集
，全
訳
注
原
文
付
（
三
）．
講
談
社
，東
京
．

中
西　

進
校
注　

1983

．
万
葉
集
，全
訳
注
原
文
付
（
四
）．
講
談
社
，東
京
．

大
場
達
之　

1982

．
日
本
の
植
生
．「
土
木
工
学
大
系3

自
然
環
境
論（
Ⅱ
）」，

69-210

．
彰
国
社
，
東
京
．

佐
々
木
尚
子
・
高
原　

光
・
湯
本
貴
和　

2011

．
堆
積
物
中
の
花
粉
組
成
か

ら
み
た
京
都
盆
地
周
辺
に
お
け
る
里
山
林
の
成
立
過
程
．
地
球
環
境
，16

：

115-127

．

山
田
卓
三
・
中
嶋
信
太
郎　

1995

．
万
葉
植
物
事
典
「
万
葉
植
物
を
読
む
」．

北
隆
館
，
東
京
．



― 16 ―

江
戸
時
代
以
前
の
古
い
時
代
の
植
生
景
観
を
知
る
上

で
、絵
図（
注
１
）が
役
立
つ
こ
と
が
あ
る
。し
か
し
、「
絵

そ
ら
ご
と
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
絵
図
に
は

真
実
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。一
方
、

動
植
物
図
鑑
の
挿
図
な
ど
で
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
絵
に
は
写
真
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
実

物
を
そ
れ
ら
し
く
表
現
で
き
る
と
い
う
特
性
も
あ
る
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
の
景
観
を
描
い
た
絵

図
に
は
、
真
実
が
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
か
ら
、
実
態

が
き
わ
め
て
忠
実
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
一
枚
の
絵
図
の
中
に
も

実
態
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
と
、
そ
う
で
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
あ
る
絵
図
が

過
去
の
里
山
の
景
観
を
知
る
上
で
よ
い
史
料
と
な
る
か

ど
う
か
は
、
な
ん
ら
か
の
方
法
で
慎
重
に
検
討
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

方
法そ

の
た
め
の
方
法
と
し
て
は
、
検
討
対
象
と
す
る
絵

図
に
ま
つ
わ
る
情
報
（
注
２
）
を
可
能
な
限
り
多
く
把

握
し
た
上
で
、
①
同
時
代
の
他
の
絵
図
や
文
献
記
述
と

の
比
較
考
察
、
②
山
や
谷
な
ど
の
地
形
描
写
の
分
析
的

考
察
、
③
岩
や
滝
な
ど
の
特
徴
的
な
も
の
の
描
写
と
現

況
と
の
比
較
、④
絵
図
の
彩
色
の
検
討
な
ど
が
あ
る（
注

３
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
図
に
よ
り
、
使
え
る
方
法
は
限

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
可
能
な
限
り
多
く
の
方
法
で

検
討
し
、
そ
れ
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
す
る

絵
図
の
資
料
性
（
注
４
）
が
確
認
で
き
れ
ば
、
そ
の
図

が
描
か
れ
た
時
代
の
景
観
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
明
ら
か
な
も
の
に
な
る
か
ど
う
か

は
、
そ
の
図
の
資
料
性
の
高
低
に
よ
る
。
も
し
、
な
ん

ら
か
の
方
法
で
資
料
性
が
確
認
で
き
な
け
れ
ば
、
絵
図

か
ら
読
み
取
れ
る
情
報
は
、
根
拠
が
な
く
参
考
に
し
か

な
ら
な
い
。

考
察
例
：
原
在
中
筆
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」

（
１
８
０
３
年
）
を
中
心
に
し
て

こ
こ
で
は
、
多
く
の
絵
図
が
残
り
、
絵
図
か
ら
の

研
究
が
比
較
的
容
易
な
京
都
の
例
を
少
し
ご
紹
介
し

て
み
た
い
。
図
１
は
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」（
京
都

府
蔵
〈
京
都
文
化
博
物
館
管
理
〉）
と
題
さ
れ
た
巻

物
（
長
さ
２
５
４
㌢
㍍
、
幅
約
57
㌢
㍍
）
の
一
部
で
あ

る
。
本
稿
で
は
図
の
数
に
制
限
が
あ
り
示
す
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
図
の
手
前
に
は
マ
ツ
や
サ
ク
ラ
の
多
い
美

し
い
庭
園
や
洛
北
の
田
園
風
景
な
ど
も
描
か
れ
て
お

り
、
そ
の
先
（
上
方
）
に
東
山
な
ど
の
景
観
が
広
く
詳

細
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
図
が
原
在
中
（
１
７
５
０

～
１
８
３
７
年
）
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
享
和
３

（
１
８
０
３
）
年
に
完

成
し
て
い
る
こ
と
は
、

そ
れ
に
記
さ
れ
た
款
記

や
落
款
か
ら
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

そ
の
図
中
に
は
山
名

や
地
名
な
ど
の
書
き
入

れ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
書
き
入
れ
は

概
ね
正
確
で
あ
り
、
そ

の
数
が
か
な
り
多
い
こ

と
か
ら
、
本
図
は
単
な

る
風
景
絵
巻
で
は
な

く
、
視
点
（
大
徳
寺
付

近
）
か
ら
見
え
る
景
観

の
実
態
を
何
ら
か
の
目

的
で
正
確
に
描
こ
う
と

し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。図

の
作
者
で
あ
る
原

在
中
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
の
ま
と
ま
っ
た

論
考
が
あ
る
（
注
５
、

６
）。
そ
れ
ら
に
よ
る

絵
図
か
ら
読
み
解
く
江
戸
時
代
の
里
山
景
観

その４

京
都
精
華
大
学
　
小
椋
純
一

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか

図１　「東山三十六峯図巻」（部分；図中央よりも少し左手に比叡山が高く、また図右手に大文字山がやや高く描かれている）
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え
な
が
ら
慎
重
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
場
合
、
市
街
地
の
拡
大

な
ど
に
よ
り
視
点
を
地
上
か
ら
探
す
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
図
に
描
か
れ
た
山
の
形
状
や
山
な
み
の
重
な
り
の

状
況
な
ど
か
ら
地
図
上
で
お
お
よ
そ
の
視
点
を
予
め
推

定
し
た
後
、
最
終
的
な
視
点
の
特
定
は
カ
シ
ミ
ー
ル
３

Ｄ
を
用
い
て
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
同
図
は
か
な

り
広
範
な
場
所
を
描
い
た
図
で
は
あ
る
が
、
東
山
な
ど

の
山
な
み
の
部
分
に
つ
い
て
は
視
点
が
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
視
点
は
京
都
の
北
西
、
船
岡
山
の
北
東
約

７
０
０
㍍
の
と
こ
ろ
（
大
徳
寺
山
門
付
近
）
で
、
建
物

の
上
階
、
地
上
６
㍍
ほ
ど
の
高
さ
の
と
こ
ろ
と
考
え
ら

れ
る
。

〈
比
較
考
察
〉

「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
描
写
の
一
部
を
詳
し
い

地
形
情
報
を
も
と
に
し
た
現
況
地
形
や
現
況
と
比
較
し

て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
の
比
較
考
察
の
前
提
と

し
て
、
対
象
と
す
る
場
所
の
地
形
が
、
図
が
描
か
れ
た

頃
以
降
、
大
き
く
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
こ
こ
で
対
象
と
す
る
場
所
の
一
部
に
は
、
図
が
描

か
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
の
２
０
０
年
余
り
の
間
に
、
比

較
的
小
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
一
部
あ

る
が
、
全
体
的
に
は
大
き
な
地
形
変
化
は
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

図
２
上
段
の
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
部
分
に
は
、

左
方
に
比
叡
山
が
大
き
く
描
か
れ
、
ま
た
最
も
右
方
に

は
瓜
生
山
の
あ
た
り
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
右
方
の
長

四
角
は
後
の
説
明
の
た
め
の
も
の
）。
図
の
左
方
下
部

に
は
主
に
京
都
盆
地
北
東
の
松
ヶ
崎
地
域
の
山
な
み
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
岩
倉
地
域
南
東
の

上か
み

高た
か

野の

地
域
の
山
な
み
も
少
し
見
え
て
い
る
。

図
２
中
段
の
図
は
、
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
に
よ
り
作
成

し
た
現
況
地
形
モ
デ
ル
（
視
点
は
図
１
と
同
じ
で
地
上

に
植
生
が
な
い
場
合
の
状
態
）
で
、
図
２
上
段
部
分
に

対
応
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
地
形
モ
デ
ル
は
、
国

土
地
理
院
の
基
盤
地
図
情
報
を
ベ
ー
ス
に
し
た
５
㍍

メ
ッ
シ
ュ
の
高
密
度
地
形
デ
ー
タ
が
反
映
さ
れ
て
い

る
（
注
８
）。
ま
た
、
図
２
下
段
の
写
真
は
、「
東
山

三
十
六
峯
図
巻
」
の
視
点
か
ら
南
西
約
７
０
０
㍍
の
船

岡
山
か
ら
対
象
地
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
山
な
み
の
景
観
が
ど
の

程
度
写
実
的
に
描
か
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
こ
に
あ
っ

た
植
生
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
を
詳
し
く
比

較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か

る
。

・「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
山
な
み
は
、
全
体
的
に

高
さ
が
少
し
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。

・
こ
の
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
部
分
で
は
、
上
高

野
の
山
な
み
が
わ
ず
か
と
は
い
え
し
っ
か
り
と
描
か

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
現
況
地
形
モ
デ
ル
で
は
、
そ

の
山
な
み
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
で

は
上
高
野
の
山
な
み
の
部
分
が
、
実
際
よ
り
も
少
し

右
方
（
南
方
）
へ
移
動
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

・
こ
の
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
部
分
は
、
比
叡
山

の
頂
上
付
近
か
ら
右
方
（
南
方
）
瓜
生
山
の
あ
た
り

に
か
け
て
一
部
省
略
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。

・
上
記
の
よ
う
に
、「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
は
写
真

の
よ
う
に
写
実
的
で
な
い
と
こ
ろ
も
一
部
に
あ
る

と
、
早
く
か
ら
名
を
成
し
て
い
た
在
中
は
、
写
生
を
極

め
た
画
風
で
知
ら
れ
る
円
山
応
挙
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
か
な
り
写
実
的
な
描
写
が
広

く
見
ら
れ
る
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
は
、
応
挙
の
強

い
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。

「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
は
、
実
景
を
写
実
的
に
描

い
た
真
景
図
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
在
中
自
身
も

款
記
に
「
享
和
三
年
癸
亥
春
三
月 
原
在
中
寫
真
」
と

記
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
実
景
を
忠
実

に
描
い
た
も
の
で
あ
る
か
は
、
た
だ
図
を
見
る
だ
け
で

は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
真
景
図
に
つ
い
て
は
、
そ
こ

に
描
か
れ
た
山
や
谷
な
ど
の
地
形
描
写
を
、
詳
し
い
地

形
情
報
を
も
と
に
作
製
し
た
モ
デ
ル
や
現
況
と
の
比
較

考
察
を
中
心
に
、
そ
の
資
料
性
を
か
な
り
明
ら
か
に
で

き
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
図
が
描
か
れ
た
視
点
を

で
き
る
だ
け
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
は
、
と
く
に
重
要

で
あ
る
。

〈
視
点
の
特
定
〉

絵
図
の
視
点
を
特
定
す
る
に
は
、
地
形
図
な
ど
も
適

宜
用
い
な
が
ら
、
足
で
か
せ
い
で
探
す
の
が
一
般
的
な

方
法
で
あ
る
が
、
今
日
で
は
樹
木
の
繁
茂
や
市
街
地
の

拡
大
な
ど
に
よ
り
、
求
め
る
視
点
を
自
由
に
探
す
こ
と

が
困
難
な
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
と
き
に

は
、
精
度
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
地
形
情
報
を
利

用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
視
点
を
特
定
す
る
こ
と
も
で

き
る
。そ
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
、カ
シ
ミ
ー

ル
３
Ｄ
（
注
７
）
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
絵
図
に
は
複

数
の
視
点
を
も
と
に
広
範
な
風
景
を
描
い
た
も
の
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
作
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
考
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比
較
的
明
瞭
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の「
東

山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
部
分
に
見
え
る
山
地
の
大
部

分
は
、
植
生
が
か
な
り
低
い
か
、
植
生
も
な
い
よ
う

な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
図
に
描
か
れ
た
樹
高
の
推
定
〉

「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
瓜
生
山
上
部
に
見
ら
れ

る
目
立
っ
た
木
立
は
、
そ
こ
に
あ
る
将
軍
地
蔵
付
近
の

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
末
期
に
か

け
て
そ
の
あ
た
り
を
描

い
た
絵
図
に
は
共
通
し

て
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
そ
こ
に
目
立
つ
状

態
で
長
年
存
在
し
て
い

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

そ
の
数
本
の
マ
ツ
と
見

ら
れ
る
樹
木
の
樹
高
に

つ
い
て
は
、
現
況
地
形

モ
デ
ル
の
そ
の
部
分
に

指
標
と
な
る
一
定
の
高

さ
の
も
の
を
置
く
こ
と

で
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
カ
シ
ミ
ー
ル
３

Ｄ
で
は
、
そ
の
作
業
が

で
き
な
い
が
、
建
築
や

土
木
な
ど
で
使
わ
れ
る

３
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
な
ど

で
、
そ
の
作
業
を
お
こ

な
う
こ
と
が
で
き
る
。

図
３
は
、
国
土
地
理

院
が
公
開
し
て
い
る
基

盤
地
図
情
報
を
も
と
に
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
オ
ー
ト
デ

ス
ク
社
）
で
作
成
し
た
地
形
モ
デ
ル
の
該
当
箇
所
に
高

さ
30
㍍
の
指
標
樹
木
モ
デ
ル
を
挿
入
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
図
の
視
点
は
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
と
同

じ
と
こ
ろ
で
、
指
標
樹
木
モ
デ
ル
は
図
中
に
示
し
た
円

の
中
心
部
に
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
全
体
の
範
囲
は
、
図

２
上
段
の
図
に
長
四
角
で
示
し
た
部
分
で
あ
り
、
両
図

の
比
較
か
ら
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
に
見
え
る
そ
の

大
き
く
目
立
つ
木
々
の
樹
高
は
、
絵
図
で
は
樹
木
の
高

が
、
図
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
に
お
い
て
、
山
の
稜
線

や
谷
な
ど
の
地
形
が
き
わ
め
て
写
実
的
に
細
か
く
描

か
れ
て
い
る
。

・
山
の
稜
線
な
ど
の
形
状
が
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」

と
現
況
地
形
モ
デ
ル
と
で
よ
く
一
致
し
、
図
の
山
地

部
で
と
く
に
目
立
っ
た
樹
木
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

も
の
は
瓜
生
山
の
あ
た
り
に
し
か
な
い
こ
と
、ま
た
、

高
い
樹
木
が
山
の
大
部
分
を
覆
っ
て
い
る
現
況
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
多
く
の
小
さ
な
谷
も
図
に
は

図３　AutoCAD によるシミュレーション（円の中央部に樹高 30ｍの指標樹木モデルが見える）

図２　上より「東山三十六峯図巻」（比叡山からその南方の瓜生山付近）、カシミール３Ｄによる
現況地形モデル、船岡山より見た近況
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さ
も
少
し
強
調
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
20

㍍
以
上
の
高
さ
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。

〈
彩
色
な
ど
か
ら
の
検
討
〉

本
稿
の
図
は
カ
ラ
ー
で
な
い
た
め
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
原
本
の
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
で
は

瓜
生
山
の
左
方
（
北
方
）
の
山
の
稜
線
付
近
を
中
心
に
、

薄
い
赤
茶
系

の
色
で
山
地

が
塗
ら
れ
て

い
る
。
そ
の

付
近
は
、
江

戸
初
期
以
降

の
絵
図
で
共

通
し
て
草
木

が
乏
し
い
ハ

ゲ
山
が
表
現

さ
れ
て
い
る

と
見
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
、

そ
の
部
分
は

ハ
ゲ
山
を
示

し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら

れ
る
。

ち
な
み
に
、

図
４
は
京
都

の
役
所
方
が

作
成
し
た
と

思
わ
れ
る
18

世
紀
初
頭
の
大
絵
図
の
一
部
で
、
比
叡
山
か
ら
大
文
字

山
付
近
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
図
で
は

ハ
ゲ
山
の
部
分
は
白
っ
ぽ
く
描
か
れ
て
お
り
、「
東
山

三
十
六
峯
図
巻
」
が
描
か
れ
た
頃
よ
り
も
１
０
０
年
ほ

ど
前
は
、
ハ
ゲ
山
の
範
囲
が
よ
り
広
か
っ
た
可
能
性
を

示
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
ハ
ゲ
山
の
部
分
は
花
崗
岩

地
帯
で
あ
る
た
め
、
そ
こ
に
草
木
が
な
け
れ
ば
、
光
の

加
減
で
実
際
に
か
な
り
白
っ
ぽ
く
見
え
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
（
注
９
）。

一
方
、
比
叡
山
の
左
方
（
北
方
）
の
稜
線
の
付
近
に

黒
っ
ぽ
く
描
か
れ
て
い
る
部
分
は
、
図
が
描
か
れ
た
早

春
の
頃
も
濃
い
緑
の
樹
木
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
た
所

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
部
分
は
、
現
在
ス
ギ
の
大
木
が
多

く
見
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
延
暦
寺
の
ス
ギ
の
植
林
地
と

考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
の
一
部
の
描
写
と

現
況
地
形
モ
デ
ル
や
現
況
と
の
比
較
考
察
、
ま
た
図
の

彩
色
の
考
察
な
ど
か
ら
、
検
討
し
た
「
東
山
三
十
六
峯

図
巻
」
の
部
分
は
資
料
性
が
か
な
り
高
い
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
し
て
、
そ
の
図
が
描
か
れ
た
２
０
０
年
あ
ま
り

前
、
比
叡
山
の
京
都
側
の
部
分
は
、
か
な
り
低
い
植
生

の
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
一
部
に
は
草
木
が
乏
し
い

ハ
ゲ
山
が
広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
高
木
の
樹

木
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
わ
ず
か
し
か
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

本
稿
で
例
示
し
た
「
東
山
三
十
六
峯
図
巻
」
は
、
数

あ
る
京
都
の
絵
図
の
中
で
も
里
山
な
ど
の
景
観
を
と
く

に
写
実
的
に
描
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

絵
図
が
多
く
存
在
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
見

写
実
的
と
見
え
な
い
絵
図
の
中
に
も
、
里
山
な
ど
の
実

態
が
か
な
り
よ
く
反
映
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
絵
図
に
つ
い
て
例
示
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
絵
図
も
含

め
、
何
ら
か
の
方
法
に
よ
り
絵
図
の
資
料
性
が
あ
る
程

度
で
も
確
認
で
き
れ
ば
、
写
真
が
な
い
時
代
の
里
山
の

景
観
が
そ
れ
な
り
に
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
絵

図
の
考
察
か
ら
は
、
多
く
の
場
合
、
上
記
の
例
の
よ
う

に
概
し
て
人
の
影
響
が
き
わ
め
て
大
き
い
か
つ
て
の
里

山
の
景
観
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

《
注
》

（
１
）
絵
図
と
い
う
言
葉
は
、
か
つ
て
は
絵
地
図
を
意
味
し
、
今
日
で
も
そ
の

よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
里
山
な
ど
の
景
観
を
描

い
た
絵
画
や
版
画
な
ど
も
含
む
言
葉
と
し
て
用
い
て
い
る
。

（
２
）
ネ
ッ
ト
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
本
や
論
文
か
ら
の
情
報
も
間
違
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
そ
う
し
た
情
報
も
検
証
し
た
り
し
な
が
ら
、

検
討
す
る
絵
図
類
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
慎
重
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
小
椋
純
一
（
１
９
９
２
）：『
絵
図
か
ら
読
み
解
く
人
と
景
観
の
歴
史
』

雄
山
閣
出
版

（
４
）
絵
図
の
中
に
は
、
写
実
性
が
必
ず
し
も
高
く
は
な
く
て
も
、
過
去
の
植

生
景
観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
と
な
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
た
め
、

資
料
性
と
写
実
性
は
必
ず
し
も
同
義
で
は
な
い
。

（
５
）
土
居
次
義
（
１
９
４
４
）：「
原
在
中
の
画
業
」、『
日
本
近
世
絵
畫
攷
』

２
８
３
～
２
９
０

（
６
）
松
尾
勝
彦
（
１
９
８
３
）：「
原
在
中
研
究
」、『
美
術
史
』
Ｖ
ｏ
ｌ
．32 

Ｎ
ｏ
．

２
、１
２
１
～
１
２
７

（
７
）
Ｄ
Ａ
Ｎ
杉
本
氏
作
成
の
地
図
・
Ｇ
Ｉ
Ｓ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
各
種
地
図
や

Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
な
ど
を
読
み
込
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
標
高
デ
ー
タ
を
基
に
、

任
意
の
視
点
か
ら
見
た
地
形
を
立
体
的
に
表
示
す
る
機
能
（
カ
シ
バ
ー
ド
）
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
る
。

（
８
）
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
は
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
で
あ
る
が
、
ス
ー
パ
ー
地
形
セ
ッ

ト
（
ラ
イ
セ
ン
ス
：
１
年
分
税
込
１
６
８
０
円
〈
２
０
２
１
年
２
月
時
点
〉）

を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
国
土
地
理
院
の
高
密
度
地
形
デ
ー
タ
を
反
映
し
た

表
示
が
可
能
に
な
る
。

（
９
）
高
知
県
出
身
の
著
名
な
植
物
学
者
で
あ
っ
た
牧
野
富
太
郎
が
、
明
治
14

（
１
８
８
１
）
年
４
月
に
東
京
へ
初
め
て
旅
を
し
た
際
、
高
知
か
ら
乗
っ
た
蒸

気
船
が
神
戸
に
近
づ
い
た
と
き
に
、
ハ
ゲ
山
が
広
が
っ
て
い
た
六
甲
の
山
な
み

を
見
て
、「
は
じ
め
は
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
」
と
随
想
に
記
し

て
い
る
の
も
、
花
崗
岩
地
帯
の
ハ
ゲ
山
が
白
く
見
え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
よ

く
示
し
て
い
る
。

図４　「京師大絵図」（比叡山から大文字山付近；18世紀初頭、慶応大学蔵）
〔左上方の比叡山から右端の大文字山の間には、ハゲ山が白色系の色を使い広く描かれている〕
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森
林
か
ら
江
戸
時
代
を
見
つ
め
直
す

江
戸
時
代
に
は
、
城
や
町
（
城
下
町
等
）
の
建
設
、

鉱
山
の
稼か

行こ
う

、
新
田
の
開
発
、
人
口
の
増
加
等
が
進
み
、

材
木
・
薪し
ん

炭た
ん

の
生
産
や
肥
料
と
な
る
草
木
の
採
取
が
、

前
時
代
よ
り
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他

方
で
、
森
林
が
も
つ
自
然
環
境
の
調
整
機
能
（
水
源
涵か
ん

養よ
う

、飛
砂
防
備
等
）に
対
す
る
人
び
と
の
期
待
も
高
ま
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
森
林
資
源
は
江
戸
時
代
に

お
け
る
社
会
・
経
済
の
根
幹
で
あ
っ
た
。

材
木
・
薪
炭
の
生
産
等
に
よ
っ
て
森
林
資
源
が
減
少

す
る
と
、
今
度
は
持
続
的
な
利
用
を
目
指
し
、
森
林
資

源
を
意
識
的
に
管
理
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
領
主
・
領

民
の
間
に
広
が
っ
た
。
当
時
の
日
本
で
は
、
外
国
か
ら

の
物
資
や
情
報
・
知
識
の
移
入
が
限
定
的
で
あ
っ
た
た

め
、
限
ら
れ
た
森
林
資
源
を
持
続
的
に
利
用
す
べ
く
、

日
本
固
有
の
政
策
・
技
術
体
系
が
編
み
出
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
江
戸
時
代
は
、
徳
川
政
権
の
も
と
で
約

２
５
０
年
の
長
き
に
わ
た
り
戦
争
の
な
か
っ
た
、
世
界

史
上
で
も
特
筆
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
〝
徳
川
の

平
和
〟
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
領
主
・
領
民
は
長
期
的

な
視
野
か
ら
森
林
資
源
管
理
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
と

い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
江
戸
時
代
に
は
、
地
域
に
よ
っ

て
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
森
林
資
源
管
理
に
関
わ

る
森
林
政
策
の
成
熟
と
技
術
の
進
展
が
み
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

本
稿
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、
佐
竹
氏
の
領
地
で
あ
っ

た
出で
わ
の
く
に

羽
国
秋
田
藩
領
で
あ
る
。
同
藩
は
、
江
戸
時
代
に

あ
っ
た
多
く
の
藩
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
森
林
資
源

管
理
に
力
を
入
れ
た
藩
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
興

味
深
い
こ
と
に
、
同
藩
で
は
森
林
資
源
の
も
つ
多
面
的

な
機
能
が
明
確
に
意
識
さ
れ
た
う
え
で
、
森
林
資
源
管

理
が
行
わ
れ
て
い
た
。
以
下
で
は
、
①
材
木
生
産
、
②

銅
製
錬
用
の
木
炭
生
産
、
③
米
穀
生
産
、
④
海
岸
に
お

け
る
飛
砂
の
防
備
、
の
４
点
に
注
目
し
、
多
様
な
森
林

資
源
管
理
の
姿
を
紹
介
し
た
い
。

材
木
生
産
と
能
代
木
山
の
管
理

秋
田
藩
は
「
秋
田
杉
」
と
呼
ば
れ
る
良
質
な
ス
ギ
に

恵
ま
れ
た
。
ス
ギ
材
は
建
築
・
土
木
用
材
と
し
て
使
わ

れ
た
ほ
か
、
独
特
な
芳ほ
う

香こ
う

を
も
つ
た
め

酒さ
か

樽だ
る

の
材
料
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
理
由
か
ら
、
藩
は
ス
ギ
を
盛

ん
に
伐
採
し
て
領
内
の
城
や
役
所
の
建

築
・
土
木
用
材
に
あ
て
た
ほ
か
、
商
人

を
通
じ
て
近
畿
・
北
陸
方
面
へ
売
り
払

い
、そ
の
利
益
を
財
源
に
組
み
入
れ
た
。

こ
れ
ら
の
需
要
を
確
保
す
る
た
め
、

藩
は
ス
ギ
が
生
育
す
る
優
良
な
森
林
を
御お

留と
め

山や
ま

と
い
う

藩
直
轄
林
と
し
て
囲
い
込
み
、
村
人
の
利
用
を
制
限
し

た
。
一
方
、
村
人
の
利
用
が
許
さ
れ
た
の
は
、
郷ご
う

山や
ま

と

呼
ば
れ
る
村
持
ち
の
森
林
で
あ
っ
た
。
村
人
は
、
こ
の

郷
山
で
家
作
用
の
材
木
、
煮
炊
き
用
の
薪
、
農
業
肥
料

と
な
る
草
等
を
採
取
し
、
日
々
の
暮
ら
し
を
営
ん
で
い

た
。
ち
な
み
に
御
留
山
で
も
、
藩
の
許
し
が
あ
れ
ば
薪

や
草
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

秋
田
藩
領
の
な
か
で
も
、
と
く
に
材
木
生
産
が
活
発

で
あ
っ
た
の
が
、
領
内
北
部
の
米よ
ね

代し
ろ

川が
わ

流
域
で
あ
る

（
図
１
）。こ
の
流
域
に
は
多
く
の
御
留
山
が
設
定
さ
れ
、

そ
れ
ら
は
能の

代し
ろ

木き

山や
ま

と
総
称
さ
れ
た
。
同
所
か
ら
伐
り

出
さ
れ
た
材
木
は
、
米
代
川
の
水
流
に
乗
せ
ら
れ
て
河

口
の
能
代
町
（
現
・
能
代
市
）
ま
で
送
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
領
内
・
領
外
の
各
地
へ
と
運
ば
れ
た
。

し
か
し
、
17
世
紀
に
お
け
る
同
藩
の
森
林
政
策
は
長

森
林
資
源
管
理
か
ら
見
た
江
戸
時
代
の
秋
田

その５

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
　
芳
賀
和
樹

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか

図 1　秋田藩領の概略図
出典：秋田県編 (1973)『秋田県

林業史』上巻、秋田県、
104 頁の図に加筆修正して
作成。
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改
革
開
始
直
後
の
文
化
２
（
１
８
０
５
）
年
に
は
、

ク
リ
・
カ
キ
・
ウ
ル
シ
等
、
そ
の
土
地
に
適
し
た
樹
種

を
植
栽
す
る
こ
と
、
川
沿
い
に
は
水
害
防
備
の
た
め
に

ヤ
ナ
ギ
を
植
栽
す
る
こ
と
を
村
々
に
奨
励
し
た
。
ま
た

文
化
８
年
に
は
、
と
く
に
針
葉
樹
の
植
林
に
つ
い
て
、

成
林
後
、
藩
に
３
割
を
納
入
す
れ
ば
、
残
り
の
７
割
を

植
林
し
た
村
人
に
与
え
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
を
奨
励
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
能
代
木
山
へ
の
ス
ギ
の
植
林
が
進

展
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
村
人
が
ス
ギ
を
植
林
す

る
理
由
と
し
て
、
凶
作
等
へ
の
「
備そ
な
え」

を
主
張
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、天
明
年
間（
１
７
８
１

～
８
９
）
の
秋
田
藩
領
は
、
未
曾
有
の
凶
作
に
見
舞
わ

れ
た
。
こ
う
し
た
凶
作
と
飢き

饉き
ん

の
経
験
は
、
記
憶
や
記

録
と
し
て
村
々
に
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
村
人
た

ち
に
ス
ギ
の
植
林
を
促
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
ス
ギ
は
成
林
す
る
ま
で
に
数
十
年
を
要
す
る

た
め
、
必
ず
し
も
植
林
し
た
本
人
の
利
益
に
は
な
ら
な

い
。
ス
ギ
の
植
林
と
、
そ
の
後
の
保
護
・
育
成
は
、
子

孫
の
暮
ら
し
の
安
寧
を
願
う
村
人
た
ち
に
よ
っ
て
進
め

ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
村
人
た
ち
は
、
凶

作
等
へ
の
「
備
」
と
し
て
、

ス
ギ
だ
け
で
な
く「
雑
木
」

（
落
葉
広
葉
樹
）
を
育
成

す
る
こ
と
を
出
願
し
、
木

山
方
も
こ
れ
を
認
め
て
い

る
。
ス
ギ
の
場
合
、
材
木

に
加
工
で
き
る
太
さ
ま
で

数
十
年
を
か
け
て
育
成
し

な
け
れ
ば
金
銭
に
代
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
落
葉
広
葉
樹
の
場
合
は
木
炭
や

薪ま
き

に
加
工
で
き
る
太
さ
ま
で
育
成
す
れ
ば
良
い
の
で
比

較
的
短
期
間
で
金
銭
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
村
人

は
得
た
金
銭
で
食
糧
を
買
う
。
村
人
た
ち
は
ス
ギ
と
落

葉
広
葉
樹
を
両
方
育
成
す
る
こ
と
で
、
凶
作
等
の
危
機

に
柔
軟
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
能
代
木
山
で
は
、村
人
の
希
望
を
受
け
て
、

屋
根
葺ふ

き
用
の
萱か
や

の
育
成
や
、
農
業
生
産
に
不
可
欠
な

採
草
地
の
維
持
も
許
可
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
材

木
生
産
地
と
し
て
の
役
割
が
強
く
期
待
さ
れ
た
能
代
木

山
で
あ
っ
て
も
、
画
一
的
な
ス
ギ
林
が
育
成
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
能
代
木
山
の
森
林
資
源
管
理
は
、

村
々
の
需
要
に
あ
わ
せ
て
、
ス
ギ
・
落
葉
広
葉
樹
・
萱
・

草
と
い
っ
た
多
様
な
森
林
資
源
を
確
保
・
充
実
さ
せ
る

だ
け
の
柔
軟
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

木
炭
生
産
と
銅
山
掛
山
の
管
理

同
藩
領
は
、
森
林
資
源
だ
け
で
な
く
鉱
物
資
源
も
豊

富
で
あ
っ
た
。
大お
お

葛く
ぞ

金
山
・
院い
ん

内な
い

銀
山
・
阿あ

仁に

銅
山
等

の
鉱
山
が
、
領
内
の
各
地
で
開
発
さ
れ
た
。
と
く
に
領

内
北
部
、
阿
仁
川
の
流
域
に
開
か
れ
た
阿
仁
銅
山
は
、

伊い
よ
の
く
に

予
国
別べ
っ

子し

銅
山
や
陸む
つ
の
く
に

奥
国
尾お

去さ
り

沢ざ
わ

銅
山
と
と
も
に
、

全
国
で
も
屈
指
の
産
銅
を
誇
っ
た
銅
山
で
あ
る
。
寛
文

10
（
１
６
７
０
）
年
に
採
掘
が
は
じ
ま
る
と
、
生
産
量

を
急
速
に
伸
ば
し
、
宝
永
５
（
１
７
０
８
）
年
に
は

３
６
０
万
斤き
ん

（
約
２
２
０
０
㌧
）
を
産
銅
す
る
最
盛
期

を
迎
え
た
。
こ
う
し
て
生
産
さ
れ
た
銅
は
大（
大
阪
）坂

等
で
売

却
さ
れ
、
藩
財
政
を
潤
し
た
。

こ
う
し
た
阿
仁
銅
山
の
稼
行
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
の

が
、
材
木
と
薪
炭
で
あ
る
。
材
木
は
ス
ギ
等
か
ら
生
産

さ
れ
、
坑
道
を
支
え
る
坑こ
う

木ぼ
く

等
に
利
用
さ
れ
た
。
薪
は

期
的
な
計
画
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
お
ら
ず
、
需
要
に
任

せ
て
森
林
が
過
剰
に
伐
採
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
17
世
紀

末
～
18
世
紀
前
半
と
も
な
る
と
、
領
内
の
森
林
は
「
伐き
り

尽つ
く
し」と

い
う
様
相
を
呈
し
、材
木
に
事
欠
く
事
態
と
な
っ

た
。こ

う
し
た
状
況
を
受
け
た
藩
庁
は
、
よ
う
や
く
重

い
腰
を
上
げ
て
、
森
林
の
保
護
・
育
成
に
乗
り
出
し

た
。
具
体
的
に
は
、
宝
永
・
正
徳
年
間
（
１
７
０
４
～

１
６
）
に
、
ス
ギ
を
は
じ
め
と
す
る
針
葉
樹
の
植
栽
を

地
元
の
村
々
に
命
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
18
世
紀
の
前
半

は
、〝
乱
伐
の
時
代
〟
か
ら
、〝
保
護
・
育
成
の
時
代
〟

へ
と
、
転
換
し
て
い
く
画
期
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
森
林
政
策
の
動
き
は
、
そ
の
後
、
さ
ら
に

加
速
し
て
い
く
。
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
藩
庁
は
「
木き

山や
ま

方か
た

」
と
い
う
林
政
部
局
を
整
備
し
、
林
政
改
革
を
担

当
さ
せ
た
。
こ
の
木
山
方
の
本
部
は
久
保
田
（
現
・
秋

田
市
）
の
藩
庁
に
置
か
れ
、
能
代
町
に
は
能
代
木
山
を

管
轄
す
る
能
代
木
山
役
所
が
新
設
さ
れ
た
。
こ
う
し
て

藩
庁
は
、
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用
を
組
織
的
に
推
進

し
て
い
く
（
図
２
）。

図 2　森林の減少に対する木山方の危機感
傍線部には「山林伐尽ニ相成候而者、田畑
之荒廃、村居之衰ひのミならす、急水之変、
旱魃之憂、川形之変地等ニ至候而者、全山
林伐尽より相生、并材木薪炭価之昂低　御
国中一統ニ相係り、一ツとして不軽事ニ候」
（読点は引用者）とあり、森林の減少が田
畑の荒廃、村の衰退、洪水・旱魃、材木・
薪炭価格の高騰等をもたらし、秋田藩全体
に関わる大問題であると述べられている。
森林の減少に対する危機感と、その回復に
かける想いが窺える史料である。

出典：「六郡木山方以来覚」二（国立公文書館蔵、
平 19農水 10524100）に加筆。
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の
も
の
で
あ
る
。
炭
木
山
の
す
べ
て
の
森
林
を
計
画
に

組
み
込
む
の
で
は
な
く
、
予
定
通
り
の
製
炭
が
で
き
な

い
場
合
を
考
慮
し
て
、
予
備
の
森
林
を
用
意
し
て
お
く

実
践
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
右
の
計
画
は
、
製
炭
に
適
し
た
森
林
資
源
の
育

成
と
あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ
た
点
に
も
注
目
し
て
お
き
た

い
。
木
山
方
は
、
炭
木
山
に
生
育
し
て
い
る
樹
木
の
う

ち
、
製
炭
に
不
向
き
な
針
葉
樹
や
粗
悪
な
落
葉
広
葉
樹

を
伐
採
し
、
そ
の
跡
地
で
製
炭
に
適
し
た
ナ
ラ
等
の
優

良
な
落
葉
広
葉
樹
を
育
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
さ
ら

に
文
化
８
（
１
８
１
１
）
年
以
降
、
阿
仁
銅
山
周
辺
の

村
々
に
針
葉
樹
の
植
林
を
奨
励
し
た
際
に
も
、
例
外
的

に
炭
木
山
へ
の
植
林
は
禁
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
銅
山
掛
山
で
は
、
阿
仁
銅
山
の
多
大
な

木
炭
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
針
葉
樹
よ
り
も
落
葉
広

葉
樹
を
優
先
し
た
森
林
管
理
が
み
ら
れ
た
。
鉱
山
と
い

え
ば
、
地
下
の
鉱
物
資
源
ば
か
り
に
目
が
行
き
が
ち
で

あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
阿
仁
銅
山
の
繁
栄
は
、

地
上
の
豊
富
な
森
林
資
源
、
と
く
に
落
葉
広
葉
樹
に
支

え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

米
穀
生
産
を
支
え
た
水
野
目
林

森
林
が
多
い
領
内
北
部
の
米
代
川
・
阿
仁
川
流
域
に

対
し
て
、
領
内
南
部
の
雄お

物も
の

川が
わ

流
域
は
水
田
が
多
く
、

米
穀
生
産
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
日
本
海
に
面
し
、
冬
に

積
雪
の
多
か
っ
た
同
藩
は
、
春
に
な
る
と
大
量
の
雪
解

け
水
に
恵
ま
れ
た
。
た
だ
し
雪
解
け
水
を
農
業
に
活
用

す
る
た
め
に
は
、
上
流
の
森
林
資
源
を
適
切
に
管
理
し

て
、水
源
涵
養
機
能
を
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
り
し
も
、
秋
田
藩
領
で
新
田
開
発
が
進
ん
だ
17
世
紀

に
は
、
雄
物
川
上
流
の
森
林
で
も
ス
ギ
等
の
乱
伐
が
進

ん
だ
。
こ
の
た
め
同
藩
で
は
、
農
業
用
水
を
安
定
供
給

す
る
た
め
、
17
世
紀
以
降
、
水み
ず

野の

目め

林ば
や
し

と
呼
ば
れ
る

水
源
涵
養
林
が
整
備
さ
れ
た
。

こ
の
水
野
目
林
の
多
く
は
、
御お

札ふ
だ

山や
ま

と
い
う
か
た
ち

で
設
定
さ
れ
た
。
御
札
山
と
は
、
森
林
資
源
を
保
護
・

育
成
す
る
た
め
、
藩
が
利
用
を
厳
し
く
制
限
し
た
森
林

を
指
す
。
藩
は
、あ
る
森
林
を
御
札
山
に
指
定
す
る
際
、

境
界
や
制
限
に
つ
い
て
記
し
た
木
製
の
立
札
を
地
元
の

村
に
配
布
し
、
そ
の
森
林
に
掲
示
さ
せ
た
。
こ
れ
が
御

札
山
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

こ
こ
で
寛
文
３
（
１
６
６
３
）
年
に
設
定
さ
れ
た
、

仙せ
ん

北ぼ
く

郡ぐ
ん

六ろ
く

郷ご
う

東ひ
が
し

根ね

村
（
現
・
美
郷
町
）
の
水
野
目
林

を
例
に
と
る
。
御
札
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

た
。
六
郷
東
根
村
の
う
ち
、喜
和
田
沢
流
域
の
森
林（
図

４
）
と
七
滝
山
は
水
野
目
林
と
し
て
保
護
す
る
の
で
、

以
後
は
下
枝
と
い
え
ど
も
伐
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
に
、
水
野
目
林
で
は
原
則
と
し
て
下
枝
で
す
ら
伐

り
取
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
保
護
・
育
成
の
徹
底
が
図

主
に
ブ
ナ
、
炭
は
ナ
ラ
等
の
落
葉
広
葉
樹
か
ら
生
産
さ

れ
、
こ
う
し
た
薪
炭
は
銅
鉱
石
を
製
錬
す
る
の
に
必
要

で
あ
っ
た
。
と
く
に
木
炭
の
需
要
は
大
き
く
、
銅
の
製

錬
に
は
、
重
量
に
し
て
、
そ
の
約
５
倍
に
あ
た
る
木
炭

が
必
要
で
あ
っ
た
。
最
盛
期
の
出
銅
量
は
３
６
０
万
斤

（
約
２
２
０
０
㌧
）
な
の
で
、
こ
の
と
き
に
消
費
さ
れ

た
木
炭
は
単
純
計
算
で
１
万
㌧
以
上
に
お
よ
ぶ
。

し
た
が
っ
て
阿
仁
銅
山
の
発
展
は
、
周
辺
の
森
林
資

源
を
急
速
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め

藩
は
、
元
文
５
（
１
７
４
０
）
年
に
な
る
と
、
阿
仁
銅

山
周
辺
の
森
林
を
銅ど
う

山ざ
ん

掛か
か
り

山や
ま

に
編
入
し
、
用
途
に
応

じ
て
、
材
木
生
産
用
の
材ざ
い

木も
く

山や
ま

、
薪
生
産
用
の
焼や
き

木ぎ

山や
ま

、
木
炭
生
産
用
の
炭す
み

木き

山や
ま

に
区
分
し
て
管
理
し
た
。

そ
し
て
宝
暦
年
間
（
１
７
５
１
～
６
４
）
か
ら
は
、
番ば
ん

山や
ま

繰ぐ
り

と
呼
ば
れ
る
輪り
ん

伐ば
つ

計
画
を
立
案
し
て
銅
山
掛
山
の

持
続
的
利
用
を
図
っ
た
。

と
く
に
天
保
年
間
（
１
８
３
０
～
４
４
）
に
立
案
さ

れ
た
炭
木
山
の
番
山
繰
は
、
高
度
な
内
容
を
有
し
て
い

た
。
ま
ず
木
山
方
は
、
天
保
12
年
か
ら
炭

木
山
の
調
査
に
乗
り
出
し
、
森
林
資
源
の

状
況
を
生
産
可
能
な
木
炭
の
量
に
換
算
し

て
把
握
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
製
炭
の
影
響

で
森
林
資
源
が
充
分
に
生
育
し
て
い
な
い

場
所
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源
が
回
復
す

る
ま
で
に
必
要
な
期
間
と
、
回
復
後
に
生

産
可
能
な
木
炭
の
量
が
見
積
も
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
、
天
保
14

年
に
番
山
繰
が
立
案
さ
れ
た
（
図
３
）。
こ

の
計
画
は
、
今
あ
る
森
林
と
回
復
を
待
つ

森
林
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
て
、
阿
仁
銅

山
に
木
炭
を
30
年
間
安
定
供
給
す
る
た
め

図 3　炭木山番山繰の計画書
右側の表紙に「天保十四年癸卯より向三十年之番
山」とあるように、この計画書は天保 14 年から
向こう 30 か年の木炭供給を示したものである。
左側は炭木山の沢ごとに、森林資源の状況を生産
可能な木炭の量に換算して示したものである（部
分）。森林資源の回復を考慮に入れた利用計画と
なっていることがわかる史料である。

出典：「銅山之木山方御用記」三（国立公文書館蔵、平
19農水 10577100）。
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ら
れ
て
い
た
。

水
野
目
林
の
数
は
、
新
田
開
発
の
展
開
に
応
じ
て

増
加
し
、
と
く
に
貞
享
～
享
保
年
間
（
１
６
８
４
～

１
７
３
６
）
に
顕
著
に
増
加
し
た
。
確
認
で
き
る
も
の

だ
け
で
も
、19
世
紀
前
半
の
時
点
で
約
３
０
０
に
上
る
。

こ
う
し
た
水
野
目
林
は
、
し
ば
し
ば
村
の
求
め
に
応
じ

て
設
定
さ
れ
た
。
当
時
、
水
源
涵
養
機
能
と
い
う
言
葉

こ
そ
な
か
っ
た
も
の
の
、
秋
田
藩
の
領
主
・
領
民
は
、

森
林
の
荒
廃
と
干か
ん

魃ば
つ

・
洪
水
の
頻
発
を
経
験
的
に
結
び

付
け
て
理
解
し
、
水
源
涵
養
林
の
管
理
に
力
を
入
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

飛
砂
の
防
備
と
海
岸
林

先
述
の
通
り
、
17
世
紀
に
は
、
米
代
川
・
阿
仁
川
・

雄
物
川
の
流
域
で
森
林
の
乱
伐
が
進
ん
だ
。
こ
う
し
た

森
林
資
源
の
減
少
に
対
し
藩
庁
は
、
宝
永
・
正
徳
年
間

（
１
７
０
４
～
１
６
）
に
能
代
木
山
へ
の
植
林
を
地
元

村
々
に
命
じ
る
等
、
森
林
の
保
護
・
育
成
を
図
っ
た
。

し
か
し
、
成
林
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
政
策
の
成
果
は
す
ぐ
に
は
現
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
森
林
資
源
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
は
、
用
材
に

事
欠
く
ば
か
り
か
、
水
源
涵
養
機
能
や
土
砂
流
出
防

備
機
能
の
低
下
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
17
世
紀
に
お
け
る
森
林
荒
廃
は
、
米

代
川
・
雄
物
川
に
土
砂
を
流
出
さ
せ
、
河
口
を
中
心

と
す
る
海
岸
部
で
砂
丘
の
形
成
を
促
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
正
徳
年
間

（
１
７
１
１
～
１
６
）
に
は
、
米
代
川
河
口
の
能
代
町

で
飛
砂
が
問
題
と
な
り
、
同
町
で
廻か
い

船せ
ん

業ぎ
ょ
う

を
営
ん
で

い
た
越え
ち

後ご

屋や

太た
ろ
う
え
も
ん

郎
右
衛
門
と
越え
ち

前ぜ
ん

屋や

久き
ゅ
う
え
も
ん

右
衛
門
が
、

自
費
で
飛
砂
対
策
に
着
手
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
両

家
に
よ
っ
て
18
世
紀
後
半
ま
で
に
多
く
の
マ
ツ
が
植
栽

さ
れ
た
。

ま
た
雄
物
川
河
口
の
百も
も

三さ

段だ

新あ
ら

屋や

村
（
現
・
秋
田
市
）

で
も
、
享
保
年
間
（
１
７
１
６
～
３
６
）
に
は
飛
砂
が

問
題
と
な
り
、
村
人
た
ち
に
よ
っ
て
飛
砂
を
防
ぐ
べ
く

グ
ミ
等
が
植
栽
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
18
世
紀
初
頭
に

は
、
山や
ま

本も
と

郡ぐ
ん

か
ら
川か
わ

辺べ

郡ぐ
ん

に
か
け
て
の
沿
岸
部
で
飛
砂

が
問
題
と
な
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
、
私
財
を
投

じ
て
飛
砂
対
策
に
奔
走
し
て
い
た
。

19
世
紀
初
頭
に
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
町
人
や
村
人
だ

け
で
な
く
、
藩
の
役
人
（
武
士
）
も
海
岸
林
の
整
備
に

尽
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
木
山
方
の
賀か

藤と
う

清せ
い
え
も
ん

右
衛
門

（
諱い
み
なつ

ま
り
本
名
を
景か
げ

林し
げ

と
い
う
）
は
、
文
政
・
天
保

年
間
（
１
８
１
８
～
４
４
）
に
、
能
代
町
海
岸
部
へ
約

68
万
本
の
マ
ツ
を
植
栽
し
た
。
賀
藤
の
死
後
、
能
代

の
町
人
た
ち
は
彼
の
功
績
を
讃
え
る
た
め
、
嘉
永
３

（
１
８
５
０
）
年
に
石
碑
を
建
て
、
の
ち
に
社
殿
（
現
・

景
林
神
社
）
も
建
立
し
て
「
賀
藤
景
林
君
之
神
霊
」
を

祀ま
つ

っ
た
。

ま
た
飛
砂
は
、
村
の
暮
ら
し
に
影
響
す
る
重
要
な

事
柄
で
あ
っ
た
た
め
、
農
政
部
局
で
あ
る
郡こ
お
り

方か
た

も

海
岸
林
の
整
備
に
関
与
し
た
。
と
く
に
郡
方
の
栗く
り

田た

定さ
だ
の
じ
ょ
う

之
丞
は
飛
砂
対
策
に
長た

け
た
人
材
で
あ
り
、
百
三
段

新
屋
村
の
海
岸
部
で
陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
、
文
政
年
間

（
１
８
１
８
～
３
０
）
ま
で
に
グ
ミ
や
マ
ツ
の
植
林
を

進
め
た
。
文
政
10
年
に
栗
田
が
病
没
す
る
と
、
同
村
の

村
人
た
ち
は
す
ぐ
に
祠ほ
こ
らを

建
て
、安
政
４
（
１
８
５
７
）

年
に
は
社
殿
（
現
・
栗
田
神
社
）
も
建
立
し
て
「
栗
田

大
明
神
」
を
祀
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
山
本
郡
か
ら
川
辺
郡
に
か
け
て
の
沿

岸
地
域
を
飛
砂
か
ら
守
る
海
岸
林
は
、
そ
の
地
域
に
暮

ら
す
人
び
と
に
加
え
、
藩
の
木
山
方
や
郡
方
の
役
人
ら

が
、
長
い
時
間
と
莫
大
な
労
力
・
金
銭
を
か
け
て
育
成

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
秋
田
藩
で
は
、
森
林
資
源
の
も
つ
多

面
的
な
機
能
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
19

世
紀
に
は
、政
策
の
成
熟
、技
術
の
進
展
が
み
ら
れ
、〝
秋

田
藩
流
〟
の
森
林
資
源
管
理
の
確
立
が
認
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ら
を
立
案
・
実
行
で
き
る
人
材
の
登
場

や
林
政
組
織
の
整
備
が
み
ら
れ
た
点
も
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

参
考
文
献

秋
田
県
編
（
１
９
７
３
）『
秋
田
県
林
業
史
』
上
巻
、
秋
田
県
、
１
～
６
７
１
頁

徳
川
林
政
史
研
究
所
編
（
２
０
１
５
）『
徳
川
の
歴
史
再
発
見　

森
林
の
江
戸
学
』

Ⅱ
、
東
京
堂
出
版
、
１
～
２
２
３
頁

能
代
市
編
（
２
０
１
８
）『
能
代
市
史
』
通
史
編
Ⅱ
、
近
世
、
能
代
市
、
３
７
７

～
４
７
８
頁

芳
賀
和
樹
（
２
０
１
１
）「
近
世
阿
仁
銅
山
炭
木
山
の
森
林
経
営
計
画
」『
林
業

経
済
』
64
（
７
）、
19
～
36
頁

芳
賀
和
樹
・
加
藤
衛
拡
（
２
０
１
２
）「
19
世
紀
の
秋
田
藩
林
政
改
革
と
近
代
へ

の
継
承
」『
林
業
経
済
研
究
』
58
（
１
）、
14
～
26
頁

芳
賀
和
樹
（
２
０
１
７
）「
秋
田
藩
の
林
政
と
山
林
資
源
管
理
技
術
」『
歴
史
学

研
究
』（
９
６
３
）、
78
～
87
頁

図 4　水野目林を描いた絵図（喜和田沢）
河川は青色、森林は緑色の山形で描かれている。こ
の緑色は「雑木」（落葉広葉樹）や草が生い茂る様
子を表現したものと考えられ、それを裏付けるよう
に「一円雑木立」とある。一方、楕円部にはスギが
生育していることが窺える。

出典：「仙北郡御札山略図」乾（秋田県公文書館蔵、県
C-457）に加筆。
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日
本
各
地
の
遺
跡
か
ら
は
、
膨
大
な
数
の
木
製
品
が

出
土
し
て
お
り
、
樹
種
デ
ー
タ
の
蓄
積
も
２
０
１
２
年

時
点
の
集
計
で
約
40
万
点
を
数
え
る
（
１
）。
通
常
は

木
が
埋
も
れ
る
と
分
解
さ
れ
て
土
に
還
っ
て
し
ま
う

が
、川
や
湿
地
、溝
や
井
戸
の
中
に
埋
没
し
て
泥
に
パ
ッ

ク
さ
れ
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
木
は
数
百
年
、
数
千
年
の

間
も
斧お
の

の
刃
跡
や
使
用
時
の
痕
跡
を
と
ど
め
た
ま
ま
遺

存
す
る
。
発
掘
現
場
で
見
つ
か
っ
た
木
製
品
は
、
遺
跡

で
活
動
し
た
当
時
の
人
び
と
が
周
辺
の
環
境
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
り
、
ど
ん
な
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
た
か
を
知

る
上
で
重
要
な
情
報
源
と
な
る
。

約
40
万
点
の
デ
ー
タ
を
樹
種
別
に
集
計
し
、
全
て
の

時
代
を
通
し
て
み
る
と
、日
本
列
島
に
お
い
て
は
ス
ギ
、

次
い
で
ク
リ
が
最
も
多
用
さ
れ
て
き
た
樹
種
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
（
表
右
）。
時
代
別
に
み
て
い
く
と
、
縄

文
時
代
・
弥
生
時
代
は
ス
ギ
で
な
く
広
葉
樹
（
ク
リ
・

ア
カ
ガ
シ
亜
属
）
が
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
縄
文

時
代
に
東
日
本
の
諸
遺
跡
で
ク
リ
材
が
多
用
さ
れ
、
ク

リ
林
を
人
為
的
に
維
持
す
る
こ
と
で
木
材
と
果
実
の
双

方
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
連
載
そ
の
２
（
遺
跡
か

ら
見
え
て
く
る
縄
文
人
の
森
林
資
源
管
理
、能
城
修
一
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
続
く
弥
生
時
代
に
は
、
水
稲
耕

作
の
受
容
と
生
業
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
水
田
を
拓ひ
ら

き
水
を
導
く
た
め
に
鍬く
わ

や
鋤す
き

な
ど
の
農
具
が
道
具
類
の

な
か
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
耐
久
性

の
あ
る
樹
種
と
し
て
西
日
本
で
は
ア
カ
ガ
シ
亜
属
が
、

東
日
本
で
は
ク
ヌ
ギ
節
（
せ
つ
＝
生
物
学
の
分
類
で
属

を
細
分
す
る
際
の
階
級
。
種
の
上
に
当
た
る
）
が
選
択

遺
跡
出
土
の
生
活
用
具
で
探
る
木
材
利
用

その６

京
都
大
学
総
合
博
物
館
准
教
授
　
村
上
由
美
子

表　日本列島における時代ごとの主要樹種　文献（１）所収のデータをもとに集計

縄文時代
（n=69999）

弥生時代
（n=73865）

全ての時代（旧石器時代～近代）
（n=396596）

分類群 点数 割合 (％ ) 分類群 点数 割合 (％ ) 分類群 点数 割合 (％ )

クリ 13134 18.8 アカガシ亜属 9023 12.2 スギ 37862 9.5

トネリコ属 8133 11.6 スギ 8727 11.8 クリ 31580 8.0

コナラ節 3724 5.3 クヌギ節 6390 8.7 クヌギ節 24986 6.3

ハンノキ亜属 3309 4.7 クリ 4102 5.6 ヒノキ 22823 5.8

カエデ属 2374 3.4 コナラ節 4060 5.5 コナラ節 20669 5.2

ヤナギ属 2093 3.0 シイ属 3506 4.7 トネリコ属 17398 4.4

クヌギ節 1974 2.8 モミ属 2758 3.7 アカガシ亜属 17116 4.3

アカガシ亜属 1932 2.8 ヒノキ 2661 3.6 モミ属 15629 3.9

クワ属 1775 2.5 （スギ） 2007 2.7 トチノキ 10091 2.5

スギ 1701 2.4 ハンノキ亜属 1895 2.6 ケヤキ 9318 2.3

※（スギ）は肉眼観察によりスギと識別された資料。

図１　池子遺跡群の主要樹種の割合の変化　文献（２）所収のデータをもとに集計

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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さ
れ
た
。
弥
生
時
代
の
主
要
樹
種
（
表
中
）
で
こ
の
両

樹
種
が
多
く
を
占
め
る
の
は
、
作
り
か
け
の
未
成
品
も

含
め
て
、
農
具
や
工
具
が
さ
か
ん
に
製
作
・
保
管
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
地
域
に
よ
っ
て
樹
種

や
変
化
の
生
じ
た
時
期
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
全
国
的

な
傾
向
と
し
て
は
、
弥
生
時
代
後
期
に
な
る
と
ア
カ
ガ

シ
亜
属
な
ど
広
葉
樹
の
比
率
が
や
や
下
が
り
、
ス
ギ
な

ど
の
針
葉
樹
が
卓
越
し
て
い
く
（
２
）。

事
例
検
討
：

神
奈
川
県
池
子
遺
跡
群
の
用
材
傾
向

　
「
広
葉
樹
か
ら
針
葉
樹
へ
」
の
変
化
が
ひ
と
つ
の
小

地
域
で
明
瞭
に
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
事
例
と
し
て
、

神
奈
川
県
池い
け

子ご

遺
跡
群
の
弥
生
時
代
か
ら
近
世
に
か
け

て
の
樹
種
デ
ー
タ
を
取
り
上
げ
、
時
期
ご
と
の
主
要
樹

種
の
変
遷
を
示
す
（
３
）。
弥
生
時
代
に
は
木
製
品
（
道

具
と
し
て
の
名
称
の
な
い
加
工
材
や
丸
木
・
棒
を
含
む
）

全
体
の
３
分
の
１
以
上
を
ア
カ
ガ
シ
亜
属
が
占
め
て
い

た
が
、
古
墳
時
代
に
は
代
わ
っ
て
ス
ギ
が
台
頭
し
、
そ

の
後
、
近
世
に
至
る
ま
で
最
も
多
く
使
わ
れ
続
け
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
ヒ
ノ
キ
や
ア
ス
ナ
ロ
と
い
っ
た

ヒ
ノ
キ
亜
科
の
樹
種
が
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
次
第

に
増
加
す
る
（
図
１
）。

池
子
遺
跡
群
の
生
活
用
具
か
ら
み
た

木
材
利
用
の
変
化
（
弥
生
～
古
墳
時
代
）

　

本
稿
で
は
と
く
に
生
活
用
具
の
用
材
に
焦
点
を
あ
て

差
し
、下げ

駄た

や
容
器
、竪た
て

杵ぎ
ね

、腰こ
し

掛か
け

な
ど
を
含
む
（
５
）。

腰
掛
は
、
風
呂
場
の
椅
子
の
よ
う
な
低
脚
の
も
の
で
、

脱
穀
用
の
竪
杵
と
同
様
、
東
南
ア
ジ
ア
稲
作
地
帯
の
農

村
で
は
現
在
も
見
か
け
る
道
具
で
あ
る
。
池
子
遺
跡
群

で
出
土
し
た
弥
生
時
代
の
腰
掛
（
図
２
―
８
、
半
分
の

み
の
残
存
）
は
、
モ
ミ
属
の
一
木
を
彫
り
込
ん
だ
刳く
り

物も
の

で
、
一
見
す
る
と
浅
い
容
器
の
よ
う
な
座
面
を
も
つ
。

土
間
で
の
生
活
や
屋
外
で
の
作
業
に
座
面
の
低
い
腰
掛

を
つ
か
う
生
活
様
式
が
、
古
代
以
前
の
日
本
に
も
存
在

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

弥
生
時
代
の
竪
杵
は
、
池
子
遺
跡
群
で
出
土
し
た
11

図３　池子遺跡群の木製品 ( 古代～近世 )
《1 ～４: 古代、5: 中世、６～ 10: 近世》

1. 沓　2. 発火具　3. 曲物側板　4. 曲物底板　5 ～ 7. 挽物　8. 横櫛　9. 下駄　10. 結物桶
(1. クスノキ　2,4. スギ 3. ヒノキ 5,9. クリ 6,7. ブナ属 8. イスノキ 10. 側板 : モミ属，
底板 : ツガ属 )

図２　池子遺跡群の木製品 ( 弥生～古墳時代 )
《1 ～ 8 : 弥生時代中期、9 ～ 10 : 古墳時代前期》

1. 竪杵　2 ～ 4. 槽　5. 杓子　6. 四脚付容器　7. 高杯　8. 割物腰掛　9. 槽
10. 指物腰掛
(1. アカガシ亜属　2 ～ 6. ケヤキ　7. 軸部＝イヌガヤ , 脚部＝ケヤキ
8. モミ属　9 ～ 10. スギ )

て
、
池
子
遺
跡
群
に
お
け
る
木
材
利
用
の
様

相
を
時
期
別
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
生
活

用
具
と
は
、
衣
食
住
に
か
か
わ
る
道
具
類
を
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継
続
し
て
み
ら
れ
る
ほ
か
、ク
リ
の
椀
も
確
認
で
き
る
。

そ
し
て
針
葉
樹
を
用
い
た
容
器
と
し
て
は
、
中
世
か
ら

新
た
に
結ゆ
い

物も
の

の
技
術
が
導
入
さ
れ
、
桶お
け

な
ど
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
短
冊
状
の
側
板
を
円
筒
状
に
並
べ
、

タ
ガ
で
固
定
し
底
板
を
取
り
付
け
た
木
製
品
で
あ
る
。

結
物
導
入
の
背
景
に
は
、
新
し
い
道
具
や
技
術
が
も
た

ら
さ
れ
た
と
い
う
技
術
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
曲
物

に
つ
か
う
こ
と
の
で
き
る
木
目
の
通
直
な
針
葉
樹
材
が

次
第
に
減
少
し
、
よ
り
奥
地
で
な
い
と
得
に
く
く
な
る

と
い
う
森
林
資
源
の
状
況
も
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

近
世
に
は
生
活
用
具
の
点
数
と
種
類
が
大
幅
に
増
加

す
る
。
結
物
桶
や
曲
物
の
底
板
、
一
木
の
下
駄
な
ど
に

ス
ギ
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
は
つ
づ
く
も
の
の
、
用
材
の

多
様
化
が
進
み
、
ツ
ガ
属
の
底
板
の
周
囲
に
16
枚
の
側

板
（
う
ち
樹
種
同
定
さ
れ
た
１
点
は
モ
ミ
属
）
を
竹
の

タ
ガ
で
固
定
し
た
結
物
桶
の
例
が
確
認
で
き
る
。
ツ
ガ

属
は
池
子
遺
跡
群
で
樹
種
同
定
さ
れ
た
全
時
代
の
木
製

品
２
６
６
６
点
の
う
ち
、
わ
ず
か
7
点
を
数
え
る
の
み

で
、
遠
隔
地
か
ら
搬
入
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
し
て
、
挽
物
は
用
材
傾
向
が
変
化
し
、
ク
リ
や
ケ

ヤ
キ
が
減
少
し
た
代
わ
り
に
ト
チ
ノ
キ
と
ブ
ナ
属
が
増

加
す
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
中
世
に
顕
著
と
な
っ
て

き
た
木
製
品
の
流
通
が
、
近
世
に
は
体
制
と
し
て
確
立

し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
下
駄
は
35
点

中
ス
ギ
が
８
点
と
最
も
多
い
樹
種
で
は
あ
る
が
、
材
質

と
製
作
技
法
の
多
様
化
は
進
ん
で
お
り
、
ク
リ
や
ケ
ヤ

キ
な
ど
の
広
葉
樹
を
あ
わ
せ
る
と
18
点
と
、
ヒ
ノ
キ
や

マ
ツ
属
複
維
管
束
亜
属
、
イ
チ
ョ
ウ
も
含
め
た
針
葉
樹

計
17
点
を
や
や
上
回
る
。
広
葉
樹
は
ほ
か
に
も
イ
ス
ノ

キ
の
横よ
こ

櫛ぐ
し

や
ハ
ン
ノ
キ
属
の
杓
し
ゃ
く

子し

な
ど
に
も
使
わ
れ
て

中
10
点
が
ア
カ
ガ
シ
亜
属
を
用
い
て
作
ら
れ
て
い
る
。

堅
く
て
重
い
材
質
は
鍬
や
鋤
、
斧お
の

柄え

と
い
っ
た
農
工
具

に
も
多
用
さ
れ
、
作
り
か
け
の
未
成
品
や
原
材
が
多
く

見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
も
ア
カ
ガ
シ
亜
属
の
点
数
が
多

い
こ
と
の
一
因
で
あ
る
。
容
器
類
に
は
木
目
の
う
つ
く

し
い
ケ
ヤ
キ
が
多
く
、
25
点
中
18
点
を
占
め
る
。
楕だ

円え
ん

形
や
方ほ
う

形
を
呈
し
た
浅
い
容
器
の
槽そ
う

に
は
ケ
ヤ
キ
の
ほ

か
に
ク
ス
ノ
キ
が
、
器
に
脚
が
つ
い
た
高た
か

杯つ
き

に
は
そ
の

両
者
以
外
に
イ
ヌ
ガ
ヤ
も
使
わ
れ
た
。

組く
み

合あ
わ

せ
式
の
高
杯
の
類
例
を
探
す
と
、
静
岡
県
登と

呂ろ

遺
跡
の
高
杯
（
弥
生
時
代
後
期
）
は
３
点
の
部
材
を
組

合
せ
た
も
の
で
、
す
べ
て
ス
ギ
を
用
い
て
い
る
。
奈
良

県
唐か
ら

古こ

遺
跡
の
高
杯
（
写
真
、
弥
生
時
代
中
期
）
は
器

に
あ
た
る
杯
部
（
ケ
ヤ
キ
）
と
軸
部
（
ヒ
ノ
キ
）
の
み

の
残
存
で
、
脚
部
は
残
っ
て
い
な
い
。
色
調
の
異
な
る

広
葉
樹
と
針
葉
樹
を
組
合
せ
て
お
り
、
曲
面
の
多
い
部

材
に
ケ
ヤ
キ
を
、
軸
部
に
針
葉
樹
を
用
い
た
点
は
、
池

子
遺
跡
の
組
合
せ
式
高
杯
と
共
通
し
て
い
る
。

古
墳
時
代
に
な
る
と
、
用
材
傾
向
や
製
作
技
術
に
大

き
な
変
化
が
生
じ
る
。
古
墳
時
代
の
腰
掛
は
刳
物
で
な

く
、
座
板
に
２
枚
の
脚
を
結
合
し
た
指さ
し

物も
の

で
、
い
ず
れ

も
ス
ギ
板
を
用
い
る
。
古
墳
時
代
に
ス
ギ
が
増
加
す
る

全
体
の
傾
向
の
一
例
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
刳
物
容
器

の
槽
は
、
ケ
ヤ
キ
主
体
の
弥
生
時
代
の
様
相
か
ら
変
化

し
て
、
７
点
中
ス
ギ
が
５
点
を
占
め
、
広
葉
樹
は
2
点

に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
古
墳
時
代
に
は
容
器
の
製
作
技

法
が
多
様
化
し
、
刳
物
以
外
に
、
針
葉
樹
の
薄
板
を
組

み
合
わ
せ
て
つ
く
る
曲ま
げ

物も
の

や
指
物
が
増
え
て
く
る
。
組

合
せ
式
の
道
具
の
場
合
、
一
つ
の
道
具
に
複
数
の
部
材

が
使
わ
れ
る
た
め
、
樹
種
同
定
デ
ー
タ
の
点
数
が
増
え

る
こ
と
も
、
針
葉
樹
の
増
加
に
影
響
し
て
く
る
点
に
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

池
子
遺
跡
群
の
生
活
用
具
か
ら
み
た

木
材
利
用
の
変
化
（
古
代
～
近
世
）

　

古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
は
、
池
子
遺
跡
群
全
体
の

傾
向
と
し
て
ス
ギ
が
一
貫
し
て
３
割
近
く
を
占
め
る
。

生
活
用
具
に
つ
い
て
も
古
代
に
は
ス
ギ
の
卓
越
傾
向
が

み
ら
れ
、
ス
ギ
の
割
合
が
高
い
（
59
点
中
37
点
）。
一

方
で
、
中
世
（
34
点
中
４
点
）、
近
世
（
３
１
８
点
中

76
点
）
に
は
減
少
す
る
。
す
な
わ
ち
、
古
代
に
は
生
活

用
具
の
６
割
以
上
が
ス
ギ
を
用
い
て
作
ら
れ
た
の
に
対

し
、
中
世
以
降
は
１
～
２
割
程
度
に
低
下
し
て
い
く
。

時
代
を
通
し
て
近
場
で
得
ら
れ
る
材
か
ら
、
し
だ
い
に

遠
隔
地
よ
り
運
ん
で
き
た
材
へ
と
比
重
を
移
し
て
い
く

傾
向
が
あ
り
、
利
用
樹
種
の
変
化
は
そ
の
こ
と
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
に
は
発
火
具
や
下
駄
に
ス
ギ
を
用
い
た
も
の
が

あ
る
ほ
か
、
点
数
と
し
て
最
も
多
い
の
は
曲
物
の
底
板

や
蓋
板
で
、
36
点
中
31
点
を
ス
ギ
材
が
占
め
る
。
同
じ

く
容
器
で
、
古
代
か
ら
確
認
さ
れ
る
挽ひ
き

物も
の

は
、
ケ
ヤ
キ

が
４
点
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
が
２
点
と
、
ス
ギ
は
確
認
さ
れ
な

い
点
で
曲
物
底
板
と
は
傾
向
が
大
き
く
異
な
る
。
ケ
ヤ

キ
の
挽
物
は
中
世
以
降
に
も
つ
な
が
る
漆
塗
り
の
椀
や

皿
で
、
未
成
品
の
皿
に
は
轆ろ
く

轤ろ

挽
き
の
痕
跡
が
認
め
ら

れ
る
。
イ
ヌ
ガ
ヤ
の
挽
物
（
椀
と
高
杯
）
に
も
未
成
品

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
轆
轤
の
鉄
爪
の
跡
が
残
っ
て
い

る
。広

葉
樹
の
利
用
は
減
少
し
て
い
く
も
の
の
、
用
途
を

選
ん
で
継
続
し
て
お
り
、
ケ
ヤ
キ
の
挽
物
容
器
の
ほ
か

に
古
代
の
広
葉
樹
の
生
活
用
具
と
し
て
は
、
ク
ス
ノ
キ

を
用
い
た
沓く
つ

が
あ
る
。
中
世
に
も
ケ
ヤ
キ
の
挽
物
椀
は
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い
る
。
下
駄
や
横
櫛
に
は
遠
隔
地
か
ら
の
流
通
品
も
あ

る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

全
国
的
な
用
材
傾
向
と
の
比
較

（
杓
子
・
腰
掛
・
下
駄
）

　

さ
い
ご
に
用
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
１
）
を
参
照
し
て

全
国
的
な
傾
向
と
の
比
較
を
行
う
。
杓
子
に
ケ
ヤ
キ
を

用
い
る
例
は
、
縄
文
・
弥
生
時
代
と
中
世
・
近
世
に
は

地
域
を
選
ば
ず
み
ら
れ
る
が
、
古
墳
時
代
か
ら
古
代
の

例
は
確
認
で
き
な
い
。
杓
子
や
対
応
す
る
器
の
形
状
も

全
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
い
ち
ど
系
譜
が
途
絶
え
た
も

の
が
中
世
に
別
物
と
し
て
再
開
し
た
も
の
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

腰
掛
は
、
刳
物
と
指
物
の
双
方
が
弥
生
時
代
か
ら
中

世
に
か
け
て
存
続
す
る
な
か
で
、
時
期
が
下
る
ほ
ど
数

が
減
少
し
、
指
物
の
割
合
が
増
加
し
て
い
く
傾
向
に
あ

る
。
一
木
を
彫
り
込
ん
で
つ
く
る
刳
物
か
ら
、
複
数
の

板
材
を
結
合
さ
せ
る
指
物
へ
の
変
化
は
、腰
掛
や
容
器
、

下
駄
以
外
に
木も
っ

棺か
ん

な
ど
に
も
認
め
ら
れ
、
器
種
を
超
え

て
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
資
源
利
用
の
観
点
か
ら
す
る

の
木
製
品
に
表
れ
て
く
る
こ
と
を
素
描
し
た
。
時
代
の

経
過
と
と
も
に
近
く
の
森
林
資
源
が
し
だ
い
に
枯
渇
に

向
か
う
な
か
、
人
々
が
重
ね
た
工
夫
の
あ
と
―
加
工
技

術
と
運
材
技
術
の
発
達
、
使
用
樹
種
や
材
の
入
手
法
の

変
化
―
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
い
ま
の
資
源
利
用
の
あ

り
方
を
見
直
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
流
通
体

制
の
整
備
に
よ
り
遠
隔
地
か
ら
材
木
や
木
製
品
を
運
ん

で
く
る
こ
と
が
通
有
の
こ
と
と
な
り
、そ
の
「
遠
隔
地
」

が
近
代
以
降
は
海
を
越
え
た
さ
ら
な
る
遠
く
の
森
へ
と

拡
大
し
て
い
っ
た
先
に
、
外
国
産
の
木
材
を
多
く
用
い

る
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
が
あ
る
。

数
十
年
前
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
、
身
近
な

里
山
に
生
育
す
る
広
葉
樹
の
木
々
な
ど
、
こ
れ
か
ら
は

近
く
の
森
林
資
源
の
価
値
を
見
直
し
、
多
面
的
に
活
用

し
て
い
く
方
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
か
ら

の
数
千
年
に
お
よ
ぶ
木
材
利
用
の
歴
史
を
見
渡
す
こ
と

で
、
今
後
の
森
と
の
付
き
合
い
方
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が

見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
期
待
も
込
め
な
が

ら
、
木
の
考
古
学
の
研
究
を
続
け
て
い
る
。
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と
、
結
合
技
術
の
精
緻
化
に
よ
っ
て
、
ひ

と
つ
の
道
具
の
製
作
に
要
す
る
材
積
を
減

ら
し
た
も
の
と
評
価
で
き
、
省
材
化
と
と

も
に
、
素
材
を
遠
隔
地
か
ら
規
格
材
の
形

で
運
ん
で
く
る
動
向
と
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。下

駄
は
全
国
的
に
は
古
墳
時
代
中
期
以

降
の
事
例
が
確
認
で
き
、
池
子
遺
跡
群
で

は
古
代
（
３
点
）
と
近
世
（
34
点
）
の
事

例
が
出
土
し
て
い
る
。
近
世
に
点
数
が
増

え
る
の
は
、
や
は
り
、
台
と
２
枚
の
歯
を

組
合
せ
た
差さ
し

歯ば

下
駄
の
割
合
が
増
え
た
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
。
材
を
し
っ
か
り
と

組
む
た
め
に
は
、
精
緻
な
ほ
ぞ
と
ほ
ぞ
穴

を
作
り
出
す
必
要
が
あ
り
、
よ
り
専
門
的

な
製
作
者
が
関
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
、
用
材
変
化
の
背
景
に
は
道
具
の

製
作
技
術
や
周
辺
の
森
林
資
源
の
状
況
、

材
・
製
品
の
流
通
体
制
な
ど
が
大
き
く
影

響
し
、
そ
う
し
た
変
化
が
複
合
的
に
個
々
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日
本
昔
話
の
茅か
や

葺ぶ
き

屋
根
の
民
家
は
、
先
史
時
代
の
竪た
て

穴あ
な

住
居
か
ら
発
達
し
た
と
錯
覚
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

民
家
が
出
現
し
た
江
戸
時
代
に
は
、
日
光
東
照
宮
（
栃

木
県
）
や
善
光
寺
（
長
野
県
）
な
ど
の
大
社
寺
が
建
て

ら
れ
、城
下
町
に
は
お
城
や
寺
町
や
町
家
が
建
ち
並
び
、

村
々
に
は
檀だ
ん

那な

寺で
ら

と
鎮ち
ん

守じ
ゅ

社し
ゃ

と
庄
屋
屋
敷
が
暮
ら
し
の

秩
序
を
形
作
っ
て
い
た
。
都
市
や
集
落
を
取
り
巻
く
自

然
も
近
世
社
会
が
作
り
上
げ
た
人
為
的
環
境
で
あ
っ

た
。
そ
の
な
か
で
、
民
家
も
近
世
社
会
の
変
動
に
合
わ

せ
て
形
作
ら
れ
、
建
築
さ
れ
、
維
持
さ
れ
て
き
た
。

民
家
の
材
利
用
の
歴
史
を
ひ
も
と
く
と
、
近
世
社
会

が
ど
の
よ
う
に
自
然
環
境
を
破
壊
し
、
あ
る
い
は
保
護

し
て
き
た
か
が
垣
間
見
え
る
。
本
論
で
は
、
中
世
民
家

と
近
世
民
家
の
樹
種
の
使
い
分
け
か
ら
み
る
近
世
民
家

の
特
徴
、
利
根
川
流
域
民
家
の
樹
種
使
用
か
ら
み
る
17

世
紀
後
期
の
大
開
発
・
環
境
破
壊
、
18
世
紀
の
木
材
統

制
（
伐
木
規
制
）
が
生
み
出
し
た
合が
っ

掌し
ょ
う

造づ
く
り

民
家
と
循

環
型
農
業
を
と
り
あ
げ
る
。開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
と
、

停
滞
期
の
循
環
型
農
業
と
い
う
環
境
問
題
を
、
す
で
に

日
本
の
近
世
社
会
は
経
験
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
周

回
っ
て
、
現
在
わ
れ
わ
れ
は
ふ
た
た
び
環
境
と
人
間
社

会
の
共
存
を
模
索
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
開
発
と
い

う
現
代
の
課
題
に
向
け
て
、
民
家
の
材
利
用
の
歴
史
か

ら
何
が
学
べ
る
だ
ろ
う
か
。

近
世
民
家
に
改
造
さ
れ
た

中
世
宗
教
建
物

日
本
の
現
存
す
る
古
民
家
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
江
戸
時

代
の
建
物
で
あ
る
。江
戸
時
代
以
前
の
民
家
と
し
て
は
、

重
要
文
化
財
（
重
文
）
箱
木
家
住
宅
（
兵
庫
県
）
と
重

文
古
井
家
住
宅
（
兵
庫
県
）
と
重
文
堀
家
住
宅
（
奈
良

県
）
の
３
棟
が
中
世
民
家
と
言
わ
れ
て
い
る
。

て
お
り
、
16
世
紀
前
半
に
は
修し
ゅ

験げ
ん

関
係
の
宗
教
建
物
で

あ
っ
た
こ
と
、
江
戸
時
代
初
期
に
現
在
の
入い
り

母も

屋や

（
図

1
）
屋
根
の
茅
葺
民
家
に
な
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
江
戸
時
代
初
期
以
前
の
部
材
が
使

わ
れ
て
い
た
川
井
家
住
宅
（
京
都
市
）
は
、
元
は
北き
た

野の

社し
ゃ

神じ

人に
ん

の
住
居
だ
っ
た
。
そ
れ
を
江
戸
時
代
中
期
に
京

都
町
家
に
改
造
し
て
い
る
。

合
掌
造
民
家
の
神
奈
川
県
指
定
旧
山
田
家
住
宅
（
旧

所
在
地
：
富
山
県
）
は
柱
や
梁は
り

に
室
町
時
代
の
ヒ
ノ
キ

材
が
使
わ
れ
て
い
た
。
旧
山
田
家
住
宅
は
蓮
如
上
人
宿

泊
伝
承
を
持
ち
、
室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
名
号
（
浄

土
真
宗
で
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
文
字
書
き
さ
れ

た
札
状
の
布
や
紙
の
名
号
を
本
尊
と
す
る
）
を
伝
来
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
旧
山
田
家
住
宅
は
戦

国
時
代
に
は
一
向
宗
道
場
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

し
て
元
禄
時
代
に
、
現
在
見
ら
れ
る
合
掌
造
り
の
大
屋

根
が
架
け
ら
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
民
家

は
、
室
町
時
代
後
期
に
は
修
験
道
や
神
人
や
一
向
宗
な

ど
在
地
宗
教
関
連
の
建
物
だ
っ
た
例
が
多
い
。
そ
れ
が

古
民
家
に
お
け
る
材
利
用
の
自
然
・
社
会
的
背
景

その７

山
形
大
学
理
学
部　

中
尾
七
重

こ
れ
ら
の
民
家
の
放
射
性
炭
素
（
Ｃ
14
）
年
代
調

査
の
結
果
、
室
町
時
代
に
伐
採
さ
れ
た
木
材
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

重
文
堀
家
住
宅
は
建
物
の
変
遷
が
明
ら
か
に
な
っ

図１　屋根の形の模式図

図３　近世民家の構造図２　古渡路遺跡の掘立柱建物

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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江
戸
時
代
に
、
今
見
る
茅
葺
屋
根
の
民
家
に
改
造
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
民
家
の
中
世
材
に
は
ヒ
ノ
キ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
民
家
に

は
ク
リ
や
シ
イ
な
ど
茶
色
い
広
葉
樹
が
用
い
ら
れ
、
一

方
、
武
士
住
居
の
書し
ょ

院い
ん

造づ
く
りに
は
上
質
の
ヒ
ノ
キ
が
使
わ

れ
る
。
元
宗
教
建
物
だ
っ
た
民
家
の
ヒ
ノ
キ
は
、
書
院

造
と
民
家
の
中
間
品
質
の
用
材
で
あ
る
。

中
世
掘
立
柱
建
物
の
主
体
部
柱
と
周
囲
柱

中
世
庶
民
住
居
は
今
日
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
発
掘

さ
れ
た
住
居
跡
か
ら
、
中
世
住
居
の
材
利
用
に
つ
い
て

分
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
い
。

新
潟
県
村
上
市
の
古ふ
る

渡と

路ろ

遺
跡
で
は
、
92
棟
も
の
中

世
住
居
跡
が
発
掘
さ
れ
た
。
古
渡
路
遺
跡
は
、
13
～
14

世
紀
に
は
大
葉
沢
城
鮎
川
氏
に
、
15
～
16
世
紀
に
は
大

館
本
庄
氏
に
仕
え
た
集
落
で
あ
る
。

古
渡
路
遺
跡
で
は
、
集
落
上
層
民
の
規
模
の
大
き
な

建
物
と
、
一
般
民
の
小
さ
な
建
物
、
馬
小
屋
な
ど
が
発

見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
建
物
は
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て

柱
を
立
て
た
掘ほ
っ

立た
て

柱ば
し
らの

建
物
で
あ
る
。

古
渡
路
遺
跡
は
主
体
部
の
柱
は
太
く
、
主
体
部
を
囲

古
渡
路
遺
跡
の
建
物
遺
構
を
見
る
と
、
掘
立
柱
構
造

の
技
術
が
発
達
し
て
お
り
、
近
世
民
家
に
匹
敵
す
る
居

住
空
間
が
実
現
し
て
い
た
ら
し
い
。
し
か
し
古
渡
路
遺

跡
が
廃
絶
し
、
近
世
に
な
る
と
、
こ
の
地
に
建
て
ら
れ

た
の
は
、
間
取
り
も
構
造
も
全
く
異
な
る
礎
石
建
て
の

民
家
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
江
戸
時
代
以
降
の
民
家
は

柱
を
礎
石
の
上
に
立
て
た
礎
石
建
て
で
あ
る
。
新
潟
県

で
は
、
中
世
掘
立
柱
建
物
か
ら
近
世
民
家
に
発
達
し
た

の
で
は
な
く
、
そ
の
姿
も
建
築
技
術
も
断
絶
し
て
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

古
民
家
の
上
屋
柱
・
下
屋
柱
・
軒
柱
の
樹
種

江
戸
時
代
の
初
期
古
民
家
に
は
、
上
じ
ょ
う

屋や

柱は
し
らと

下げ

屋や

柱は
し
ら・

軒の
き

柱は
し
ら（

図
3
）
の
樹
種
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
る
。

上
屋
柱
と
下
屋
柱
は
主
構
造
材
で
、
建
物
荷
重
を
負
担

す
る
柱
で
あ
る
。
軒
柱
は
縁
側
や
軒
先
の
柱
で
、
建
築

後
に
取
替
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

重
文
関
家
住
宅
の
上
屋
柱
は
マ
ツ
、
下
屋
柱
は
ト
ガ

サ
ワ
ラ
、
軒
柱
は
後
補
材
で
あ
る
（
図
４
）。
重
文
坂

野
家
住
宅
の
上
屋
柱
は
ツ
ガ
、
下
屋
柱
は
ス
ギ
、
軒
柱

は
後
補
材
で
あ
る
（
図
５
）。
重
文
吉
原
家
住
宅
の
上

屋
柱
は
マ
ツ
、
軒
柱
は
ツ
ガ
で
あ
る
（
図
６
）。
一
方
、

重
文
高こ

麗ま

家
住
宅
は
上
屋
柱
、
下
屋
柱
と
も
ス
ギ
で
、

樹
種
は
使
い
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
初
期
近
世
民
家
は
江
戸
幕
府
や
藩
か
ら
末
端

在
地
支
配
を
託
さ
れ
た
大
庄
屋
や
代
々
名
主
の
住
居

で
、
用
材
は
広
域
か
ら
調
達
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
関

家
住
宅
に
使
わ
れ
て
い
た
ト
ガ
サ
ワ
ラ
は
、
紀
伊
半
島

の
中
南
部
と
高
知
県
東
部
の
限
ら
れ
た
山さ
ん

麓ろ
く

地
帯
に
分

布
す
る
樹
木
で
、
近
世
初
頭
に
建
築
資
材
と
し
て
大
量

に
伐
採
さ
れ
、
幕
府
の
建
築
や
江
戸
建
設
に
用
い
ら
れ

た
。
関
家
住
宅
の
ト
ガ
サ
ワ
ラ
も
紀
伊
半
島
か
ら
運
ば

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
ガ
サ
ワ
ラ
の
現
在
の
個
体
数

は
千
本
程
度
で
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

初
期
近
世
民
家
で
上
屋
柱
と
軒
柱
の
樹
種
が
異
な
る

の
は
、
構
造
的
・
耐
久
的
・
意
匠
的
・
調
達
的
な
理
由

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
中
世
掘
立
柱
建
物
の
主
体
部
柱

と
周
囲
柱
の
関
係
に
よ
く
似
て
い
る
。

高
麗
家
住
宅
の
よ
う
に
上
屋
と
下
屋
の
樹
種
を
使
い

分
け
な
い
場
合
と
、
関
家
住
宅
・
坂
野
家
住
宅
の
よ
う

に
使
い
分
け
る
場
合
が
あ
る
。
使
い
分
け
が
あ
る
か
無

図４　関家住宅当初（17世紀）の柱樹種

図５　坂野家住宅当初（18 世紀初期）の
柱樹種

図６　吉原家住宅当初（18 世紀初期）の
柱樹種

関家の外観写真

む
柱
は
細
い
（
図
２
）。
主
体
部
柱
は
屋

根
荷
重
や
自
重
や
側
の
荷
重
を
受
け
る
の

で
、
高
木
で
強
度
の
高
い
木
材
、
つ
ま
り

今
日
で
も
建
築
材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
樹
種
が
採
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
周
囲
の
柱
は
主
体
部
を
保

護
す
る
囲
い
で
、
数
年
程
度
で
取
り
換
え

ら
れ
る
消
耗
品
の
た
め
、
耐
用
性
が
低
く

て
も
身
近
で
豊
富
な
雑
木
や
灌か
ん

木ぼ
く（

低
木
）

が
用
い
ら
れ
た
。
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諸
国
山
川
掟
と
草
木
供
養
碑

17
世
紀
の
幕
府
の
河
川
治
水
事
業
は
、
流
域
開
発
や

沖
積
平
野
の
新
田
大
開
発
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

紀
州
藩
で
は
、
藩
主
徳
川
吉
宗
が
主
導
し
、
治
水
と

利
水
を
組
み
合
わ
せ
た
「
紀
州
流
」
の
土
木
技
術
で
、

紀
の
川
流
域
の
総
合
開
発
を
行
っ
た
。
そ
の
後
吉
宗
は

第
八
代
将
軍
に
就
任
し
、
享
保
の
改
革
を
行
っ
た
。
紀

州
流
は
利
根
川
や
荒
川
の
流
域
開
発
に
用
い
ら
れ
、
見

沼
代
用
水
な
ど
関
東
平
野
の
大
規
模
灌か
ん

漑が
い

新し
ん

田で
ん

を
実
現

し
た
。
さ
ら
に
、
大
阪
の
大
和
川
付
け
替
え
、
愛
知
の

木
曽
川
宝
暦
治
水
、
岡
山
の
備
前
旭
川
水
系
百
間
川
開

削
、
新
潟
の
越
後
紫
雲
寺
潟
な
ど
の
潟せ
き

湖こ

新
田
開
発
、

瀬
戸
内
海
の
干
拓
、
九
州
で
は
有
明
海
の
干
拓
な
ど
、

日
本
各
地
の
大
改
造
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
近
代
に

至
る
日
本
の
水
土
の
基
本
の
姿
が
作
ら
れ
た
。

一
方
、
河
川
流
域
開
発
は
、
山
間
地
の
樹
木
を
大
量

に
伐
採
し
た
。
城
郭
建
設
は
17
世
紀
中
期
に
は
一
段
落

し
て
い
た
が
、
下
流
域
開
発
に
よ
り
人
口
が
増
大
し
、

都
市
建
設
お
よ
び
燃
料
に
大
量
の
木
材
が
必
要
と
さ
れ

た
。
17
世
紀
の
河
川
流
域
開
発
の
成
功
は
、
開
発
者
に

莫ば
く

大だ
い

な
利
益
を
も
た
ら
し
、
下
流
域
の
人
々
に
も
豊
か

な
暮
ら
し
を
も
た
ら
し
た
の
で
、
土
地
改
造
を
伴
う
開

発
が
日
本
各
地
で
進
め
ら
れ
た
。
当
初
は
代だ
い

官か
ん

見み

立た
て

新

田
な
ど
行
政
の
管
理
下
で
行
わ
れ
た
新
田
開
発
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
村む
ら

請う
け

新
田
や
町
ち
ょ
う

人に
ん

請う
け

負お
い

新
田
が
、
開

発
に
適
さ
な
い
場
所
に
ま
で
広
が
っ
た
。
千
葉
県
の

椿つ
ば
き
の
う
み

海
干
拓
・
干
潟
八
万
石
開
発
は
町
人
請
負
新
田
の

例
で
、
水
害
と
干
ば
つ
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
（
利
根

川
河か

口こ
う

堰ぜ
き

完
成
の
１
９
７
１
年
に
最
終
的
に
解
決
し

い
か
、
そ
の
違
い
の
意
味
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

意
匠
的
な
意
味
や
調
達
の
容
易
さ
な
ど
建
設
時
の
事
情

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

利
根
川
流
域
の
民
家
と
ス
ダ
ジ
イ

利
根
川
流
域
に
寄よ
せ

棟む
ね

屋
根
の
茅
葺
民
家
が
分
布
し
て

い
る
。

利
根
川
流
域
民
家
の
Ｃ
14
年
代
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
利
根
川
流
域
の
古
民
家
は
１
６
７
０
～
１
７
０
０

年
ご
ろ
に
一
斉
に
建
築
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ

れ
は
、
利
根
川
流
域
に
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
時
期
で

あ
る
。
古
来
こ
の
地
域
は
香
取
海
と
呼
ば
れ
る
湖
沼
湿

地
帯
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
幕
府
の
利
根
川
付
け
替
え
事

業
に
よ
り
水
田
地
帯
へ
と
変へ
ん

貌ぼ
う

し
た
。

利
根
川
流
域
民
家
は
新
田
用
水
の
水
番
を
担
っ
た
幕

府
の
役
屋
民
家
で
、
年
代
が
古
い
民
家
ほ
ど
ス
ダ
ジ
イ

の
良
材
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
民
家
の
ス
ダ
ジ
イ
使
用

と
、
旧
香
取
海
沿
岸
に
シ
イ
巨
木
が
少
な
い
こ
と
は
、

明
ら
か
な
関
連
が
あ
る
。

17
世
紀
後
期
建
築
の
重
文
椎
名
家
住
宅
は
霞
ケ
浦
沿

い
の
立
地
で
、
屋
根
裏
の
見
え
な
い
部
分
な
ど
に
シ
イ

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
17
世
紀
末
の
茨
城
県
指
定
旧
土

肥
家
主
屋
、
重
文
平
井
家
住
宅
に
は
年
輪
幅
の
大
き
い

良
質
の
ス
ダ
ジ
イ
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

18
世
紀
に
民
家
の
ス
ダ
ジ
イ
は
材
質
が
悪
く
な
る
。

18
世
紀
初
め
の
茨
城
県
指
定
旧
茂
木
家
住
宅
で
は
、
木

理
（
木
目
）
が
ね
じ
れ
て
辺
材
が
内
部
に
入
り
込
ん
だ

ス
ダ
ジ
イ
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ひ
た
ち
な
か
市
指
定

旧
土
肥
家
隠
居
屋
は
細
材
の
ス
ダ
ジ
イ
が
多
い
。
18
世

紀
前
期
以
降
の
重
文
山
本
家
住
宅
や
坂
野
家
住
宅
で
は

ス
ダ
ジ
イ
は
使
用
さ
れ
な
く
な
る
。

ま
た
、
利
根
川
か
ら
隔
た
っ
た
民
家
は
建
築
年
代
に

か
か
わ
ら
ず
ス
ダ
ジ
イ
を
用
い
て
い
な
い
（
図
７
）。

現
在
ス
ダ
ジ
イ
群
落
は
神
社
林
に
残
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
ス
ダ
ジ
イ
を
含
む
シ
イ
属
は
、
先
史
時
代

図７　スダジイの分布と古民家

か
ら
関
東
南
部
の

低
湿
地
遺
跡
で
見

ら
れ
る
樹
木
で
あ

る
。
利
根
川
東
遷

と
新
田
開
発
と
い

う
大
規
模
事
業
の

建
築
用
材
と
し
て

伐
採
さ
れ
た
た

め
、
ス
ダ
ジ
イ
を

含
む
極
相
林
が
消

滅
し
、
ス
ダ
ジ
イ

が
枯
渇
し
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。
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た
）。
短
期
的
利
益
を
求
め
る
開
発
の
結
果
、
山
林
は

荒
廃
し
、
土
石
流
が
起
こ
り
、
土
砂
流
出
に
よ
る
河
床

上
昇
は
氾は
ん

濫ら
ん

に
直
結
し
た
。
む
や
み
な
開
発
に
よ
る
水

害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、17
世
紀
後
半
に
江
戸
幕
府

は
治
水
政
策
と
し
て
の
草
木
保
護
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

寛
文
６
（
１
６
６
６
）
年
に
、
下
流
域
の
治
水
を
目

的
に
、
上
流
域
の
森
林
の
開
発
を
制
限
す
る
諸し
ょ

国こ
く

山さ
ん

川せ
ん

掟お
き
てが

出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
近
年
は
草
木
の
根

元
ま
で
掘
り
取
る
の
で
、
大
雨
時
に
は
川
筋
に
土
砂
が

流
失
し
、
水
害
が
起
き
て
い
る
。
今
後
、
草
木
の
根
株

の
採
掘
を
停
止
す
る
こ
と
。
上
流
山
間
部
両
岸
の
木
立

が
無
い
所
に
は
こ
の
春
か
ら
苗
木
を
植
栽
し
、
土
砂
が

流
れ
出
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
以
前
の
川
や
河
原

だ
っ
た
（
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
）
場
所
に
新
規

に
田
畑
を
起
こ
し
た
り
竹
や
葭よ
し

萱か
や

を
植
え
て
堤
防
を
築

い
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
山
中
の
焼や
き

畑は
た

は
新

た
に
設
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

宝
永
６
（
１
７
０
９
）
年
に
建
築
さ
れ
た
千
葉
県
指

定
旧
四
関
家
住
宅
で
は
、
建
築
の
際
に
草
木
供
養
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
を
境
に
、
17
世
紀
の

大
開
発
か
ら
、
18
世
紀
の
停
滞
・
持
続
期
へ
転
換
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
は
、
周
辺
の
地
付
山
（
里
山
、

農
用
林
）
で
の
刈
敷
（
採
草
肥
料
）
と
耕
作
を
一
体
と

し
た
環
境
循
環
シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
。
元
の
雑
木
林

は
伐
採
さ
れ
て
ア
カ
マ
ツ
が
育
ち
、
肥
料
に
使
う
た
め

落
ち
葉
の
積
も
ら
な
い
明
る
い
里
山
に
は
、
マ
ツ
タ
ケ

が
良
く
生
え
た
。

木
曽
や
飛
騨
で
は
木
材
資
源
保
護
の
た
め
幕
府
や
藩

が
伐
木
規
制
を
行
っ
た
。
飛
騨
で
は
伐
木
規
制
に
反
対

し
、
大
原
騒
動
と
い
う
大
き
な
一
揆
が
起
こ
っ
た
。
木

材
の
伐
り
出
し
や
流
用
が
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
、
代

替
産
業
と
し
て
養
蚕
が
奨
励
さ
れ
た
。
屋
根
裏
を
養
蚕

に
用
い
る
合
掌
造
民
家
は
、
飛
騨
の
伐
木
規
制
が
生
み

出
し
た
民
家
で
あ
っ
た
。

木
曽
は
、
古
く
よ
り
木
曽
ヒ
ノ
キ
な
ど
上
質
の
木
材

を
産
出
し
て
い
た
。
銀
閣
寺
（
京
都
市
）
の
建
物
も
木

曽
ヒ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
城
郭

や
城
下
町
建
設
に
木
曽
の
木
材
が
多
量
に
使
わ
れ
た
。

尾
張
藩
は
公
用
木
材
資
源
の
維
持
の
た
め
木
曽
五
木

（
ヒ
ノ
キ
・
ア
ス
ナ
ロ
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
ネ
ズ
コ
・
サ

ワ
ラ
）
の
禁
と
し
て
知
ら
れ
る
伐
木
規
制
を
敷
き
、
強

権
的
に
取
り
締
ま
っ
た
。
結
果
、
今
日
に
至
る
木
曽
の

美
林
が
育
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
幕
府

が
崩
壊
す
る
と
、
官
林
・
私
有
林
と
も
盗
伐
、
乱
伐
が

増
加
し
、
下
流
域
の
濃
尾
平
野
で
洪
水
が
頻
発
し
た
。

こ
の
た
め
、
明
治
政
府
は
明
治
６
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

技
術
者
を
招
い
て
治
水
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

材
種
の
使
い
分
け
と
時
代
の
変
化

今
日
ま
で
残
さ
れ
た
近
世
初
頭
に
さ
か
の
ぼ
る
大
庄

屋
の
住
宅
で
は
、
別
棟
座
敷
に
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
が
用
い

ら
れ
た
。
重
文
吉
村
家
住
宅
（
大
阪
府
）
で
は
、
ス
ギ

の
面め
ん

皮か
わ

柱は
し
らが

数
寄
屋
風
の
意
匠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

面
皮
柱
と
は
、表
皮
を
残
し
て
製
材
し
た
柱
の
こ
と
で
、

茶
室
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

18
世
紀
以
降
、
一
般
農
民
の
民
家
に
書
院
座
敷
が
作

ら
れ
は
じ
め
、座
敷
の
柱
や
長な
げ
し押
・
鴨か
も

居い

に
、ス
ギ
や
ツ

ガ
な
ど
白
い
木
肌
の
針
葉
樹
が
使
わ
れ
た
。富
裕
層
民

家
で
は
黒
柿
や
南
洋
材
な
ど
の
銘
木
も
用
い
ら
れ
た
。

上
手
座
敷
に
対
し
、
下
手
土
間
廻ま
わ

り
や
日
常
生
活
の

部
屋
は
、
黒
い
木
肌
の
ク
リ
や
シ
イ
が
用
い
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
広
葉
樹
は
立
木
統
制
外
の
樹
種
で
あ
る
。
山

梨
県
の
民
家
や
岩
手
県
の
重
文
旧
工
藤
家
住
宅
に
は
ク

リ
が
多
量
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。

近
世
後
期
に
は
植
林
に
よ
る
ス
ギ
材
や
マ
ツ
材
が
流

通
し
た
。
長
野
県
飯
山
市
の
民
家
で
は
、
伐
木
規
制
外

の
ブ
ナ
と
植
林
の
ス
ギ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

以
上
を
概
観
す
る
と
、
17
世
紀
後
半
の
環
境
破
壊
を

伴
う
大
開
発
期
に
、
利
根
川
流
域
民
家
や
大
阪
平
野
の

初
期
近
世
民
家
が
建
設
さ
れ
た
。
18
世
紀
以
降
の
開
発

停
滞
期
に
、
周
辺
の
地
付
山
（
里
山
、
農
用
林
）
で
の

刈
敷
（
採
草
肥
料
）
と
耕
作
を
一
体
と
し
た
環
境
循
環

シ
ス
テ
ム
が
成
立
し
た
。
日
本
各
地
の
後
期
近
世
民
家

も
そ
の
枠
組
み
の
中
で
、
ク
リ
や
シ
イ
な
ど
を
用
い
て

建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
後
期
近
世
民
家
は
江
戸
時
代

の
農
村
社
会
に
よ
く
適
応
し
た
住
居
だ
っ
た
の
で
、
近

代
化
に
よ
り
農
村
が
変
容
す
る
と
、
新
時
代
に
適
応
で

き
な
い
民
家
の
多
く
が
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

17
世
紀
の
大
開
発
・
好
景
気
・
環
境
破
壊
か
ら
、

18
・
19
世
紀
の
循
環
型
農
業
に
い
た
る
歴
史
を
見
る
と
、

17
世
紀
の
大
開
発
は
、
１
９
４
０
年
代
の
日
本
列
島
改

造
・
高
度
成
長
を
髣ほ
う

髴ふ
つ

と
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
江
戸
時

代
に
は
、
鎖
国
や
封
建
的
身
分
制
度
に
社
会
発
展
が
阻

ま
れ
た
の
で
、
技
術
と
経
済
が
停
滞
し
た
。
そ
の
結
果

と
し
て
江
戸
幕
府
の
厳
し
い
規
制
に
よ
り
循
環
型
社
会

が
維
持
さ
れ
た
面
が
あ
る
。
こ
の
点
も
ま
た
今
日
の
課

題
に
通
じ
る
部
分
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
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21
世
紀
の
現
在
、
私
た
ち
は
縄
文
時
代
か
ら
続
く
道

具
を
使
い
続
け
て
い
る
。
土
器
や
石
器
を
使
っ
て
い
る

人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
植
物
素
材
の
か
ご
や
ざ

る
、
敷
物
を
使
っ
て
い
る
人
は
都
心
部
に
住
ん
で
い
て

も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
植
物
素
材
で
な
く
て

も
、
本
来
は
植
物
素
材
で
作
ら
れ
た
ざ
る
の
形
を
模
し

れ
ば
様
々
な
用
途
に
使
え
る
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
藁わ
ら

を

使
え
ば
袋
の
よ
う
な
か
ご
に
な
り
、
竹
を
使
え
ば
重
い

物
で
も
運
搬
で
き
る
堅
く
か
っ
ち
り
と
し
た
か
ご
に
な

る
よ
う
に
、
材
料
を
変
え
れ
ば
同
じ
技
法
で
も
異
な
っ

た
用
途
に
使
用
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
技
法
と
材
料
と

な
っ
た
植
物
を
い
か
に
選
択
す
る
か
は
、
編
組
製
品
の

機
能
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
要
素
と
い
え
る
。

日
本
列
島
で
一
番
古
い
実
物
の
編
組
製
品
は
縄
文
時

代
早
期
の
初
め
の
約
1
万
５
０
０
年
前
の
も
の
で
、
琵

琶
湖
の
湖
底
の
滋
賀
県
粟あ
わ

津づ

湖
底
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
。
出
土
し
た
製
品
は
小
さ
く
、
形
態
が
不
明
な
破
片

で
あ
る
が
、
編
み
組
み
が
確
認
で
き
る
。
完
全
な
か
ご

編
組
製
品
に
見
る
縄
文
時
代
の
植
物
利
用
と
加
工

その8

金
沢
大
学
　
古
代
文
明
・
文
化
資
源
学
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
准
教
授　

佐
々
木
由
香図１　佐賀県佐賀市東名遺跡出土の縄文時代早期の編組製品と実測図、復元品（佐

賀市教育委員会 2017）

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
や
ア
ル
ミ
製
の
水
切
り
ざ
る

を
使
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
な
ぜ
土

器
や
石
器
は
な
く
な
っ
た
の
に
、
か
ご
や
ざ
る
は

現
代
ま
で
残
っ
た
の
か
。そ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
は
、

縄
文
時
代
の
植
物
資
源
利
用
と
加
工
技
術
に
あ
り

そ
う
だ
。

縄
文
時
代
の
編
組
製
品
と
は
？

か
ご
や
ざ
る
、
敷
物
な
ど
は
、
編へ
ん

組そ

製
品
と
呼

ば
れ
て
い
る
（
１
）。
編
組
製
品
と
は
、
文
字
通

り
「
編
む
」
と
「
組
む
」
技
術
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
製
品
を
さ
す
。
通
常
、
考
古
学
で
は
、
木
で
作

ら
れ
て
い
れ
ば
木
製
品
、
漆
が
塗
ら
れ
て
い
れ
ば

漆
製
品
と
い
う
よ
う
に
製
品
の
素
材
を
製
品
名
に

冠
す
る
が
、
編
組
製
品
は
技
術
が
名
称
に
付
さ
れ

て
い
る
。
編
組
製
品
の
利
点
は
、
編
み
目
の
間
隔

を
狭
く
す
れ
ば
ざ
る
に
な
り
、
広
く
す
れ
ば
篩ふ
る
いに

な
る
よ
う
に
、
技
法
や
素
材
の
間
隔
を
少
し
変
え

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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の
形
の
最
古
の
出
土
例
は
、
佐
賀
県
佐
賀
市
東ひ
が
し

名み
ょ
う

遺

跡
か
ら
出
土
し
た
編
組
製
品
で
、
縄
文
時
代
早
期
の
終

わ
り
頃
の
約
８
０
０
０
年
前
の
も
の
で
あ
る
（
図
１
）。

東
名
遺
跡
は
、
国
内
最
古
の
湿
地
性
貝
塚
で
あ
る

（
２
、３
）。
遺
跡
全
体
の
地
下
水
位
が
高
か
っ
た
た
め
、

通
常
の
遺
跡
で
は
動
物
や
菌
類
な
ど
に
よ
っ
て
分
解
し

て
し
ま
っ
て
残
ら
な
い
動
植
物
遺
体
が
多
量
に
出
土
し

た
。
か
ご
な
ど
の
編
組
製
品
は
極
め
て
良
好
な
状
態
で

残
り
、
約
７
４
０
点
が
出
土
し
た
。
１
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
編
組
製
品
の
出
土
数
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

世
界
一
の
点
数
で
あ
る
。
貝
塚
域
か
ら
出
土
し
た
長
軸

が
40
㌢
㍍
以
上
残
存
し
て
い
る
製
品
を
1
個
体
と
数
え

る
と
、
約
２
４
４
個
体
と
な
る
。
同
様
に
貝
塚
域
で
出

土
し
た
土
器
の
う
ち
底
部
が
３
分
の
１
残
存
し
て
い
る

も
の
を
１
個
体
と
数
え
る
と
、
土
器
の
最
小
個
体
数
は

約
２
４
０
個
体
で
、
編
組
製
品
と
土
器
の
出
土
個
体
数

は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
を
み
て
も
、
い
か
に

編
組
製
品
が
多
く
使
わ
れ
て
い
た
の
か
が
わ
か
る
。

東
名
遺
跡
で
圧
倒
的
に
多
く
出
土
し
た
編
組
製
品
は

か
ご
類
で
、
約
７
３
０
点
が
出
土
し
た
。
特
に
イ
チ
イ

ガ
シ
な
ど
の
ド
ン
グ
リ
類
を
水
漬
け
す
る
た
め
の
高
さ

約
60
㌢
以
上
の
大
型
の
か
ご
が
多
く
見
ら
れ
た
。
水
漬

け
し
た
目
的
と
し
て
は
、
虫
殺
し
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。
低
地
に
穴
を
掘
り
、
そ
こ
に
ド
ン
グ
リ
類

を
入
れ
た
か
ご
を
、
水
位
の
変
動
な
ど
で
流
さ
れ
な
い

よ
う
に
細
い
杭
で
留
め
た
り
し
て
設
置
し
て
い
た
。
編

組
製
品
は
多
様
で
、
ド
ン
グ
リ
類
を
い
れ
る
大
型
の
か

ご
だ
け
で
な
く
、
運
搬
用
と
思
わ
れ
る
高
さ
約
50
㌢
以

下
の
小
型
の
か
ご
や
ざ
る
、
敷
物
、
縄
類
、
そ
れ
ら
の

素
材
と
な
る
植
物
を
束
ね
た
素
材
束
も
確
認
さ
れ
た
。

東
名
遺
跡
は
、
編
組
製
品
の
素
材
植
物
の
調
査
数
で

も
全
国
一
で
あ
り
、
発
掘
調
査
が
終
了
し
て
約
15
年

経
っ
た
段
階
で
も
継
続
し
て
素
材
植
物
の
調
査
と
分
析

が
行
わ
れ
て
お
り
、
約
４
０
０
個
体
分
の
素
材
植
物
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

編
組
製
品
の
素
材
植
物
と

技
法
の
特
徴
と
時
期
変
遷

現
在
の
九
州
の
か
ご
の
素
材
で
、
圧
倒
的
に
多
い
の

は
タ
ケ
で
あ
る
。
し
か
し
、
縄
文
時
代
早
期
の
日
本
列

島
に
は
タ
ケ
は
生
育
し
て
い
な
か
っ
た
。分
析
の
結
果
、

東
名
遺
跡
の
大
き
な
か
ご
は
イ
ヌ
ビ
ワ
や
ム
ク
ロ
ジ
と

い
っ
た
落
葉
広
葉
樹
の
木
材
を
割
り
裂
い
て
作
製
し
た

素
材
で
作
ら
れ
て
い
た
。
図
１
最
上
段
の
イ
ヌ
ビ
ワ
の

か
ご
は
、
上
部
は
「
ご
ざ
目
」、
中
央
は
「
も
じ
り
」、

下
部
は
「
網あ

代じ
ろ

」
と
い
う
技
法
で
編
ま
れ
て
い
る
（
図

２
）。
素
材
も
、
本
体
の
ご
ざ
目
と
網
代
の
部
分
は
イ

ヌ
ビ
ワ
の
ヘ
ギ
材
、
黒
い
部
分
の
も
じ
り
の
部
分
は
ツ

ル
植
物
の
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
と
い
う
よ
う
に
、
部
位
ご
と
に図２　東名遺跡から確認された約 8000 年前の編組技法模式図（佐賀市教育委員会 2017）



― 34 ―

見
え
る
波
形
網
代
で
編
ま
れ
て
い
る
も
の
も
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
実
物
を
見
て
も
実
測
図
を
見
て
も
文
様

は
は
っ
き
り
し
な
い
の
に
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
編
み
方
に

手
間
を
掛
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
技
法
は
、

東
名
遺
跡
の
か
ご
が
一
番
古
い
例
で
あ
る
が
、
全
国
的

に
見
て
８
０
０
０
年
前
か
ら
６
５
０
０
年
前
ぐ
ら
い
の

縄
文
時
代
早
期
か
ら
前
期
に
は
、
連
続
桝
網
代
や
波
形

網
代
の
よ
う
な
、
か
ご
の
機
能
と
は
直
接
関
係
が
な
い

の
に
、
意
図
的
に
難
し
く
編
ん
だ
複
雑
な
編
組
技
法
が

流
行
す
る
（
図
２
）。
ま
た
、
九
州
地
方
の
縄
文
時
代

早
期
〜
中
期
頃
ま
で
は
、
落
葉
あ
る
い
は
常
緑
広
葉
樹

の
木
材
を
割
り
裂
い
た
ヘ
ギ
材
が
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い

る
傾
向
も
見
え
て
き
て
い
る
（
５
）。

縄
文
時
代
後
期
、３
５
０
０
年
前
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、

非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
技
法
が
主
流
に
な
る
。
後
・
晩
期

に
は
、
九
州
地
方
で
は
常
緑
広
葉
樹
林
に
生
育
す
る
ツ

ヅ
ラ
フ
ジ
や
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
属
な
ど
の
ツ
ル
植
物
が
主

に
使
わ
れ
る
。
福
岡
県
久
留
米
市
正し
ょ
う

福ふ
く

寺じ

遺
跡
の
よ

う
に
、
ツ
ル
植
物
の
ウ
ド
カ
ズ
ラ
の
根
（
気
根
）
で
編

む
か
ご
な
ど
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（
図
４
）。
ウ

ド
カ
ズ
ラ
の
ツ
ル
の
部
分
は
枝
分
か
れ
が
多
く
、
固
く

て
編
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
空
中
に
垂
れ
下
が
っ
て
い

る
気
根
で
編
む
と
し
な
や
か
で
細
く
、
複
雑
な
編
み
方

が
可
能
で
あ
っ
た
（
４
）。
こ
れ
も
復
元
製
作
を
行
っ

て
み
て
気
づ
い
た
発
見
で
あ
っ
た
。

素
材
植
物
の
変
化
は
、
８
０
０
０
年
前
ご
ろ
以
降
に

カ
シ
類
や
ク
ス
ノ
キ
科
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹（
照
葉
樹
）

の
森
が
拡
大
し
た
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
東
名
遺
跡
の
時
期
は
、
植
生
の
移
行
期
に

あ
た
り
、
木
材
を
割
り
裂
い
た
ヘ
ギ
材
も
ツ
ル
植
物
も

使
わ
れ
、多
様
な
素
材
が
選
択
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。

図３　編組製品の復元品製作のためのムクロジの採取とヘギ材の製作工程（佐賀市教育委員会 2017）右はあみもの研究会提供。

異
な
る
技
法
や
素
材
植
物
が
用
い
ら
れ
て
い
た
（
２
、

３
）。
異
な
る
素
材
や
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
ツ
ル
植
物
を
用
い
た
も
じ
り
部
分
で
タ
テ
材

の
本
数
を
重
ね
て
少
な
く
し
、
口
が
す
ぼ
ま
る
形
状
を

作
り
出
し
て
い
た
。

か
ご
の
材
料
と
な
る
イ
ヌ
ビ
ワ
や
ム
ク
ロ
ジ
は
、
幹

を
楔く
さ
びで
割
り
、
石
器
で
板
状
に
し
て
、
最
後
は
口
と
手

を
用
い
て
薄
い
ヘ
ギ
材
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
図
３
）。
粘
り
が
あ
る
の
は
、
若
い
木
の
根
元
か
ら
１

〜
２
㍍
ぐ
ら
い
の
幹
で
あ
る
。
製
作
実
験
を
し
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
よ
り
上
部
の
材
は
粘
り
が
な
く
、
ヘ
ギ
材

に
す
る
と
割
れ
て
し
ま
う
。
ム
ク
ロ
ジ
は
、
現
在
の
九

州
地
方
で
は
か
ご
の
ヘ
ギ
材
が
作
れ
る
ほ
ど
素
性
が
良

い
若
い
木
は
あ
ま
り
生
え
て
お
ら
ず
、
佐
賀
県
内
で
は

な
く
大
分
県
日
田
市
や
宮
崎
県
西
都
市
ま
で
行
っ
て
採

取
し
た
。
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
や
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
と
い
っ
た
ツ

ル
の
素
材
も
、
通
常
、
木
に
絡
ま
っ
て
巻
き
付
い
て
曲

が
っ
て
上
が
っ
て
い
く
ツ
ル
は
、
節
が
あ
っ
た
り
枝
分

か
れ
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
割
り
裂
い
て
か
ご
の
材
料

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
ご
に
は
地
面
を
横
に
長

く
這
っ
て
い
て
、
葉
が
つ
い
て
い
な
い
ツ
ル
が
適
し
て

い
る
。
そ
う
し
た
ツ
ル
を
探
し
て
、
輪
状
の
素
材
束
の

状
態
に
し
て
材
料
を
採
取
し
た
。
東
名
遺
跡
で
使
わ
れ

て
い
る
素
材
植
物
は
、
九
州
地
方
で
普
通
に
生
育
し
て

い
る
植
物
で
あ
る
が
、か
ご
に
適
し
た
材
料
と
な
る
と
、

集
め
る
の
に
は
非
常
に
苦
労
し
た
（
４
）。

素
材
植
物
を
調
べ
る
と
、
技
法
と
素
材
の
対
応
関
係

の
ル
ー
ル
が
見
え
て
く
る
。
図
１
の
２
段
目
に
み
ら
れ

る
ム
ク
ロ
ジ
製
の
か
ご
は
、
イ
ヌ
ビ
ワ
の
か
ご
と
基
本

的
に
同
じ
技
法
が
用
い
ら
れ
る
が
、
網
代
は
、
複
雑
な

ひ
し
形
模
様
が
組
み
合
わ
さ
る
連
続
桝
網
代
や
波
形
に
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縄
文
時
代
の
か
ご
か
ら
わ
か
る

植
物
資
源
利
用

縄
文
時
代
の
編
組
製
品
の
調
査
に
よ
っ
て
、
次
の
点

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
大
き
さ
や
形
態
に
合
わ

せ
た
素
材
植
物
の
選
択
と
、
技
法
の
選
択
が
お
お
よ
そ

８
０
０
０
年
前
に
確
立
し
て
い
た
。
東
名
遺
跡
で
確
立

し
た
技
法
は
、
概
ね
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
か
ご
を
当
時
と
同
じ
素
材
で
復
元
し
て
み

て
分
か
っ
た
の
は
、
か
ご
に
適
し
た
素
材
植
物
を
ム
ラ

の
周
辺
で
管
理
し
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
技
法
に
適

し
た
植
物
は
、素
性
の
良
い
植
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

素
材
植
物
の
採
集
時
期
や
生
育
年
数
、
生
育
環
境
を
管

を
加
工
す
る
前
に
水
漬
け
し
て
い
た
素
材
束
が
出
土
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
材
料
の
保
管
形
態
も
現
在
の
か
ご

作
り
と
共
通
し
て
お
り
、
復
元
製
作
を
通
し
て
、
遺
跡

に
お
け
る
か
ご
作
り
の
過
程
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

縄
文
の
植
物
資
源
利
用
が
示
す
こ
と

縄
文
時
代
の
編
組
製
品
の
研
究
か
ら
、
縄
文
時
代
の

か
ご
作
り
は
、
身
近
に
入
手
で
き
て
技
法
に
適
し
た
植

物
を
選
択
し
な
が
ら
行
わ
れ
た
様
相
が
見
え
て
き
た
。

一
般
に
縄
文
時
代
の
人
々
は
、
獣
を
狩
り
、
魚
を
捕
り
、

木
の
実
を
拾
っ
て
生
活
し
て
い
た
「
狩
猟
採
集
民
」
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
植
物
に
関
し
て
は
資

源
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
東
名
遺
跡
で
見
ら
れ

る
よ
う
な
大
型
の
か
ご
を
大
量
に
は
作
り
え
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
東
名
遺
跡
は
植
物
の
資
源
管
理
を
行
っ
て

い
た
最
初
期
の
段
階
と
考
え
て
い
る
。
８
０
０
０
年
前

ご
ろ
と
い
う
時
代
に
は
、
中
国
大
陸
で
は
、
イ
ネ
が

野
生
稲
か
ら
栽
培
化
さ
れ
て
狩
猟
採
集
か
ら
農
耕
に
移

行
し
、
６
４
０
０
年
前
ご
ろ
の
縄
文
時
代
前
期
ぐ
ら
い

の
時
期
に
は
稲
作
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
日
本
列
島
で
は
、
８
０
０
０
年
前
に
、
食
糧
生
産

で
は
な
く
、
か
ご
な
ど
の
道
具
作
り
の
た
め
の
植
物
資

源
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
列

島
の
縄
文
人
は
狩
猟
、
漁ぎ
ょ

撈ろ
う

と
採
集
を
、
中
国
大
陸
の

新
石
器
時
代
人
は
農
耕
を
主
体
的
に
行
い
、
農
耕
の
方

が
発
展
し
た
社
会
と
し
て
一
般
に
は
語
ら
れ
る
が
、
縄

文
人
は
身
近
な
植
物
資
源
を
最
大
限
活
用
し
た
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

縄
文
時
代
の
か
ご
作
り
か
ら
み
え
た
植
物
資
源
管
理

の
技
術
の
高
さ
は
、
世
界
に
誇
れ
る
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

ま
た
、
か
ご
作
り
は
、
人
が
居
住
し
て
い
る
空
間
の
身

近
な
資
源
を
利
用
し
て
行
っ
て
お
り
、
そ
こ
が
よ
り
遠

方
に
材
料
を
求
め
る
土
器
や
石
器
と
の
大
き
な
違
い
で

あ
る
。
我
々
の
生
活
に
根
付
い
て
い
る
身
近
な
文
化
、

技
術
で
あ
る
こ
と
が
、
現
在
ま
で
か
ご
作
り
が
継
続
す

る
一
つ
の
理
由
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

引
用
文
献

（
１
）工
藤
雄
一
郎
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編2014

『
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
！

縄
文
人
の
植
物
利
用
』
新
泉
社

（
２
）
佐
賀
市
教
育
委
員
会
編2017

『
縄
文
の
奇
跡
！
東
名
遺
跡
』
雄
山
閣

（
３
）
佐
賀
市
教
育
委
員
会 2016 

『
佐
賀
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書100

：

東
名
遺
跡
群
Ⅳ
』
佐
賀
市
教
育
委
員
会 

（
４
）
工
藤
雄
一
郎
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編2017

『
さ
ら
に
わ
か
っ
た
！

縄
文
人
の
植
物
利
用
』
新
泉
社

（
５
）
佐
々
木
由
香2015

「
縄
文
・
弥
生
時
代
の
編
組
製
品
製
作
技
法
の
特

徴
と
時
代
差
」
あ
み
も
の
研
究
会
編
『
縄
文
・
弥
生
時
代
の
編
組
製
品
研
究

の
新
展
開
要
旨
集
』：27–34
、
あ
み
も
の
研
究
会

図４　福岡県久留米市正福寺遺跡出土の縄文時代後期の編組製品の素材植物と出
土遺物、復元品（佐賀市教育委員会 2017、工藤雄一郎・国立歴史民俗博物館編
2017）

理
し
て
い
な
い

と
、
か
ご
作
り

は
恒
常
的
に
で

き
な
い
。
お
そ

ら
く
、
縄
文
人

は
、
か
ご
が
編

み
や
す
い
よ
う

に
植
物
の
生
育

環
境
を
整
備
し

て
い
た
の
だ
ろ

う
。
東
名
遺
跡

で
は
、
材
料
を

束
や
、ヘ
ギ
材
、

丸
い
輪
な
ど
素

材
植
物
の
特
性

に
合
わ
せ
た
形

で
ス
ト
ッ
ク
し

て
い
て
、
そ
れ
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近
世
の
飢
饉
と
そ
の
対
応

が
、
百
姓
た
ち
か
ら
の
願
い
に
対
し
て
、
領
主
た
ち
は

状
況
を
吟
味
し
な
が
ら
御
救
い
を
実
施
し
て
い
っ
た
の

近
世
日
本
の
飢
饉
と
森
の
食
料
資
源

その９

立
正
大
学
文
学
部
特
任
講
師　

栗
原
健
一

で
あ
る
（
２
）。

も
ち
ろ
ん
、
百
姓
た
ち
は
御
救
い
だ
け
に
頼
っ
て
飢

図１　『民間備荒録』「粥
かゆ

廠
ごや

を設
つく

り粥
か

糜
ゆ

を施すの図」（国立公文書館デジタルアーカイブ１８２―
２６５）

饉
を
凌し
の

い
で
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

各
家
々
で
は
、
飢
饉
に
備
え
て
多
少
は
食

料
を
蓄
え
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
富
裕
者
や

寺
社
か
ら
の
施せ

行ぎ
ょ
うな

ど
の
よ
う
な
民
間
で

の
相
互
救
済
活
動
も
多
く
な
さ
れ
た
。
さ

ら
に
、
近
世
後
期
に
な
る
と
、
郷
蔵
な
ど

に
食
料
を
備
蓄
す
る
村
な
ど
も
増
え
て
い

き
、
社
会
的
な
食
料
備
蓄
が
展
開
し
て
、

災
害
・
飢
饉
へ
の
備
え
と
な
っ
て
い
っ
た
。

御
救
い
山

こ
の
よ
う
に
、
近
世
社
会
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
食
料
を
調
達
し
て
、
飢
饉
に

対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

食
料
が
足
り
な
く
な
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
食
料
獲
得
の
最

後
の
砦と
り
でと
な
っ
た
の
は
、
森
だ
っ
た
。

飢
饉
に
な
る
と
、
山
間
地
域
で
は
領
主

の
御
救
い
政
策
と
し
て
「
御
救
い
山
」
が

行
わ
れ
た
。
御
救
い
山
と
は
、
山
の
種
類

に
つ
い
て
の
呼
称
で
は
な
く
、
林
政
に
お

近
世
社
会
で
は
、
水
害
、
津
波
、
火
山
噴
火
、
地
震

な
ど
の
災
害
が
起
こ
り
、
あ
る
い
は
気
候
不
順
な
ど
に

よ
っ
て
凶
作
と
な
る
と
、
米
価
が
高
騰
し
、
食
料
流
通

が
滞
る
な
ど
し
て
、
度
々
飢き

饉き
ん

に
見
舞
わ
れ
た
。
一
般

的
に
江
戸
時
代
の
全
国
的
な
飢
饉
と
し
て
、
享
保
の
飢

饉
、
天
明
の
飢
饉
、
天
保
の
飢
饉
を
三
大
飢
饉
、
も
し

く
は
寛
永
の
飢
饉
を
加
え
て
四
大
飢
饉
な
ど
と
い
わ
れ

有
名
で
あ
る
が
（
１
）（
図
１
）、
各
地
域
を
み
て
い
く

と
、
個
々
に
災
害
や
飢
饉
が
起
こ
っ
て
お
り
、
き
わ
め

て
地
域
性
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。

凶
作
に
な
る
と
、
百
姓
た
ち
は
領
主
に
対
し
て
御お

救す
く

い
を
要
求
し
た
。
近
世
社
会
の
領
主
―
領
民
関
係
は
、

負
担
と
御
救
い
と
い
う
双
務
的
な
関
係
で
あ
っ
た
と
さ

れ
、
領
民
の
百
姓
た
ち
が
年
貢
・
諸
役
を
上
納
す
る
な

ど
の
負
担
を
す
る
一
方
で
、
領
主
は
社
会
的
な
責
務
と

し
て
百
姓
た
ち
を
御
救
い
し
て
「
百
姓
成
り
立
ち
」
を

保
障
す
る
と
い
う
相
互
依
存
の
構
造
に
あ
っ
た
。
そ
の

関
係
性
の
上
に
、
百
姓
た
ち
は
御
救
い
を
嘆
願
し
た
の

で
あ
る
。
御
救
い
に
は
、
種
貸
し
な
ど
の
生
産
へ
の
て

こ
入
れ
、
年
貢
減
免
な
ど
の
負
担
の
軽
減
、
食
料
の
貸

し
出
し
な
ど
と
い
う
生
活
へ
の
特
別
手
当
が
あ
っ
た

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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け
る
一
つ
の
施
策
を
指
す
も
の
で
、
災
害
や
凶
作
な
ど

に
よ
る
食
料
不
足
な
ど
か
ら
飢
饉
と
な
っ
た
百
姓
た
ち

（
時
に
は
藩
士
・
町
人
も
）
を
救
済
す
る
た
め
に
、
期

限
付
き
の
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
領
主
が
御
山
（
御お

留と
め

山や
ま

）
を
開
放
し
、
林
産
物
を
得
る
こ
と
を
許
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
領
主
は
優
良
な
山
林
を
御
山
（
御
留
山
）

と
い
う
直
轄
林
と
し
て
囲
い
込
み
、
平
時
に
は
村
人
の

利
用
を
制
限
し
て
い
た
。
百
姓
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
林

産
物
を
自
家
用
に
消
費
し
、
あ
る
い
は
商
品
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
換
金
し
て
生
活
の
足
し
に
し
た
。
御
救
い

山
の
指
定
は
、
領
主
の
法
令
に
よ
っ
て
全
領
が
対
象
と

な
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
百
姓
た
ち
か
ら
の
御
救
い
の
願

い
に
よ
っ
て
限
定
し
た
範
囲
・
方
法
で
許
可
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
の
呼
称
も
、
領
主
に
よ
っ
て
異
な

り
、「
御ご

救き
ゅ
う

助じ
ょ

山や
ま

」・「
被く
だ
さ
れ下

山や
ま

」（
仙
台
藩
）、「
御お

救
す
く
い

薪ま
き

山や
ま

」（
盛
岡
藩
）、「
薪ま
き

明あ
け

山や
ま

」（
秋
田
藩
）、「
薪ま
き

御ご

免め
ん

山や
ま

」（
会
津
藩
）
な
ど
と
い
わ
れ
た
。
ま
た
御
救
い
山

と
は
異
な
る
が
、
百
姓
備
え
山
と
し
て
「
一い
っ

村そ
ん

備そ
な
え

山や
ま

」

（
秋
田
藩
）、「
村む
ら

囲か
こ
い

山や
ま

」（
会
津
藩
）、「
非ひ

常じ
ょ
う

備そ
な
え

山や
ま

」

（
幕ば
く

領り
ょ
う）な

ど
の
よ
う
に
常
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
（
３
）。

例
え
ば
、
弘
前
藩
で
は
、
元
禄
期
（
１
６
８
８
～

１
７
０
４
）・
宝
永
期
（
１
７
０
４
～
１
１
）・
享
保
期

（
１
７
１
６
～
３
６
）
な
ど
に
も
御
救
い
山
の
記
録
が

確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
天
明
の
飢
饉
に
お
け
る
御

救
い
山
の
様
相
を
み
て
み
よ
う
（
４
）。
藩
は
天
明
３

年
（
１
７
８
３
）
８
月
に
地
域
の
救
済
を
目
的
と
し
た

「
御お

救す
く
い

明あ
け

山や
ま

」
を
許
可
し
て
お
り
、
白
神
山
地
は
全
面

的
な
開
放
の
様
相
と
な
っ
た
。

西に
し

之の

浜は
ま

通ど
お
りで
は
、
各
村む
ら

領り
ょ
う

惣そ
う

山や
ま

の
御
留
山
が
村
民

に
開
放
さ
れ
た
が
、
村
に
よ
っ
て
異
な
る
伐
採
方
法
が

と
ら
れ
た
。
①
中
村
沢
目
村
（
現
・
青
森
県
鰺あ
じ

ヶが

沢さ
わ

町
）

領
惣
山
で
は
、
天
明
５
年
（
１
７
８
５
）
４
月
ま
で
山

守
に
ス
ギ
・
マ
ツ
１
１
０
本
の
伐
採
が
許
さ
れ
、
そ
の

後
は
仕し

立た
て

見み

継つ
ぎ

方か
た

と
さ
れ
た
。
仕
立
見
継
方
と
は
、
村

や
百
姓
が
植
林
を
藩
に
願
い
出
て
、
成
木
し
た
後
に
木

材
の
利
用
が
許
さ
れ
る
と
い
う
方
法
で
、
願
い
出
た
百

姓
た
ち
は
仕し

立た
て

守も
り

と
呼
ば
れ
て
救
済
さ
れ
た
。
②
深
浦

村
（
現
・
青
森
県
深
浦
町
）
領
惣
山
で
は
、
天
明
５
年

４
月
ま
で
麓ふ
も
との
村
々
に
１
丈
５
寸
（
３
・
15
㍍
）
角
以

上
の
ヒ
ノ
キ
伐
採
が
許
さ
れ
、
そ
の
後
は
御
留
山
と
さ

れ
た
。
伐
採
の
時
期
や
寸
法
・
本
数
は
、
村
に
よ
っ
て

相
違
が
あ
っ
た
。
③
田
野
沢
村
（
同
・
深
浦
町
）
領
惣

山
で
は
、
天
明
５
年
４
月
ま
で
角
材
木
に
な
ら
な
い
ヒ

ノ
キ
の
丸
太
に
つ
き
伐
採
を
許
可
さ
れ
、
そ
の
後
は
御

留
山
と
さ
れ
た
。
全
体
的
に
は
、
②
の
方
法
を
と
っ
た

村
が
多
か
っ
た
。
藩
は
村
々
の
被
害
状
況
な
ど
を
勘
案

し
て
、
木
材
を
伐
る
た
め
に
山
に
入
る
杣そ
ま

入い

り
の
期
間

な
ど
を
決
定
し
て
お
り
、
御
救
い
山
が
救
済
機
能
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
弘
前
城
下
に
近
い
御
救
い
山
で
は
問
題
も

あ
っ
た
。
和わ
っ

徳と
く

組
（
現
・
青
森
県
弘
前
市
）
に
設
定
さ

れ
た
御
救
い
山
で
は
、
藩
士
や
町
人
ま
で
も
が
入
り
込

み
、
な
か
に
は
馬
を
使
っ
て
大
勢
で
伐
採
す
る
者
も
あ

り
、
本
来
の
救
済
対
象
で
あ
る
百
姓
た
ち
の
利
用
の
た

め
に
、
藩
が
藩
士
や
町
人
に
よ
る
伐
採
に
歯
止
め
を
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
弘
前
藩
で
は
、
宝
永
４
年
（
１
７
０
７
）
に

御
救
い
山
が
許
さ
れ
る
と
、
伐
採
の
代
償
と
し
て
御
礼

銭
や
、
杣
役
・
沖お
き

口ぐ
ち

役や
く

銀ぎ
ん

な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
資
金
的

な
余
裕
の
な
い
百
姓
た
ち
は
杣
取
り
で
き
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
場
合
、
藩
は
伐
採
権
を
商
人
に
売
却
し
、
百

姓
た
ち
は
そ
の
商
人
の
も
と
で
低
額
な
労
賃
を
得
る
に

留
ま
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
御
救
い
山
の
大
規
模
な
伐
採

に
は
、
資
金
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
、
百
姓
た
ち
の
救

済
に
直
接
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
他
に
も
、

天
保
期
（
１
８
３
０
～
４
４
）
に
は
、
御
救
い
山
と
し

て
開
放
さ
れ
た
山
林
に
お
い
て
、
藩
か
ら
伐
採
を
許
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
木
ま
で
も
が
伐
採
さ
れ
る
と
い
う
盗

伐
も
問
題
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
秋
田
藩
で
は
、
七な
ぬ
か
い
ち

日
市
村
（
現
・
秋
田
県

北
秋
田
市
）
に
お
い
て
、
雑
木
林
が
18
世
紀
前
半
に

「
御お

札ふ
だ

山
」（
御
留
山
）
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
は
度
々
御
救
い
山
と
し
て
開
放
さ
れ
、
天
明
４
年

（
１
７
８
４
）
の
御
救
い
山
の
後
に
は
、
小
さ
い
雑
木

の
生は

え
て
い
る
柴し
ば

山や
ま

と
な
っ
て
い
た
（
５
）。
こ
の
よ

う
な
御
救
い
山
と
し
て
利
用
し
た
後
の
柴
山
化
は
、
こ

の
地
域
で
数
カ
所
確
認
で
き
る
。

森
へ
向
か
う
人
々

飢
饉
に
な
る
と
、
御
救
い
山
の
他
に
も
、
村
人
た
ち

は
山
野
に
入
っ
て
自
然
採
集
に
よ
っ
て
食
料
を
獲
得
し

て
い
た
。
何
ら
か
の
理
由
で
常
食
と
は
な
り
に
く
く
、

非
常
食
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
植
物
の
こ
と

を
救
き
ゅ
う

荒こ
う

草そ
う

木も
く

と
い
い
、
そ
の
よ
う
な
草
木
な
ど
を
採
集

し
た
の
で
あ
る
。救
荒
草
木
に
は
、ハ
ス
の
葉
、ト
コ
ロ
、

ト
チ
の
実
、
ワ
ラ
ビ
、
ヨ
モ
ギ
の
葉
、
ノ
ギ
ク
、
ヤ
マ

ゴ
ボ
ウ
、
フ
キ
、
フ
ジ
の
葉
、
ア
ザ
ミ
、
ゼ
ン
マ
イ
な

ど
、
現
在
で
も
山
菜
と
し
て
食
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含

ま
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
森
か
ら
採
集
さ
れ
て

食
べ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
６
）。

本
稿
で
は
、
出
羽
国
最
上
郡
南
山
村
（
現
・
山
形
県
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ア
ザ
ミ
、
ヨ
モ
ギ
、
ガ
ザ
（
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
）
の
葉
、
カ

ラ
ス
ウ
リ
の
根
、
ミ
ズ
ナ
、
ヒ
エ
、
ナ
ダ
イ
コ
ン
の
種
、

ト
チ
、
ク
リ
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
実
際

に
製
法
を
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
食
用
に
な
る
と
判
断

し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
飢
饉
に
際
し
て
、
人
々
は
森
へ
向
か

い
、
食
料
を
調
達
し
て
飢
え
を
凌
ご
う
と
し
、
飢
饉
を

凌
ぐ
た
め
の
知
恵
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

救
荒
書
の
普
及

一
方
、
飢
饉
を
生
き
延
び
る
術す
べ

に
つ
い
て
記
し
た
書

物
も
生
ま
れ
た
。
救
き
ゅ
う

荒こ
う

書し
ょ

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
書
物
で

あ
る
。
天
保
の
飢
饉
に
よ
っ
て
、
多
く
の
救
荒
書
が
出

さ
れ
、
領
主
に
も
奨
励
さ
れ
て
い
き
、
地
方
へ
の
大
量

流
布
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
天
保
期
以
降
、
特

大
蔵
村
）
の
庄
屋
で
あ
っ
た
柿
崎
弥
左
衛
門
の
例
を
紹

介
し
よ
う
（
７
）。
現
在
、
肘ひ
じ

折お
り

温
泉
の
あ
る
地
域
で

あ
る
。
こ
の
地
域
は
、
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
５
月

25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
大
雨
に
よ
る
大
洪
水
に
見
舞

わ
れ
、
場
所
に
よ
っ
て
は
山
崩
れ
も
発
生
し
た
。
こ
の

災
害
と
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
弥
左
衛
門
が
『
天て
ん

保ぽ
う

年ね
ん

中ち
ゅ
う

巳み
の

荒あ
れ

子し

孫そ
ん

伝で
ん

』（
８
）
と
い
う
詳
細
な
記
録
を

残
し
て
お
り
、
当
時
の
様
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
記
述
か
ら
食
料
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

こ
の
地
域
で
は
、
大
洪
水
に
遭
っ
て
飢
饉
に
苦
し
む

家
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
家
に
対
し
て
、
庄
屋
の
弥

左
衛
門
は
、
米
２
～
３
升
ず
つ
毎
日
貸
し
付
け
、
朝
か

ら
食
わ
ず
に
来
た
と
い
う
者
が
あ
れ
ば
、
家
内
の
昼
食

の
つ
も
り
で
煮
て
お
い
た
粥か
ゆ

を
食
わ
せ
、
家
内
で
食
べ

る
分
が
足
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
、
は
じ
め
か
ら
施
行
す
る
と
い
う
と
、
我
も
我

て
の
庄
屋
な
り
」
と
心
得
て
、
自
ら
の
才
覚
で
施
行
し

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

他
に
も
弥
左
衛
門
は
、
領
主
で
あ
る
新
庄
藩
に
対
し

て
、
御
林
な
ど
の
中
か
ら
松
皮
を
食
用
と
す
る
た
め
に

松
１
０
０
０
本
の
利
用
を
願
い
出
て
い
る
。
松
の
生
皮

を
剝
ぎ
取
り
、
灰あ

汁く

で
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
て
細

か
く
刻
み
、そ
れ
を
餅
に
混
ぜ
込
ん
だ
。
こ
の
製
法
は
、

他
村
の
組
頭
が
最
上
町
（
現
・
山
形
県
最
上
町
）
へ
わ

ざ
わ
ざ
行
っ
て
見
習
っ
て
き
た
方
法
で
、
そ
の
組
頭
を

弥
左
衛
門
宅
へ
呼
び
寄
せ
て
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
良

い
食
用
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
南
山
村
内

の
組
頭
た
ち
を
呼
ん
で
松
皮
餅
に
し
て
振
る
舞
い
、
そ

の
調
理
方
法
は
各
組
下
へ
伝
え
ら
れ
て
村
で
用
い
ら
れ

た
。
入
念
に
製
す
れ
ば
腹
中
に
障さ
わ

り
は
な
い
と
い
う
。

弥
左
衛
門
は
、
そ
の
他
に
も
食
用
で
き
る
も
の
と
し

て
、ト
コ
ロ
（
図
２
）、ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
の
葉
、ユ
リ
、フ
キ
、

図２　萆
とこ ろ
薢（『備荒草木図』）（国立公文書館デジタルアーカイブ

１９７―０００８）

も
と
大
勢
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
村
内

に
対
し
て
は
、
組
頭
（
数
人
の
村
内
百
姓

で
編
成
さ
れ
た
組
の
長
）
が
願
書
を
つ
く

り
、
来
秋
中
に
組
頭
が
必
ず
取
り
立
て
て

返
済
す
る
と
い
う
書
付
に
し
た
が
、
実
は

取
り
立
て
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
記
し

て
い
る
。
ま
た
、
村
方
で
質し
ち

草ぐ
さ

な
ど
が
な

く
と
も
、
餓
死
に
な
り
そ
う
な
者
だ
け
を

日
々
救
済
し
、
粥
、
味
噌
や
塩
な
ど
ま
で

有
り
合
わ
せ
の
も
の
を
施
行
し
た
。
期
間

と
し
て
は
、
村
内
の
者
た
ち
へ
短
い
者
に

は
10
日
間
、
長
い
者
で
は
５
カ
月
間
ま
で

行
っ
た
。
粥
な
ど
を
準
備
し
つ
つ
、
飢き

人に
ん

た
ち
の
状
況
に
合
わ
せ
て
施
行
し
て
い
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。弥
左
衛
門
は「
村
方
あ
っ

有
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
と

さ
れ
る
（
９
）。
こ
の
よ
う
な
流

布
の
以
前
、
救
荒
書
の
先
駆
け
と

な
っ
た
の
は
、
建た
て

部べ

清せ
い

庵あ
ん

著
『
民み
ん

間か
ん

備び

荒こ
う

録ろ
く

』
で
あ
っ
た
（
10
）。

建
部
清
庵
（
１
７
１
２
～
１
７ 

８
２
）は
、正
徳
２
年（
１
７
１
２
）

に
陸
奥
一
関
藩
（
藩
主
は
田
村

家
）
の
藩
医
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
享
保
15
年
（
１
７
３
０
）

か
ら
江
戸
遊
学
を
許
さ
れ
、
10
年

間
に
わ
た
っ
て
和お
ら
ん
だ蘭
医
学
な
ど
を

学
び
、
元
文
５
年
（
１
７
４
０
）

に
一
関
へ
戻
り
、
延
享
４
年

（
１
７
４
７
）
に
家
督
を
継
い
で
、
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宝
暦
５
年
（
１
７
５
５
）
か
ら
二
代
目
清
庵
を
名
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
東
北
地
方
で
は
飢
饉
と
な

り
（
宝
五
の
飢
饉
と
い
わ
れ
る
）、
清
庵
は
そ
の
惨
状

を
み
て
、
そ
の
対
応
の
た
め
に
『
民
間
備
荒
録
』
上
・

下
巻
を
執
筆
し
た
。

こ
れ
は
、
一
関
藩
へ
献
策
さ
れ
、
写
本
な
ど
に
し
て

藩
領
内
で
配
布
さ
れ
た
が
、
村
々
で
の
具
体
的
な
利
用

ま
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後

こ
の
書
は
刊
行
さ
れ
る
。現
物
の
残
る
最
も
古
い
版
は
、

明
和
８
年
（
１
７
７
１
）
の
刊
行
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、

寛
政
８
年
（
１
７
９
６
）、
文
政
７
年
（
１
８
２
４
）、

文
政
13
年
（
１
８
３
０
）、
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）、

天
保
６
年
（
１
８
３
５
）
と
続
け
て
刊
行
が
確
認
で
き
、

嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
）
に
は
『
清
庵
漫
筆
』
と
い
う

書
名
で
、『
民
間
備
荒
録
』
の
内
容
が
刊
行
さ
れ
た
。

版
元
は
、
明
和
本
が
須
原
屋
市
兵
衛
の
単
独
で
あ
っ
た

が
、
寛
政
本
は
大
坂
の
河
内
屋
八
兵
衛
・
丹
波
屋
助
七

の
２
名
、
文
政
本
は
京
都
の
出
雲
寺
文
二
郎
ら
７
名
で

あ
っ
た
。
版
元
の
数
か
ら
も
需
要
の
拡
大
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
民
間
備
荒
録
』
の
内
容
を
み
る
と
、
中
国
の
本
草

書
や
救
荒
書
で
あ
る
『
本ほ
ん

草ぞ
う

綱こ
う

目も
く

』・『
荒こ
う

政せ
い

要よ
う

覧ら
ん

』・

『
農
政
全
書
』、
日
本
の
宮
崎
安
貞
『
農
業
全
書
』、
貝

原
益
軒
『
大や
ま
と和

本ほ
ん

草ぞ
う

』
な
ど
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
参

考
に
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
巻
は
「
備
荒
樹じ
ゅ

芸げ
い

之
法
」「
備
荒
儲ち
ょ

蓄ち
く

之
法
」、
下
巻
は
11
項
目
あ
る

が
「
食く
さ
き
の
は
を
く
い
よ
う

草
木
葉
法
」
が
中
心
で
あ
る
。
草
木
の
栽
培
や

そ
の
食
べ
方
に
多
く
の
丁
数
を
割
い
て
い
る
と
い
え
よ

う
。こ

の
点
の
重
要
性
は
、
清
庵
が
そ
の
後
の
著
作
と
し

て
『
備
荒
草
木
図
』
を
明
和
八
年
に
ま
と
め
て
い
る
こ

と
か
ら
も
確
認
で
き
る（
11
）。こ
れ
は
、『
民
間
備
荒
録
』

に
掲
載
し
た
救
荒
植
物
を
中
心
に
し
て
、
つ
く
っ
た
図

集
で
あ
る
。
上
巻
に
43
、
下
巻
に
61
、
合
計
１
０
４
の

植
物
が
絵
入
り
で
紹
介
さ
れ
、
文
字
の
読
め
な
い
庶
民

で
あ
っ
て
も
救
荒
植
物
を
一
目
瞭
然
と
す
る
た
め
の
配

慮
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、『
民
間
備
荒
録
』の
付
図
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
書
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
天
保
４
年

（
１
８
３
３
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
杉
田
伯は
く

元げ
ん

（
清
庵

の
五
男
で
、
杉
田
玄
白
の
養
子
）
の
校
訂
、
杉
田
立り
ゅ
う

卿け
い

（
杉
田
玄
白
の
次
男
）
の
再
校
訂
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
。

清
庵
の
執
筆
か
ら
刊
行
の
時
期
ま
で
は
、
日
本
に
お
け

る
本
草
学
の
発
展
が
著
し
か
っ
た
時
期
に
あ
た
っ
て
い

る
。
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
薬
物
に
関
す
る
学
問
で
あ
る

本
草
学
は
、
次
第
に
博
物
学
的
色
彩
を
帯
び
る
よ
う
に

な
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
貝
原
益
軒
「
大
和
本
草
」、

稲い
の

生う

若じ
ゃ
く

水す
い

「
庶し
ょ

物ぶ
つ

類る
い

纂さ
ん

」、
小お

野の

蘭ら
ん

山ざ
ん

「
本ほ
ん

草ぞ
う

綱こ
う

目も
く

啓け
い

蒙も
う

」
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
成
果
も
大
い
に

『
備
荒
草
木
図
』
の
校
訂
へ
生
か
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

な
お
、
杉
田
玄
白
と
建
部
清
庵
は
、
書
簡
を
交
換
し
て

い
て
、『
和
蘭
医
事
問
答
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
こ

れ
も
杉
田
伯
元
に
よ
っ
て
寛
政
７
年
（
１
７
９
５
）
に

刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
救
荒
書
は
、『
民
間
備
荒
録
』
以
降
も

数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
上
杉
治
憲
ほ
か
編
『
か
て

も
の
』（
享
和
２
年
〈
１
８
０
２
〉
刊
）、
鈴
木
武
助

『
農の
う

喩ゆ

』（
文
化
８
年
〈
１
８
１
１
〉
刊
）、
大
蔵
永
常

『
日に
ち

用よ
う

助じ
ょ

食し
ょ
く

竈か
ま
どの
賑
に
ぎ
わ
い』（
天
保
４
年
〈
１
８
３
３
〉
刊
）、

高
野
長
英
『
救
荒
二
物
考
』（
天
保
年
間
刊
）、
遠
藤
勝

助
『
救
荒
便
覧
』（
天
保
４
年
・
天
保
７
年
〈
１
８
３
６
〉

刊
）、
羽
田
野
敬
雄
『
き
ゝ
ん
の
こ
ゝ
ろ
え
』（
万
延
元

《
注
》

（
１
）
菊
池
勇
夫
『
近
世
の
飢
饉
』（
吉
川
弘
文
館
、
１
９
９
７
年
）。

（
２
）
深
谷
克
己
『
百
姓
成
立
』（
塙
書
房
、
１
９
９
３
年
）。

（
３
）
栗
原
健
一
「
江
戸
時
代
の
飢
饉
と
森
林
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
編
『
徳

川
の
歴
史
再
発
見　

森
林
の
江
戸
学
Ⅱ
』
東
京
堂
出
版
、
２
０
１
５

年
）。

（
４
）
長
谷
川
成
一
『
北
の
世
界
遺
産
白
神
山
地
の
歴
史
学
的
研
究
』（
清
文

堂
出
版
、
２
０
１
４
年
）。

（
５
）『
鷹
巣
町
史
』
別
巻
資
料
編
２
（
１
９
８
７
年
）。

（
６
）
以
下
、
具
体
的
な
救
荒
草
木
に
つ
い
て
は
、
高
垣
順
子
『
改
訂
米
澤

藩
刊
行
の
救
荒
書
『
か
て
も
の
』
を
た
ず
ね
る
―
「
か
て
物
」・「
か

手
物
」
そ
し
て
「
か
て
も
の
」
―
』（
歴
史
春
秋
出
版
、２
０
１
０
年
）

も
参
考
に
し
た
。

（
７
）
栗
原
健
一
「『
天
保
年
中
巳
荒
子
孫
伝
』
に
み
る
山
村
の
災
害
と
救
済

―
出
羽
国
最
上
郡
南
山
村
を
事
例
に
―
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研

究
紀
要
』
52
号
、
２
０
１
８
年
）。

（
８
）
森
嘉
兵
衛
・
谷
川
健
一
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
７
巻
飢
饉
・

悪
疫
（
三
一
書
房
、
１
９
７
０
年
）
所
収
。

（
９
）
今
田
洋
三
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
２
０ 

０
９
年
、
初
出
は
日
本
放
送
出
版
協
会
、
１
９
７
７
年
）。

（
10
）
山
田
龍
雄
ほ
か
編
『
民
間
備
荒
録
・
北
条
郷
農
家
寒
造
之
弁
・
農
事

常
語
・
無
水
岡
田
開
闢
法
・
上
方
農
人
田
畑
仕
法
試
・
耕
作
口
伝
書
』

〈
日
本
農
書
全
集
18
〉（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
１
９
８
３
年
）。
あ
わ

せ
て
、
同
書
所
収
の
安
孫
子
麟
・
守
屋
嘉
美
「（
民
間
備
荒
録
）
解
題
」

を
参
照
し
た
。

（
11
）
佐
藤
常
雄
ほ
か
編
『
備
荒
草
木
図
・
農
家
心
得
草
・
薬
草
木
作
植
書
付
・

農
家
用
心
集
』〈
日
本
農
書
全
集
68
本
草
・
救
荒
〉（
農
山
漁
村
文
化

協
会
、
１
９
９
６
年
）。
あ
わ
せ
て
、
同
書
所
収
の
田
中
耕
司
「（
備

荒
草
木
図
）
解
題
」
を
参
照
し
た
。

年〈
１
８
６
０
〉刊
）、斎
藤
拙
堂『
増
補
救
荒
事じ

宜ぎ

』（
文

久
元
年
〈
１
８
６
１
〉
刊
）
な
ど
、
挙
げ
は
じ
め
れ
ば

き
り
が
な
い
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
な
救
荒
書
は
、
江
戸
時
代
に
写

本
や
出
版
と
い
う
か
た
ち
で
流
布
し
て
い
き
、
飢
饉
に

遭
っ
た
人
々
が
生
き
延
び
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
民
間
で
の
経
験
知
の
蓄
積
と
救
荒
書
の

刊
行
・
普
及
に
よ
り
、
飢
饉
対
策
の
知
恵
が
広
が
っ

た
。
そ
の
中
で
も
、
森
の
恵
み
で
あ
る
草
木
の
利
用
に

関
す
る
内
容
が
多
く
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
も
、
飢
饉
へ
対
抗
す
る
最
後
の
砦
は
、
森
の
食
料
資

源
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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縄
文
時
代
中
期
以
降
、
日
本
列
島
で
は
定
住
化
が
進

み
、
弥
生
時
代
に
は
水
稲
耕
作
が
開
始
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
列
島
に
自
生
す
る

利
用
」（
村
上
由
美
子
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の

で
詳
細
は
省
く
が
、
図
１
で
は
上
の
ほ
う
の
器
種
（
掘

削
具
、
掘
削
具
柄
、
農
具
、
工
具
・
雑
具
、
容
器
・
食

事
具
）
は
広
葉
樹
の
使
用
比
率
が
高
く
、下
の
狩
猟
具
・

武
具
や
建
築
部
材
は
針
葉
樹
が
大
半
を
占
め
る
。

弥
生
～
古
墳
時
代
の
木
質
資
源
の
地
域
間
流
通

その10

公
益
財
団
法
人 

愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
　
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
主
任
専
門
員
　
樋
上 

昇

特
に
鍬
や
鋤
な
ど
の
掘
削
具
に
は
重
く
て
堅
い
ア
カ

ガ
シ
亜
属
・
ク
ヌ
ギ
節
・
コ
ナ
ラ
節
を
多
く
用
い
る
。

弥
生
時
代
集
落
の
立
地
と
木
質
資
源
の
流
通

弥
生
時
代
の
人
々
は
多
く
の
場
合
、
前
述
の
よ
う
な

木
材
、
な
か
で
も
身
幅
が
20
㌢
㍍
以
上
の
鍬
を
「
８
分

の
１
分
割
材
」
か
ら
柾
目
（
図
２
を
参
照
）
で
採
る
た

め
に
、
直
径
60
㌢
以
上
の
ア
カ
ガ
シ
亜
属
大た
い

径け
い

木
を
入

樹
木
は
木
の
性
質
に
応
じ
て
様
々
な
生
活
物
資
＝
木
製

品
へ
と
姿
を
変
え
ら
れ
た
。

弥
生
時
代
、
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
は
周
辺
に
自
生
す

る
樹
木
で
日
常
的
に
使
う
木
製
品
を
賄ま
か
なえ
た
が
、
な
か

に
は
周
辺
に
有
用
な
樹
木
が
自
生
し
て
い
な
い
地
域
も

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
住
む
人
々
は
、
山
間
部

～
丘
陵
近
く
の
集
落
と
繋
が
り
を
も
ち
、
主
に
河
川
を

利
用
し
て
必
要
な
木
質
資
源
を
入
手
し
た
。

古
墳
時
代
に
は
使
用
樹
種
の
大
半
が
針
葉
樹
と
な

り
、
山
間
部
で
製
材
・
加
工
し
た
木
質
資
源
を
沖
積
低

地
へ
運
ぶ
た
め
の
大
規
模
な
流
通
網
が
整
備
さ
れ
た
。

弥
生
人
が
好
ん
で
用
い
た
樹
種

図
１
は
愛
知
県
清
須
市
・
名
古
屋
市
西
区
に
所
在
す

る
朝あ
さ

日ひ

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳

時
代
中
期
に
か
け
て
の
木
製
品
を
用
途
ご
と
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
使
用
さ
れ
た
樹
種
の
割
合
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
（
１
）。

樹
種
と
木
製
品
の
用
途
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、

本
特
集
そ
の
６
「
遺
跡
出
土
の
生
活
用
具
で
探
る
木
材

スギ

図１　愛知県 朝日遺跡出土木製品の機種別 樹種組成グラフ（文献１を改変、グラフ
中央の太線より左が針葉樹で右が広葉樹を示す　図４・５も同様）

樹皮

放射組織
（射出線）木口面

柾目面

年輪

板目面

形成層

春材
（早材）

秋材
（晩材）

図２　柾目と板目（文献１より引用）

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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手
し
や
す
い
台
地
や
丘
陵
の
縁
辺
か
ら
２
～
３
㌔
㍍
以

内
の
距
離
で
、
な
お
か
つ
水
稲
耕
作
が
容
易
な
沖
積
平

野
の
微
高
地
上
に
集
落
を
構
え
た
。

た
だ
し
日
本
列
島
を
見
渡
す
と
、
い
く
つ
か
例
外
と

な
る
地
域
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
が
濃
尾
平
野

で
あ
る
。
現
在
の
濃
尾
平
野
は
東
西
約
30
㌔
、
南
北
約

40
㌔
の
広
大
な
沖
積
平
野
だ
が
、
弥
生
時
代
前
期
の
海

岸
線
は
木
曽
三
川
の
河
川
活
動
に
よ
っ
て
陸
地
化
が
進

ん
だ
現
在
の
海
岸
線
よ
り
20
㌔
ほ
ど
内
陸
に
位
置
し
、

そ
の
南
に
は
干
潟
が
広
が
っ
て
い
た
。

朝
日
遺
跡
は
、
こ
の
濃
尾
平
野
の
南
東
部
に
位
置
す

る
東
日
本
最
大
の
弥
生
時
代
集
落
で
あ
る
。
弥
生
時
代

前
期
（
紀
元
前
６
～
５
世
紀
頃
）
か
ら
人
が
住
み
始
め
、

古
墳
時
代
中
期
（
紀
元
５
世
紀
頃
）
ま
で
継
続
す
る
。

そ
の
立
地
は
か
つ
て
の
海
岸
線
に
近
い
（
図
３
）。

濃
尾
平
野
は
縄
文
時
代
後
期
ま
で
木
曽
川
の
河
川
活

動
が
活
発
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
海
側
の
沖
積
平
野
の

よ
う
に
ス
ギ
な
ど
の
大
径
木
が
育
つ
だ
け
の
時
間
的
・

空
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
か
、
朝
日
遺
跡

で
は
弥
生
時
代
中
期
前
葉
（
紀
元
前
４
世
紀
頃
）
か
ら

マ
ツ
属
や
ヤ
ナ
ギ
属
を
一
定
数
用
い
て
い
る
（
図
４
）。

花
粉
や
大
型
植
物
遺
存
体
の
分
析
結
果
か
ら
も
、
濃
尾

平
野
低
地
部
に
人
が
定
着
し
始
め
た
頃
は
草
本
類
が
主

体
で
、
そ
こ
に
マ
ツ
属
や
ヤ
ナ
ギ
属
な
ど
が
ま
ば
ら
に

生
え
る
よ
う
な
植
生
で
あ
っ
た
ら
し
い
（
２
）。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
貧
相
な
植
生
の
み
で
は
、

１
０
０
０
年
近
く
同
じ
場
所
に
巨
大
集
落
を
営
み
続
け図４　愛知県 朝日遺跡出土木製品の時期別 樹種組成変遷グラフ（文献１を改変）

図３　濃尾平野周辺地域における木材生産地と消費地の関係（S=1:500,000　地図はスーパー地形
を利用）
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水
稲
耕
作
が
開
始
さ
れ
た
弥
生
時
代
前
期
に
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
可
能
性
が
高
い
。

広
葉
樹
か
ら
針
葉
樹
へ
～
木
質
資
源
外
部
依
存
体
制
の
確
立

次
に
、
西
三
河
の
矢や

作は
ぎ

川が
わ

右
岸
に
位
置
す
る
愛
知
県

安
城
市
鹿か

乗の
り

川が
わ

流
域
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
木
質
資
源

の
樹
種
組
成
を
見
て
み
る
（
図
５
）。

こ
こ
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
葉
～
後
期
前
半
（
紀

元
前
１
世
紀
～
紀
元
１
世
紀
頃
）
か
ら
中
世
に
至
る
多

量
の
木
製
品
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
時
期
ご
と

に
見
て
い
く
と
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
ヒ
ノ
キ
科
の

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
恐
ら
く
日
々
の
燃
料
材
や
竪
穴

建
物
の
建
築
材
な
ど
に
用
い
る
ク
ヌ
ギ
節
・
コ
ナ
ラ
節
・

マ
キ
属
な
ど
の
中
・
小
径
木
を
主
体
と
す
る
林
（
里
山

的
な
植
生
）
を
人
為
的
に
集
落
の
周
辺
に
創
り
出
し
、

定
期
的
に
伐
採
す
る
こ
と
で
、
萌ぼ
う

芽が

更
新
に
よ
り
長
期

的
に
こ
れ
を
維
持
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」　

濃
尾
平
野
東
部
の
春
日
井

台
地
上
に
位
置
す
る
春
日
井
市
勝か
ち

川が
わ

遺
跡
で
は
、
ア
カ

ガ
シ
亜
属
の
原
木
・
分
割
材
・
鍬
の
未
成
品
な
ど
が
斧

柄
と
と
も
に
多
数
出
土
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
ア
カ
ガ

シ
亜
属
を
主
体
と
す
る
常
緑
広
葉
樹
の
伐
採
・
分
割
・

加
工
が
一
貫
し
て
行
わ
れ
て
い
た
（
３
）。
こ
の
勝
川

遺
跡
が
立
地
す
る
尾
張
東
部
の
春
日
井
台
地
か
ら
北
西

方
向
に
か
け
て
の
丘
陵
部
は
、
半
径
20
キ
ロ
ほ
ど
の
円

弧
を
描
い
て
濃
尾
平
野
低
地
部
を
囲
ん
で
い
る
。
こ
の

半
径
20
㌔
の
円
弧
の
エ
リ
ア
が
ア
カ
ガ
シ
亜
属
な
ど
常

緑
広
葉
樹
の
分
割
材
を
濃
尾
平
野
低
地
部
に
供
給
す
る

「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た
ら
し

い
（
図
３
）。

「
木
材
経
由
エ
リ
ア
」　
「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」
と
、

濃
尾
平
野
低
地
部
の
ア
カ
ガ
シ
亜
属
大
径
木
は
自
生
し

な
い
が
、
そ
の
分
割
材
を
入
手
し
て
木
製
品
生
産
を

行
っ
て
い
た
「
木
材
消
費
エ
リ
ア
」
は
直
線
距
離
で
10

～
20
㌔
離
れ
て
お
り
、
そ
の
中
間
に
は
木
曽
川
扇
状
地

扇
端
部
の
主
要
河
川
（
か
つ
て
の
木
曽
川
の
本
流
筋
）

ご
と
に
複
数
の
遺
跡
が
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
群

は
、
丘
陵
～
台
地
上
の
「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」
の
集

落
群
と
沖
積
低
地
の
「
木
材
消
費
エ
リ
ア
」
を
河
川
で

繋
ぎ
、
製
材
済
み
の
木
質
資
源
を
平
野
全
域
に
行
き
渡

ら
せ
る
「
木
材
経
由
エ
リ
ア
」
と
し
て
機
能
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。

「
針
葉
樹
大
径
木
調
達
エ
リ
ア
」　
「
カ
シ
類
調
達
エ

リ
ア
」
の
更
に
外
縁
部
の
山
地
に
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

科
・
コ
ウ
ヤ
マ
キ
・
モ
ミ
属
な
ど
針
葉
樹
大
径
木
を
調

達
す
る
た
め
の
エ
リ
ア
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
朝
日

遺
跡
の
樹
種
組
成
変
遷
グ
ラ
フ
（
図
４
）
の
ス
ギ
と
ヒ

ノ
キ
科
の
割
合
を
見
る
と
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉
か
ら

後
葉
ま
で
は
ス
ギ
が
多
い
の
に
対
し
、
弥
生
時
代
後
期

以
降
は
ヒ
ノ
キ
科
が
卓
越
す
る
よ
う
に
な
る
。こ
れ
は
、

濃
尾
平
野
周
辺
の
山
地
の
低
地
部
寄
り
に
自
生
し
て
い

た
ス
ギ
の
伐
採
が
進
行
し
て
枯
渇
し
た
た
め
に
、
よ
り

奥
地
の
ヒ
ノ
キ
科
へ
と
伐
採
の
対
象
が
変
わ
っ
て
い
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
墓
の
木も
っ

棺か
ん

材
で
あ
る
コ
ウ
ヤ
マ
キ

図５　愛知県 鹿乗川流域遺跡群出土木製品の時期別 樹種組成変遷グラフ（文献１を改変）

使
用
が
増
え
て
い
き
、特
に
古
代
・

中
世
で
は
全
樹
種
の
お
よ
そ
８
割

を
ヒ
ノ
キ
科
が
占
め
る
に
至
る
。

こ
の
遺
跡
群
は
碧へ
き

海か
い

台
地
と
呼

ば
れ
る
台
地
に
接
し
て
お
り
、
そ

こ
に
は
木
質
資
源
が
豊
富
に
あ
っ

た
。
そ
の
碧
海
台
地
上
の
自
然
植

生
に
近
い
の
が
図
５
の
グ
ラ
フ
の

最
も
上
の
自
然
木
サ
ン
プ
ル
（
遺

跡
か
ら
出
土
す
る
木
材
の
う
ち
、

ほ
と
ん
ど
人
為
的
な
加
工
痕
跡
の

認
め
ら
れ
な
い
木
片
）
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
コ
ナ
ラ
節
・
ク

リ
・
ク
ヌ
ギ
節
を
主
体
と
す
る
二

次
林
（
里
山
）
的
植
生
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

弥
生
時
代
中
期
後
葉
～
後
期
前

半
と
弥
生
時
代
後
期
後
半
～
古
墳

時
代
前
期
（
紀
元
２
～
４
世
紀

や
、
楯
に
使
う
モ
ミ
属
も
、
こ
の

エ
リ
ア
に
群
生
し
て
い
た
と
想
定

で
き
る
。

濃
尾
平
野
低
地
部
で
は
弥
生
時

代
前
期
に
遡
る
木
製
品
の
出
土
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
前
述
の
よ
う

に
木
曽
三
川
の
河
川
活
動
が
落
ち

着
く
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
の
時
間

的
経
過
が
短
い
た
め
、
沖
積
低
地

の
植
生
は
弥
生
時
代
前
期
以
降
、

こ
の
地
に
定
着
し
た
人
々
が
人
為

的
に
里
山
的
植
生
を
創
り
出
す
ま

で
は
、
基
本
的
に
草
本
類
が
主
体

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
「
針
葉
樹
大
径
木
調
達
エ
リ

ア
」・「
カ
シ
類
調
達
エ
リ
ア
」・「
木

材
経
由
エ
リ
ア
」・「
木
材
消
費
エ

リ
ア
」
と
い
う
同
心
円
状
の
集
落

間
分
業
の
始
ま
り
は
、
こ
の
地
で
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頃
）
の
樹
種
組
成
も
ま
た
こ
れ
に
近
く
、
そ
こ
に
ス
ギ

と
ヒ
ノ
キ
科
が
若
干
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に

は
碧
海
台
地
の
植
生
に
頼
り
つ
つ
、
外
部
（
矢
作
川
上

流
か
？
）
か
ら
針
葉
樹
材
を
入
手
し
て
い
た
よ
う
だ
。

そ
れ
が
大
き
く
変
わ
る
の
が
古
代（
８
～
９
世
紀
頃
）

で
、
こ
れ
以
降
は
周
辺
植
生
と
関
わ
り
の
な
い
、
完
全

に
外
部
に
依
存
し
た
樹
種
組
成
と
な
る
。

同
じ
こ
と
は
、
奈
良
県
北
東
部
の
奈
良
盆
地
東
辺
地

域
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
弥
生
時
代
に
は
、
磯し

城き

郡ぐ
ん

田た

原わ
ら

本も
と

町ち
ょ
うの
唐か
ら

古こ

・
鍵か
ぎ

遺
跡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
奈

良
盆
地
の
沖
積
低
地
に
立
地
す
る
集
落
の
木
製
品
は
、

基
本
的
に
集
落
周
辺
の
木
質
資
源
で
賄
え
て
い
た
。

し
か
し
、
古
墳
時
代
（
特
に
中
期
）
以
降
、
掘
削
具

に
は
鉄
製
の
刃
先
が
装
着
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
木
部

の
損
耗
が
無
く
な
る
た
め
か
、
ア
カ
ガ
シ
亜
属
を
用
い

た
掘
削
具
の
出
土
量
じ
た
い
が
大
き
く
減
少
す
る
。
更

に
、
沖
積
低
地
の
遺
跡
か
ら
は
木
製
品
の
伐
採
・
加
工

に
用
い
る
斧
柄
の
出
土
例
も
少
な
く
な
る
。

そ
の
結
果
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
木
製
品
全
般
に
お

け
る
広
葉
樹
の
使
用
比
率
が
著
し
く
減
少
し
、
そ
の
大

半
を
ヒ
ノ
キ
科
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が
占
め
る
よ
う
に
な

る
。
ヒ
ノ
キ
科
は
主
と
し
て
武
器
・
祭
祀
具
・
建
築
部

材
な
ど
に
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
専
ら
古
墳
の
木
棺
材
に
使

用
さ
れ
て
い
た
。

《
注
》

図
３
・
６
の
地
図
に
は
ス
ー
パ
ー
地
形
（https://w

w
w
.kashm

ir3d.
com
/online/superdem

app/

）
を
用
い
て
い
る
。

《
引
用
文
献
》

（
１
）
樋
上　

昇
（
２
０
１
６
）『
樹
木
と
暮
ら
す
古
代
人
―
木
製

品
が
語
る
弥
生
・
古
墳
時
代
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

４
３
４　

吉
川
弘
文
館

（
２
）
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
２
０
０
７
）『
朝
日
遺
跡
Ⅶ
』

（
３
）
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
１
９
９
２
）『
勝
川
遺
跡
Ⅳ
』

（
４
）
青
柳
泰
介
・
福
田
さ
よ
子
（
２
０
１
９
）「
大
和
の
古
墳
時
代

木
材
生
産
地
の
様
相
―
大
和
高
原
奈
良
市
田
原
地
区
の
木
製

残
材
の
分
析
か
ら
―
」
鈴
木
裕
明
編
『
古
墳
時
代
王
権
中
枢

の
木
材
利
用
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
平
成
26
～
30
年
度
科

学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｂ　

研
究
成
果
報
告
書

こ
れ
ら
ヒ
ノ
キ
科
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ
は
濃
尾
平
野
低
地

部
と
同
様
、
奈
良
盆
地
内
に
は
自
生
し
て
お
ら
ず
、
必

然
的
に
外
部
地
域
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。

青
柳
泰
介
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
奈
良
盆
地
東
辺
の

山
間
部
が
こ
れ
ら
の
木
材
の
伐
採
・
加
工
地
だ
っ
た
よ

う
で
、
こ
の
山
間
部
エ
リ
ア
の
小
盆
地
内
に
立
地
す
る

遺
跡
か
ら
は
、
例
外
な
く
木
材
加
工
場
の
痕
跡
と
み
ら

れ
る
ヒ
ノ
キ
科
や
コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
端は

材ざ
い

が
大
量
に

出
土
す
る
（
４
）。

こ
の
こ
と
は
古
代
～
中
世
の
様
々
な
文
書
か
ら
も
裏

付
け
ら
れ
、
奈
良
時
代
の
『
正
し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

文も
ん

書じ
ょ

』
に
は
「
山や
ま

作つ
く
り

所ど
こ
ろ」
と
し
て
登
場
す
る
。
古
墳
時
代
初
頭
（
紀
元

木材

消費地
(木器

ワニ

２
～
３
世
紀
頃
）
に
形
成
さ
れ
た
奈
良
盆
地
東
辺

の
山
間
部
～
木
津
川
～
奈
良
盆
地
と
い
う
木
質
資

源
の
流
通
ル
ー
ト
は
、
飛
鳥
時
代
後
期
の
藤ふ
じ

原わ
ら

宮き
ゅ
う、
更
に
は
奈
良
時
代
の
平へ
い

城じ
ょ
う

宮き
ゅ
う・
京
や
大
寺

院
の
造
営
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
そ
の
後
、

中
世
に
至
る
ま
で
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
（
図
５
）。

図６　奈良盆地東辺地域における木材生産地と消費地の関係（S=1:200,000　文献
４をスーパー地形にて改変）
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森
林
資
源
の
多
様
性

列
島
の
近
世
は
、
木
を
伐
っ
て
使
う
時
代
か
ら
、
木

を
保
護
し
育
て
る
時
代
へ
と
変
化
し
た
時
代
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
18
世
紀
、
列
島
各
地
に
人
工
造

林
（
植
林
）
が
伝
播
す
る
こ
と
で
、
林
業
地
帯
へ
と
展

開
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
当
然
な
が
ら
、
列
島
の
山
の
す
べ
て
が
植
林
で
覆

い
尽
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
植
林
の
進
展
は
、
幕

府
や
藩
の
植
林
政
策
の
度
合
い
や
、材
木
の
流
通
条
件
、

そ
し
て
山
里
に
暮
ら
す
人
び
と
の
動

向
な
ど
、
地
域
の
特
徴
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
地
域
的
な
偏
差
が

大
き
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
近
世
の
森
林
資
源
と
そ

の
流
通
を
考
え
る
場
合
、
木
材
の
み

な
ら
ず
、
様
々
な
山
の
産
物
に
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

で
は
、
山
に
は
、
ど
ん
な
産
物
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
幕

末
期
に
作
ら
れ
た
「
御
国
産
名
物
見み

立た
て

相
撲
」（
徳
島
県
立
博
物
館
所
蔵
）

と
い
う
一
枚
の
見
立
番
付
が
あ
る

（
図
１
）。
阿
波
国
で
「
名
物
」
と
捉

え
ら
れ
た
、
領
内
各
地
の
産
物
や
、
個
々
の
店
の
売
物
・

食
物
な
ど
１
０
４
点
を
、
相
撲
番
付
に
見
立
て
て
記
し

た
〝
産
物
ラ
ン
キ
ン
グ
〟
で
あ
る
。
も
と
よ
り
発
行
者

（
徳
島
城
下
町
商
人
）
の
主
観
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

が
、
参
考
に
は
な
る
。
中
央
下
「
勧
進
元
・
差
添
・
惣

後
見
」
の
欄
に
は
阿
波
の
中
心
的
な
産
物
で
あ
る
「
北き
た

方が
た

藍
玉
」「
撫む

養や

塩
」「
白
黒
砂
糖
」
が
み
ら
れ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
、
材
木
・
薪し
ん

炭た
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
紙
・
太た

布ふ

（
楮こ
う
ぞ

等
の
繊
維
を
糸
に
し
て
織
り
上
げ
た
布
地
）・
茶
・

椎
茸
や
、
鉱
物
資
源
で
あ
る
正
し
ょ
う

石
灰
・
角か
ど

石い
し

（
火
打
ち

は
、
山
里
の
森
林
資
源
が
、
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
他
地

域
に
む
け
、
ど
の
よ
う
に
流
通
し
て
い
っ
た
の
か
、
森
林

資
源
の
モ
ノ
の
特
性
、
流
通
手
段
と
担
い
手
、
そ
し
て
藩

に
よ
る
支
配
の
三
点
に
着
目
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

那
賀
川
上
流
域
の
産
物
生
産

今
回
と
り
あ
げ
る
の
は
、
阿

波
・
淡
路
を
領
国
と
す
る
徳
島
藩

（
25
万
７
０
０
０
石
）
の
中
で
、
多

く
の
森
林
資
源
を
産
出
し
た
那
賀
川

上
流
域
で
あ
る
（
図
２
）。
こ
の
一

帯
は
さ
ら
に
、
最
上
流
の
Ａ
・
木き

頭と
う

上
山
、
Ｂ
・
木
頭
下
山
と
も
呼
ば
れ

る
平ひ
ら

谷だ
に

・
古ふ
る

屋や

村
、
Ｃ
・
仁に

宇う

谷だ
に

、

そ
れ
か
ら
Ｄ
・
支
流
の
仁
宇
谷
北き
た

俣ま
た

筋す
じ

の
、
四
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
で
き

る
。
19
世
紀
末
に
こ
の
一
帯
は
「
木

頭
林
業
地
帯
」
と
な
っ
て
い
く
が
、

18
世
紀
～
19
世
紀
中
頃
ま
で
は
、
全

体
と
し
て
は
「
切き
り

畑は
た

」
と
し
て
検
地

近
世
阿
波
の
森
林
資
源
と
流
通

その11

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
　
学
校
教
育
研
究
科　

町
田 

哲

石
）
な
ど
、
山
の
資
源
を
も
と
に
し
た
産
物
が
一
定
の
割

合
を
占
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
城
下
や
周
辺
農
村

の
人
び
と
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
多
様
な
山

の
産
物
は
、
不
可
欠
な
商
品
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか

図１　御国産名物見立相撲（幕末期）徳島県立博物館所蔵
東ノ方・前頭に、上

かみ

郡
ごおり

万
よろず

薪
まき

、郡
こお

里
ざと

･ 祖
い

谷
や

･ 山
やま

城
しろ

莨
たばこ

、
木頭山煎茶、祖谷山材木、木頭山太

た

布
ふ

（以上、右１段目）、
半田木挽細工物（右２段）が、西ノ方前頭に、水

す

井
い

村
正石灰、大田井角石（左１段）、木頭山椎茸、拝

はい

宮
ぎゅう

村
むら

中折漉（左２段）がみえる。
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帳
に
登
録
さ
れ
た
山
で
の
焼や
き

畑は
た

と
、
植
林
と
が
併
存
し

て
お
り
、「
焼
畑
か
ら
植
林
へ
の
移
行
期
」
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
う
ち
Ａ
・
Ｂ
エ
リ
ア
で
は
、寛
政
４（
１
７
９
２
）

年
に
藩
が
那
賀
川
流
域
に
出
し
た
植
林
推
進
策
―
杉
苗

を
３
０
０
０
本
植
え
、
１
％
の
30
本
分
は
藩
の
用
木
と

し
、
残
り
は
植
林
し
た
者
が
確
保
で
き
る
―
を
導
入
し

て
以
降
、
地
元
百
姓
に
よ
る
（
焼
畑
後
の
山
へ
の
）
植

林
が
急
速
に
進
み
、
約
30
年
後
に
は
21
万
６
０
０
０

本
余
り
の
植
林
が
実
現
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
量

の
材
木
や
板
を
産
出
し
て「
山や
ま

筏い
か
だ

」や「
管く
だ

流な
が
し

」（
一

本
流
）
に
て
下
し
、
い
っ
た
ん
「
谷た
に

口ぐ
ち

土ど

場ば

」
に
集

積
し
、「
里さ
と

筏い
か
だ

」（
約
４
㍍
×
幅
２
㍍
の
筏
を
六
つ

連
結
し
て
筏
一
艘
分
）
に
し
て
、
中な
か

島し
ま

浦う
ら

な
ど
河
口

域
ま
で
流
送
し
た
。「
木
頭
林
業
地
帯
」
へ
の
道
を

リ
ー
ド
し
た
の
が
こ
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。
19
世
紀
前

半
に
は
、
材
木
生
産
は
「
村む
ら
か
た
の
う
る
お
い

方
之
潤
」（
村
落
構
成

員
に
と
っ
て
の
収
入
源
）
で
あ
り
「
永
久
不ふ

易え
き

之
商

売
」（
永
久
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
商
売
）
と
見
な

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
た
。

一
方
、
Ｃ
・
Ｄ
エ
リ
ア
で
は
、
植
林
は
一
部
で

始
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
「
切
畑
」

で
の
焼
畑
耕
作
と
そ
の
休
閑
期
を
利
用
し
た
生
業

が
中
心
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に
焼
畑
は
、
稗ひ
え

・
粟あ
わ

・

蕎そ

麦ば

な
ど
の
諸
穀
物
を
栽
培
す
る
農
法
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
共
同
利
用
と

は
限
ら
ず
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
形
態
を
持
っ

て
い
た
。
例
え
ば
、こ
の
地
域
で
は
、広
大
な「
切
畑
」

を
所
持
し
て
い
た
の
は
同
族
団
（「
株
」）
の
本
家

筋
の
家
に
限
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
分
家
は
、
本
家

筋
の
持
つ
「
切
畑
」
に
依
存
し
て
こ
れ
を
利
用
し

て
い
た
。
本
家
の
差
配
の
も
と
、
分
家
が
家
単
位
で
、

山（「
切
畑
」）の
一
定
区
画
を
伐
り
払
い
、焼
い
た
上
で
、

稗
を
蒔
き
、
翌
年
は
粟
、
次
は
蕎
麦
と
、
栽
培
す
る
穀

物
を
変
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
４
～
５
年
で
「
疲つ
か
れ

地ち

」

と
な
り
作
物
が
出
来
に
く
く
な
る
た
め
、同
じ
「
切
畑
」

山
の
中
の
別
区
画
へ
と
場
所
を
転
々
と
移
し
て
い
き
、

自
ら
消
費
す
る
た
め
の
雑
穀
の
栽
培
を
繰
り
返
し
た
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
焼
畑
跡
地
（
休
閑
期
）
の
利
用

は
、
山
里
の
森
林
資
源
が
、
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
他
地

域
に
む
け
、
ど
の
よ
う
に
流
通
し
て
い
っ
た
の
か
、
森
林

資
源
の
モ
ノ
の
特
性
、
流
通
手
段
と
担
い
手
、
そ
し
て
藩

に
よ
る
支
配
の
三
点
に
着
目
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

那
賀
川
上
流
域
の
産
物
生
産

今
回
と
り
あ
げ
る
の
は
、
阿

波
・
淡
路
を
領
国
と
す
る
徳
島
藩

（
25
万
７
０
０
０
石
）
の
中
で
、
多

く
の
森
林
資
源
を
産
出
し
た
那
賀
川

上
流
域
で
あ
る
（
図
２
）。
こ
の
一

帯
は
さ
ら
に
、
最
上
流
の
Ａ
・
木き

頭と
う

上
山
、
Ｂ
・
木
頭
下
山
と
も
呼
ば
れ

る
平ひ
ら

谷だ
に

・
古ふ
る

屋や

村
、
Ｃ
・
仁に

宇う

谷だ
に

、

そ
れ
か
ら
Ｄ
・
支
流
の
仁
宇
谷
北き
た

俣ま
た

筋す
じ

の
、
四
つ
の
エ
リ
ア
に
区
分
で
き

る
。
19
世
紀
末
に
こ
の
一
帯
は
「
木

頭
林
業
地
帯
」
と
な
っ
て
い
く
が
、

18
世
紀
～
19
世
紀
中
頃
ま
で
は
、
全

体
と
し
て
は
「
切き
り

畑は
た

」
と
し
て
検
地

で
あ
る
。
焼
畑
跡
地
で
は
、
20
年
も
経
て
ば
低
木
や
雑

木
が
生
え
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
、
薪ま
き

や
炭
と
し
て
貴
重

な
燃
料
源
と
な
っ
た
。

焼
畑
跡
地
で
は
、
山
茶
や
、
和
紙
の
原
料
と
な
る
楮

を
栽
培
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
山
茶
を
も
と
に
「
ヨ
レ

茶
」と
呼
ば
れ
た
後
発
酵
茶（
現
在
の「
阿
波
晩
茶
」）や
、

「
イ
リ
茶
」と
呼
ば
れ
た
釜か
ま

煎い
り

茶
が
生
産
さ
れ
た
。一
方
、

時
期
は
前
後
す
る
が
、
紙か
み

漉す
き

の
製
法
が
吉
野
川
中
流
の

麻お

植え

郡
川
田
村
か
ら
Ｄ
エ
リ
ア
に
伝
来
し
た
の
は
18
世

紀
前
半
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
19
世
紀
に
入
り
紙
生
産

が
急
速
に
活
発
化
し
、
19
世
紀
前
半
に
は
村
人
の
４
割

を
紙
漉
人
が
占
め
る
村
も
出
て
く
る
。
こ
う
し
た
紙
の

原
料
と
な
る
楮
を
栽
培
し
た
場
所
は
、
畠
の
み
な
ら
ず

焼
畑
休
閑
地
と
な
っ
た
「
切
畑
」
に
も
広
が
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
18
世
紀
末
に
は
、
こ
う
し
た
雑
木
山
で
の
椎

茸
生
産
が
一
挙
に
広
ま
っ
た
。
椎
茸
作
人
は
、「
切
畑
」

や
「
取
山
」
と
称
す
る
山
を
個
人
で
所
持
す
る
者
か
ら
、

そ
の
木
を
伐
採
し
利
用
す
る
権
利
を
確
保
し
、
椎
茸
用

の
ほ
だ
木
を
切
り
出
し
、
日
雇
人
ら
を
雇
用
し
て
、
生

産
に
力
を
注
い
だ
。
こ
の
段
階
の
椎
茸
生
産
は
、
現
在

の
よ
う
な
種
駒
に
よ
る
「
人
工
接
種
」
と
は
異
な
り
、

ク
ヌ
ギ
な
ど
の
雑
木
の
原
木
に
傷
を
つ
け
、
そ
こ
に
偶

然
つ
く
天
然
胞
子
に
依
存
し
た
「
半
栽
培
」
で
、
技
術

的
に
は
低
位
で
あ
っ
た
が
、
山
代
銀
・
日
雇
賃
さ
え
確

保
で
き
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
。こ
う
し
て
、山（「
切
畑
」）

は
、
自
給
自
足
の
た
め
の
焼
畑
耕
作
の
場
に
と
ど
ま
ら

ず
、
他
の
周
辺
地
域
に
販
売
し
て
い
く
多
様
な
産
物
を

生
み
出
す
た
め
の
場
で
あ
っ
た
。

一
方
、
当
該
地
域
で
は
、
年
貢
米
の
生
産
量
も
微
少

で
、
徳
島
城
下
へ
の
輸
送
代
も
高
く
つ
く
こ
と
か
ら
、

早
く
か
ら
年
貢
の
銀
納
が
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

図２　近世阿波・那賀川流域の概略図
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Ｄ
エ
リ
ア
の
他
の
産

物
（
薪
・
炭
・
茶
）
は
、

基
本
的
に
高
瀬
船
で
河

口
の
中
島
浦
等
に
運
ば

れ
て
い
た
。
二
人
乗
り

の
高
瀬
船
（
図
３
）
で

急
流
を
下
り
、
帰
り
は

山
に
無
い
塩
を
積
み
綱

で
引
き
上
げ
て
上
流
に

向
か
っ
た
。
し
か
し
、

谷
口
土
場
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
瀬
船
は
中
流

の
小
浜
村
・
桜
谷
村
・

音
谷
村
（
小
川
原
）
ま
で
し
か
遡
上
で
き
な
い
。
し
た

が
っ
て
、上
流
の
諸
産
物
を
産
出
し
よ
う
と
し
た
場
合
、

こ
れ
ら
の
地
点
の
荷に

宿や
ど

（
後
述
）
ま
で
、
駄だ

賃ち
ん

稼か
せ
ぎ

と

称
す
る
陸
送
に
依
拠
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
「
ヨ
レ
茶
」
１
本
（
22
・
５
㌔
㌘
＝
24
斤
）

の
値
段
の
内
訳
を
み
て
み
よ
う
（
図
４
）。
値
段
の
う

ち
品
物
の
代
銀
は
73
％
に
相
当
す
る
。
残
り
が
流
通
経

費
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
高
瀬
船
の
運
賃
は
銀
６
分
で
あ

る
の
に
対
し
、
駄
賃
は
銀
１
匁
４
分
と
、
倍
以
上
に
嵩

む
。
し
か
も
、
駄
賃
は
距
離
が
長
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
高

く
な
る
。
そ
の
た
め
、
小こ

浜は
ま

・
桜さ
く
ら

谷だ
に

・
音お
ん

谷だ
に

と
い
っ

た
高
瀬
船
流
通
の
拠
点
か
ら
遠
い
村
々
で
は
、
た
と
え

薪
炭
や
茶
を
生
産
し
た
と
し
て
も
、
駄
賃
費
用
が
嵩
む

た
め
に
、
産
物
を
産
出
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
密

か
に
山
を
越
え
て
他
郡
に
持
ち
出
し
て
銀
子
を
獲
得
し

よ
う
と
す
る
事
例
も
頻
発
し
た
。
産
物
の
生
産
は
、
流

路
の
確
保
如
何
や
、
舟
津
か
ら
の
距
離
に
比
例
し
て
駄

賃
費
用
が
高
下
す
る
と
い
う
流
通
条
件
に
よ
っ
て
も
規

銀
納
す
る
た
め
に
は
貨
幣
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
山
か
ら
複
数
の
産
物
を
生
み
出
し
、
い
く

つ
か
商
品
流
通
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
つ
こ
と
で
、
貨
幣

獲
得
の
機
会
を
得
て
い
た
。
産
物
流
通
に
よ
る
代
銀
が

必
須
と
な
る
経
済
構
造
が
、
山
里
に
も
存
在
し
た
の
で

あ
る
。

支
配
や
流
通
条
件
に
規
定
さ
れ
た
産
物

た
だ
し
、
実
際
の
産
物
流
通
の
あ
り
方
は
、
モ
ノ
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
以
下
で
は
Ｄ
・
仁
宇
谷
北
俣

筋
に
絞
っ
て
み
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
楮
か
ら
作
ら
れ
た

紙
に
つ
い
て
は
、
徳
島
藩
が
宝
永
３
（
１
７
０
６
）
年

に
専
売
制
を
導
入
し
て
い
た
。
藩
は
、
領
内
生
産
者
を

把
握
し
た
上
で
、
紙
代
銀
を
前
貸
し
て
独
占
的
に
漉
紙

を
買
い
取
り
、
そ
の
す
べ
て
を
城
下
町
徳
島
の
紙
御
蔵

に
収
納
し
た
。
そ
の
漉
紙
を
上
方
で
販
売
し
、
利
益
を

確
保
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
料
と
な

る
楮
の
不
足
に
よ
る
楮
調
達
値
段
の
高
さ
と
、
藩
に
よ

る
紙
買
取
値
段
の
安
さ
と
の
板
挟
み
の
な
か
、
一
部
の

紙
漉
人
ら
は
藩
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ
て
、
藩
が
認
め
な

い
紙
買
取
商
人
に
密
か
に
販
売
し
よ
う
と
し
た
。
藩
側

は
、
こ
う
し
た
「
抜ぬ
け

荷に

」
を
取
り
締
ま
ろ
う
と
流
通
統

制
を
強
化
し
、
各
地
の
庄
屋
に
「
諸
紙
調
と
と
の
え

人に
ん

」
と
い

う
肩
書
を
与
え
、
統
制
し
よ
う
と
し
た
。
Ｄ
エ
リ
ア
の

漉
紙
は
、
藩
に
よ
る
流
通
統
制
の
も
と
、
川
を
利
用
し

て
積
み
下
す
の
で
は
な
く
、
山
越
え
し
て
勝
浦
川
上
流

の
「
諸
紙
調
人
」
に
集
荷
さ
れ
て
い
た
。

藩
は
、
盛
ん
に
生
産
さ
れ
始
め
て
い
た
椎
茸
に
も
目

を
付
け
た
。
文
化
９
（
１
８
１
２
）
年
に
「
椎
茸
作
つ
く
り

方か
た

制
道
」
と
称
し
て
、
椎
茸
作
人
か
ら
椎
茸
の
生
産

量
に
応
じ
て
冥み
ょ
う

加が

銀ぎ
ん

を
徴
収
し
、
そ
の
産
出
ル
ー
ト

を
統
制
し
た
。
と
く
に
同
14
（
１
８
１
７
）
年
に
は
徳

島
の
市
中
椎
茸
問
屋
に
す
べ
て
の
椎
茸
を
買
い
上
げ
さ

せ
、
文
政
６
（
１
８
２
３
）
年
か
ら
は
大
坂
天て
ん

満ま

・
富

田
町
に
新
た
に
「
御お

国く
に

椎
茸
定じ
ょ
う

問
屋
」
を
設
置
し
、

産
出
か
ら
市
場
ま
で
を
す
べ
て
統
制
す
る
専
売
制
に
移

行
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
、
以
前
か
ら
産
地
に
仕し

入い
れ

銀ぎ
ん

を
前
貸
し
、
諸
国
か
ら
椎
茸
を
確
保
し
て
き
た
大

坂
乾か
ん

物ぶ
つ

問
屋
か
ら
は
、
大
き
な
反
発
を
招
い
た
。

こ
の
よ
う
に
藩
の
専
売
制
や
、
領
内
の
特
産
物
を
新

た
に
指
定
し
売
り
出
そ
う
と
す
る
藩
の
「
国
産
」
政
策

の
下
に
置
か
れ
た
場
合
、そ
の
産
物
の
生
産
者
た
ち
は
、

販
売
先
や
値
段
の
固
定
を
嫌
い
、
密
か
に
高
く
買
い
取

る
相
手
を
求
め
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た

行
為
は
「
抜
荷
」
と
し
て
藩
に
よ
る
摘
発
の
対
象
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
自
由
な
産
物
販
売
は
叶
わ
ず
、
未
だ

多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
た
。

〇ヨレ茶 1本＝ 6貫目 22.5㌔＝ 24 斤
	 10 匁	0 分	8 厘	 代銀
＋	 1 匁	3 分	 	 駄賃（木頭村～桜谷村）
＋	 	1 分	 	 駄賃（桜谷村～音谷村）
＋	 	 	5 厘	 小川原荷物置場床銭
＋	 	6 分	 	 船運賃
＋	 	4 分	 	 益銀
＋	 	1 分	1 厘	 分一所口銀
＋	 1 匁	2 分	 	 水揚・床内歩懸かり
〆 13 匁 8分 4厘

図４　茶１本あたりの流通経費

流
通
経
費

図３　那賀川の高瀬船（戦前カ）徳島県立文書館所蔵 S200005438
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定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

上
流
と
下
流
を
つ
な
ぐ
担
い
手

で
は
、
山
里
で
生
み
出
さ
れ
た
産
物
は
、
ど
の
よ
う

に
他
地
域
に
流
通
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
薪
炭
の
場
合
、

河
口
の
中
島
浦
（
図
５
）
の
問
屋
に
む
け
て
高
瀬
船
で

運
ば
れ
、
問
屋
の
納
屋
に
一
旦
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
、「
買か
い

人に
ん

」
と
称
す
る
商
人
に
買
い
取
ら
れ
た
（
薪
は
「
買
人
」

が
入
札
）。
問
屋
は
あ
く
ま
で
、
産
地
の
荷
主
と
買
人
と

の
売
買
を
媒
介
す
る
存
在
で
、
荷
物
を
一
時
的
に
保
管

し
、
口こ
う

銭せ
ん

（
手
数
料
）
収
入
を
得
る
こ
と
を
本
分
と
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
中
島
浦
の
「
買
人
」
は
、
問
屋

を
介
し
て
荷
主
か
ら
購
入
し
た
薪
炭
を
、
大
坂
な
ど
か

ら
や
っ
て
く
る
他
国
の
買
付
商
人
に
販
売
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
19
世
紀
前
半
に
は
、
薪
炭
値
段
の
下
落
に

加
え
て
、
買
人
に
よ
る
俵
荷
物
の
規
格
偽
装
、
問
屋
に

よ
る
不
正
決
済
な
ど
に
よ
っ
て
、
品
質
へ
の
信
頼
が
低

下
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
産
物
の
売う
り

捌さ
ば
き

機
能
が
低

下
し
、
荷
主
が
産
物
を
積
み
下
し
て
も
、
代
銀
が
確
保

で
き
な
い
状
態
が
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
流
域
の

組く
み

頭が
し
ら

庄し
ょ
う

屋や

（
他
藩
の
大
庄
屋
に
相
当
す
る
存
在
）
三

人
は
、売
捌
機
能
の
復
活
を
歎
願
し
た
。
こ
れ
を
う
け
、

藩
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
「
仁
宇
谷
産
物
趣し
ゅ

法ほ
う

」
を
導
入
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
藩
が
組
頭
庄
屋
三

人
に
銀
八
〇
貫
目
を
貸
し
付
け
、
組
頭
庄
屋
三
人
の
責

任
で
こ
れ
を
運
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
組
頭
庄
屋
が
各
村
の
村
役
人
を
介
し
て
、
山
方

の
百
姓
ら
に
銀
子
を
貸
し
付
け
、
産
物
を
河
口
の
天
神

原
「
引ひ
き

請う
け

所し
ょ

」（
中
島
浦
の
対
岸
）
に
集
荷
し
、
こ
れ

を
他
国
商
人
に
売
り
捌
く
こ
と
で
貸
付
銀
を
返
済
す
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
の
問
屋
と
は
別
に
、
問

屋
機
能
を
も
つ
「
引
請
所
」
を
上
か
ら
設
定
し
、
売
捌

の
円
滑
化
も
図
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
年
貢
上
納

や
産
物
生
産
の
た
め
に
、
当
座
の
銀
子
を
必
要
と
す
る

山
方
百
姓
に
と
っ
て
、
産
物
趣
法
は
一
見
便
利
な
制
度

の
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
に
は
、
必
ず
し
も
当
初
想

定
し
た
よ
う
に
は
、
こ
と
は
運
ば
な
か
っ
た
。

第
一
に
、
貸
付
銀
は
四
年
後
に
至
っ
て
も
、
大
半
が

回
収
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
来
、
貸
付
銀
を
借
用
し
た
上

流
域
の
生
産
者
は
、
貸
付
銀
に
見
合
う
産
物
を
「
引
請

所
」
に
積
み
下
す
義
務
が
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
よ
り

高
く
販
売
し
よ
う
と
、
産
物
を
別
ル
ー
ト
で
勝
手
に

「
抜
売
」
し
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
上
流
・
中
流

に
存
在
し
た
荷
宿
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
に
は
、

も
と
も
と
自
分
の
資
金
を
も
と
に
、
上
流
域
一
帯
で
産

物
（
炭
・
茶
な
ど
）
を
生
産
者
か
ら
買
い
集
め
た
上
で
、

各
地
に
販
売
す
る
者
が
含
ま
れ
て
い
た
。
高
瀬
船
船
頭

も
、
荷
物
を
輸
送
し
て
そ
の
運
賃
を
得
る
運う
ん

賃ち
ん

積づ
み

に
と

ど
ま
ら
ず
、「
自
分
元
入
荷
物
」（
自
分
の
資
金
で
買
い

集
め
た
荷
物
）
を
仲
買
と
し
て
販
売
す
る
買か
い

積づ
み

を
行
っ

て
い
た
。
こ
う
し
て
産
物
趣
法
で
固
定
さ
れ
た
〈
荷
主

―
引
請
所
〉
と
い
う
ル
ー
ト
で
の
売
捌
を
避
け
、
よ
り

高
く
販
売
し
て
利
益
を
求
め
る
人
び
と
が
、
産
地
に
は

蠢う
ご
め

い
て
い
た
。
第
三
に
「
引
請
所
」
の
失
敗
で
あ
る
。

藩
か
ら
の
貸
付
銀
を
運
用
し
た
が
、
山
方
か
ら
の
荷
物

が
滞
っ
た
こ
と
で
返
済
不
能
に
陥
り
、
多
額
の
負
債
を

抱
え
、
一
八
五
〇
年
に
は
吉
野
川
流
域
の
藍
商
に
交
代

さ
せ
ら
れ
て
い
る
。「
引
請
所
」
に
は
藩
か
ら
の
貸
付

銀
を
返
済
し
、
あ
わ
せ
て
山
方
に
銀
子
を
融
通
す
る
力

量
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
地
域
の
山
か
ら
は
、
他
地
域
に

互
す
る
特
定
の
産
物
が
生
み
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
藩
に
よ
る
支
配
や
、
限
ら
れ
た
流
通
条

件
と
い
っ
た
規
定
性
の
中
で
、
山
か
ら
の
多
様
な
産
物

を
何
と
か
他
地
域
に
流
通
さ
せ
て
現
銀
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
、
産
地
の
人
び
と
の
し
た
た
か
さ
を
、
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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今こ
ん

日に
ち

、
私
た
ち
が
里
山
と
呼
ぶ
空
間
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
、
維
持
管
理
し
て
い
く
か
。
多
く
の
場
合
、
保

全
活
動
の
担
い
手
た
ち
は
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
、
管
理
し
よ
う
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は

と
て
も
見
合
わ
な
い
そ
の
労
力
に
苦
戦
し
て
き
た
。
こ

う
し
た
活
動
の
基
底
に
は
「
里
山
が
地
域
の
農
業
に
の

み
深
く
根
差
し
た
環
境
と
し
て
、
集
落
の
営
み
の
一
部

と
し
て
自
給
自
足
的
な
利
用
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
き

た
」
と
い
う
「
誤
認
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
然
を
収
奪
し
て
き
た
工
業
化
以
前
の
人
間
と
自
然
の

関
係
は
調
和
的
で
あ
っ
た
と
い
う
里
山
へ
の
お
も
い
を

湯
本
貴
和
、
大
住
克
博
両
氏
（
２
０
１
１
年
）
は
「
憧

れ
や
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
」
と
断
ず
る
。

我
々
を
取
り
巻
い
て
い
た
里
山
空
間
は
多
分
に
経
済

的
な
性
格
を
持
っ
て
経
営
さ
れ
た
空
間
な
の
で
あ
る
。

森
林
の
権
利
は
複
雑
で
あ
り
、
そ
こ
を
ど
う
使
う
の
か

と
い
う
管
理
権
は
複
雑
な
歴
史
と
駆
け
引
き
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
た
。と
く
に
古
く
か
ら
荘
園
と
し
て
営
ま
れ
、

武
家
、
朝
廷
や
貴
族
及
び
社
寺
、
そ
し
て
問
屋
な
ど
商

人
と
い
っ
た
利
権
が
複
雑
に
絡
み
合
う
近
畿
に
お
い
て

は
一
筋
縄
で
の
理
解
が
及
ば
な
い
。
住
民
は
古
く
か
ら

の
権
利
を
時
に
都
合
よ
く
持
ち
出
し
、
上
訴
な
ど
を
し

て
、
領
域
内
で
の
山
林
の
利
用
権
を
固
め
る
。
そ
う
し

た
中
で
立
ち
木
に
関
す
る
権
利
、
柴し
ば

や
草
に
関
す
る
権

利
、
火
を
使
う
権
利
、
マ
ツ
タ
ケ
や
ワ
ラ
ビ
に
関
す
る

権
利
、
水
の
権
利
、「
や
ま
ば
た
け
」
と
し
て
利
用
す

る
権
利
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
ロ
ー
カ
ル
な
ル
ー

ル
と
し
て
確
立
さ
れ
、
管
理
、
経
営
さ
れ
て
き
た
。
こ

こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
に
理
解
す
る
ほ
か
な

い
里
山
の
「
遠
望
的
な
構
図
」
と
し
て
、
都
市
需
要
に

向
け
た
流
通
に
よ
り
維
持
さ
れ
て
い
た
近
世
か
ら
明
治

の
里
山
と
い
う
状
況
を
描
い
て
み
た
い
と
思
う
。

自
給
自
足
で
は
な
い
里
山

木
材
を
大
量
に
使
う
時
代
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
都

市
は
そ
の
木
質
資
源
を
全
て
周
辺
地
域
に
依
存
し
て
い

た
。
大
阪
の
市
中
の
木
材
に
土
佐
藩
が
大
き
な
影
響
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
同

じ
よ
う
に
大
量
の
薪
炭
も
ま
た
四
国
を
始
め
、
中
国
地

方
（
山
陽
側
）、
そ
し
て
九
州
か
ら
大
坂
港
に
も
た
ら

さ
れ
て
い
た
。『
大
阪
諸
色
商
売
物
員
数
并
代
銀
寄
』

か
ら
大
石
慎
三
郎
氏（
１
９
６
６
年
）が
整
理
し
た「
正

徳
四
年
大
阪
移
出
入
商
品
表
」
に
よ
り
１
７
１
４
年
の

流
通
を
眺
め
て
み
よ
う
。

大
坂
へ
諸
国
か
ら
運
ば
れ
た
様
々
な
品
に
ま
じ
り

「
掛か
け

木ぎ

」（
ウ
バ
メ
ガ
シ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
重
さ
で
取
引

さ
れ
る
薪
）、「
結ゆ
い

木ぎ

」（
束た
ば
ね

木ぎ

と
も
い
う
、
ク
ヌ
ギ

な
ど
束
で
取
引
さ
れ
る
薪
）、
そ
し
て
炭
が
掲
載
さ
れ

算
す
る
と
お
よ
そ
21
万
㌧
、
２
２
，９
４
５
両
に
上
る
。

炭
７
６
７
，８
１
４
俵
、
こ
れ
は
１
俵
19
㌔
換
算
で

１
万
４
６
０
０
㌧
、
３
５
，７
６
９
両
。
な
か
な
か
の

物
量
だ
が
、
金
額
に
し
て
も
こ
れ
ら
３
者
を
合
わ
せ
る

と
米
の
移
入
額
の
三
分
の
一
ほ
ど
、
材
木
の
半
分
強
、

全
取
引
商
品
の
お
よ
そ
５
％
に
な
る
の
で
相
当
重
要
な

産
品
と
な
る
だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
相
当
な
量
の
薪
や
炭
が
船
運
を
通

じ
て
大
坂
港
へ
運
び
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
で
は
、
こ
れ
ら
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
図
１
は

『
内
務
省
地
理
局
編
纂
善
本
叢
書
14　

明
治
前
期
地
誌

資
料
』か
ら
加
藤
衛
拡
氏
が
作
成
し
た
資
料（
１
９
９
５

年
）
を
も
と
に
ま
と
め
た
明
治
９
年
に
大
阪
港
、
東
京

港
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
薪
・
炭
の
移
入
元
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
明
治
に
入
っ
て
い
る
が
、
江
戸
末
か
ら
明
治

初
期
の
状
況
を
概
観
で
き
る
資
料
と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
大
阪
へ
は
薪
が
瀬
戸
内
一
円
と
土
佐
か
ら
、
炭
は

紀
伊
か
ら
九
州
ま
で
の
太
平
洋
岸
の
暖
地
が
供
給
の
中

心
地
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、東
京
へ
は
薪
が
常
陸
・

下
総
・
上
総
か
ら
、
そ
し
て
炭
は
伊
豆
と
下
総
か
ら
の

都
市
か
ら
読
み
解
く
里
山
　
〜
薪
炭
か
ら
マ
ツ
タ
ケ
ま
で
〜

その12

大
阪
市
立
自
然
史
博
物
館　

佐
久
間
大
輔

る
。
ど
れ
く
ら
い
の
量
か
と
言
え
ば
「
掛
木
」
３
１
，

０
９
２
，２
９
４
貫
つ
ま
り
約
11
万
６
６
０
０
㌧
、

金
額
に
し
て
１
３
０
，３
６
３
両
。「
結
木
」
１
７
，

４
８
５
，４
６
４
束
、
こ
れ
も
ざ
っ
と
１
束
12
㌔
で
換

森とともに森とともに森とともに森とともに

どうどうどうどう

生きてきたか生きてきたか
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供
給
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料
に
載
ら
な
い

近
郊
か
ら
の
移
入
な
ど
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
都
市
需
要
を
支
え
る
た
め
に
大
量
の
薪
炭
が
地
方

か
ら
都
市
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

か
つ
て
千
葉
徳
爾
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、
薪
や
炭

の
需
要
地
は
都
市
だ
け
で
は
な
い
。
塩
、
鉄
や
銅
等
の

金
属
、
陶
器
等
の
生
産
に
は
大
量
の
薪
炭
を
必
要
と
し

た
。
こ
う
し
た
産
業
に
よ
っ
て
も
、
地
域
の
薪
炭
は
大

量
に
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
里
山
の
薪
炭
は

自
給
自
足
の
も
の
で
は
な
く
広
域
に
流
通
す
る
商
品
で

あ
り
、
薪
炭
を
出
荷
す
る
こ
と
に
よ
り
現
金
を
得
、
必

要
な
も
の
を
買
い
入
れ
る
と
い
っ
た
、
市
場
経
済
に
組

み
込
ま
れ
た
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
マ
ク

ロ
な
状
況
の
み
を
取
り
扱
っ
た
が
、
ミ
ク
ロ
に
は
藩
に

よ
る
統
制
、
薪
問
屋
に
よ
る
価
格
統
制
や
流
通
支
配
、

苗
木
代
な
ど
の
貸
し
付
け
や
先
行
投
資
、
村
内
で
の
権

利
分
割
、集
落
内
の
共
同
積
み
立
て
の
よ
う
な
「
講
山
」

な
ど
様
々
な
制
度
や
複
雑
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
生
産

と
流
通
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
里
山
の
管
理
の
変
遷
を

理
解
す
る
た
め
に
は
現
場
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な

消
費
地
と
の
距
離
や
流
通
経
路
、
藩
や
問
屋
の
力
関
係

を
含
め
た
理
解
も
必
要
に
な
る
。

植
生
に
影
響
す
る
都
市
需
要

薪
炭
の
流
通
は
経
済
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
産

地
間
の
競
争
は
薪
炭
林
の
高
品
質
化
を
追
求
さ
せ
る
。

薪
は
樹
種
に
よ
り
明
ら
か
に
価
格
が
変
わ
る
。
掛
木
と

し
て
高
値
で
売
れ
る
の
は
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
で

あ
り
、
次
い
で
マ
テ
バ
シ
イ
が
続
く
。
こ
れ
ら
は
白
炭

の
炭
材
と
し
て
も
優
秀
だ
が
、
薪
と
し
て
も
高
級
品

だ
。
結
木
（
束
木
）
と
し
て
上
質
な
の
は
、
ク
ヌ
ギ
や

ナ
ラ
ガ
シ
ワ
で
あ
る
。
コ
ナ
ラ
に
比
べ
、
３
割
近
く
値

段
が
高
か
っ
た
と
い
う
。
更
に
、
ク
ヌ
ギ
は
コ
ナ
ラ
に

比
べ
細
い
枝
が
少
な
く
、
薪
に
で
き
る
割
合
が
多
い
。

薪
に
な
ら
な
い
枝
も
柴
と
し
て
商
品
に
な
る
が
、
そ

の
価
格
は
河
内
地
方
に
残
る
方
言
で
、「
そ
ん
な
も
ん

『
し
ば
ね
う
ち
』
や
で
」（
大
し
た
値
打
ち
が
な
い
、
の

意
）
と
の
表
現
が
あ
る
こ
と
で
推
し
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
幕
末
の
農
書
「
農
業
余
話
」
に
は
、
ク

ヌ
ギ
の
有
用
性
と
山
林
で
の
植
樹
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
更
に
大
阪
・
北
河
内
で
の
聞
き
取
り
調
査
で
は

ア
ベ
マ
キ
は
薪
と
し
て
も
炭
と
し
て
も
低
品
質
で
嫌
わ

れ
、
売
り
物
に
な
ら
な
い
た
め
に
積
極
的
に
切
り
倒
し

ク
ヌ
ギ
を
植
え
て
い
た
と
い
う
。

明
治
後
期
に
な
る
と
、
田
中
長
嶺
氏
ら
の
活
躍
に
よ

り
各
地
で
ク
ヌ
ギ
の
栽
培
が
広
が
る
（
図
２
）。
良
質

な
菊
炭
を
焼
く
た
め
の
手
引
き
、
更
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培

の
技
術
伝
承
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
ら
の
た
め
に
必

要
な
ク
ヌ
ギ
の
栽
培
法
を
広
め
た
の
で
あ
る
。
鉄
道
に

よ
る
輸
送
網
も
広
が
る
こ
と
で
、
よ
り
発
達
す
る
産
業

や
都
市
の
需
要
を
全
国
の
里
山
が
支
え
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

状
況
か
ら
考
え
て
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
や
紀
伊
半
島

の
海
辺
に
茂
る
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
林
は
、
か
な
り
選
択
的

に
利
用
さ
れ
て
き
た
結
果
だ
と
思
わ
れ
る
。
植
林
と
選

択
的
な
伐
採
、
萌ほ
う

芽が

管
理
な
ど
に
よ
り
純
度
の
高
い
同

齢
林
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
海
岸
植
生
の
萌
芽
管
理
と

い
う
よ
り
、
ウ
バ
メ
ガ
シ
と
い
う
商
品
作
物
の
栽
培
に

他
な
ら
な
い
。
ウ
ル
シ
や
カ
キ
、
ミ
カ
ン
な
ど
の
栽
培

と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

強
い
利
用
圧
に
よ
っ
て
閉
鎖
し
た
森
林
と
し
て
の
維

持
が
難
し
く
、
草
山
と
し
て
維
持
さ
れ
た
場
所
も
少
な

く
な
か
っ
た
。
森
林
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
で
は
げ
山
と

も
呼
ば
れ
る
が
、
大
抵
は
ア
カ
マ
ツ
の
疎
林
に
下
草
や

低
木
が
茂
っ
た
状
態
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
域
住
民
は

こ
の
草
を
刈
り
取
り
、
飼
料
や
肥
料
と
し
て
日
常
的
に

利
用
し
、
更
に
は
ア
カ
マ
ツ
も
材
や
高
温
用
の
薪
炭
と

図１　東京港・大阪港へ運ばれた薪炭。加藤氏（1995 年）
より作図

図２　「散木利用編第２巻くぬぎ」より。著者の田中長
嶺氏はたくさんの著書とともに各地で指導を行い
山村の経済振興を図った。
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の
か
を
把
握
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
も
、

き
の
こ
は
案
外
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
多
種

が
流
通
し
て
い
る
府
県
、
数
種
類
の
み
の
府
県
な
ど
が

あ
る
が
出
荷
量
と
出
荷
額
が
表
記
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
き

の
こ
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
こ
の
資
料
を
基
に
、
最
も
広
範
に
産
出
の
見

ら
れ
た
マ
ツ
タ
ケ
と
シ
イ
タ
ケ
の
主
産
地
を
追
っ
て
み

た
。
マ
ツ
タ
ケ
は
痩
せ
た
土
地
に
生
え
る
マ
ツ
の
根
に

菌
根
を
形
成
す
る
共
生
菌
、
シ
イ
タ
ケ
は
ほ
だ
木
に
つ

く
ら
れ
る
木
材
腐
朽
菌
で
あ
る
（
こ
の
時
代
に
は
ま
だ

お
が
く
ず
栽
培
は
行
わ
れ
て
い
な
い
）。
こ
と
に
マ
ツ

タ
ケ
は
腐
植
の
発
達
し
た
マ
ツ
林
で
は
ベ
ニ
タ
ケ
類
な

ど
ほ
か
の
菌
根
共
生
菌
と
の
競
争
に
負
け
て
し
ま
い
、

き
の
こ
を
作
ら
な
い
。
果
た
し
て
得
ら
れ
た
主
産
地
の

分
布
は
こ
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
た
（
図

４
）。
マ
ツ
タ
ケ
は
瀬
戸
内
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て
の

地
域
を
主
産
地
と
し
、
気
候
的
に
マ
ツ
林
が
広
が
り
易

い
中
部
と
北
陸
が
加
わ
っ
た
。
シ
イ
タ
ケ
は
先
ほ
ど
の

し
て
利
用
し
た
。
こ
う
し
た
草
山
も
都
市
と
の
経
済
関

係
の
中
で
形
成
さ
れ
た
植
生
で
あ
る
。
草
山
環
境
が
大

阪
や
京
都
の
周
り
だ
け
で
な
く
、
瀬
戸
内
か
ら
中
国
山

地
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
は
塩
や
鉄
を
含
め
、
流
通
に

こ
れ
ら
の
地
域
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
結
果
で
あ
る
。

都
市
に
収
奪
さ
れ
て
い
た
と
い
う
見
方
を
と
る
か
、
里

山
を
経
営
し
て
村
々
が
潤
い
、
維
持
さ
れ
た
と
考
え
る

か
。
後
者
の
視
点
も
重
要
で
あ
る
。

き
の
こ
の
流
通

薪
や
炭
に
比
べ
、
き
の
こ
は
な
か
な
か
流
通
の
難
し

い
商
品
だ
。
本
誌
７
、８
月
号
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た

ポ
ル
チ
ー
ニ
（
ヤ
マ
ド
リ
タ
ケ
）
は
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が

北
日
本
に
、
ご
く
近
縁
と
さ
れ
る
も
の
が
西
日
本
を
含

む
全
国
に
分
布
し
て
い
る
。
味
は
引
け
を
と
ら
な
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
が
、
日
本
産
の
も
の
が
商
業
流
通

し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
は
な
い
。
理
由
の
一
つ
は
梅

雨
明
け
頃
に
発
生
す
る
こ
の
き
の
こ
は
虫
が
つ
き
や
す

く
、
腐
敗
し
や
す
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
イ
グ
チ
類

や
タ
マ
ゴ
タ
ケ
な
ど
野
生
の
美
味
な
き
の
こ
は
数
多
い

が
、
こ
れ
ら
は
発
生
し
た
日
の
昼
頃
に
は
た
く
さ
ん
の

虫
が
つ
い
て
し
ま
う
。
ち
ょ
っ
と
し
た
あ
た
り
傷
か
ら

い
た
ん
で
し
ま
う
。
地
域
で
採
集
し
消
費
す
る
か
、
地

域
内
で
加
工
ま
で
を
完
結
さ
せ
る
か
が
必
要
に
な
る
。

加
工
場
を
維
持
す
る
た
め
に
は
そ
れ
な
り
の
量
を
採

取
、
集
約
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
森
が
広
が
る

現
代
の
日
本
で
野
生
き
の
こ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
広
が
ら

な
い
の
は
採
取
者
組
織
や
流
通
網
を
築
く
の
が
困
難
だ

か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
例
外
が
あ
る
。
マ
ツ
タ
ケ
や
シ
メ
ジ
、
シ

イ
タ
ケ
な
ど
だ
。
17
世
紀
中
頃
の
金
閣
寺
の
住
職
の
日

記
に
は
様
々
な
き
の
こ
の
記
事
が
載
る
が
特
に
マ
ツ
タ

ケ
は
克
明
な
記
録
が
残
る
。
マ
ツ
タ
ケ
は
古
く
か
ら
の

贈
答
品
で
も
あ
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
発
達
し
た
。
摂
津

名
所
図
会
に
は
大
阪
、
天
満
の
松
茸
市
を
描
画
し
て
い

る
（
図
３
）。
シ
メ
ジ
類
も
そ
れ
に
次
ぐ
存
在
だ
ろ
う
。

秋
遅
め
と
い
う
発
生
時
期
も
関
係
し
て
い
る
の
か
、
先

の
イ
グ
チ
な
ど
に
比
べ
る
と
、
マ
ツ
タ
ケ
や
シ
メ
ジ
は

は
る
か
に
虫
害
の
少
な
い
き
の
こ
だ
。
こ
の
た
め
に
流

通
が
可
能
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
乾
物
に
な
る
シ

イ
タ
ケ
や
キ
ク
ラ
ゲ
、
そ
し
て
晩
秋
か
ら
早
春
に
流
通

す
る
ヒ
ラ
タ
ケ
や
マ
イ
タ
ケ
、
シ
ョ
ウ
ロ
も
比
較
的
流

通
さ
せ
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

や
や
時
代
は
下
る
が
明
治
前
期
産
業
発
達
史
資
料
に

「
明
治
７
年
府
県
物
産
表
」
が
あ
る
。
明
治
政
府
が
各

地
の
生
産
力
を
把
握
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
産
物

が
ど
れ
く
ら
い
の
量
、
出
荷
額
規
模
で
流
通
し
て
い
る

図３　「日本山海名物図会　天満市側松茸市」

図４　明治初期のマツタケ及びシイタケの主産地（出荷
額上位各 20 府県）。『明治７年府県物産表』より
作図。明治７年当時の行政区分で印を打ったので
現在の府県境と一致しない

●：シイタケの生産地
▲：マツタケの生産地
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炭
や
薪
の
産
地
と
重
な
り
、
更
に
ミ
ズ
ナ
ラ
を
原
木
と

す
る
東
北
が
加
わ
っ
た
。
シ
イ
タ
ケ
の
流
通
額
は
先
の

正
徳
四
年
の
統
計
で
は
軽
く
昆
布
を
凌り
ょ
う

駕が

し
て
い
る
。

里
山
の
産
物
は
薪
炭
以
外
に
も
先
に
例
示
し
た
よ
う
な

き
の
こ
類
を
は
じ
め
、
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
な
ど
の
副

産
物
も
流
通
し
、
全
国
の
山
村
の
暮
ら
し
を
潤
し
て
い

た
。
薪
炭
林
と
し
て
の
単
機
能
で
な
く
、
多
面
的
な
供

給
機
能
を
発
揮
し
て
し
っ
か
り
と
都
市
の
食
文
化
も
支

え
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

文
化
的
サ
ー
ビ
ス
で
都
市
と
里
山
を
結
ぶ

全
国
の
里
山
は
こ
う
し
た
第
１
次
産
業
と
し
て
の
生

産
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
第
３
次
産
業
と
い
え
る
よ

う
な
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
の
場
と
も
な
っ
て
い
た
。
マ
ツ

タ
ケ
狩
り
で
あ
る
。
摂
津
名
所
図
会
（
図
５
）「
松
茸

狩
」に
描
か
れ
た
人
物
は
農
民
の
い
で
た
ち
で
は
な
く
、

商
家
の
家
族
と
従
業
員
た
ち
で
あ
る
。
大
阪
市
中
か
ら

現
在
の
高
槻

市
に
あ
た
る

金
竜
寺
山
ま

で
船
と
徒
歩

で
出
か
け
る

そ
れ
は
、
一

大
レ
ジ
ャ
ー

だ
っ
た
だ
ろ

う
。
こ
う
し

た
山
は
地
域

の
入
会
権
が

絡
ん
で
い
る

の
で
実
入
り

が
地
域
に
も

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
山
向
こ
う
の
一
団
が
望
め
る
よ

う
な
見
通
し
の
よ
い
風
景
は
柴
刈
り
や
草
刈
り
に
よ
る

利
用
圧
の
結
果
で
あ
る
。
マ
ツ
タ
ケ
が
こ
う
し
た
環
境

を
好
む
き
の
こ
で
あ
る
こ
と
は
先
に
書
い
た
と
お
り
で

あ
る
。
明
治
期
に
も
与
謝
野
晶
子
が
少
女
期
の
マ
ツ
タ

ケ
狩
り
の
思
い
出
を
エ
ッ
セ
ー
に
記
し
て
い
る
。
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
こ
う
し
た
行
楽
と
し
て
の
マ
ツ
タ

ケ
狩
り
は
更
に
大
衆
化
す
る
。
各
鉄
道
会
社
は
現
代
の

ミ
カ
ン
狩
り
同
様
に
都
市
住
民
を
マ
ツ
タ
ケ
狩
り
に

誘
っ
た
（
図
６
）。
も
ち
ろ
ん
鉄
道
会
社
だ
け
で
な
く
、

地
域
も
そ
の
利
益
を
得
る
。
こ
こ
で
も
都
市
住
民
が
里

山
の
供
給
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
京
都
の

祗
園
祭
の
縁
起
物
で
あ
る
粽ち
ま
き

を
つ
く
る
た
め
に
、
北

山
地
域
か
ら
チ
マ
キ
ザ
サ
の
供
給
を
受
け
て
い
る
例
な

ど
が
本
誌
で
も
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
物
流
で
は
捉
え
き

れ
な
い
里
山
と
都
市
の
結
び
付
き
は
幅
広
く
、
深
い
。

里
山
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
上
で
、
都
市
と
の
結
び

付
き
は
無
視
で
き
な
い
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
。
都
市

と
結
び
付
い
た
里
山
は
薪
や
炭
だ
け
で
な
く
、
き
の
こ

も
、
そ
の
景
観
や
空
間
す
ら
も
経
営
資
源
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
な
お
、
そ
の
空
間
に
豊
か
な
生
物
多
様
性
が

維
持
さ
れ
た
こ
と
に
こ
そ
、
持
続
可
能
性
を
追
求
す
る

ヒ
ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
は
今
後
の
里
山

を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
視
座
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
里
山
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
、
観
察

会
や
レ
ジ
ャ
ー
で
訪
れ
る
の
も
都
市
住
民
で
あ
る
。
自

然
と
の
結
び
付
き
に
欠
乏
感
を
感
じ
る
都
市
住
民
に
、

具
体
的
に
何
を
提
示
す
れ
ば
里
山
に
よ
り
関
心
を
向

け
、
労
力
や
代
金
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
か
。
大
人
向

け
商
品
な
の
か
、
家
族
向
け
体
験
な
の
か
、
投
資
案
件

と
し
て
の
魅
力
な
の
か
。
そ
う
し
た
里
山
の
魅
力
を
引

き
出
す
経
営
的
視
点
を
抜
き
に
、
里
山
の
維
持
管
理
は

難
し
い
。
集
落
や
狭
い
地
域
内
だ
け
4

4

で
は
未
来
を
拓ひ
ら

く

こ
と
は
、
な
か
な
か
に
困
難
だ
。
都
市
と
農
村
の
両
者

の
持
続
可
能
性
を
探
る
上
で
果
た
し
て
ど
う
い
う
結
び

付
き
が
正
解
な
の
だ
ろ
う
か
。
里
山
の
来
し
方
を
改
め

て
見
つ
め
て
み
た
い
。
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筑
波
大
学
生
命
環
境
系

　
立
花 

敏

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
か
？

～
海
外
依
存
か
ら
国
内
資
源
利
用
へ
の
示
唆
～

２
０
２
０
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
世
界
各
国
で
深
刻
化
し
、
対

策
が
様
々
に
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
21
年
前
半
に
米
国
を
主
た
る
震
源

地
と
し
て
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
日
本
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き

た
。本

稿
で
は
、
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
経
緯
を
米
国
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

を
含
む
社
会
経
済
的
要
因
か
ら
解
説
し
、
日
本
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

の
か
を
木
材
価
格
に
注
目
し
て
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
海
外
の
動
向
に
よ
る

影
響
を
い
か
に
軽
減
し
て
い
く
の
か
を
考
察
す
る
。

第
１
・
２
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

ま
ず
、
以
前
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
ど
の
よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
を
振
り
返
り
た

い
。第

１
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
米
国
で
１
９
９
０
年
に
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
た

マ
ダ
ラ
フ
ク
ロ
ウ
の
保
護
を
契
機
に
起
き
た
。
80
年
代
末
か
ら
北
西
海
岸
地
域
に
あ
る

国
有
林
の
天
然
林
伐
採
が
規
制
さ
れ
、
90
～
92
年
に
オ
レ
ゴ
ン
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の

州
有
林
丸
太
輸
出
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
る
な
ど
し
て
92
年
に
丸
太
価
格
が
高
騰
し
た
。

ミ
ク
ロ
経
済
学
で
い
う
供
給
曲
線
が
左
方
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
（
図
１
）
に
よ
り
、
丸

太
市
場
に
お
い
て
丸
太
供
給
量
の
減
少
と
丸
太
価
格
の
高
騰
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
93
年
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
州
が
丸
太
輸
出
禁
止
政
策
を
と
っ
た
こ
と

も
丸
太
価
格
高
騰
に
つ
な
が
っ
た
。
第
１
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
米
ツ
ガ

材
な
ど
か
ら
国
産
の
ス
ギ
材
な
ど
へ
の
代
替
が
期
待
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
ス
ギ
製
材
品

の
人
工
乾
燥
が
思
う
よ
う
に
伸
展
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
き
た

米
材
製
材
品
は
欧
州
の
集

成
材
に
代
替
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

第
２
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
は
２
０
０
６
年
で
あ

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大

統
領
令
に
よ
り
違
法
伐
採

対
策
の
強
化
が
な
さ
れ
、

林
地
や
港
湾
で
の
取
り
締

ま
り
が
行
わ
れ
た
結
果
、

日
本
の
南
洋
材
合
板
輸
入

量
の
大
幅
な
減
少
と
日
本

で
は
南
洋
材
合
板
輸
入
価

格
の
高
騰
が
発
生
し
た
。

南
洋
材
合
板
輸
入
に
厳
し

さ
が
増
す
中
で
、
需
要
側
か
ら
国
産
の
ス
ギ
材
や
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
っ
た
針
葉
樹
合
板

へ
の
代
替
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、06
年
６
月
に
ロ
シ
ア
政
府
が
針
葉
樹
丸
太
へ
の
輸
出
関
税
を
輸
出
価
格
の
６・

５
％
ま
た
は
１
立
方
㍍
当
た
り
４
€
へ
引
き
上
げ
、
日
本
で
は
ロ
シ
ア
材
の
輸
入
価
格

上
昇
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
ロ
シ
ア
は
針
葉
樹
丸
太
へ
の
輸
出
関
税
を
引

き
上
げ
て
国
内
加
工
を
推
進
し
た
た
め
、
日
本
は
エ
ゾ
マ
ツ
丸
太
や
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
丸

太
の
輸
入
が
激
減
し
、
北
陸
地
方
を
中
心
と
す
る
国
内
の
ロ
シ
ア
材
製
材
業
は
急
速
に

図１　需要曲線と供給曲線

価格

数量

均衡
価格

均衡量0

供給曲線

需要曲線
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ペ
ー
ス
な
ど
の
た
め
の
住
宅
を
増
改
築
す
る
人
が
増
え
、
製
材
品
を
活
用
す
る
Ｄ
Ｉ
Ｙ

需
要
が
増
加
し
た
。
増
改
築
へ
の
支
出
増
は
19
年
の
前
年
比
１・
４
％
か
ら
20
年
の
５・

３
％
へ
、
21
年
第
１
四
半
期
に
は
前
年
同
期
比
で
７・
３
％
へ
と
高
ま
っ
た
。
併
せ
て
、

都
市
部
か
ら
郊
外
へ
の
移
住
を
望
む
人
も
増
え
、
そ
れ
に
伴
う
住
宅
需
要
も
増
加
し
て

い
る
。
20
年
10
月
に
米
国
で
実
施
さ
れ
た
調
査
（
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
企
業
ア
ッ
プ

ワ
ー
ク
発
表
）
の
結
果
で
は
、
１
４
０
０
万
～
２
３
０
０
万
人
が
都
市
部
か
ら
の
移
住

を
検
討
し
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
、
20
年
７
～
９
月
調
査
で
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か

ら
移
住
を
検
討
す
る
人
が
前
年
同
期
比
62
％
増
の
約
５
万
３
千
人
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

で
も
約
４
万
７
千
人
と
い
う
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動
向
か
ら
、
20
年

と
21
年
の
１
月
で
住
宅
価
格
を
比
較
す
る
と
お
お
む
ね
１
割
超
の
上
昇
と
な
っ
た
。

米
国
連
邦
政
府
に
よ
る
３
回
の
給
付
金
も
、
住
宅
需
要
に
寄
与
し
た
。
20
年
３
月

の
１
回
目
は
総
額
約
２
・
23
兆
㌦
、
最
大
１
人
１
２
０
０
㌦
（
失
業
手
当
拡
充
〈
週

６
０
０
㌦
上
乗
せ
〉、給
与
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム〈
Ｐ
Ｐ
Ｐ
〉な
ど
）で
あ
り
、消
費
に
74
％
、

貯
蓄
に
14
％
、
ロ
ー
ン
返
済
に
11
％
が
向
け
ら
れ
た
。
20
年
12
月
の
２
回
目
は
約
０
・

92
兆
㌦
、６
０
０
㌦
（
同
延
長
〈
週
３
０
０
㌦
上
乗
せ
〉、Ｐ
Ｐ
Ｐ
再
開
な
ど
）
で
あ
り
、

消
費
に
22
％
、
貯
蓄
に
26
％
、
ロ
ー
ン
返
済
に
51
％
が
、
21
年
３
月
の
３
回
目
は
約
１・

９
兆
㌦
、１
４
０
０
㌦（
同
延
長〈
週
３
０
０
㌦
上
乗
せ
、９
月
ま
で
〉）で
消
費
に
19
％
、

貯
蓄
に
32
％
、
ロ
ー
ン
返
済
に
49
％
が
向
け
ら
れ
た
。

併
せ
て
、
米
連
邦
準
備
理
事
会
の
金
融
緩
和
政
策
に
よ
り
20
年
に
住
宅
ロ
ー
ン
金
利

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
30
年
物
固
定
金
利
は
20
年
12
月
に
２
・
66
％
ま
で
低
下
し
た
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、20
年
３
月
か
ら
製
材
品
価
格
の
上
昇
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

米
国
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
20
歳
代
後
半
～
30
歳
代
前
半
の
人
口
が
多
く
、
ま
さ
に

住
宅
取
得
世
代
の
増
加
に
伴
う
住
宅
需
要
へ
の
寄
与
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
米
国

に
お
け
る
住
宅
所
有
者
の
空
き
家
率
は
、
20
年
に
総
じ
て
低
下
し
て
１
～
２
％
水
準
と

な
り
、
特
に
戸
建
て
は
21
年
第
１
四
半
期
に
０・
８
％
と
か
な
り
低
い
水
準
に
な
っ
て

い
る
。

供
給
面
で
は
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
伴
っ
て
米
国
で
木
材
加
工
場
の
稼
働
が
縮
小
し
、

20
年
に
は
製
材
品
需
要
量
の
５
％
増
に
対
し
て
生
産
量
は
１
％
増
に
と
ど
ま
っ
た
。
パ

レ
ッ
ト
な
ど
の
生
産
量
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
に
よ
っ
て
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
流
通
を
担
う
人
材
も
不
足
し
て
物
流
が
増
加
し
が
た
か
っ

た
。
貿
易
の
減
少
に
よ
っ
て
、
製
材
用
機
材
や
機
器
に
不
可
欠
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
部

縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
北
陸
地
方
な
ど
の
ロ
シ
ア
材
製
材
業
は
垂
木
や
野

地
板
な
ど
の
小
断
面
製
材
品
を
主
力
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
契
機
に
主
に
米
材
製
材
品

が
そ
れ
ら
を
代
替
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

今
般
の
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

発
端
と
な
っ
た
。
図
２
を
用
い
て
構
造
的
に
み
る
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
製

材
品
を
主
と
す
る
木
材
製
品
へ
の
需
要
が
当
初
に
停
滞
し
た
が
、
後
述
す
る
諸
要
因

に
よ
っ
て
程
な
く
増
加
に
転

じ
、
供
給
が
そ
れ
に
見
合
う

増
加
と
な
ら
ず
に
需
要
が
超

過
し
た
。
そ
の
結
果
、
米
国

の
製
材
品
価
格
（
１
ｍ
ｂ
ｆ

＝
２
・
36
立
方
㍍
当
た
り
）

を
例
に
と
る
と
、
20
年
初
頭

の
５
０
０
㌦
水
準
か
ら
21
年

５
月
の
１
５
０
０
㌦
水
準
へ

３
倍
も
の
高
騰
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
な
お
、
米
国
の
製

材
品
価
格
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
状
況
の
変
化
と
と
も
に
、

21
年
７
月
に
は
ほ
ぼ
以
前

の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。
以

下
で
は
、
第
３
次
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
の
要
因
を
需
要
面

と
供
給
面
に
分
け
て
み
て
い

こ
う
。

需
要
面
で
は
、
特
に
米
国

で
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
（
ｓ
ｔ
ａ

ｙ

－

ａ
ｔ

－

ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
）
の

中
で
テ
レ
ワ
ー
ク
や
学
習
ス

図２　第３次ウッドショックに関する因果関係
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Stay
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品
や
金
属
の
不
足
が
米
国
で
生
じ
た
こ
と
も
林
産
物
生
産
の
足
か
せ
と
な
っ
た
。ま
た
、

20
年
に
発
生
し
た
西
海
岸
地
域
で
の
２
０
０
万
㌶
超
の
森
林
火
災
な
ど
も
丸
太
供
給
を

減
ら
す
方
向
へ
影
響
し
た
。

米
国
へ
製
材
品
を
供
給
す
る
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
Ｂ
Ｃ
）
州

に
も
要
因
が
あ
っ
た
。
00
年
代
か
ら
10
年
代
初
頭
に
か
け
て
マ
ウ
ン
テ
ン
・
パ
イ
ン
・

ビ
ー
ト
ル
に
よ
る
大
き
な
被
害
が
生
じ
た
。
こ
の
間
に
ロ
ッ
ジ
ポ
ー
ル
パ
イ
ン
が
計
画

を
早
め
て
伐
採
さ
れ
た
た
め
、生
産
し
う
る
森
林
資
源
に
制
約
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、

17
年
に
１
２
０
万
㌶
超
、
18
年
に
１
３
５
万
㌶
超
の
森
林
火
災
が
発
生
し
、
１
９
２
０

年
か
ら
の
年
平
均
15
・
４
万
㌶
に
比
べ
甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
Ｂ
Ｃ
州
の
丸
太
生
産
量
は
２
０
１
８
年
の
６
７
０
０
万
立
方
㍍
か
ら
19
年
の

５
４
０
０
万
立
方
㍍
へ
、
製
材
品
生
産
量
も
２
９
０
０
万
立
方
㍍
か
ら
２
３
０
０
万
立

方
㍍
へ
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
減
少
し
た
。
そ
の
上
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
米
国
の
カ
ナ
ダ

産
製
材
品
に
対
す
る
輸
入
関
税
が
平
均
20
・
23
％
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
輸

入
関
税
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
の
補
助
金
お
よ
び
相
殺
措
置
に
関
す
る
協
定
に

違
反
し
て
い
る
と
の
裁
定
が
20
年
８
月
24
日
に
あ
り
、
同
12
月
に
約
９
％
へ
引
き
下
げ

ら
れ
た
。

第
３
次
シ
ョ
ッ
ク
下
で
の
ス
ギ
中
丸
太
価
格
の
地
域
性

日
本
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、
19
年
10
月
に
消
費
税
が
10
％
へ
高
め
ら
れ
て
住
宅
着

工
戸
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
年
間
戸
数
は
17
年
の
96
・
５
万
戸
か
ら
18
年
に

は
94
・
２
万
戸
、
19
年
に
90
・
５
万
戸
、
20
年
に
81
・
５
万
戸
と
推
移
し
た
。
20
年
の

減
少
に
は
消
費
税
に
加
え
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
21
年
１
～
８

月
の
住
宅
着
工
戸
数
は
20
年
同
期
よ
り
５
％
ほ
ど
増
加
し
て
お
り
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
影

響
は
限
定
的
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
木
造
住
宅
で
の
部
材
不
足
を
は
じ
め

と
し
て
日
本
国
内
に
様
々
な
影
響
を
与
え
、
木
造
住
宅
を
手
掛
け
る
工
務
店
や
施
主
が

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
き
た
。こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

農
林
水
産
省
「
木
材
価
格
統
計
調
査
」
に
お
け
る
す
ぎ
中
丸
太
価
格
に
注
目
し
、
主
た

る
県
に
つ
い
て
21
年
３
月
、
５
月
、
７
月
の
変
化
と
、
19
年
７
月
と
20
年
７
月
を
比
べ
、

第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
ど
う
表
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
み
る
。

米
国
国
勢
調
査
局
の
資
料
に
よ
る
と
、
米
国
に
お
け
る
民
間
住
宅
着
工
戸
数
は
こ
こ

数
カ
月
に
年
換
算
で
１
５
０
万
戸
超
と
高
い
水
準
に
あ
る
も
の
の
、
製
材
品
価
格
は
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。
だ
が
、
日
本
海
事
セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
よ
る

と
、
日
本
向
け
コ
ン
テ
ナ
運
賃
は
20
年
10
月
以
降
に
上
昇
し
、
21
年
７
月
に
１
個
当
た

り
米
国
発
で
２
８
２
０
㌦
、
欧
州
発
で
２
９
４
０
㌦
と
２
０
１
９
年
の
水
準
に
対
し
て

約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
昇
に
は
、
経
済
活
動
が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
で
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
に
伴
う
船
員
な
ど
の
労
働
力
不
足
が
あ
り
、
さ
ら
に
米
中
間
を
は
じ
め
と
す
る

貿
易
量
の
増
加
や
原
油
価
格
の
高
騰
が
主
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
国
内
の
木
材
製
品
価
格
は
柱
、
間
柱
、
平
角
、
構
造
用
合
板
の
い
ず
れ
も
、

21
年
第
３
四
半
期
に
お
い
て
国
産
も
輸
入
も
上
昇
、
ま
た
は
高
止
ま
り
の
状
態
が
続
い

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
き
っ
か
け
と
す
る
米
国
内
の
製
材
品
需
要
の
急

表　「木材価格統計調査」におけるすぎ中丸太価格の変化
単位：円／m3、％

径14.0～22.0cm、長3.65～4.0ｍ 径24.0～28.0cm、長3.65～4.0ｍ

19年 
7月

20年 
7月

21年 
3月

21年 
5月

2021年
7月

19年 
7月

20年 
7月

21年 
3月

21年 
5月

2021年
7月

青　森 11,300 10,500 10,500 11,600 12,100 7 12,100 11,700 11,700 12,300 13,000 7

岩　手 13,500 12,700 11,800 13,000 13,800 2 13,900 13,600 12,900 13,800 14,100 1

宮　城 11,600 10,900 11,700 12,100 12,700 9 11,600 10,500 12,500 13,100 13,500 16

秋　田 11,100 10,700 11,500 11,600 11,900 7 13,600 13,000 14,900 14,600 15,300 13

山　形 11,400 11,200 11,200 11,900 14,200 25 14,400 14,000 13,900 15,100 15,800 10

福　島 11,000 10,700 12,100 12,600 13,000 18 10,500 10,500 11,900 13,200 12,800 22

栃　木 11,400 12,100 13,800 15,400 15,400 35 13,400 13,800 16,300 18,400 17,900 34

岐　阜 9,500 13,300 13,300 13,300 15,000 58 13,000 14,900 15,300 15,300 16,600 28

静　岡 13,300 13,200 13,800 14,700 17,200 29 15,500 15,400 16,000 17,000 18,200 17

三　重 13,800 11,600 12,900 14,300 15,800 14 14,300 13,000 13,900 15,600 16,300 14

奈　良 11,900 11,600 12,600 13,200 15,200 28 14,600 13,500 14,000 14,600 16,800 15

岡　山 10,700 9,900 12,100 13,200 14,300 34 10,900 9,900 12,100 13,100 14,100 29

徳　島 15,500 14,500 14,500 14,800 16,600 7 16,400 14,800 15,000 15,300 17,100 4

愛　媛 13,000 11,700 15,400 15,900 19,900 53 15,400 14,500 15,100 15,600 19,100 24

佐　賀 15,100 13,200 14,100 15,400 23,100 53 15,000 13,300 14,100 15,300 22,800 52

熊　本 14,800 14,100 14,900 18,300 18,000 22 15,100 14,900 15,400 19,200 20,700 37

大　分 14,800 13,000 14,400 16,000 21,800 47 14,500 11,900 13,500 13,900 20,300 40

宮　崎 12,700 11,200 13,700 17,400 20,600 62 12,800 11,500 13,700 17,800 21,200 66

鹿児島 12,800 11,200 13,400 18,700 22,200 73 12,600 11,200 13,300 18,800 22,800 81

注：2021年７月の右側の列は2019年７月の価格に対する上昇率を示している。
資料：農林水産省「木材価格統計調査」
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増
に
よ
り
日
本
向
け
の
製
材
品
輸
出
が
減
少
し
、
供
給
曲
線
が
左
方
へ
シ
フ
ト
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
本
国
内
で
は
製
材
品
価
格
が
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
、
北
米
産
の
製
材
品

輸
入
の
減
少
を
受
け
て
製
材
品
生
産
を
増
や
す
た
め
に
国
産
材
丸
太
へ
の
需
要
を
増
加

さ
せ
、
後
述
す
る
よ
う
に
国
産
材
丸
太
価
格
も
上
昇
す
る
と
い
う
現
象
が
生
じ
た
の
で

あ
る
。

農
水
省
が
調
べ
た
す
ぎ
中
丸
太
価
格
を
表
１
に
ま
と
め
た
。
ま
ず
、
21
年
７
月
の
す

ぎ
中
丸
太
価
格
は
径
14
・
０
～
22
・
０
㌢
（
以
下
、
中
丸
太
①
）
も
、
径
24
・
０
～

28
・
０
㌢
（
以
下
、
中
丸
太
②
）
も
東
北
地
方
よ
り
九
州
地
方
に
お
い
て
１
万
円
近
く

高
い
こ
と
が
分
か
る
。
東
北
地
方
で
中
丸
太
①
価
格
は
約
１・
２
万
～
１・
４
万
円
、
中

丸
太
②
は
約
１・
３
万
～
１・
６
万
円
、九
州
で
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１・
８
万
～
２・
３
万
円
、

２・
０
万
～
２・
３
万
円
の
範
囲
に
あ
る
。
東
北
地
方
で
は
山
形
県
、
九
州
地
方
で
は
佐

賀
県
や
鹿
児
島
県
の
よ
う
に
、
県
内
も
し
く
は
近
隣
県
に
製
材
用
材
の
大
手
需
要
者
が

あ
る
と
、
価
格
が
高
め
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
ど
の
県
で
も
21
年
３
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
価
格
上
昇
し
て
い
る
。
中
丸
太

①
の
価
格
は
、
４
カ
月
の
う
ち
に
秋
田
県
で
４
０
０
円
、
福
島
県
で
９
０
０
円
の
わ
ず

か
な
高
ま
り
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
佐
賀
県
で
９
０
０
０
円
、
鹿
児
島
県
で
８
８
０
０

円
、
大
分
県
で
７
４
０
０
円
、
宮
崎
県
で
６
９
０
０
円
も
の
上
昇
と
な
っ
た
。
中
丸
太

②
の
価
格
で
も
、
秋
田
県
や
福
島
県
の
高
ま
り
は
わ
ず
か
だ
っ
た
も
の
の
、
鹿
児
島
県

で
は
９
５
０
０
円
、
佐
賀
県
で
は
８
７
０
０
円
、
宮
崎
県
で
は
７
５
０
０
円
、
大
分
県

で
は
６
８
０
０
円
も
の
上
昇
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
19
年
７
月
と
21
年
７
月
の
価
格
を

比
較
し
て
み
る
と
、
中
丸
太
①
で
岐
阜
県
、
愛
媛
県
、
佐
賀
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県

が
50
％
を
超
す
上
昇
を
見
せ
、
中
丸
太
②
で
は
佐
賀
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島
県
が
50
％

を
超
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
中
丸
太
価
格
の
上
昇
は
全
国
的
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
地
域
的
に
は
東

北
地
方
な
ど
で
小
幅
、九
州
地
方
な
ど
で
は
大
幅
と
な
っ
た
。
こ
の
大
小
の
特
徴
に
は
、

素
材
生
産
活
動
が
例
年
控
え
ら
れ
る
梅
雨
の
時
期
に
お
い
て
、
短
期
的
な
丸
太
需
要
に

機
動
的
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
伐
採
可

能
な
人
工
林
資
源
の
状
況
に
加
え
、
素
材
生
産
業
が
機
動
的
に
対
応
で
き
る
九
州
地
方

に
対
し
て
丸
太
需
要
が
よ
り
一
層
増
し
、
そ
れ
に
よ
り
価
格
も
高
騰
し
た
と
言
え
る
。

季
節
的
に
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
素
材
生
産
業
が
生
産
を
増
加
す
る
時
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
地
域
的
な
丸
太
価
格
の
差
は
縮
小
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン

テ
ナ
運
賃
の
動
向
な
ど
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
船
舶
数
の
逼ひ
っ

迫ぱ
く

や
コ
ン
テ

ナ
運
賃
の
上
昇
が
収
ま
っ
て
海
外
か
ら
の
製
材
品
・
集
成
材
の
輸
入
の
し
難
さ
が
緩
和

し
て
い
く
と
、
早
晩
に
木
材
製
品
価
格
も
落
ち
着
き
始
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

海
外
依
存
か
ら
国
内
資
源
利
用
へ

本
稿
で
紹
介
し
た
３
度
の
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
木
材
産
出
国
の
社
会
・
経
済
・
政

策
的
な
要
因
が
丸
太
や
木
材
製
品
の
価
格
高
騰
と
し
て
表
れ
、
そ
れ
が
日
本
の
林
産
物

輸
入
や
需
給
、
市
況
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
林
産
物
の
海
外
へ
の
依
存
が
高
け
れ
ば

高
い
ほ
ど
に
、
そ
の
影
響
は
強
く
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
第
１・
２
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ

ク
を
経
て
日
本
で
は
輸
入
の
主
体
が
丸
太
か
ら
木
材
製
品
輸
入
へ
と
大
き
く
変
化
し
、

国
内
の
木
材
産
業
は
国
産
材
丸
太
を
原
料
に
製
品
を
製
造
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
で
は
、
木
材
産
出
国
の
社
会
・
経
済
・
政
策
的
な
動
向
に

よ
っ
て
日
本
の
木
材
製
品
輸
入
が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
を
再
確
認
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

第
３
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
、
日
本
で
は
丸
太
と
木
材
製
品
の
生
産
体
制
を

一
層
拡
充
す
る
必
要
性
を
、
広
く
認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
、
林
業
に
も
〝
季
節
性
〟
が
あ
る
。
梅
雨
期
を
含
む

６
～
８
月
は
素
材
生
産
が
停
滞
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
急
に
素
材
生
産
を
増
や

す
こ
と
に
は
困
難
が
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
も
考
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
木
材
自
給
率
を

高
め
て
海
外
の
事
情
変
化
に
伴
う
日
本
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
こ
と
、
そ
し
て
木
材

産
業
が
多
様
性
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
製
材
工
場
は
特
長
を
活
か
し
て
生
産
性
と
品
質

に
お
い
て
確
か
な
需
要
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
内
の
森
林
資
源

を
持
続
的
に
管
理
し
、
木
材
を
広
く
利
用
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

欧
州
委
員
会
が
21
年
７
月
に
発
表
し
た
「
Ｅ
Ｕ 

森
林
戦
略 

２
０
３
０
」
で
は
、
森

林
の
質
と
量
を
改
善
す
る
た
め
の
指
針
と
具
体
的
な
行
動
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中

で
カ
ス
ケ
ー
ド
利
用
を
伴
う
木
材
の
長
期
使
用
の
促
進
、
地
域
や
森
林
所
有
者
、
森
林

経
営
者
に
お
け
る
持
続
性
の
実
現
が
含
め
ら
れ
て
い
る
。地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
も
、

持
続
可
能
な
森
林
管
理
を
行
い
つ
つ
化
石
燃
料
や
枯
渇
性
資
源
に
代
わ
っ
て
木
材
を
広

く
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
利
用

可
能
な
人
工
林
資
源
が
大
半
に
な
る
中
で
、
欧
州
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
産
学
官
に
お

い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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河
田
雅
圭

生
物
多
様
性
と
人
獣
共
通
感
染
症
リ
ス
ク

生
物
多
様
性
は
感
染
症
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
の
か
、増
大
さ
せ
る
の
か
？

生
物
多
様
性
の
減
少
は
、
生
態
系
が
も
た
ら
す
様
々
な
恩
恵
（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
）

を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
物
多
様
性
の
保
全
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
で
も
重
要
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
は
、
人
間
の
開
発
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
が

原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
す
る
論
調
が
多
く
み
ら
れ
る
。
野
生
生
物
の
中
で
保
持
さ
れ
て

い
る
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
原
体
が
、自
然
の
開
発
（
生
物
多
様
性
の
減
少
）
に
よ
っ
て
、

人
間
に
感
染
す
る
リ
ス
ク
が
増
大
す
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

生
物
多
様
性
と
感
染
症
と
の
関
係
に
は
、
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
は
、
生
物
多

様
性
の
増
加
が
、
感
染
性
病
原
体
の
密
度
や
伝で
ん

播ぱ

を
抑
え
て
感
染
リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ

る
と
い
う
側
面
。
さ
ら
に
、
生
物
多
様
性
の
高
い
地
域
は
人
間
に
感
染
す
る
可
能
性
の

あ
る
病
原
体
の
多
様
性
も
高
く
な
り
、
人
間
へ
の
感
染
の
危
険
性
が
高
ま
る
（
生
物
多

様
性
の
デ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
）
と
い
う
側
面
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
側
面
も
単
純
に
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
当
て
は
ま
る
わ
け
で

は
な
く
、生
物
多
様
性
と
感
染
症
と
の
関
係
は
複
雑
で
あ
る
。こ
の
問
題
は
、国
外
で
は
、

科
学
的
に
大
き
な
論
争
と
な
っ
て
お
り
、「
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
こ
と
で
感
染
症

リ
ス
ク
が
低
下
で
き
る
」
と
い
う
単
純
な
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿

で
は
、最
近
出
版
さ
れ
た
生
物
多
様
性
と
感
染
症
と
の
関
係
を
レ
ビ
ュ
ー
し
た
論
文
（
※

１
～
３
）
を
も
と
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。

生
物
多
様
性
の
減
少
と
感
染
症
の
増
加
「
希
釈
効
果
」

「
希
釈
効
果（
ｄ
ｉ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

ｅ
ｆ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
ｓ
）」と
は
、病
原
体
や
ベ
ク
タ
ー

（
感
染
症
を
媒
介
す
る
生
物
）
に
対
し
て
宿
主
の
感
染
率
や
保
有
率
が
異
な
る
場
合
に
、

生
物
群
集
に
お
け
る
種
の
多
様
性
が
高
い
ほ
ど
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
減
少
す
る
こ
と
を

い
う
。
た
と
え
ば
、
農
業
で
は
何
十
年
も
前
か
ら
、
同
じ
作
物
種
の
異
な
る
品
種
を
植

え
る
こ
と
で
病
原
体
の
伝で
ん

播ぱ

が
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
同
様
に
、
異

な
る
種
を
混
同
す
る
こ
と
に
よ
り
病
原
体
に
よ
る
病
気
が
減
少
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
（
※
３
）。

自
然
界
で
も
、
希
釈
効
果
の
存
在
が
報
告
さ
れ
、
生
物
多
様
性
の
増
加
と
感
染
症
と

の
負
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
※
１
）。
た
と
え
ば
、
人
間
に
重
篤
な
症

状
を
引
き
起
こ
す
「
住
血
吸
虫
」
の
感
染
の
危
険
性
は
、「
巻
き
貝
」
の
種
が
増
え
る

ほ
ど
減
る
。
そ
れ
は
住
血
吸
虫
の
中
間
宿
主
と
な
り
う
る
巻
き
貝
の
種
の
数
が
減
り
、

住
血
吸
虫
が
感
染
で
き
な
い
宿
主
が
増
え
る
こ
と
で
、
人
間
へ
の
感
染
確
率
が
減
少
す

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
北
米
で
み
ら
れ
る
「
ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
」
は
「
げ
っ
歯
類
」

が
宿
主
と
な
る
が
、
哺
乳
類
の
多
様
性
が
高
ま
る
ほ
ど
、
ウ
イ
ル
ス
を
保
持
し
な
い
個

体
の
割
合
が
高
く
な
る
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
の
人
間
へ
の
感
染
確
率
が
低
下
す
る
（
希
釈

効
果
の
概
念
図
は
〈
図
１
〉
参
照
）。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
希
釈
効
果
が
、
自
然
生
態
系
で
ど
れ
く
ら
い
一
般
的
な
の
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
論
争
が
あ
る
。
米
国
で
は
、
こ
の
論
争
は
論
者
を
感
情
的
に
さ
せ

て
し
ま
う
よ
う
で
、
そ
れ
は
指
導
教
員
が
学
生
に
希
釈
効
果
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と

を
控
え
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
る
と
い
う
（
※
４
）。
論
争
の
原
因
の
一
つ
は
、
希
釈
効
果
が
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ど
れ
ほ
ど
自
然
界
に
一
般
的
に
み
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で

あ
る
。
実
際
に
、
希
釈
効
果
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
感
染
経
路
や

感
染
す
る
宿
主
の
分
布
、
感
染
ス
テ
ー
ジ
の
数
、
媒
介
者
の
種
類
や
有

無
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。こ
れ
ら
の
条
件
に
よ
っ
て
は
、

種
が
増
え
る
ほ
ど
感
染
確
率
が
増
加
す
る
場
合（
増
幅
効
果
）も
あ
る
。

生
物
多
様
性
と
感
染
症
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
点
は
、

生
物
多
様
性
の
影
響
を
受
け
な
い
感
染
症
と
影
響
さ
れ
る
感
染
症
を
区

別
す
る
こ
と
で
あ
る
（
※
１
）。
た
と
え
ば
、
宿
主
以
外
の
生
物
と
相
互

作
用
し
な
い
病
原
体
は
、
生
物
多
様
性
の
影
響
を
受
け
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
多
く
の
種
類
の
宿
主
に
寄
生
す
る
病
原
体
、
複
雑
な
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
も
つ
寄
生
虫
や
病
原
体
、
ベ
ク
タ
ー
を
介
し
て
感
染
す
る
病

原
体
な
ど
は
、
生
物
多
様
性
の
変
化
に
最
も
反
応
し
や
す
い
と
予
測
さ

れ
る
（
※
１
）。

そ
の
よ
う
な
病
原
体
で
希
釈
効
果
が
ど
れ
く
ら
い
一
般
的
な
の
か
ど

う
か
に
つ
い
て
、
メ
タ
解
析
（
複
数
の
研
究
デ
ー
タ
を
統
合
し
て
解
析

す
る
統
計
手
法
）
を
し
た
研
究
が
あ
る
。
61
種
の
病
原
体
や
寄
生
虫
に

つ
い
て
総
合
的
に
解
析
し
た
研
究
で
は
、
生
物
多
様
性
と
疾
病
に
は
負

の
関
連
性
が
一
般
的
で
あ
っ
た
（
※
５
）。
と
く
に
人
獣
共
通
感
染
症
や

野
生
動
物
の
み
感
染
し
て
い
る
疾
病
で
、
生
物
多
様
性
と
感
染
症
の
間

に
負
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
強
く
示
さ
れ
た
。
一
方
、Ｗ
ｏ
ｏ
ｄ
ら
（
※

６
）
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
把
握
し
て
い
る
最
も
重
要
な

24
の
ヒ
ト
感
染
症
の
う
ち
、
生
物
多
様
性
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
11
の
感
染
症
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
し
た
国
全

体
を
通
じ
た
解
析
で
は
、
11
の
感
染
症
の
う
ち
五
つ
に
お
い
て
、
生
物

多
様
性
が
増
加
す
る
と
感
染
症
も
増
加
し
た
。
し
か
し
、
同
一
国
内
で

解
析
す
る
と
、
七
つ
の
感
染
症
で
は
生
物
多
様
性
増
大
は
感
染
症
減
少

を
引
き
起
こ
し
（
統
計
的
に
有
意
な
の
は
一
つ
の
み
）、
四
つ
の
感
染

症
に
お
い
て
は
、
生
物
多
様
性
増
大
は
感
染
症
増
加
の
傾
向
を
示
し
た

（
統
計
的
に
有
意
な
の
は
一
つ
の
み
）。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
Ｒ
ｏ
ｈ
ｒ
ら
（
※
１
）
は
、
調
べ
る
空
間
ス

ケ
ー
ル
で
、
希
釈
効
果
の
検
出
が
異
な
っ
て
く
る
こ
と
を
議
論
し
て
い

図 1　希釈効果の概念図。ヒトへ感染するウイルスを保有するダニの宿主（ネズミ）が４種（Ａ～Ｄ）存在する。宿主の多様性の高い群集（左図）
では、ダニを保有する割合の高いネズミＣ種の割合は低く抑えられているが（約 30％）、宿主の多様性の低い群集では、Ｃ種の割合が高く（約
60％）、ヒトへの感染リスクが高まる。
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る
。
つ
ま
り
、
希
釈
効
果
は
、
感
染
や
伝
播
と
い
っ
た
生
物
間
の
相
互
作
用
の
程
度
の

違
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
そ
の
た
め
に
、希
釈
効
果
が
観
察
さ
れ
る
空
間
ス
ケ
ー
ル
は
、

生
物
が
密
接
に
相
互
作
用
し
て
い
る
群
集
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大

き
な
ス
ケ
ー
ル
で
み
た
と
き
、
生
物
多
様
性
が
高
い
ほ
ど
感
染
症
や
寄
生
虫
の
出
現
す

る
確
率
は
高
ま
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
実
際
に
Ｒ
ｏ
ｈ
ｒ
ら
（
※
１
）
の
再
解
析
で
は
、

調
べ
る
空
間
ス
ケ
ー
ル
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
生
物
多
様
性
の
増
大
と
感
染
症
リ
ス
ク
は

負
の
関
係
を
示
し
た
（
図
２
）。

人
獣
共
通
感
染
症
の
病
原
体
の
供
給
源
と
し
て
の
生
物
多
様
性

Ｊ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ら
（
※
７
）
は
、
１
９
４
０
年
か
ら
２
０
０
４
年
の
間
の
人
獣
共
通
感

染
症
が
発
生
し
や
す
い
場
所
の
解
析
を
し
た
。
そ
の
結
果
、
野
生
動
物
の
種
多
様
性
が

高
い
場
所
ほ
ど
、
野
生
動
物
に
由
来
す
る
人
獣
共
通
感
染
症
の
発
生
予
測
が
高
く
な
っ

た
。し

か
し
、
様
々
な
要
因
を
同
時
に
考
慮
し
て
、
そ
の
影
響
の
違
い
を
み
る
と
、
人
口

密
度
の
方
が
、
野
生
動
物
の
種
多
様
性
よ
り
も
感
染
症
発
生
に
よ
り
高
い
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
人
獣
感
染
症
の
宿
主
と
な
る
野
生
動
物
の
多
様
性
が
高
い

ほ
ど
感
染
症
を
保
持
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
が
、
人
口
密
度
が
高
い
と
そ
れ
ら
野
生

動
物
と
接
触
す
る
機
会
が
増
大
し
、
人
間
へ
の
感
染
が
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
生
物
多
様
性
の
高
い
地
域
で
の
人
間
の
自
然
へ
の
介
入
は
、
自
然
界
で
保

持
さ
れ
て
い
る
感
染
症
が
人
間
に
感
染
拡
大
（
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
）
す
る
可
能
性
を
増

大
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

人
間
の
自
然
環
境
や
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
に
よ
る
感
染
症
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー

は
、
単
に
人
間
と
病
原
体
と
の
接
触
機
会
が
増
大
す
る
こ
と
で
生
じ
る
だ
け
で
な
い
。

人
間
に
よ
る
森
林
や
自
然
環
境
の
土
地
利
用
の
変
化
は
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
宿
主
と

な
る
種
の
分
布
、
行
動
、
数
な
ど
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
に
よ
り
人
間
へ
の
感
染
が
増

加
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
（
※
８
）。

ま
た
、
人
間
の
影
響
を
受
け
て
い
る
生
息
地
で
は
、
受
け
て
い
な
い
生
息
地
に
比
べ

て
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
宿
主
と
な
る
種
の
多
様
性
と
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る（
※
９
）。つ
ま
り
、人
間
の
影
響
を
受
け
た
生
息
地
で
繁
栄
し
て
い
る
種
は
、

潜
在
的
な
病
原
体
の
種
類
と
数
が
と
も
に
高
く
、
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
の
機
会
を
よ
り
多

く
提
供
し
て
い
る
と
い
う
（
※
２
）。

ヒ
ト
に
病
気
を
引
き
起
こ
す
病
原
体
を
保
持
し
て
い
る
生
物
種
（
リ
ザ
ー
バ
ー
）
は

齧げ
っ
し歯

目
、
食
肉
目
、
偶ぐ
う

蹄て
い

目も
く

に
お
い
て
最
も
多
く
見
ら
れ
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
最
も

一
般
的
な
リ
ザ
ー
バ
ー
は
ネ
ズ
ミ
、
イ
ヌ
、
ネ
コ
、
ウ
シ
、
ブ
タ
、
ヒ
ツ
ジ
、
ヤ
ギ
な

ど
の
家
畜
で
あ
っ
た
（
※
10
）。
人
獣
共
通
感
染
症
の
病
原
体
の
宿
主
と
な
る
種
は
、
そ

う
で
な
い
種
に
比
べ
て
、
保
全
上
の
懸
念
が
低
い
（
絶
滅
危
惧
種
や
危
急
種
で
な
い
）

傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
※
11
）。
リ
ザ
ー
バ
ー
と
な
り
う
る
種
の
特
徴
と
し
て
寿
命

が
短
く
、
生
活
史
が
早
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

免
疫
に
は
、自
然
免
疫（
生
ま
れ
つ
き
備
わ
っ
て
い
る
免
疫
）と
適
応（
獲
得
）免
疫（
病

原
体
に
侵
入
後
に
獲
得
さ
れ
る
免
疫
）
が
あ
る
。
自
然
免
疫
を
発
達
さ
せ
た
生
物
は
獲

得
免
疫
が
低
下
し
た
り
、
あ
る
い
は
獲
得
免
疫
を
発
達
さ
せ
る
と
自
然
免
疫
の
機
能
が

低
下
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
、
寿
命
の
短
い

種
は
自
然
免
疫
を
よ
り
発
達
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
（
※
12
）。
そ
の
た

図２　生物多様性が感染症リスクに与える効果と解析した空間スケール。効果が
正のときは生物多様性の増加により感染症リスクは増大し、負のときは減
少する。Rohr, J. R. et al.（※１）の資料を改変。
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め
、
寿
命
の
短
い
種
は
獲
得
免
疫
反
応
が
弱
く
、
免
疫
が
強
い
宿
主
と
比
較
し
て
高
い

感
染
力
の
病
原
体
を
維
持
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
伴
っ
て
伝
播
性
も
拡
大
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
※
２
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
人
間
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
は
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
リ

ザ
ー
バ
ー
を
増
加
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

生
物
多
様
性
保
全
と
感
染
症
リ
ス
ク
対
策

生
態
系
や
群
集
を
構
成
し
て
い
る
生
物
種
に
は
、
病
原
体
や
寄
生
虫
、
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
寄
生
生
物
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
生
物
多
様
性
が
高
い
地
域
は
必
然
的
に
感
染

症
の
原
因
と
な
る
生
物
種
も
増
加
す
る
。
こ
の
た
め
広
い
ス
ケ
ー
ル
で
比
較
し
て
み
る

と
、
生
物
多
様
性
（
種
数
）
と
感
染
症
リ
ス
ク
は
正
の
関
係
が
検
出
さ
れ
や
す
く
な
る

だ
ろ
う
。

一
方
で
、
局
所
的
に
み
て
み
る
と
、
宿
主
と
な
る
生
物
種
の
間
に
病
原
体
の
感
染
率

や
保
持
率
に
差
が
あ
る
場
合
、
相
互
作
用
す
る
種
が
増
加
す
る
ほ
ど
そ
の
病
原
体
の
感

染
リ
ス
ク
が
減
少
す
る
と
い
う
希
釈
効
果
が
み
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
希
釈
効
果
が
み

ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
病
原
体
の
感
染
様
式
や
宿
主
の
性
質
に
依
存
す
る
と
示
唆

さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ら
（
※
７
）
の
解
析
は
２
０
０
４
年
ま
で
の
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
過
去

約
60
年
の
間
に
大
幅
に
新
興
感
染
症
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
Ｋ
ｅ
ｅ

ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
と
Ｏ
ｓ
ｔ
ｆ
ｅ
ｌ
ｄ
（
※
２
）
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
影
響
を
う
け
て

い
る
生
態
系
ほ
ど
、
感
染
症
の
リ
ザ
ー
バ
ー
と
な
る
宿
主
が
多
く
、
人
間
に
よ
る
生
態

系
や
生
物
多
様
性
の
改
変
に
よ
っ
て
、
感
染
症
が
人
間
へ
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
す
る
こ
と

に
よ
り
感
染
症
リ
ス
ク
が
増
大
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

生
物
多
様
性
は
近
年
、急
激
に
減
少
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、

局
所
的
な
種
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
変
化
せ
ず
、
種
の
構
成
が
変
化
し
、
置
き
換
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
※
13
）。
感
染
症
リ
ス
ク
に
関
係
す
る
生
物
多
様
性
と
は
種

の
数
よ
り
も
種
の
構
成
員
の
変
化
が
重
要
で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
生
物
多
様
性
の
保
全

に
よ
っ
て
感
染
症
リ
ス
ク
を
抑
え
る
に
は
、
リ
ザ
ー
バ
ー
と
な
り
う
る
種
の
数
と
個
体

数
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

ヒ
ト
が
１
万
年
前
に
農
耕
を
開
始
し
、
定
住
に
よ
っ
て
多
く
が
密
集
し
て
生
活
し
、

家
畜
な
ど
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
感
染
症
の
影
響
は
特
に
大
き
く

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
※
14
）。

さ
ら
に
現
代
に
な
っ
て
、
人
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
移
動
や
大
規
模
な
土
地
改
変
が
感

染
症
リ
ス
ク
を
増
大
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
感
染
症
リ

ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
公
衆
衛
生
学
的
な
感
染
や
伝
播
の
制
御
、
ワ
ク
チ
ン

や
治
療
薬
な
ど
医
学
的
対
策
が
中
心
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
時
に
生
物
多
様
性

を
人
間
が
う
ま
く
管
理
す
る
こ
と
で
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
な
い
。

【
注
釈
】

(1) R
ohr, J. R

., et al. (2020)Tow
ards com

m
on ground in the biodiversity–disease debate. 

N
ature Ecology and Evolution 4, 24–33. 

(2) K
eesing, F. and O

stfeld, R
. S. (2021) Im

pacts of biodiversity and biodiversity loss on 
zoonotic diseases. PN

A
S 118, e2023540118 

(3) Keesing, F. and O
stfeld, R. S. (2021) D

ilution effects in disease ecology. Ecology Letters 
24, 2490–2505.

(4) H
alsey, S. (2019) D

efuse the dilution effect debate. N
ature Ecology and Evolution 3, 

145–146. 

(5) C
ivitello, D

. J., et al. (2015) B
iodiversity inhibits parasites: B

road evidence for the 
dilution effect. PN

A
S 112, 8667–8671. 

(6) W
ood, C

. L., et al. (2014) D
oes biodiversity protect hum

ans against infectious disease? 
Ecology 95, 817–832.

(7) Jones, K
. E., et al. (2008) G

lobal trends in em
erging infectious diseases. N

ature 451, 
990–993.

(8) M
urray, K

. A
. and D

aszak, P. (2013) H
um

an ecology in pathogenic landscapes: Tw
o 

hypotheses on how
 land use change drives viral em

ergence. C
urrent O

pinion in 
Virology 3, 79–83.

(9) G
ibb, R

. et al. (2020). Zoonotic host diversity increases in hum
an-dom

inated ecosys-
tem

s. N
ature 584, 398–402. 

(10) Plourde, B
. T., et al. (2017) A

re disease reservoirs special? Taxonom
ic and life history 

characteristics. PLoS O
ne 12, e0180716.

(11) Johnson, C
. K

. et al. (2020) G
lobal shifts in m

am
m

alian population trends reveal key 
predictors of virus spillover risk. Proceedings of Royal Society B

 287, 20192736.

(12) M
artin, L. B

., et al. (2016) H
ost com

petence: A
n organism

al trait to integrate im
m

unol-
ogy and epidem

iology. Integrative and C
om

parative B
iology 56, 1225–1237.

(13) Vaidyanathan, G
. (2021) The w

orld's species are playing m
usical chairs: how

 w
ill it end? 

N
ature, 596, 22-25.

(14) W
olfe, N

. D
., et al. (2007) O

rigins of m
ajor hum

an infectious diseases. N
ature 447, 279–

283.



― 62 ―

屋
久
島
照
葉
樹
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

　
手
塚
賢
至

里
の
原
生
林
・
屋
久
島
低
地
照
葉
樹
林
の
保
全

は
じ
め
に

「
屋
久
島
低
地
照
葉
樹
林
」
と
は
、
耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
森

林
の
生
物
多
様
性
の
貴
重
性
と
屋
久
島
の
生
態
系
保
全
の
重
要
課
題
と
を
強
く
意
識
し

て
、
２
０
１
６
年
に
発
足
し
た
「
屋
久
島
照
葉
樹
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
使
い
始
め
た

名
称
で
す
。
私
た
ち
は
森
林
植
生
や
希
少
植
物
の
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
を
基
に

つ
い
に
は
、
国
（
環
境
省
・
林
野
庁
）
な
ど
へ
の
保
全
に
関
す
る
要
望
書
を
、
20
年
４

月
に
日
本
生
態
学
会
を
は
じ
め
４
団
体
合
同
で
提
出
す
る
に
至
り
ま
し
た
。
以
降
、
要

望
事
項
の
成
就
に
向
け
て
現
在
進
行
形
で
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
要
望
書
の
提
出
に
至
る
経
緯
と
展
望
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
、
な
ぜ
こ

の
森
林
の
保
全
を
求
め
る
要
望
書
が
今
日
的
な
意
味
と
必
要
性
を
持
つ
の
か
、
屋
久
島

の
森
林
資
源
の
利
用
と
保
全
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
報
告
し
ま
す
。

屋
久
島
低
地
照
葉
樹
林
と
は

屋
久
島
で
も
、
と
く
に
河
川
流
域
に
辛
う
じ
て
残
存
す
る
照
葉
樹
林
は
そ
の
森
林
生

態
系
の
価
値
が
認
識
さ
れ
ず
、
何
ら
の
保
護
指
定
も
な
さ
れ
な
い
ま
ま
存
亡
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
屋
久
島
照
葉
樹
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
屋
久
島
の

住
民
や
、
森
林
・
植
物
生
態
・
環
境
政
策
な
ど
専
門
性
の
高
い
研
究
者
と
協
働
し
て
、

屋
久
島
低
地
照
葉
樹
林
の
保
全
を
早
急
か
つ
確
実
に
す
る
こ
と
を
活
動
の
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

主
な
活
動
は
調
査
・
研
究
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
生
物
多
様
性
の
保
全

す
べ
て
に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
島
内
全
域
に
お
い
て
、
河
川
流
域
に
残
存
す
る

林
齢
１
５
０
年
以
上
の

原
生
的
な
森
林
内
で
、

５
０
０
平
方
㍍
内
の
地

上
と
樹
上
に
生
育
す
る

す
べ
て
の
維
管
束
植
物

種
を
記
録
す
る
「
ベ

ル
ト
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調

査
」
を
は
じ
め
と
し
た

森
林
植
生
や
希
少
植
物

種
の
調
査
を
し
て
き
ま

し
た
。

全
島
19
河
川
、
42
地

点
の
詳
細
な
調
査
を

し
、
種
の
保
存
法
国
内

指
定
種
や
絶
滅
危
惧
種

が
多
産
す
る
こ
と
か
ら

種
多
様
性
の
宝
庫
で
あ

る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
と
く
に
ヤ
ク

ノ
ヒ
ナ
ホ
シ
、
ヤ
ク
シ

マ
ソ
ウ
、
ヤ
ク
シ
マ
ヤ

ツ
シ
ロ
ラ
ン
、
タ
ブ
ガ

屋久島低地照葉樹林の種の多様性

ヤクシマヤツシロラン（ ）
年日本新産

ヤクシマソウ（ ） 16年ヤクノヒナホシ（ ） 年

新 種 記 載

写真や資料は、いずれのページも屋久島照葉樹林ネットワーク提供
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に
３
者
で
の
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
現
地
で
の
情
報
共
有
だ
け
で
は
低
地

照
葉
樹
林
を
守
り
切
れ
な
い
こ
と
を
実
感
し
、
各
関
係
行
政
機
関
へ
の
要
望
書
の
提
出

を
決
意
し
ま
し
た
。

屋
久
島
の
森
林
生
態
系
保
全
の
課
題

屋
久
島
は
国
有
林
面
積
が
全
島
の
80
％
に
及
び
ま
す
。
国
立
公
園
面
積
は
42
％
、
そ

の
中
で
も
原
生
的
な
自
然
環
境
を
指
定
す
る
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
地
は
20
％
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。

保
護
に
よ
る
規
制
が
強
い
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
や
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
に

し
て
も
、
指
定
区
域
は
多
く
が
山
岳
部
を
中
心
と
し
た
標
高
の
あ
る
地
域
。
垂
直
分
布

に
注
目
す
れ
ば
、
海
岸
か
ら
山
頂
部
ま
で
現
存
し
て
い
る
の
は
西
部
地
域
の
み
で
す
。

他
は
山
頂
部
か
ら
南
部
や
東
部
に
細
く
延
び
て
い
る
だ
け
の
不
完
全
な
様
相
を
呈
し
、

実
際
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
は
１
９
９
３
年
世
界
自
然
遺
産
登
録
時
に

東
部
の
か
細
い
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性
を
指
摘
し
、
改
善
を
勧
告
し
て
い
ま
す
。

世
界
自
然
遺
産
の
島
と
は
い
え
、
森
林
利
用
さ
れ
た
伐
採
地
は
里
地
か
ら
山
間
部
の

奥
ま
で
及
び
、
ほ
ぼ
手
付
か
ず
の
原
生
的
な
森
林
環
境
が
現
存
す
る
の
は
ご
く
限
ら
れ

た
面
積
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
全
島
域
に
お
い
て
、
標
高
５
０
０
㍍
以
下
の
原
生
的
な

照
葉
樹
林
面
積
は
今
や
わ
ず
か
６
・
３
％
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

そ
の
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
照
葉
樹
林
は
尾
根
筋
や
河
川
流
域
に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が

ス
ギ
人
工
林
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
伐
倒
、
集
材
の
た
め
の
林
道
の
開
削
や
ス
ギ
人
工

林
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
は
、
重
機
な
ど
に
よ
っ
て
原
生
的
な
照
葉
樹
林
が
思
慮
も
な
く
切

り
裂
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
工
林
内
に
は
縦
横
に
作
業
道
が
切
り
開
か
れ
ま
す
が
、
上
流
部
で
の
皆
伐

と
と
も
に
大
雨
時
に
は
濁
流
が
照
葉
樹
林
内
に
注
ぎ
込
み
、
落
ち
葉
や
腐
葉
土
を
押
し

出
し
、
自
生
地
の
環
境
を
脅
か
し
ま
す
。
各
地
の
河
川
に
つ
く
ら
れ
る
治
山
ダ
ム
や
、

そ
の
計
画
地
へ
至
る
道
路
も
、
周
辺
の
原
生
林
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら
建
設
さ
れ
る
の
が

常
で
す
。

世
界
自
然
遺
産
の
評
価
と
照
葉
樹
林

世
界
遺
産
登
録
に
際
し
、
屋
久
島
の
事
前
調
査
を
し
た
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
報
告
書
は
、
世

界
的
な
価
値
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
い
て
実
に
興
味
深
い
も
の
で
す
。
こ
こ
に
は
屋
久
島
の
照
葉

ワ
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
、
タ
ブ
ガ
ワ
ヤ
ツ
シ
ロ
ラ
ン
な
ど
、
屋
久
島
の
地
名
に
由
来
す
る
低
地

照
葉
樹
林
に
の
み
依
存
す
る
多
数
の
新
種
植
物
や
国
内
初
記
録
と
な
る
種
が
多
く
見
い

だ
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
に
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ヤ
ク
ノ
ヒ
ナ
ホ
シ
は
08
年
に
世
界
新
産
種
と
な
り
ま
し
た
が
、
確
認
さ
れ
て
い
る
自

生
地
は
島
内
に
た
だ
１
カ
所
と
い
う
希
少
さ
で
す
。
こ
う
し
た
数
々
の
菌
従
属
栄
養
植

物
や
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
類
な
ど
は
、
極
微
細
で
絶
妙
な
菌
類
と
の
共
生
関
係
を
保
っ
て
い
ま

す
。
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
狭
い
な
が
ら
も
安
定
的
な
原
生
林
の
中
を
ゆ
り
か
ご
と
し
て

生
き
延
び
る
こ
と
で
、
学
術
的
に
も
貴
重
な
屋
久
島
低
地
照
葉
樹
林
の
多
様
性
を
象
徴

す
る
植
物
種
で
す
。
こ
の
森
林
が
失
わ
れ
る
と
、
種
と
し
て
の
存
続
自
体
が
危
う
く
な

り
ま
す
。

２
０
１
８
年
６
月
に

衝
撃
的
な
出
来
事
が
起

こ
り
ま
し
た
。
屋
久
島

に
１
カ
所
し
か
な
い
ク

ロ
シ
マ
ヤ
ツ
シ
ロ
ラ
ン

（
16
年
新
種
記
載
）
の

自
生
地
が
、
人
工
林
の

間
伐
の
た
め
の
ア
ク
セ

ス
道
に
よ
り
押
し
つ
ぶ

さ
れ
、
ほ
ぼ
壊
滅
し
ま

し
た
。

国
立
公
園
第
３
種
特

別
地
域
で
あ
っ
た
た

め
、
環
境
省
と
林
野
庁

屋
久
島
森
林
管
理
署
、

私
た
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
３
者
で
現
地
検
分
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
際

に
互
い
の
情
報
共
有
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
認
識
し
、
そ
の
後

ククロロシシママヤヤツツシシロロラランン自自生生地地壊壊滅滅！！
年日本新産種

日本では鹿児島県三島村黒
島で初めて発見
屋久島が国内 地点目
屋久島の自生地はこの地点
のみ（国立公園内）

年 月
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樹
林
へ
の
評
価
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
最
高
峰
の
宮
之
浦
岳
（
１
９
３
６
㍍
）
を
は
じ
め
、
海
抜
２
千
㍍
に
至
ら
ん
と

す
る
森
林
生
態
系
の
垂
直
分
布
が
連
続
し
て
い
る
貴
重
性
を
指
摘
。
屋
久
杉
の
巨
木
林

に
つ
い
て
は
「
堂
々
た
る
景
観
を
呈
す
る
ス
ギ
林
の
存
在
」
と
し
、「
他
地
域
で
ほ
と

ん
ど
失
わ
れ
て
き
た
暖
温
帯
地
域
の
原
生
林
が
特
異
的
に
残
存
さ
れ
て
い
る
」
と
評
価

し
た
。
こ
の
暖
温
帯
地
域
の
原
生
林
こ
そ
が
、
低
標
高
域
の
照
葉
樹
林
に
位
置
付
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。

屋
久
島
と
い
え
ば
、
樹
齢
数
千
年
の
縄
文
杉
に
代
表
さ
れ
る
〝
屋
久
杉
〟
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
標
高
約
５
０
０
㍍
以
上
に
広
が
る
屋
久
杉
の
原
生
林
だ
け
が
屋

久
島
の
自
然
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
屋
久
島
の
照
葉
樹
林
の

存
在
は
ほ
と
ん
ど
貴
重
性
が
認
識
さ
れ
ず
、
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

と
く
に
低
地
の
河
川
流
域
に
沿
っ
て
、
辛
う
じ
て
残
さ
れ
て
き
た
屋
久
島
の
低
地
照

葉
樹
林
は
生
物
種
多
様
性
の
宝
庫
と
し
て
重
要
で
、
貴
重
な
森
林
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
こ
そ
、
こ
の
里
の
原
生
林
の
存
亡
を
め
ぐ
る
状
況
を
直

視
し
、
保
護
の
対
象
と
し
て
後
世
に
残
せ
る
よ
う
な
対
策
を
早
急
に
講
ず
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

低
地
照
葉
樹
林
主
要
３
流
域
の
特
色
と
そ
の
環
境
を
脅
か
す
も
の

こ
れ
ま
で
19
河
川
で
の
ベ
ル
ト
ト
ラ
ン
セ
ク
ト
調
査
と
と
も
に
、
季
節
や
地
域
限
定

で
出
現
す
る
菌
従
属
栄
養
植
物
や
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
類
な
ど
特
異
な
生
態
を
持
っ
た
希
少
種

の
調
査
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
長
年
の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
、
と
く
に

保
全
の
優
先
度
の
高
い
３
河
川
流
域
へ
の
保
護
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

①
椨た
ぶ

川
流
域
（
種
の
保
存
法
国
内
希
少
種
：
２
種
・
絶
滅
危
惧
種
32
種
）

島
の
東
部
地
域
の
尾
根
上
に
細
く
延
び
る
世
界
遺
産
登
録
地
に
最
も
隣
接
し
、
種
多

様
性
が
高
い
河
川
流
域
が
保
護
指
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
１
９
９
３
年
登
録
時
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
よ
り
改
善
を
指
摘
さ
れ
た
登
録
エ
リ
ア
の
脆
弱
性
が
解
決
へ
と
導
か
れ
ま
す
。

②
一い
っ

湊そ
う

川
流
域
（
同
：
４
種
・
同
28
種
）

下
流
域
か
ら
最
上
流
域
ま
で
連
続
し
て
希
少
種
が
多
産
す
る
た
め
、
垂
直
分
布
の
保

全
を
重
視
し
た
流
域
一
帯
の
保
全
が
望
ま
れ
ま
す
。
オ
オ
バ
シ
シ
ラ
ン
（
種
の
保
存
法

国
内
指
定
種
）
な
ど
シ
ダ
類
や
着
生
植
物
も
豊
富
で
す
が
、
最
上
流
部
や
流
域
隣
接
地

で
の
林
道
建
設
と
人
工
林
の
伐
採
施
業
が
計
画
さ
れ
、
進
行
し
て
い
ま
す
。

一湊川流域

花揚川・鳴子川流域

椨川流域

屋久島の保護区分と優先的な保全が望まれる 流域
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③
花は
な

揚あ
げ

川
・
鳴な
る

子こ

川
流
域
（
同
：
２
種
・
同
34
種
）

里
地
に
近
く
、
ほ
ぼ
全
域
が
伐
期
の
ス
ギ
人
工
林
に
隣
接
し
て
い
て
、
最
も
林
業
施

業
の
影
響
を
受
け
や
す
い
エ
リ
ア
で
す
。
菌
従
属
栄
養
植
物
の
ヤ
ク
シ
マ
ソ
ウ
（
種
の

保
存
法
国
内
指
定
種
）
や
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
類
な
ど
固
有
種
の
自
生
地
破
壊
が
懸
念
さ
れ
、

林
業
と
の
整
合
性
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
３
流
域
の
低
地
照
葉
樹
林
を
脅
か
す
要
因
は
、
い
ず
れ
も
伐
期
を
迎
え
た
ス

ギ
人
工
林
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

保
全
へ
の
道
筋
、
調
査
・
研
究
と
要
望
書
の
提
出

２
０
１
６
～
１
８
年
の
集
中
的
な
調
査
は
『
屋
久
島
低
地
照
葉
樹
林
帯
に
お
け
る
植

生
保
全
研
究
』（
注
）
と
し
て
発
表
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
調
査
デ
ー
タ
の
積
み
重
ね
を
基
に

し
て
こ
の
地
域
の
保
全
を
求
め
る
『
高
い
植
物
多
様
性
を
擁
す
る
屋
久
島
の
低
地
照
葉

樹
林
の
環
境
保
全
を
求
め
る
要
望
書
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

屋
久
島
照
葉
樹
林
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
呼
び
か
け
に
賛
同
し
た「
日
本
生
態
学
会
」「
日

本
植
物
分
類
学
会
」「
日
本
自
然
保
護
協
会
」
と
合
同
で
の
要
望
が
実
現
。
20
年
４
月

に
関
係
行
政
機
関
で
あ
る
環
境
省
や
林
野
庁
、鹿
児
島
県
、屋
久
島
町
へ
提
出
す
る
と
、

屋
久
島
の
森
林
保
全
の
た
め
に
住
民
や
研
究
者
、
学
会
が
結
集
し
た
こ
の
要
望
書
へ
の

反
響
は
大
き
く
、
環
境
省
（
自
然
環
境
局
長
）
や
林
野
庁
（
長
官
）、
屋
久
島
町
（
町 

長
）
か
ら
「
要
望
内
容
を
真し
ん

摯し

に
受
け
止
め
て
対
処
し
た
い
」
と
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

す
で
に
林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
は
21
年
度
、
保
護
林
指
定
へ
向
け
た
調
査
の
動
き

が
始
ま
り
、
今
後
も
要
望
が
い
か
に
成
就
す
る
か
、
環
境
省
の
取
り
組
み
も
含
め
注
視

し
て
い
ま
す
。
屋
久
島
の
保
護
す
べ
き
最
後
の
〝
砦と
り
で〟、

最
大
の
課
題
が
忘
れ
ら
れ
た

里
の
原
生
林
、
屋
久
島
の
低
地
照
葉
樹
林
で
あ
る
と
確
信
し
、
関
係
行
政
機
関
の
誠
意

あ
る
対
応
を
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
保
全
へ
の
願
い
は
林
業
と
対
立
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
望
の
主
眼
は

林
業
生
産
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
エ
リ
ア
と
、
純
然
と
保
護
す
る
エ
リ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ

定
め
て
、
利
用
と
保
全
を
両
立
さ
せ
て
持
続
可
能
な
林
業
と
森
林
環
境
の
保
全
を
目
指

そ
う
と
い
う
提
案
、
警
鐘
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
理
解
の
醸
成
を
図
る
た
め
に
も
、

屋
久
島
の
森
林
利
用
と
保
全
の
歴
史
の
一
端
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

屋
久
島
の
人
と
森
林
利
用

屋
久
島
に
は
「
屋
久
島
憲
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
正
式
に
は
「
屋
久

島
国
有
林
経
営
の
大
綱
」。
約
１
０
０
年
前
の
１
９
２
１
年
に
国
が
定
め
た
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
江
戸
時
代
、
島
津
藩
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
屋
久
島
の
森
林
利
用
は
、
明
治

期
に
入
り
、
１
８
６
９
年
に
島
の
８
割
が
明
治
政
府
官
林
と
な
り
、
国
の
管
轄
下
に
お

か
れ
る
大
き
な
転
換
を
迎
え
ま
し
た
。

藩
政
時
代
は
屋
久
杉
の
板
が
〝
年
貢
〟
と
し
て
厳
重
に
管
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
島
民

に
は
生
活
に
必
要
な
一
般
的
な
木
材
の
利
用
、
入
山
は
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

国
有
林
官
政
下
で
は
、
薪
炭
材
な
ど
木
材
の
利
用
が
禁
じ
ら
れ
、
生
活
に
困
窮
し
た
島

民
有
志
が
１
９
０
４
年
、
国
に
「
国
有
山
林
下
戻
請
求
訴
訟
」
を
起
こ
し
ま
し
た
。
島

民
の
願
い
を
託
し
た
訴
訟
は
１
４
年
の
年
月
を
費
や
す
も
願
い
か
な
わ
ず
敗
訴
に
。
そ

こ
で
、
こ
の
判
決
に
納
得
い
か
な
い
島
民
の
不
満
を
慰い

撫ぶ

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の

が
「
屋
久
島
憲
法
」
で
す
。

内
容
は
５
万
２
千
㌶
の
国
有
林
の
う
ち
、
７
千
㌶
を
「
委
託
林
」
と
し
て
島
民
の
薪

炭
林
と
し
て
利
用
で
き
る
な
ど
、島
民
に
配
慮
し
た
も
の
で
し
た
。
委
託
林
は
そ
の
後
、

51
年
に
「
薪
炭
共
用
林
」
と
改
称
さ
れ
、
島
内
の
集
落
単
位
で
共
用
林
組
合
が
設
立
。

そ
し
て
61
年
に
屋
久
島
林
業
開
発
公
社
へ
、
さ
ら
に
99
年
に
は
鹿
児
島
県
森
林
整
備
公

社
へ
と
移
行
し
、
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
り
な
が
ら
現
在
に
至
り
ま
す
。

こ
の
特
異
な
歴
史
的
背
景
を
持
ち
、
国
と
住
民
と
の
契
約
に
よ
り
植
林
さ
れ
た
「
共

用
林
」
の
制
度
が
１
世
紀
を
隔
て
た
今
も
引
き
継
が
れ
、
60
年
代
以
降
、
植
林
さ
れ
た

人
工
林
の
伐
期
を
迎
え
て
屋
久
島
の
低
地
に
お
け
る
照
葉
樹
林
の
保
護
と
森
林
利
用
の

課
題
と
し
て
重
要
な
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

森
林
の
利
用
と
保
護

屋
久
島
の
森
林
を
主
と
し
た
自
然
環
境
は
、
利
用
と
同
時
に
森
林
の
破
壊
を
懸
念
す

る
自
然
保
護
の
対
象
と
も
な
り
ま
し
た
。

森
林
資
源
利
用
の
主
体
で
あ
る
屋
久
杉
の
伐
採
は
「
屋
久
島
憲
法
」
の
２
年
後
、
23

年
に
国
有
林
開
発
の
拠
点
と
し
て
険
し
い
山
奥
に
森
林
軌
道
が
開
設
さ
れ
、
最
盛
期
の

65
年
に
１
３
３
世
帯
５
４
０
人
が
居
住
し
た
小
杉
谷
集
落
の
盛
衰
に
象
徴
さ
れ
ま
す
。

屋
久
杉
の
巨
樹
が
林
立
す
る
広
大
な
安
房
川
上
流
周
辺
一
帯
の
伐
採
を
終
え
て
、
70
年
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に
約
50
年
間
の
事
業
が
終
し
ゅ
う

焉え
ん

し
ま
し
た
。

時
代
の
趨す
う

勢せ
い

と
と
も
に
多
数
の
林
道
が
奥
地
の
森
林
ま
で
つ
く
ら
れ
、
さ
ら
に
膨
大

な
面
積
と
量
の
屋
久
杉
と
原
生
林
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。

60
年
代
以
降
は
、
枯
渇
し
た
屋
久
杉
の
伐
採
か
ら
ス
ギ
の
植
林
を
奨
励
す
る
拡
大
造

林
時
代
が
始
ま
り
、
標
高
の
低
い
常
緑
広
葉
樹
林
（
照
葉
樹
林
）
の
パ
ル
プ
材
資
源
利

用
の
伐
採
や
大
型
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
導
入
な
ど
で
、
激
し
い
乱
伐
が
進
行
。
70
年
代

に
か
け
て
は
、
原
生
的
な
照
葉
樹
林
に
代
わ
り
、
ス
ギ
の
植
林
地
が
屋
久
島
の
低
地
に

ま
で
及
び
広
範
囲
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
代
に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
が
50
～
60
年

を
経
て
現
在
、
伐
採
・
収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
屋
久
杉
原
生
林
伐
採
に
抗
し
た
保
護
活
動
の
高
揚
は
81
年
に
瀬
切
川
流
域
の

３
４
０
㌶
も
の
屋
久
杉
原
生
林
伐
採
計
画
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
実
を
結
び
、
こ
の
一

帯
が
残
さ
れ
た
こ
と
で
西
部
地
域
の
垂
直
分
布
は
担
保
さ
れ
、
後
の
世
界
遺
産
登
録
に

寄
与
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
久
島
の
森
林
に
は
こ
う
し
た
利
用
と

保
護
の
歴
史
的
な
葛
藤
が
色
濃
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
護
指
定
は
24
年
の
「
屋
久
島
ス
ギ
原
始
林
」
天
然
記
念
物
指
定
の
後
、
54
年
の
特

別
天
然
記
念
物
指
定
を
は
じ
め
と
し
て
、
64
年
の
「
霧
島
屋
久
国
立
公
園
（
現
・
屋
久

島
国
立
公
園
）」、
75
年
の
「
屋
久
島
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
」、
92
年
の
「
屋
久
島

森
林
生
態
系
保
護
地
域
」、
そ
し
て
白
神
山
地
と
と
も
に
93
年
に
日
本
初
の
「
世
界
自

然
遺
産
」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

要
望
書
の
概
要

屋
久
島
の
低
地
照
葉
樹
林
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
時
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
評
価
書
に
も

特
筆
さ
れ
た
よ
う
に
、
国
内
外
で
貴
重
な
森
林
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。「
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
２
０
１
２
―
２
０
２
０
」
を
踏
ま
え
、
前
述
の
４
団
体
は
関
係
機
関
に

対
し
、
屋
久
島
の
低
地
照
葉
樹
林
に
お
け
る
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
生
息
地
環
境
の
悪

化
、
及
び
生
物
多
様
性
の
消
失
を
防
ぎ
、
こ
の
貴
重
な
森
林
生
態
系
を
後
世
に
引
き
継

ぐ
こ
と
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
▽
環
境
省
に
対
し
、
種
の
保
存
法
国
内
指
定
種
や
絶
滅
危
惧
種
な
ど
の

種
多
様
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
時
点
で
は
保
護
の
担
保
が
無
い
こ
と
か
ら
世

界
自
然
遺
産
地
域
の
拡
張
を
視
野
に
入
れ
て
、
国
立
公
園
地
域
へ
の
編
入
や
生
息
地
等

保
護
区
指
定
に
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。

▽
林
野
庁
に
対
し
、
森
林
・
林
業
基
本
法
、
森
林
・
林
業
基
本
計
画
に
準
拠
し
、
河

川
流
域
の
低
地
照
葉
樹
林
の
積
極
的
、
早
急
な
保
全
措
置
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
森

林
施
業
の
両
立
を
図
り
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
な
ど
保
護
林
の
指
定
を
求
め
る
。

▽
県
・
町
に
対
し
、
同
じ
認
識
に
立
ち
地
域
の
自
然
環
境
の
財
産
と
し
て
恒
久
的
な

保
全
を
望
み
、
国
な
ど
の
保
護
指
定
に
協
力
す
る
こ
と
。

同
時
に
、
低
地
照
葉
樹
林
や
そ
れ
に
隣
接
す
る
人
工
林
で
の
伐
採
や
林
道
・
治
山
ダ

ム
建
設
な
ど
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
際
に
は
、
当
該
計
画
地
域
周
辺
の
絶
滅
危
惧
種

や
希
少
植
物
の
分
布
状
況
を
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
専
門
家
と
の
合
同
調
査
に
よ
り
十
分
に
把

握
し
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
の
場
を
持
つ
こ
と
な
ど
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

要
望
書
提
出
以
降
の
動
向
と
展
望

要
望
書
の
提
出
を
機
に
関
係
機
関
の
認
識
が
深
ま
り
、
す
で
に
林
野
庁
で
は
保
護
林

指
定
へ
向
け
た
調
査
・
検
討
が
進
む
な
ど
動
き
が
出
て
い
ま
す
。
屋
久
島
の
低
地
照
葉

樹
林
は
、
人
里
近
い
河
川
流
域
に
わ
ず
か
に
原
生
の
息
吹
と
垂
直
分
布
の
命
脈
を
保
つ

〝
聖
地
〟
で
す
。
絶
滅
危
惧
種
を
は
じ
め
、
固
有
の
新
種
と
し
て
発
見
さ
れ
た
菌
従
属

栄
養
植
物
や
ム
ヨ
ウ
ラ
ン
類
が
多
種
生
育
し
て
い
る
の
が
大
き
な
特
色
で
す
。

こ
う
し
た
植
物
た
ち
は
、
は
る
か
な
る
年
月
を
か
け
て
原
生
的
な
森
の
中
で
こ
の
地

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
延
び
て
き
ま
し
た
。
常
に
落
ち
葉
が
堆た
い

積せ
き

す
る
腐
葉
土
の

安
定
的
な
温
床
の
中
で
、豊
か
な
菌
類
相
と
と
も
に
精せ
い

緻ち

な
共
生
関
係
を
結
び
な
が
ら
、

森
林
全
体
も
維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

東
ア
ジ
ア
の
森
林
植
生
を
特
色
づ
け
、
貴
重
な
森
林
と
さ
れ
る
照
葉
樹
林
は
、
今
や

世
界
規
模
で
減
少
の
一
途
。
国
内
で
も
原
生
的
な
照
葉
樹
林
は
、
西
日
本
や
琉
球
列
島

の
各
地
に
わ
ず
か
に
点
在
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

豊
か
な
植
生
を
支
え
る
原
生
的
な
屋
久
島
低
地
照
葉
樹
林
こ
そ
は
、
そ
の
価
値
を
損

な
う
こ
と
な
く
後
世
に
残
す
べ
き
〝
宝
〟
と
し
て
新
た
な
評
価
と
保
護
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
生
物
多
様
性
の
宝
庫
、
植
物
の
進
化
や
生
物
種
間
共
生
の

歴
史
を
彩
る
学
術
的
に
も
貴
重
な
こ
の
森
を
後
世
に
残
し
て
い
く
こ
と
が
、
屋
久
島
の

み
な
ら
ず
、
日
本
の
森
林
保
護
の
責
務
で
あ
る
と
広
く
認
識
さ
れ
て
、
早
急
に
要
望
が

か
な
う
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
日
本
自
然
保
護
協
会　
第
17
期
助
成　
国
内
研
究
助
成
成
果
報
告
書
ｖｏ
ｌ
２
７
（
２
０
１
８
）
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慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部

　
一
ノ
瀬
友
博

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
大
学
教
育

新
型
コ
ロ
ナ
の
大
学
教
育
へ
の
影
響

２
０
１
９
年
末
か
ら
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
20
年
２
月
頃
か
ら
日
本
に
も
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
た
が
、
同
２

月
末
に
政
府
が
全
国
一
斉
休
校
を
要
請
し
、
学
校
教
育
の
現
場
が
そ
の
矢
面
に
立
つ
こ

と
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
大
学
に
つ
い
て
は
当
時
す
で
に
ほ
と
ん
ど
が
春
休
み
期
間
で
あ
り
、
入

試
も
終
盤
で
あ
っ
た
た
め
に
影
響
は
限
定
的
と
い
う
見
方
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
同

４
月
を
迎
え
て
も
臨
時
の
休
校
措
置
は
延
長
さ
れ
、
各
大
学
は
入
学
や
開
講
を
１
カ
月

ほ
ど
後
ろ
倒
し
に
す
る
と
い
う
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
首
都
圏
の
多
く
の
大
学
に

と
っ
て
は
東
日
本
大
震
災
以
来
の
異
常
事
態
と
な
っ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
も
学
事
日
程
を
約
１
カ
月
ず
ら
し
て
の
開
講
と
な
っ
た
。

筆
者
が
所
属
す
る
環
境
情
報
学
部
は
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
北
部
の
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
に
あ
る
。
こ
こ
に
は
環
境
情
報
学
部
に
加
え
、総
合
政
策
学
部
、看
護
医
療
学
部
、

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
、
健
康
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
の
３
学
部
２
研
究
科
が
集
ま

る
。
主
に
環
境
情
報
学
部
、
総
合
政
策
学
部
、
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の
２
学
部
１

研
究
科
に
つ
い
て
は
、
対
応
や
取
り
組
み
が
共
通
し
て
い
る
の
で
「
Ｓ
Ｆ
Ｃ
」
と
い
う

略
称
を
使
っ
て
以
下
、
記
載
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
20
年
４
月
１
日
に
全
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
が
教
員
に
通
知

さ
れ
、
学
生
に
は
２
日
に
告
知
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
学
全
体
の
方
針
に
沿
っ
て
同
７
日

か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
立
ち
入
り
も
原
則
禁
止
。
そ
れ
以
前
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

可
能
性
に
つ
い
て
は
知
ら
さ
れ
て
い
た
が
〝
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
化
〟
は
教
員
に
と
っ
て

も
衝
撃
で
あ
っ
た
。

同
６
日
に
は
、環
境
情
報
学
部
長（
当
時
）の
脇
田
玲
教
授
が
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
学
生
に
向
け
て
「
家
に
い
ろ
。
自
分
と
大
切
な
人
の
命
を
守
れ
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
教
員

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
最
高
の
授
業
を
す
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
、
そ
れ
が
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
に
拡
散
さ
れ
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
教
員
に
と
っ

て
本
格
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
初
め
て
で
、
そ
の
準
備
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
挙
げ
て
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
。日
本
全
国
の
大
学
が
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

当
初
、
20
年
度
の
春
学
期
前
半
の
み
の
予
定
で
あ
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
だ
が
、
春

学
期
は
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
た
。
秋
学
期
に
つ
い
て
は
一
部
の
授
業
が
キ
ャ
ン

パ
ス
で
な
さ
れ
た
が
、
感
染
状
況
の
推
移
が
予
測
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
１
年
間
を
経
て
新
た
な
授
業
の
形

態
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
が
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
特
に
新
入
生
に
と
っ
て
は
横
の
つ
な

が
り
が
で
き
な
い
と
、
多
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

21
年
春
学
期
は
幸
い
、キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
業
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。教
員
は
キ
ャ

ン
パ
ス
で
の
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ど
ち
ら
も
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
20
年
度
の

秋
学
期
よ
り
は
多
く
の
授
業
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
〝
第
４
波
〟
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
、
21
年
４
月
25
日
か
ら
東
京
都
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
１
週
間
の
移
行
期
間
を
経
て
４
月
末
か
ら
再
び
完
全
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
移
行
し
た
。
こ
れ
は
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
ま
で
続
き
、
同
６
月
後
半
か

ら
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
多
く
の
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ま

ま
学
期
末
を
迎
え
た
。

こ
の
よ
う
な
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
立
地
、
そ
し
て
専
門
性
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準
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
環

境
情
報
学
部
の
場
合
、
卒
業

に
は
１
２
４
単
位
以
上
を

取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
履

修
す
る
単
位
は
半
分
以
下

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
20

年
度
、
21
年
度
は
特
例
と
し

て
文
科
省
が
こ
の
60
単
位

と
い
う
制
限
を
外
し
て
い

る
が
、
22
年
度
か
ら
は
再
び

制
限
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、

21
年
７
月
に
「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
時
代
の
大
学
の
あ
り
方

～
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た

新
し
い
学
び
の
実
現
～
」
と

い
う
提
言（
注
１
）を
ま
と
め
、

文
科
大
臣
に
60
単
位
ま
で

と
し
て
い
る
制
限
を
撤
廃

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
試
み

ら
れ
、
そ
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
優
れ
た
取
り
組
み
）
が
共
有
さ
れ
る
中
で
、
新

た
な
大
学
教
育
の
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。
こ
の
提
言
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
あ
っ

て
も
対
面
授
業
と
同
様
に
シ
ラ
バ
ス
、
出
席
確
認
、
課
題
提
出
や
大
学
に
よ
る
授
業
実

施
状
況
の
把
握
は
十
分
に
可
能
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
対
面
授
業
を
区
別
す
る

根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

筆
者
も
こ
の
約
２
年
で
様
々
な
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経
験
し
て
き
た
。
ま
た
Ｓ
Ｆ
Ｃ

で
は
、
先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
当
時
の
学
部
長
が
「
最
高
の
授
業
を
す
る
」
と
啖た
ん

呵か

を

切
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
教
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
授
業
の
質
を
下
げ
な
い
努
力

を
重
ね
て
き
た
。

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
20
年
度
春
学
期
に
は
、
学
期
末
に
教
員
と
学
生
に
対
す

に
よ
っ
て
様
々
で
あ
っ
た
。
実
験
や
実
習
が
中
心
と
な
る
分
野
で
は
、
厳
し
い
制
限
を

設
け
た
上
で
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
が
多
い
一
方
、
履
修
者
が
多
い
大
講
義
室
で
の
授

業
は
、
今
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
が
継
続
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
形
態
も
様
々
で
あ
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
収
録
し
た
ビ
デ
オ
を
学

生
が
視
聴
し
、
課
題
な
ど
に
取
り
組
む
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
、
授
業
を
そ
の
ま
ま
オ
ン

ラ
イ
ン
に
移
し
た
ラ
イ
ブ
方
式
、教
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
ま

た
は
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
）
方
式
の
三
つ
に
お
お
む
ね
区
分
で
き
る
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
大
部
分
の
授
業
が
ラ
イ
ブ
方
式
で
あ
っ
た
が
、
慶
應
大
の
他
学
部
で
は

オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
が
多
数
を
占
め
た
と
聞
い
て
い
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
、
か

つ
学
生
が
録
画
を
授
業
後
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
学
生
に
と
っ
て
は
最
も
自
由
度
が
高

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
授
業
運
営
と
し
て
は
難
易
度
が
高
く
な
り
、
そ
の
準
備
に
は
多

く
の
労
力
が
必
要
で
、
設
備
に
も
多
額
の
費
用
が
か
か
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
大
学
教
育

筆
者
が
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
21
年
12
月
下
旬
時
点
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感

染
拡
大
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
は
夏
に
比
べ
劇

的
に
減
少
し
て
い
る
。〝
第
５
波
〟
が
同
９
月
末
ま
で
に
落
ち
着
き
、
10
月
か
ら
は
秋

学
期
が
開
始
さ
れ
た
が
、
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
お
お
む
ね
３
割
程
度
の
授
業
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
は
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。

こ
れ
だ
け
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
授
業
を
キ
ャ
ン
パ

ス
で
実
施
す
べ
き
だ
と
の
声
が
大
学
に
は
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る

が
、
秋
学
期
の
シ
ラ
バ
ス
は
第
５
波
の
さ
な
か
に
準
備
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
感
染
者

数
の
増
減
に
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ
と
は
個
々
の
授
業
の
準
備
と
し
て
も
難
し
い
。ま
た
、

教
室
で
は
様
々
な
対
策
を
と
り
、
収
容
定
員
を
通
常
の
半
分
以
下
に
抑
え
て
い
る
た
め

に
【
写
真
１
】、
履
修
者
数
の
多
い
授
業
を
す
ぐ
に
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。

大
学
は
、
こ
う
し
た
中
で
次
年
度
の
授
業
編
成
を
進
め
て
い
る
。
目
下
の
課
題
は
22

年
度
の
授
業
の
開
講
方
式
で
あ
る
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
を
含
め
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
が
予
測
し
に
く
い
状
況
で
準
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
大
前
提
と
な
る
の
が
文
部
科
学
省
の
方
針
で
あ
る
。
現
在
多
く
の
授
業
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
講
さ
れ
て
い
る
が
、
遠
隔
授
業
は
本
来
、
60
単
位
ま
で
と
大
学
設
置
基

写真１　収容定員を 50％以下にした教室の様子＝いずれも慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス
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る
ア
ン
ケ
ー
ト
と
と
も
に
、
教
員
同
士
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
を

実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
予
想
外
だ
っ
た
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
対
し
て
学
生

の
満
足
度
が
高
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
員
の
低
め
の
評
価
と
は
対
照
的
で

あ
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
始
ま
っ
た
学
期
の
評
価
な
の
で
、
学
生
の
満
足
度
が
継

続
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
教
員
側
の
実
感
と
し
て
も

学
期
を
通
し
て
出
席
者
数
が
減
ら
ず
、
教
室
で
の
授
業
よ
り
も
は
る
か
に
出
席
率
が
高

か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

学
生
に
と
っ
て
も
、
教
員
に
と
っ
て
も
最
も
評
価
が
高
か
っ
た
項
目
は
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ま
で
行
か
な
く
て
も
授
業
に
出
ら
れ
る
、
授
業
を
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
郊
外
に
位
置
す
る
我
々
の
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ら
で
は
で
あ
ろ
う
。
学
生
か
ら
は
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
授
業
の
録
画
を
繰
り
返
し
視
聴
す
る
こ
と
に
よ

り
理
解
が
深
ま
っ
た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
の
場
合
、
２
倍
速
で
見
る
こ
と
に
よ
っ
て

時
間
を
節
約
で
き
る
、
言
語
の
授
業
で
は
他
の
学
生
の
目
を
気
に
し
な
い
で
発
音
の
練

習
が
で
き
る
、
多
少
体
調
が
悪
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
出
席
で
き
た
、
と
い
っ

た
よ
う
な
声
が
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
教
員
に
と
っ
て
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
も
の

も
あ
っ
た
。

教
員
の
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
で
は
、
多
様
な
教
員
の
工
夫
が
飛

び
出
し
、
そ
の
よ
う
な
新
た
な
試
み
に
対
す
る
学
生
の
反
応
も
良
好
で
あ
っ
た
。
サ
イ

ト
で
広
く
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
授
業
の
取
り
組
み
も
あ
る
（
注
２
）。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
は

総
合
政
策
学
部
と
環
境
情
報
学
部
と
い
う
二
つ
の
学
部
が
存
在
す
る
が
、
両
学
部
の
学

生
は
所
属
に
関
係
な
く
ど
ち
ら
の
学
部
の
授
業
も
履
修
で
き
、
教
員
も
ど
ち
ら
の
所
属

か
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。幅
広
い
分
野
の
教
員
が
集
ま
り
、

普
段
か
ら
横
の
つ
な
が
り
が
強
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
特
殊
な

状
況
で
も
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
方
で
、
両
学
部
は
実
験
や
実
習
形
式
の
授
業
は
多
く
は
な
い
と
は
い
え
、
筆
者
は

そ
の
よ
う
な
授
業
を
担
当
し
て
い
る
教
員
の
一
人
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
い
う
授
業
の
例
が
あ
っ
た
の
も
紛
れ
も
な

い
事
実
で
あ
る
。
た
だ
し
、
特
殊
な
状
況
を
逆
に
生
か
し
た
取
り
組
み
が
別
の
効
果
を

生
み
出
し
た
も
の
も
あ
る（
注
３
）。オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
さ
は
、ど
こ
か
ら
で
も
履
修
で
き
、

資
料
の
共
有
も
容
易
。
教
室
で
の
授
業
と
違
っ
て
声
が
聞
こ
え
に
く
い
、
ス
ラ
イ
ド
や

黒
板
が
見
え
に
く
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
。
特
に
チ
ャ
ッ
ト
機
能
は
、
普
段
だ
と

届
か
な
い
学
生
の
声
を
拾
え
た
り
、
授
業
中
に
投
票
や
ク
イ
ズ
を
す
る
こ
と
も
簡
単
で

あ
っ
た
り
す
る
。

そ
し
て
何
よ
り
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
距
離
を
考
え
ず
、
国
境
も
超
え
て
授
業
に
参
加
で

き
る
こ
と
。
現
在
、
入
国
で
き
な
い
留
学
生
は
や
む
を
得
ず
そ
の
よ
う
な
対
応
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
状
況
を
逆
に
生
か
し
、
地
域
で
活
動
を
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
働
き

な
が
ら
授
業
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
海
外
の
ゲ
ス
ト
を

呼
ん
で
特
別
講
義
を
し
て
い
た
だ
く
ハ
ー
ド
ル
も
一
気
に
下
が
っ
た
。
他
大
学
と
の
交

流
の
可
能
性
も
広
が
り
、筆
者
は
愛
媛
大
、宮
崎
大
の
研
究
室
と
合
同
ゼ
ミ
を
実
施
し
、

新
た
な
大
学
間
の
連
携
の
可
能
性
も
感
じ
た
。

も
ち
ろ
ん
、教
室
で
技
術
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
授
業
も
存
在
す
る
。

学
生
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
や
教
員
と
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、

教
室
な
ら
で
は
の
も
の
が
あ
る
。
よ
っ
て
〝
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
〟
の
授
業
の
あ
り
方
は
、

こ
れ
ま
で
の
教
室
の
授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
良
さ
を
融
合
し
た
も
の
に
な
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
教
育
研
究
の
場
を
と
も
に
つ
く
る

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
新
た
な
授
業
の
あ
り
方
が
見
え
て
き
た
と
は
い
え
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
22
年
度
か
ら
は
遠
隔
授
業
を
60
単
位
ま
で
と
す
る
と
い
う
文
科
省
の
方

針
が
変
更
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
、
慶
應
大
は
原
則
と
し
て
授
業
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻

す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
認
め
な
い
の
で
は
な
く
、

効
果
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
は
引
き
続
き
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
遠

隔
授
業
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
大
学
院
で
は
、
入
国
で
き
な
い
留
学
生
へ
の
配

慮
も
含
め
、
積
極
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
が
活
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ど
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
す
べ
き
か
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
に
は
ど
の
よ
う
に

教
室
を
配
分
す
べ
き
か
、
ま
さ
に
22
年
度
に
向
け
て
議
論
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
。
教

室
の
収
容
定
員
は
こ
れ
ま
で
の
50
％
以
下
か
ら
、
通
常
の
１
０
０
％
に
戻
さ
な
い
と
開

講
で
き
な
い
。
感
染
症
対
策
を
人
の
密
度
で
は
な
く
、
換
気
を
重
視
し
た
対
策
に
転
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
数
多
く
の
大
学
や
組
織
で
、
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
に
よ
る
換

気
機
能
の
計
測
は
行
わ
れ
て
き
た
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
も
21
年
の
夏
休
み
期
間
中
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
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濃
度
の
計
測
を
始
め
た
の

で
、
最
後
に
紹
介
し
た
い
。

Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
、
こ
れ
ま

で
も
窓
と
ド
ア
を
開
け
て

扇
風
機
に
よ
る
強
制
的
な

排
気
は
し
て
き
た
も
の
の
、

Ｃ
Ｏ
２
濃
度
を
モ
ニ
タ
ー
し

て
こ
な
か
っ
た
。
教
室
の
大

き
さ
、
ド
ア
や
窓
の
配
置
は

様
々
で
、
大
教
室
で
は
場
所

に
よ
っ
て
濃
度
が
異
な
る

可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
教

室
で
の
授
業
は
ド
ア
や
窓

を
開
放
し
た
ま
ま
な
の
で
、

寒
か
っ
た
り
暑
か
っ
た
り
、

あ
る
い
は
雨
が
吹
き
込
ん

だ
り
す
る
な
ど
の
問
題
も

指
摘
さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
教
室
が
授
業
で

使
わ
れ
て
い
な
い
夏
休
み

中
に
Ｃ
Ｏ
２
を
発
生
さ
せ
て
部
屋
ご
と
の
換
気
能
力
、
ま
た
窓
開
け
や
排
気
の
効
果
を

計
測
し
た
。
こ
れ
は
有
志
の
教
員
に
よ
る
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
施
し
、

学
生
は
履
修
者
と
し
て
計
測
に
も
関
わ
っ
た
（
注
４
）。

こ
の
最
初
の
調
査
に
よ
り
、
使
用
頻
度
が
高
い
教
室
の
換
気
能
力
の
傾
向
を
把
握
し

た
。
21
年
10
月
１
日
の
秋
学
期
か
ら
は
、
複
数
の
教
室
に
Ｃ
Ｏ
２
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し

【
写
真
２
】、
今
度
は
通
常
の
授
業
の
下
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
あ
れ
ば
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ
ー
タ
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
【
図
】。
さ
ら
に
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
を
使
っ
て
、
一
定
の
水
準
以

上
の
値
が
計
測
さ
れ
た
場
合
は
通
知
が
届
く
。
教
員
は
、
希
望
す
れ
ば
Ｓ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
か

ら
の
事
前
登
録
で
警
告
を
受
け
取
れ
る
。
今
後
、
学
生
に
も
同
様
に
警
告
を
受
け
取
れ

る
よ
う
に
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｃ
Ｏ
２
の
濃
度
自
体
が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す
る
危
険
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
も

の
の
、
換
気
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
可
能
性
が

あ
る
。
よ
っ
て
「
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
が
『
○
○
ｐ
ｐ
ｍ
』
を
超
え
た
ら
授
業
を
中
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
基
準
は
存
在
し
な
い
。
現
在
進
行
し
つ
つ
あ
る
危
機

に
対
応
す
る
た
め
に
、
教
員・学
生
が
取
得
可
能
な
デ
ー
タ
を
共
有
し
、
と
も
に
考
え
、

よ
り
良
い
対
応
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
将
来
の
不
確
実
性
が
ま
す
ま
す
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｃ
で
は
学
生
自
ら
の
問
題
発
見
・
問
題
解
決
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
き

た
が
、
現
在
進
行
中
の
危
機
に
つ
い
て
も
学
生
と
教
員
が
主
体
的
に
考
え
動
け
る
仕
組

み
を
模
索
し
て
い
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
は
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
が
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

■
注
釈

(1) 

日
本
私
立
大
学
連
盟
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
大
学
の
あ
り
方
～
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
新
し
い
学
び
の
実
現
～
」 

https://w
w

w
.shidairen.or.jp/topics_details/id=

3330　
最
終
閲
覧
２
０
２
１
・
11
・
12

(2) 

井
庭
崇
「
最
高
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
つ
く
り
方
：
新
し
い
学
び
の
場
づ
く
り
の
パ
タ
ー
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
紹
介
」　

https://note.com
/iba/n/nf20418530d60　

最
終
閲
覧
２
０
２
１
・
11
・
12

(3) 

石
川
初
・
青
柳
成
穂
・
原
田
馨
子
（
２
０
２
１
）
「
リ
モ
ー
ト
（
フ
ィ
ー
ル
ド
）
ワ
ー
ク
へ
の
試
み
」
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
研
究 

85
（
３
）．
２
６
２
ー
２
６
３

(4) 

環
境
情
報
学
部
の
中
澤
仁
教
授
、
大
木
聖
子
准
教
授
、
宮
本
佳
明
准
教
授
に
よ
る
教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

写真２　教室に設置された CO2 センサー

図　教室ごとの CO2 濃度（オンライン上でリアルタイ
ムにデータを閲覧できる）





表　　紙
〈左〉屋久島の豊かな森林（一湊川流域）＝屋久島照葉樹林ネットワーク提供
〈右〉縄文時代のかごの復元に使うムクロジ材の伐採=あみもの研究会提供

トレンド・レビューの前ページ
屋久島で確認された希少なヤクシマヤツシロラン =屋久島照葉樹林ネット
ワーク提供

裏表紙の裏
〈上〉屋久島の世界自然遺産地域に近い椨川流域調査
〈下〉屋久島で確認された希少なヤクノヒナホシ =いずれも屋久島照葉樹林

ネットワーク提供

裏 表 紙
〈上〉2000 年後半にカナダで伐出された住宅用材。虫害による伐採増で資源

量が減り、第３次ウッドショックを緩和できなかった
〈下〉2000 年代後半当時のカナダの新興住宅地＝いずれも立花敏氏提供



森林や環境の問題に携わる研究者とジャーナリストでつくる「森林環境研究会」は、「森

林文化協会」の専門委員会である。新型コロナウイルスの感染拡大が続き、研究会の活

動にも制約がかかるなか、年間の集大成として『森林環境 2022』を刊行することがで

きた。

特集のテーマは「森とともにどう生きてきたか」。明治以前の時代に目を向け、人び

とが森とどのように付き合い、そこから得た資源をどのように利用してきたかを捉え直

した。はからずも 21 年、国連気候変動枠組み条約第 26 回締約国会議（COP26）は、

産業革命前からの地球の気温上昇を 1.5 度に抑える努力を追求する、とした合意文書を

採択した。世界で脱炭素化の動きが加速し、森林の重要性も増している。特集はまさに“温

故知新”のアプローチで、立ちはだかる気候変動や生物多様性の損失といった課題を解

決する糸口を探ることができたのではなかろうか。さらに「トレンド・レビュー」は新

型コロナの影響にも触れ、ウッドショックなど足元の課題を掘り下げた。

この年報を通じて、森林文化協会が理念とする「山と木と人の共生」に向けての歩み

が少しでも進むことを願う。

森林文化協会　宮崎　健

あとがき
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